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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







序章　こんな日がずっと続けばいいのに

第一章　やっぱり、私は望むべきじゃなかった

第二章　皆、ごめんなさい

第三章　どうか負けないで

第四章　皆のために

第五章　私のすべてをかけても

終章　終わりの始まり




　あとがき



































序章　こんな日がずっと続けばいいのに









「──というわけで。本日の『黒くろ魔ま術じゆつ学』の授業は……『ドッジボール』にする！」

　ボールを抱かかえたグレンが、魔術学院の中庭に集めた四十人近い生徒達を前に、いきなりそんなことを宣言する。

　毎度毎度の突とつ拍ぴよう子しもない展開に、生徒達はもう呆あきれ顔がおで絶句するしかない。

「はっはっは！　もうコートは作ってある！　さぁ、お前ら！　じゃんけんで二チームに分かれろ！　負けたチームは今日一日、勝ったチームの奴ど隷れいじゃ──っ！」

「ちょ、ちょっと、待ってくださいっ！」

　ご丁てい寧ねいに白線でコートが描えがかれた芝しば生ふを踏ふみながら、システィーナが猛もう抗こう議ぎする。

「なんで『黒魔術学』の授業で『ドッジボール』しなきゃいけないんですか!?　私達は忙いそがしいんですっ！　こんな風に遊んでないで、ちゃんと真ま面じ目めに授業を──」

「ふっ！　わかっちゃいねえなぁ、白しろ猫ねこめっ！」

　すると、グレンが、ずびしっ！　と、システィーナの鼻先へ指を突つきつけた。

「お前は『ドッジボール』を舐なめているな!?　知らないのか!?　『ドッジボール』には、魔術の運用に必要な全すべての要素が詰つまっているんだぞ!?」

「えっ!?」

　まるで初耳なシスティーナが驚きよう愕がくに目を瞬しばたたかせる。

「いいか？　まず、ボールを投げることで鍛きたえられる『肩かたの強さ』！　ボールの軌き道どうを見定めることで培つちかわれる『動体視力』！　そして、ボールを避よけることで得られる『反射神経』！　わかったか!?　『ドッジボール』とは魔術そのものと言っても過言ではない！」

「た、確かに……ッ!?」

　あまりにもグレンが自信満々に言い放つから、システィーナは一いつ瞬しゆん、欺だまされかけて……

「……って、《どれも全然・魔術に・関係ないじゃない》──ッ!?」

「ぎゃあああああああああああ──ッ!?」

　システィーナの叫さけんだ【ゲイル・ブロウ】が、いつものようにグレンを、空高く吹ふき飛ばすのであった。

「……ったく、相変わらずだなぁ、うちの先生は」

　そんな様子を遠巻きに眺ながめながら、大おお柄がらな男子生徒、カッシュが呟つぶやく。

「はぁ……先生が時折、突拍子もないことをやり始めるのはいつものことですが……今回ばかりは、いつにも増してわけがわかりませんわね」

　ツインテールのお嬢じよう様さま、ウェンディも肩を竦すくめるしかない。

「そうですね……グレン先生は、一見、意味不明でも、必ずなんらかの意味がある……そんな授業を行う御お方かただと思っていたのですが……」

「……さ、さすがに『ドッジボール』と『魔術』は関係ない……よね……？」

　モデル体型の少女テレサに、小こ柄がらな眼鏡っ娘こリンも、これに関しては困こん惑わくを隠かくせない。

「ふん……なんのつもりか知らないけど、今回ばかりはごめん被こうむるね」

　そして、一同から少し離はなれた場所で、いかにも不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんに皺しわを寄せる眼鏡の少年ギイブルが、忌いま々いましそうに眼鏡を押し上げ、吐はき捨てるのであった。

「今、僕達は忙しいんだ。こんな風に遊んでいる場合じゃ──」

「……だからこそ、だと思うよ。ギイブル君」

　だが、そんなギイブルへ、優やさしく諭さとすような言葉がかけられる。

　生徒達の視線が、その発言者へと集まる。

　その綿毛のような金きん髪ぱつは風に揺ゆれ、午後の陽光をきらきらと跳はね散らしていた。

「確かに、もうすぐ前期末試験……皆みんな、寝ねる暇ひまも惜おしんで一いつ生しよう懸けん命めい、勉強してる……でも……最近、皆、根こんを詰めすぎて、ちょっと疲つかれちゃってるよね？」

　そこには、慈いつくしむように穏おだやかな笑えみを浮うかべたルミアが佇たたずんでいた。

「先生は、そんな私達の息いき抜ぬきのために、この時間を作ってくれたんじゃないかな？」

　その澄すんだ海色の瞳ひとみが、どこまでもグレンに対する信しん頼らいに満ちていたから……

「うーん……確かに、最近、クラスの雰ふん囲い気き、どっかギスギスしてたしなぁ……」

「あはは、ただ単に、授業するのサボって遊びたいだけかもしれないけどね」

　クラスの生徒達は、仕方なしと言った感じで、それなりに納なつ得とくしたようであった。

「おお[image: ～][image: ～]いっ！　お前らっ！　早く『ドッジボール』やろうぜぇ──っ!?」

「もうっ！　今回だけですよっ!?　本当に、今回だけですからねっ!?」

　コート上では、子供のようにはしゃぐグレンが生徒達に向かって手を振ふり、ついに根負けしたらしいシスティーナが、ぷりぷり怒おこりながら腕うでを組んでそっぽを向いている。

「……まぁ、たまには息抜きも必要ですわね」

「やれやれ、だ」

　生徒達は観念したように苦笑いしながら、コートに向かうのであった──




　そして……そんなこんなで。

　しばらくの間、中庭に楽しげな歓かん声せいが木霊こだまし続ける。

「ふふんっ！　覚かく悟ごですわ、ルミア！　えいっ！」

「甘いよっ！　ウェンディ！」

「おおおっ！　ルミアちゃん、ナイス回かい避ひ！　よっしゃ、こっちパス！　パス！」

　生徒達が、連日の勉強疲づかれの鬱うつ憤ぷんを晴らすように、夢中でドッジボールに興じている。

「フン。こっちのチームが劣れつ勢せいですが。……どうするんです？　先生」

　乗り気じゃなかったギイブルも、次し第だいに雰囲気に当てられ、熱中し始めて。

「あ、リィエルにボールが渡わたっ……やっば……」

「えい」

「どぎゃああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

「うわぁあああああああああ──っ!?　先生が、吹っ飛んだ──ッ!?」

　そんな、笑い声の絶えない、いつもの光景の中で──

（あはは、楽しいな……）

　自身も皆と一いつ緒しよに遊びながら、ルミアは満面に喜色を湛たたえ、心から思うのであった。




（……こんな日が……ずっと続けばいいのに……）








第一章　やっぱり、私は望むべきじゃなかった









　フェジテの街に、夜の帳とばりが訪おとずれる。

　フィーベル邸ていに帰宅したシスティーナ、ルミア、リィエルは団だん欒らんの時を過ごしていた。

　今、フィーベル邸の食堂のテーブル上には、ローストビーフに魚のパイ、シーザーサラダ、香こう辛しん料りようの効きいたシチュー……見るからに美味おいしそうな料理が銀食器に盛り付けられて並び、銀の燭しよく台だいが灯ともす穏やかな火が、色とりどりの料理を照らし出していた。

「どうかな……？　今日のはちょっと自信あったんだけど……」

　ルミアが恐おそる恐る問う。

「お、美味しい……やるじゃない……」

「…………」

　料理を口に運んだシスティーナが目を瞬しばたたかせ、リィエルは無言で料理を口に運び、はむはむと口を動かし続ける小動物と化していた。

「ふふっ、よかった」

　そんな二人の様子に、ルミアがにっこりと笑った。

　システィーナの両親は、仕事で帝てい都とオルランドに滞たい在ざいしていることが多い。その上、フィーベル邸は使用人を雇やとっていない。屋や敷しきの管理維い持じや家事は、屋敷内に召しよう喚かんされたお手伝い妖精ブラウニーに、ほとんど任せられている。

　それでも、食事の準備だけはシスティーナ達が、なるべく自分で行うようにしており、今夜の当番はルミアだったのである。

「それにしても……ルミアって最近、本当に料理上手うまくなったわね」

　システィーナは、ローストビーフをナイフで切り分けながら、感かん慨がい深く言った。

「元・王族ってこともあったんでしょうけど……うちに来たての頃ころは、料理なんてまるで駄だ目めだったのに……」

「そ、そうだったね……」

「それに……ルミアって最近になって、急に料理の練習に本ほん腰ごし入れ始めたよね？　……一体、何があったの？　どういう心境の変化？」

「それは……」

　すると、ルミアが一瞬口ごもって……

「……後こう悔かいしないように」

「え？」

「だから、色んなことを一生懸命やってみよう……なぁんてね？」

　くすりと悪戯いたずらっぽく笑って、ちろっと照れたように舌を出してみせるルミア。

　そんな親友の姿に、システィーナはどこか得体のしれない不安を覚える。

「えーと、その……ルミア？　……あの、それって一体、どういう意味……？」

「ねぇねぇ、ルミア。……苺いちごタルトないの？」

　だが、システィーナがルミアの真意を問おうとすると、不意に横やりが入った。

「あはは、大だい丈じよう夫ぶだよ、リィエル。ちゃんと買ってあるよ。……食後にね？」

「ん」

　すると、リィエルは再び、もくもくと食事を再開する。

　ルミアの真意をなんとなく聞きそびれてしまったシスティーナが、仕方なく自分も食事を再開しようとした……

　……その時であった。

　がたっ！　と。

　リィエルが突とつ然ぜん、椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「……リィエル!?　ど、どうしたの!?」
















　驚おどろいたシスティーナがその横顔を見上げれば……リィエルは眠ねむたげな無表情を、いつになく険しく引き締しめ、周囲の様子を探さぐるように警けい戒かいしている。

　そして、その次の瞬間──

　辺りに硝子ガラスが割れ砕くだけるような盛せい大だいな音が派手に反はん響きようし──同時に、屋敷内に働く何らかの力場が失われてしまう。

　招かれざる客の侵しん入にゆうを妨さまたげる、フィーベル邸の防ぼう御ぎよ結界が破られたのだ。

「えっ!?　な、何これ……？　何が起きて……ッ!?」

　システィーナが真っ青になりながら、狼狽うろたえていると、

「多分……敵が来た」

　そう呟いて、リィエルが床ゆかに手をつき、高速錬れん成せい術【隠す爪ハイドウン・クロウ】を起動。

　回転する法ほう陣じん、爆はぜる紫し電でんと共に──リィエルの両手に現れる長大な剣けん。

　燭台の火を受けてぎらりと輝かがやくその煌こう刃じんが、日常から非日常への変へん遷せんを告げていた。

「し、侵入者……ッ!?」

　システィーナは、全身の血が音を立てて引いていくのを感じた。

　魔ま術じゆつ師しの家系ではあるが、あくまで真っ当な堅かた気ぎであるフィーベル家に、侵入者が入る理由など、一つしか考えられない。

　廃はい嫡ちやくされた元・王女であり、呪のろわれた異能者、ルミア＝ティンジェル。

　そんな彼女の身み柄がらをしつこく付け狙ねらう、邪じや悪あくな魔ま術じゆつ結社『天の智ち慧え研究会』。

　きっと、連中がまた、ルミアを狙って、やってきたのだ──

「う、うぅ……なんで、お父様達も先生もいない、こんな時に……」

　恐きよう怖ふと緊きん張ちように青ざめ、ぶるぶると震ふるえ始めるシスティーナ。

　だが──

「大丈夫、安心して。……わたしが行く」

　大剣を携たずさえたリィエルが、何の迷いもなく歩きだし、食堂を出て行こうとする。

「待って」

　そんなリィエルの手を、ルミアが取り、引き留めた。

「リィエルがすごく強いのは知ってる……でも、一人じゃ危険だよ」

「そうよ！　ルミアの言う通りよ！　ここは早く、皆で逃にげ──」

　システィーナもルミアに続いて、まくし立てるが──

「……だめ。この家の結界を、こんなに簡単に破るやつ……たぶん、すごく頭いい。逃げられないと思う。わたしにはよくわからないけど……勘かん。きっと、あってる」

　あのリィエルが、そう断言していた。

　リィエルは筋道立てた論理的思考や作戦行動はとことん苦手だが……そのずば抜ぬけた直感・戦せん闘とう勘かんは、凡ぼん俗ぞくの小こ賢ざかしい思考や小細工を遥はるかに凌りよう駕がしてあまりある。

「たぶん……迎むかえ撃うつしか、ない」

　逃げられない、迎え撃つしかない。

　リィエルが、勘でそう断言するなら……恐らく、本当にそうなのだろう。

「二人はここで待ってて」

「う……リィエル……せ、せめて、私も一緒に戦うわ……私だって……」

　システィーナが震える膝ひざを必死に堪こらえて、そう絞しぼり出すように言うが……

「だめ。足あし手で纏まとい」

　リィエルは、あっさりばっさり切って捨てた。

「この家に侵入した敵……ものすごく強い気がする。……システィーナじゃ、無理」

　無表情で淡たん々たんとそう語るリィエルだが、システィーナとルミアは気付いてしまった。

　リィエルの大剣を握にぎるその手が……微かすかに震えていたのだ。

（そ、そんな……まさか、リィエルですら怖こわいと思う相手なの……ッ!?）

　その事実に、気が遠くなるような気分を覚えるシスティーナであった。

「……大丈夫」

　リィエルが自分を叱しつ咤たするかのように、ぎゅうと力強く大剣を握り直し……言った。

「ルミアを守るのはわたしの任務……だから、戦う」

　すると、リィエルは自分の言葉に、少し納なつ得とくいかなそうに小首を傾かしげて……

「……あれ？　ええと、ちょっと違ちがう……任務なんかなくたって……それに、ルミアだけじゃなくて……うーん……わたしには……よく、わからないけど……」

　しばらく言葉を一いつ生しよう懸けん命めいに選ぶように、何度も小首を傾かしげて……

「とにかく、わたしはルミアとシスティーナを守りたい……だから、戦う」

　最後に、そう力強く言い残して。

　リィエルは踵きびすを返し、食堂の外へと向かうのであった。

　システィーナとルミアは、戦場に向かうそんなリィエルの背中を……祈いのるような心地ここちで見送ることしかできなかった。




　フィーベル邸の玄関口広間エントランスホール。

　高級なオーク材をふんだんに使用した豪ごう奢しやな設しつらえのその場所は、広々とした間取りの吹ふき抜け構造で、天てん井じようは見上げるほど高く、奧には二階へと続く階段がある。

　そんな広間の真ん中に、その侵入者は堂々と佇たたずんでいた。

　夜の暗くら闇やみの中、広間の各所に灯されたランプの火が微かすかに闇やみを払はらい、その幽ゆう鬼きのような侵入者の姿を、辛かろうじて闇の中から浮うかび上がらせている。

　その侵入者に、ただ一人、剣を向けて対たい峙じしたリィエルは──

　その眠たげな無表情に、珍めずらしく驚きよう愕がくの表情を目一いつ杯ぱい浮うかべ、呆ぼう然ぜんとしていた。

「なんで……あなたが、ここに……？」

「くっくっく……久しぶりだねぇ、リィエル＝レイフォード……元気にしてたかい？」

　その侵入者が、人を小こ馬ば鹿かにするように、低く、昏くらく、嗤わらう。

「……ッ！」

　がしゃり。リィエルが大剣を深く低く構える音が、広間内に寒々しく響ひびいた。

　その極きよく端たんな前ぜん傾けい姿勢を取る構えは、獲え物ものを狙う獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうを想起させる──

　──が。なぜか今は、凄すご腕うでの狩人かりゆうどに追い詰つめられ、なんとか最後の抵てい抗こうを試みようとする手負いの獣けものの姿が被かぶってしまう──

「おやおや、随ずい分ぶんと血の気が多い……僕は別に君と戦いに来たんじゃないんだ……」

　リィエルの全身から嵐あらしのように発せられる激しい闘気、覇は気き、殺気──それを、そよ風のように受け流しながら、その侵入者は、さらりと言った。

「……ここに一体、なんの用……？」

「君の足りない脳みそでも、そのくらいわかってるだろう？」

　侵入者の人を食ったような立ち居振ふる舞まいが、逆にリィエルを吞のむ。

「ルミア＝ティンジェルだ。彼女の身柄を、僕に引き渡わたしてもらいたい……」

「なら、斬きる」

　薄うすら寒く嗤う侵入者へ、リィエルが一層、構えを深くした。

「ルミアは渡さない……ッ！　わたしが守る……ッ！」

　今の彼女は極限まで弦つるを引き絞られた弓矢だ。後は放たれるのみ──

　だが、そんな致ち命めい的な鏃やじりを、喉のど元もとに向けられながらも。

「やれやれ……彼ひ我がの実力差がわからない君じゃないだろうに……」

　肩かたを竦すくめて戯おどけてみせる侵入者の余よ裕ゆうは、毛ほども崩くずれない。

「どけ。もし、君が道を空けてくれるのなら……」

　その瞬しゆん間かん。

「いいいいいやぁあああああああああああああ──ッ！」

　これが答えだと言わんばかりに。

　リィエルが地を蹴り──その侵入者に向かって、疾しつ駆くを開始した。

　それはまるで、蒼あおい紫電が地を伝って[image: ]ほとばしるかのごとく。幾いく度どとなく左右に踏ふまれたステップが、リィエルの姿を無数に残像させ──侵入者へと肉にく薄はくさせる。

「ぁああああああああああああああああああ──ッ！」

　そして、リィエルの姿が侵入者と激げき突とつする瞬間──突然、霞かすみと消えた。

　その刹せつ那な──周囲の壁かべと天井を、三度、四度と蹴る音が響き渡って……

　不意に、侵入者の死角──頭上後方から、リィエルが弾だん丸がんのような速度で飛来し、侵入者に斬りかかる──

　まるで冗じよう談だんのような、リィエルの三次元空間機動。

　瞬まばたき一つの間に姿を見失い、頭上後方を取られるなど、誰だれも想像できないだろう。

　通常なら対応不可能、必殺確定──これで詰み。

　だが──

　侵入者は手にしていたステッキから、すらりと仕込み細剣レイピアを抜き放ち──

「〝読んでいたよ〟……」

「────ッ!?」

　頭上後方から剛ごう速そくで振ふり下ろされたリィエルの大剣を、侵入者は見もせず、ふらりと掲かかげた細剣レイピアで、あっさりと受け流す──

　互たがいを刮こそぐように食くらい合う大剣と細剣レイピア。上がる盛大な火花。

　勢い余ったリィエルの身体からだが、侵入者とすれ違う。

「く──ッ!?」

　その勢いで、リィエルの小さな身体が、着地と同時に床ゆか上うえを滑すべり流れる。

　すると、リィエルは即そく座ざに身を捻ひねり、靴くつ底ぞこで床を削けずりながら、反転。

　そのまま大剣を構え直し、侵入者へ再び飛びかかろうとするが──

「……そして〝詰みチエツク〟だ」

　それを無視して、侵入者はその仕込み細剣レイピアをステッキの支柱部へ納め──

　ぱっ！

　次の瞬間、リィエルの全身に無数の斬ざん痕こんが走り、血ち霞がすみが派手に上がった。

「……え？　……なんで……？」

　呆ほうけたような顔で、ずたずたになった自分の身体を見つめるリィエル。

「こんなはずは……わたし……あなたの剣、くらってない……斬られてないのに……」

　信じられない、何をされたのか、まるで理解できない──そんな表情だ。

　だが、その損傷ダメージは紛まぎれもない現実として、リィエルに襲おそいかかる。

　脱だつ力りよくしたリィエルの身体が傾かしぎ、がくり、と崩れ落ちかける……

「計算によると、これで君はもう戦せん闘とう不能だ……」

　そして、侵入者はそんなリィエルを放置し、屋や敷しきの奥へと歩を進めていった。

「お休み、リィエル。良い夢を」

　……だが、しかし。

「…………うっ……ぐぅううう……ッ！　させ……ない……ッ！」

　リィエルは歯を食いしばって意識を繫つなぎ……そのまま倒たおれるのを堪えて……

　大たい剣けんを握りしめ……全身を震わせながら、振り上げて……

「ぁあああああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　最後の力の一ひと滴しずくを振り絞って、跳ちよう躍やくした。

　斬り刻まれた身体に、無理矢理、力を入れたせいで傷が大きく広がり、さらなる鮮せん血けつが全身から噴ふき出すが──構わず、血けつ華かを撒まき散らしながら、リィエルは飛ひ翔しようして──

　裂れつ帛ぱくの気き迫はくと共に、侵しん入にゆう者へ肉薄して──大剣を振るう──

　──その刹那、風切り音。不意に侵入者の体たい軀くが躍やく動どうした。

「君は誇ほこって良い」

　リィエルの顎あごへ、侵入者がカウンターの飛び膝ひざ蹴げりを苛か烈れつに叩たたき込んだのだ。

「あっ……ぐぅうううう──ッ!?」

　頑がん丈じようなリィエルでなければ、頭部が胴どう体たいから千切れ飛んでいただろう……そんな衝しよう撃げきがリィエルの脳を激しく揺ゆらし、その小さな体軀を大きく山なりに吹き飛ばす。

「それは、〝読めなかった〟」

　リィエルは床ゆかを二度、三度バウンドしながら転がっていき……今度こそ、為なすすべもなく大剣を手放し……倒れ伏ふしてしまう。

「ごほ、あっ……ぐぅ……ルミ……ァ……、シス……ィ……ごめ……ん……」

　真っ白に薄れゆく意識の中、リィエルは愛いとしい友人達へ謝るしかなかった。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室、執しつ行こう官かんナンバー７《戦せん車しや》。

　数々の外げ道どう魔ま術じゆつ師しを屠ほふった歴戦のエースが、冗談に思えるくらい、何も出来ずに、あっさりと……倒されたのであった。




　……つい先刻まで、和なごやかだった食堂。

　だが、そこは今、鉛なまりのように重苦しい空気がのし掛かかっていた。

「……ルミア……大だい丈じよう夫ぶ？　顔色、良くないわ……」

「あ、……うん……」

　思い詰めた表情で俯うつむくルミアを、システィーナが気き遣づかうが、ルミアは上の空だ。

　無理もない。ここにやってきた敵の狙ねらいは……ほぼ間ま違ちがいなくルミアだ。

　思し慮りよ深く心優やさしい彼女に、責任を感じるなという方が無理だろう。

　システィーナがなんて言葉をかけたらいいか、迷っていると……

「……いつか……こんな日が来るんじゃないかって……思ってた……」

　不意に、ルミアがぽつりと呟つぶやいていた。

「ルミア？」

「でも……私はこの優しい世界が大好きで……私を守ってくれる先生やリィエル、システィに甘えて……後、もう少しだけって……決断をどんどん先延ばしにしてた……」

「…………ッ!?」

「……私……とても狡ずるくて、嫌いやな子だ……私がいたら、いつか必ずこうなるって、わかってたのに……ごめんね、システィ……やっぱり、私はここに居るべきじゃ……」

「ルミアッ！」

　いつになく悲観的なルミアを叱しつ咤たするように、システィーナがルミアの手を摑つかんだ。

「そんなこと言わないで！　その先を言わないで！　貴女あなたのせいじゃない！　悪いのは貴女を狙う、悪い人達だけよ！　それを間違ったら駄だ目め！」

「で、でも……」

「大丈夫！　大丈夫よっ！」

　ルミアにも自分自身にも言い聞かせるように、システィーナがまくし立てる。

「リィエルの強さ、知ってるでしょ？　あの子が負けるはずないわ！　それにね、私も強くなったのよ!?　いざという時に、貴女を逃にがすくらい──」

　ルミアが気付けば、ルミアの手を握にぎりしめるシスティーナの手は震ふるえていた。

　本当は彼女も怖こわいのだ。不安なのだ。泣き出したいのだ。

　だけど、責任を感じて落ち込むルミアを元気づけようと、必死に強がっているのだ。

「そうだね……きっと、リィエルがうまくやってくれる……よね……？」

　親友に心配をかけるわけにいかない。ルミアが無理矢理笑おうとして……

　こっ……

　靴くつ音おとが、食堂の扉とびらの向こう側から、小さく聞こえてきた。

「り、リィエル……ッ!?　リィエルよねッ!?」

　だが──返事はない。

　こっ……こっ……こっ……靴音は食堂へ淡たん々たんと近付いてくる。

「り、リィエルなんでしょッ!?　お願いッ！　へ、返事をして……ッ!?」

　やはり──返事はない。

　こっ……こっ……こっ……靴音は次第に大きくなりながら近付いてくる。

　そして。

「……あ、……う、噓うそ……でしょ……？」

　それに気付いてしまったシスティーナが青ざめ、がくがくと震えだす。

　食堂へ近付いてくる靴音は……この音は……どう聞いても、リィエルのものではない。

　彼女の足音はもっと、軽くて、小動物的なのだ。

　そして、あのリィエルがルミア達を見捨てて逃げるなど、考えられない。

　それは、つまり──

（噓よ……こんなのって……ッ!?）

　リィエルは──負けたのだ。

　あんなに強いリィエルが、侵入者に敗北した──それはもう疑いようもなかった。

　その残ざん酷こくな事実が、システィーナの心をばらばらに打ち砕く。

　たちまち、泣き叫さけびながら、目と耳を塞ふさぎ、その場に蹲うずくまりたくなる。

　だが──、システィーナが顔を上げれば。

　そこには、狼狽うろたえず、気き丈じように、食堂の扉の向こうを睨にらみ続けるルミアの姿……

（……できる……ことを……しなくちゃ……ッ！）

　その姿に、勇気をもらったシスティーナは、目め尻じりに浮うかぶ涙なみだを拭ぬぐった。

（リィエルはどうなったの？　とか……リィエルを退けるようなやつを相手に、私に何ができるの？　とか……色々あるけど……でも、今は……ッ！）

　そして、システィーナは一歩前に出て……

「……下がってて、ルミア……」

　攻性呪文アサルト・スペルを──扉の向こうの敵に悟さとられぬよう、声を潜ひそめて唱え始める。

「《集つどえ暴風・──》」

　こっ……こっ……こっ……

　食堂へ近づいてくる足音を頼たよりに、丁てい寧ねいにタイミングを計って……

「《──・戦せん槌ついとなりて・──》」

　音を立てぬようしっかり制せい御ぎよしながら、充じゆう分ぶんに魔ま力りよくを練り、ゆっくりと丁寧に……

　そして……

　こっ……、……がちゃ。

　ほんの僅わずかだけ、食堂の扉が開き、隙すき間まが見えた──その瞬しゆん間かん。

「《──・撃うち据すえよ》ッッッ！」

　システィーナは力強く、呪文を叫んだ。

　まるで大たい砲ほうを至近距きよ離りでぶっ放したかのような爆ばく音おんが、食堂内に響ひびき渡わたった。

　システィーナの左手から放たれた、猛もう烈れつな風の破は城じよう槌つい。

　圧あつ搾さくされた風圧が、逃げ場を求めて荒あれ狂くるい、食堂内を嵐あらしのように引っかき回し──

　扉を容よう赦しやなく、粉ふん砕さい。

　扉の向こう側に居たであろう人物ごと、バラバラに吹ふき飛──

「──ッ!?」

　──居ない。

　扉は吹き飛んだが──今、扉の向こうに居たはずの侵入者が──居ない。

　──否いな。

「……〝読んでたよ〟」

　その一いつ瞬しゆん後、扉が吹き飛んだ跡あと地ちに、その侵入者が足音軽く着地する。

　なんと、その侵入者は、入室の瞬間、その場で廊ろう下かの天てん井じよう付近まで跳躍しており……扉とびら越ごしに飛んで来た風の破城槌を、やり過ごしていたのだ。

「そん……な……」

　必殺の念を込こめた呪じゆ文もんが、いともたやすく捌さばかれ、呆ぼう然ぜんとするシスティーナ。

　その前で、侵入者は、暗い廊下から明るい食堂内へ、ゆっくりと足を踏ふみ入れてくる。

「やれやれ……リィエルといい、君といい、随ずい分ぶんなご挨あい拶さつじゃないか」

　燭しよく台だいの明かりに照らされ、露あらわになるその姿──

　システィーナがその人物の正体を認にん識しきした──その途と端たん。

「う……、あ……」

　システィーナの全身は瘧おこりのように震え始める。膝ひざが砕くだけそうなほどに。

　……忘れもしない、その容よう貌ぼう。その存在感。

「あ、……あ、貴方あなたは……ッ!?」

　一見、理知的な知性の光を灯ともす瞳ひとみの奥に、どす黒く燃える暗黒の狂きよう気き。

　人でありながら、その在り方を完全に人でなくした『外れた』存在。

　正気を保ちながら、狂気へと落ちた、冒ぼう瀆とくの狂きよう信しん者──

「久しぶりだね、システィーナ＝フィーベル……また、君に会えて嬉うれしいよ……」

　山やま高たか帽ぼう、リボンタイに手て袋ぶくろ、フロックコート……『外れた』中身とは裏腹に、ごくごくありふれた衣い装しように身を包む、紳しん士し然としたその青年は──

「……じゃ、ジャティス＝ロウファン……ッ!?」

　元・帝国宮廷魔導士団、特務分室所属、執行官ナンバー11《正義》。

　己おのが狂気の『正義』を体現するため、女王陛下に、帝国政府に、そして天の智ち慧え研究会に──たった一人で牙きばを剝むき、大罪を重ね続け、今も尚なお、誰だれにも理解できない血みどろの道を、一人高笑いしながら突つき進む正しよう真しん正しよう銘めいの狂きよう人じんが、そこにはいた──

（な、なんで……ッ!?　どうして、この人が、ここに……ッ!?）

　思い出す。このジャティスという男は、グレンとシスティーナに、自分の正義を証明するなどという、まさに意味不明な理由で、異常な執しゆう着ちやくを抱いだいていた。

　まさか、狙いは私？　ここで、あの時の戦いの続きを？

　システィーナが絶望感で真っ青になっていると……

「安心しなよ、システィーナ……今回の僕の目的は君やグレンじゃない」

　肩かたで楽しそうに笑いながら、ジャティスはその淀よどんだ目を、ルミアへ向けた。

「……君だよ、ルミア＝ティンジェル。……いいや、エルミアナ＝イェル＝ケル＝アルザーノ王女殿でん下か……君の身み柄がらを預かりに来た……」

　理性的ながら、爛らん々らんとした狂気にギラつくその矛む盾じゆんした双そう眸ぼうは、まるで悪あく魔まの魔ま眼がん。

　その眼光を向けられれば、常人ならば、本能的な恐きよう怖ふに吞のまれて膝を折り、もし小心者ならば、そのまま気が触ふれてしまうかもしれないだろう。

　だが……

「……ジャティスさん、と仰おつしやいましたね」

　凜りん然ぜんと……恐おそれず、屈くつせず、ルミアが問いを投げる。

「貴方は一体、何が目的なのですか？　リィエルを……どうしたんですか？」

　静かな不ふ屈くつの意志を燃やしつつ、怪かい人じんを睨み付け……

「返答次し第だいでは……私、許しませんから」

　あろうことか、構えたのだ。……戦うために。

　──システィーナと違ちがい、戦うための魔ま術じゆつなどほとんど知らず、リィエルを退けるような相手と戦っても、万が一にも勝ち目はない……それを理解している筈はずなのに。

　すると。

　そんなルミアの姿に、一瞬、ジャティスは目を見張り……

「くくく……流石さすがだね、ルミア＝ティンジェル……流石は、あの方の血だ。いずれ根絶せねばならない、穢けがれた邪じや悪あくの血だが……その気高さ、誇ほこり高たかさには、敬意を表そう」

　楽しそうに肩を震わせて、居住まいを正すのであった。

「安心してくれ……君の大切な友人リィエルは死んでないさ。ちょっと、眠ねむってもらっただけだよ。なにせ、彼女みたいな頭の足りない猪いのししがいると話ができない」

「……ッ!?」

「それに目的は言ったよ、ルミア。僕と一いつ緒しよに、来てもらう……何、君に危害を加えるつもりはない……ただ、君に協力して欲しいことがあるんだ……」

「……協力……？」

　ジャティスの意外な言葉には、ルミアもシスティーナも硬こう直ちよくするしかなかったが。

「さぁ、来い、ルミア。君に拒きよ否ひ権は……、……おや？」

「……させ、ない……ッ！　ジャティス……ッ！」

　見れば、システィーナがルミアをかばうように、ジャティスの前に立ちはだかっていた。

「……ルミアは……わ、私が……私が守る……んだから……ッ！」

「し、システィ!?　駄だ目めだよ!?」

「ルミアは下がってて！　こいつは弁護しようのない最低の悪人なんだからっ！」

　システィーナの身体からだは恐怖と緊きん張ちように震えていたが……その翠すい玉ぎよくの瞳には、今にも脆もろく砕け散りそうなものではあったが……大切な人を守るという、強き意志が光っていた。

「…………」

　ジャティスはそんなシスティーナの瞳を、しばらく眩まばゆそうに見つめ……

「……くくく……」

　やがて、肩を震わせて、嗤わらい始めた。

「くはは……はっはっは……あっはははははははははははは──っ！」

「何が……おかしいの……ッ!?」
















「いやぁ、何、嬉しくってねぇ!?」

　歓かん喜きの表情を満面に浮かべるジャティスの言葉の端はし々ばしが、小こ躍おどりしている。

「成長したね、システィーナ＝フィーベルッ！　以前の君ならば、頼れるグレン先生もいない、こんな状じよう況きようで敵に立ち向かうなど、とんでもない！　クソガキのように怯おびえて、叫わめいて、泣きじゃくるが関の山だったろうにッ!?　実に素す晴ばらしいッッッ！」

「う、うるさいっ！　《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃せん槍そう以て──》」

　聞かず、システィーナはジャティスを指さし、早口で呪文を唱えようとするが──

「だけど──単たん騎きで僕とやり合うには、まだまだ……」

　不意に、システィーナの眼前から、ジャティスの姿が横よこ振ぶれに霞かすみと消えて──

「あっ、ぐ──ッ!?」

　システィーナの苦く悶もんの声が上がる。

　そんな彼女の傍かたわらには、ジャティスが、さりげなく佇たたずんでいて……

　手にしたステッキが、システィーナの首筋に打ち込まれていた。

　瞬しゆん時じに意識を刈かり取られたシスティーナは、がくりと膝を折り……ジャティスは、そんなシスティーナを抱き止め、床ゆかに優やさしく横たえるのであった。

「システィ!?　しっかりして!?」

　ルミアが悲痛な叫びを上げ、床のシスティーナを介かい抱ほうしようと、その傍らに屈かがみ込む。

「……さて、ようやくこれで落ち着いて話ができるかな……」

　惚とぼけたようなジャティスへ、ルミアが振ふり返り、静かな怒いかりの灯ともった視線を向けるが……当のジャティスはどこ吹く風だ。

「……僕に協力しろ、ルミア＝ティンジェル……僕が正義を執しつ行こうするために……そして……今、未み曾ぞ有うの危機に陥おちいっているこのフェジテを救うために……ね」

「……えっ……？　フェジテを……救う……？」

　あまりにも意外すぎるジャティスの言葉に、ルミアは思わず目を瞬しばたたかせる。

　その真意を測ろうと、ジャティスのその瞳の奥を覗のぞき込めば……そこに広がるは、混こん沌とん色に染まる、昏くらく、深い、無限の闇やみ。

　そんな彼の真意など──到とう底てい計り知れそうになかった。




「だぁあああああ──っ!?　また負けたぁあああああああああ──っ!?」

　グレンの素すっ頓とん狂きような叫さけびが、夜に木霊こだまする。

　ここは、セリカの屋や敷しき──アルフォネア邸ていの居間リビング・ルーム。

　その一室に据えられたテーブルに、グレンとセリカが向かい合うようについている。

　テーブルの上には、ティーセットと戦戯盤チエスの一式。

　グレンとセリカは、食後の賭かけ戦戯盤チエスに興じているのであった。

「ふっ……勝負は勝負だ。これはもらっていくぞ？」

　場に賭けられたリル金貨を、セリカが、じゃらりと手元に引き寄せる。

「ぐぬぬぬ……ちっくしょう……なぜ、勝てん……ッ!?」

　負け犬であるグレンは、それを悔くやしそうに、未練がましく見送るだけだ。

「くくく……魔ま術じゆつ師したる者、目に見える盤ばん面めんを読みきるだけじゃ駄目だぞ？　盤面の裏側に潜ひそむ人の意思を読め。お前にはまだ、それが圧あつ倒とう的に足りない。浅い」

「くそッ！　うるせえッ！　もう一回だ、もう一回ッ！」

　偉えらそうに訓示を垂れるセリカに、グレンがやけっぱちで再戦を迫せまる。

「……まだ、やんのか？　もうやめとけよ。また、すってんてんになるぞ？」

「ええい、ここまで来て引き下がれるかよ!?」

　やれやれ、こいつ、来月はまたシロッテ生活だな……

　セリカがそんな風に苦笑いしながら、戦戯盤チエスの駒こまを初期位置に並べ始めると。

　カン、カン、カン……呼よび鈴りんが打ち鳴らされる音が、屋敷内に木霊した。

「……客？　こんな時間にか？」

「ええと……《誰だろうな》……？」

　セリカが即そつ興きよう改変で遠見の呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、魔術の視覚を飛ばす。

　そして、玄げん関かんの状況を確認すると……

「これは……システィーナだな」

「……白しろ猫ねこ？　なんで白猫が、こんな時間に……？」

　すると、セリカが突とつ然ぜん、音を立てて席を立ち、玄関口へと向かう。

「ど、どうした？」

「一緒に来てくれ、グレン。……何か様子がおかしい」

　どこかただならぬ様子のセリカに、グレンは首を傾かしげながらその後を追う。

　そして、二人が玄げん関かん扉とびらを開けると。

「……先生っ！」

　冷えた夜気と共に、システィーナが飛び込んできて……

「……先生……先生……っ！　ぐすっ……うぅ……うわぁああああああん」

　体当たりする勢いでグレンへ抱だきつき、身を打ち震ふるわせて泣き始める。

「……何があった？」

　そんな憔しよう悴すいしきったシスティーナの様子に、グレンの表情が鋭するどくなるのであった。




　……かちゃり。

　居間に、セリカが冷えた紅茶のカップを置く音が、小さく響ひびく。

「ジャティスの野や郎ろうにリィエルがやられて……ルミアが攫さらわれた……？」

　システィーナが落ち着いた後、彼女の口からフィーベル邸での一部始終を聞かされたグレンが呻うめくように呟つぶやいた。

「はい……私が目覚めたら、ルミアの姿がなくて……恐らくは……」

「……リィエルは無事なのか？」

「命に別状はないです……でも、とにかく怪け我がが酷ひどくて……私の法医呪文ヒーラー・スペルじゃ追いつかなくて……今は、フィーベル邸で眠っています」

「不幸中の幸い……と言いたいが、くそ……ここんところ何の動きもなかったから、完全に油断していた……あの野郎め……ッ！」

「ごめん……なさい、先生……ッ！　私……また、何もできなかった……ッ！」

　テーブルについて小さくなっているシスティーナの涙なみだが、またぶり返してくる。

「気にすんな。忌いま々いましいがジャティスは凄すご腕うでだ。何もできないのが普ふ通つうなんだよ」

「……だが、そのジャティスとかいうクソガキは、なんで、ルミアを連れて行った？」

　腕うで組ぐみするセリカが淡たん々たんと、システィーナに問う。

「話を聞けば、そのクソガキが狙ねらっているのはグレンなんだろ？　なんで、ここに来て、突然、天の智ち慧え研究会みたいに、ルミアを狙い始めたんだ？」

「……わかりません……私には……」

「くそ……ッ！　アルベルトがいてくれりゃあな……ッ！」

　以前、社交舞ぶ踏とう会の一件で、天の智慧研究会の第二団《地位》アデプタス・オーダー、《魔まの右手》のザイードを拿だ捕ほしたことにより、ついに進展した天の智慧研究会との戦い。

　それゆえに、現在、軍の方針は『守り』よりも、総力を上げての『攻せめ』ということになり……アルベルトは天の智慧研究会との戦いに駆かり出され、ルミアの護衛はリィエルに一任されていたのだ。

（並なみ大たい抵ていの敵相手なら、あの屋敷の結界とリィエル一人で充じゆう分ぶん、お釣つりが来るんだが……まさか、ここでジャティスが出張ってくるとは……ッ!?）

　完全にアルベルト不在の隙すきを突つかれた形であった。

「どのみち、だ。さっさとルミアを救い出さねーとな」

　そして、グレンが行動を起こそうと立ち上がると。

「……私も動こう、グレン」

　セリカが神しん妙みような表情で言った。

「……セリカ？」

「なんだ？　何か不服か？　どうせ、お前、ルミアを捜さがしてフェジテ中を走り回るつもりなんだろう？　……だったら、私の魔術があれば早いだろ？」

「まぁ、そりゃあ……お前が魔術を使えば、すぐにフェジテ中をくまなく洗えるんだろうけどよ……どういう風の吹ふき回しだ？」

「ふっ……私もアリス……アリシア七世女王陛下には色々と借りがあるからな」

　意外そうなグレンに、力強い笑えみを向けるセリカ。

「……それに、そのグレンを狙うジャティスとかいうクソガキには、きっちり灸きゆうを据すえてやらないとな……くっくっく……」

　そして、余よ裕ゆうに溢あふれる表情で、低く不敵に笑うが……

「おい、セリカ……ジャティスの野郎を甘く見るなよ？」

　そんなセリカの様子に一いち抹まつの不安を覚えたグレンが、釘くぎをさす。

「確かに魔術の腕うでだけみりゃ、お前の足元にも及およばないだろうよ。だが……あいつの恐おそろしさは、そこじゃねえんだ……もっとこう……別の……」

「なんだ、悲しいな。お前は、お師し匠しよう様の力が信じられないのか？　この私が、まだ半世紀も生きてないようなガキに負けるとでも？」

「そうじゃねえ！　そうじゃねえんだッ！　あいつは──」

　どうしたら、この言葉に形容できないジャティスの脅きよう威いを理解してもらえるのか。

　グレンが頭を悩なやませかけた……その時だ。




　不意に、世界から音が消え──視界が白熱した。




「──はっ!?」

　その数すう瞬しゆん後、グレンが我に返れば。

　庭に面していた居間の壁かべが、何らかの爆ばく発はつによって全すべて吹き飛んで吹きさらしとなり……目の前には、半はん壊かいした居間と焦しよう土どと化した庭が広がっていた。

「い、一体、何が起きて……？」

「私の心配をするより、自分の心配をすべきじゃないかな？　このバカ弟で子し」

　気付けば、セリカが悠ゆう然ぜんと魔ま力りよく障しよう壁へきを展開し、グレンとシスティーナを守っている。

　そして、焼け焦こげた庭には、無数の黒こく影えいが立っていた。

「な──ッ!?」

　黒影の正体は、黒い外がい套とうに身を包んだ年ねん齢れい不ふ詳しよう、性別不明の人間達だ。

　全員が全員、フードを目ま深ぶかに被かぶり、顔には白い仮面をつけている。

　そして、各おの々おのの手には、短たん剣けん、鎌かま、鉤かぎ爪づめなど、様々な武器が握にぎられている。

　その得物の意い匠しようは──どこかリィエルの大たい剣けんに似ていた。

「そのセンスねえ仮面に外套……その統一性のねえ得物……《隠す爪ハイドウン・クロウ》ッ！」

　それを見た途と端たん、グレンのとある記き憶おくが強きよう烈れつに灼しやく熱ねつする。

「こいつら、天の智慧研究会の暗殺部隊『掃除屋スイーパー』だッ！　なんで、ここに──ッ!?」

「シャアアアアアア──ッ！」

　驚きよう愕がくに硬こう直ちよくするグレンへ、掃除屋スイーパーが三人、獣けもののように俊しゆん敏びんな挙動で襲おそいかかる。

　それは、恐ろしく高度に卓たく越えつした連れん携けいであった。

　誰だれに対処しても、残る二人に仕留められる──掃除屋スイーパーの対魔術師用、暗殺戦せん陣じんだ。

「ぐ──ッ!?　しまっ──」

　ゆえに、対処を一いつ瞬しゆん迷ったグレンは、結局、何も出来ず──

　鎌が、短剣が、鉤爪が、ぎらりと禍まが々まがしく光って、グレンへ肉にく薄はくし──

「せ、先生せんせぇええええ──っ!?」

　システィーナが悲痛な悲鳴を上げた──その時であった。

「《引っ込め》」

　セリカが巻き起こした超ちよう高熱の爆ばく炎えんが、天を震わす爆ばく音おんを上げて渦うずを巻き──

　瞬しゆん時じに、グレンと三人の掃除屋を吞のみ込むが──

　骨の一欠片かけらも残すことなく灰にされたのは、掃除屋スイーパー達だけだ。

　同じように猛もう火かに吞まれ、炎ほのおが肌はだを舐なめる感覚すら覚えたというのに、呆ぼう然ぜんとするグレンには火傷やけどの一つすらない。

　あまりにも完かん璧ぺきに過ぎる、魔術の出力ベクトル制せい御ぎよ──セリカの超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうだった。

「……す、すまんっ！　助かった、セリカ！」

　炎が晴れて我に返り、グレンは慌あわてて、残った掃除屋スイーパー達へと向かって身構える。

　いきなり三人も倒たおされたというのに、掃除屋スイーパー達には何の動どう揺ようも恐きよう怖ふもない。

　実は、リィエル──イルシアが数少ない例外なだけで、掃除屋スイーパーのほとんどが《隠す爪ハイドウン・クロウ》習得の際に廃はい人じんと化しており、組織の命令を忠実に実行するだけの人形なのだ。

　ゆえに、掃除屋スイーパー達は、ゼンマイ式の捕ほ食しよく獣じゆうのように包囲を詰つめてくる。

　その姿に、グレンとシスティーナの表情が緊きん張ちように強こわばるが……

「さて、ジャティスとかいう若造がルミアを攫った途端、天の智慧研究会が私達を襲う……これは一体、どういうことだろうな？」

　軽かろやかな足取りで悠然と、掃除屋スイーパー達の前に出るセリカ。その背中は、妙みよう齢れいの女性相応に細く優美なものだが──グレンには、とてつもなく高く、大きく見えた。

　グレンは悟さとる。

　先ほどのような完全な不意打ちに対しても的確に対処できる、卓たく絶ぜつした対応力。

　そして、下手へたな小細工など、あってなきかの如ごとくねじ伏ふせる、単純かつ圧あつ倒とう的な力。

　セリカのジャティスに対する態度は……『油断』ではなく『余裕』だったのだ、と。

　グレンが改めてセリカの力を再さい認にん識しきした……その時。

　屋や敷しきのあちこちから聞こえてくる、無数の窓ガラスが割れる音。

　そして、眼前の庭でも、どこからともなく新手の掃除屋スイーパーが現れ、頭数が増えていく。

　……どうやら、この屋敷は完全に包囲されてしまっているらしい。

「ほう？」

　だが、それでもセリカは顔色一つ変えず、楽しげですらあった。

「お、おい!?　どうすんだよ、セリカ！　団体様のお出ましだぜ!?」

　にわかに騒さわがしくなった邸てい内ないの様子に、グレンが脂あぶら汗あせを流しながらまくし立てる。

「ふむ……だが、一つわかったことがあるな」

　セリカは、自分達を取り囲む掃除屋スイーパー達を、ちらりと流し見て言った。

　連中の敵意と殺気の向かっている先は、どう考えても……

「こいつらの標的は、私とお前だ。グレン」

「はぁ!?　なんで、俺とお前が!?」

「知るか。連中に聞け」

「ああ、もう！　なんなんだよ、ジャティスといい組織といい、今回は以前までとやってることが全然、違ちげぇじゃねーかッ！」

　そうしている間にも、新たな殺気は刻一刻と増えてきていた。

「さて、決まったな……グレン。システィーナを連れて、この屋敷の地下にある例の隠し通路を使って、例の場所へ行け。……私が援えん護ごしてやる」

「はぁ!?　お前はどうすんだよ!?」

「私は、この無ぶ粋すいなお客様達のおもてなしをせにゃならんからな……残る」

　事もなげに言うセリカ。

「アホ！　お前を残して、おめおめ尻尾しつぽ巻いて逃にげられるかよ！　そもそも、今のお前は魔術をあまり使うと──」

「バカ。身内のこととなると、すぐ冷静さを失う……だから、お前は三流なんだ」

「「「シャアアアアアア──ッ！」」」

　お前達の事情など知ったことではない──そう言わんばかりに、掃除屋スイーパーが三人、先ほどの暗殺戦陣でセリカに向かって、俊敏に飛びかかってくるが──

「……可愛かわいい息子とお話し中だ。ちょっと《待ってろ》」

　それを見もせずに、セリカがそう呟つぶやくと。

　突とつ如じよ、床ゆかから出現した巨きよ大だいな氷柱が瞬時に掃除屋スイーパー達を突きあげて吞み込み──その氷ひよう塊かいの中に、閉じ込めてしまう。

　全身の血はおろか、心臓まで凍こおり付いた掃除屋スイーパーは、瞬時に絶命。

　あまりにも、圧倒的。

　次元が違ちがい過ぎるセリカに、攻めあぐねた掃除屋スイーパー達の動きが、ついに止まる。

「ぶっちゃけ、邪じや魔まなんだよ。私とお前は共きよう闘とうするには相あい性しようが悪いし、そもそも、お前は先手必勝の不意討ち屋だ。こういう対複数の拠きよ点てん防衛戦には、あんま役に立たん」

「ぐ……」

「お前らがうっちょろしてたら、私は全力出せないし、流石さすがにそんな状態で、プロの暗殺者達の群から、最後までお前達を守り切れる保証はできんぞ。だから、行け」

　最も早はや、問答している暇ひまも、迷っている暇もなかった。

　こうしている間にも、屋敷内のあちこちから、新たな敵が侵しん入にゆうしてきている。

　逃げるなら──今だ。今しかない。

「わかった。死ぬなよ、後で、絶対、追って来いよ!?」

「……だから、誰に向かって物を言ってんだ。自分の心配してろ」

　にやりと不敵に笑うセリカと、目配せしあって。

「白しろ猫ねこ！　俺について来い！」

「わ、わかりました……ご武運を、アルフォネア教授！」

　グレンは、システィーナを引き連れ、居間から駆かけ出す。

「シャ──ッ！」

　させるまい、と、掃除屋スイーパー達が一いつ斉せいにグレン達を追おうとするが──

「おっと、残念。そっちは《行き止まり》だ」

　セリカの指先から発生した無数の稲いな妻ずまが、絶ぜつ妙みようにグレン達だけを避よけて荒あれ狂くるい、のたうち回り、蛇へびのように掃除屋スイーパー達へ喰くらいついていく──

「まぁ、そう焦あせるなよ。せっかく、お客様に紅茶を用意したんだ……ゆっくり、堪たん能のうしていけよ──」

　そんなことを呟いて、セリカがぱちんと指を打ち鳴らすと。

　轟ごう、と。

　セリカの左手から濃厚な紅ぐ蓮れんの炎が渦を巻いて燃え上がり、セリカの周囲を大海の荒あら波なみのように暴れ、居間内を瞬時に火の海へと変えていく。

「──ッ!?」

　その光景に恐おそれの感情を思い出したのか、セリカから一歩引く掃除屋スイーパー達……

「──私の煎いれる紅茶は──少々熱いけどな──ッ!?」

　凄せい絶ぜつかつ冷れい酷こくな嗤わらいを浮うかべて、セリカが左手を優ゆう雅がに振ふるうと。

　周囲に激しく燃え上がる炎がまるで、生き物のように動き、津つ波なみとなって掃除屋スイーパー達へ押し寄せるのであった──




　そこは──地じ獄ごくだった。

　確かに、アルフォネア邸内は、侵入した敵だらけだった。

　廊ろう下かを見ても、広間を見ても、室内を見ても……敵、敵、敵……

　状じよう況きようだけみれば、たった一人取り残されたセリカに対し、およそ、五十を超こえる手て練だれの暗殺者達が完全包囲している──そんな状態だったのだ。

　だが。

　そんな敵だらけの邸内を、セリカは散歩でもするような足取りで歩き回り……ハエ退治でもするかのように、見つけた端はしから敵を潰つぶしていく。

「《消えろ》」

　黒くろ魔ま【プラズマ・カノン】──極ごく太ぶとの収束稲いな妻ずま砲ほう撃げきが、廊下にいた数名の掃除屋スイーパーを吞み込み、ちり一つ残さず、消しよう滅めつさせ──

「……《帰れ》」

　黒魔【インフェルノ・フレア】──うねる超高熱の灼しやく熱ねつ津波が、大広間にいた数名の掃除屋スイーパーを吞み込み、骨の一欠片も残さず、消滅させ──

「…………《失うせろ》」

　黒魔【フリージング・ヘル】──空気も凍こおる極低温の輝かがやく凍気結界が、階段にいた数名の掃除屋スイーパーを捕とらえ、分子レベルまで粉々に消滅させ──

　例外なく、片かた端はしから、一方的に、為なす術すべもなく、無慈じ悲ひに殲せん滅めつしていく。

　あまりにも超ちよう威い力りよくの攻こう撃げきの前に、掃除屋スイーパー達が身にまとう強固な耐たい魔ま術じゆつ装備など、まさに紙くずも同然。なんの防ぼう御ぎよにもなっていない。

「……ふぁ～……なんか……《飽あきたな》……」

　黒魔【ギガ・エクスプロージョン】──純然たるエネルギーの爆ばく光こうが、裏門前で待ち構えていた十数名の掃除屋スイーパー達を、空へと消し飛ばす。

　そんな光景を背に、セリカはどこか苛いら立だち混じりにぶつぶつ呟く。

「くそ、ふざけんな……ふざけんなよ、こいつら……この家はな、グレンとの思い出がたくさん詰まった大切な家なんだぞ……それをボロボロにしやがって……ッ！」

　屋敷を見るも無む惨ざんにボロボロにしたのは、セリカの魔術なのだが……不ふ機き嫌げんなセリカに突つっ込みを入れる相手はどこにもいなかった。

「だが……まぁ、大体、駆く除じよできたかな……」

　そして。

　敷しき地ち内を歩き回っていたセリカは、焼け焦こげた前庭アプローチで一いつ旦たん、息を吐ついた。

　冷たい夜気が、セリカの少し火ほ照てった頰ほおを心地ここちよく撫なでる。

　月は眼下の惨さん劇げきから目を覆おおうように雲に隠かくれてしまい……辺りは真っ暗だった。

（……ちっ。敵は雑魚ざこばっかだったが、大分、手間取らされたな……）

　セリカは忌いま々いましげに思う。

　実は、今のセリカは、あまり長時間戦せん闘とうが出来ない。

　以前、『タウムの天文神しん殿でん』と呼ばれる古代遺い跡せきで遭そう遇ぐうした、謎なぞの魔人……魔ま煌こう刃じん将しようアール＝カーンとの戦いで、セリカは霊れい魂こんを激しく損傷した。

　謎の少女ナムルスが譲じよう渡としてくれた力によって、魔術能力を失う危機こそ免まぬかれたものの、その後こう遺い症しようは未いまだ残っており、セリカの魔力容量キヤパシテイは大おお幅はばに減っている。
















　これ以上、戦闘が続けば、少々キツいなとセリカも感じ始めていたが……

（敵性反応──０。……終わったか）

　セリカの索さく敵てき結界の反応は、この不毛な戦いの終しゆう了りようを告げていた。

（さて……グレン達を追うか……）

　セリカがそんなことを考え、踵きびすを返した……その時だった。

「──ッ!?」

　突如、暗黒の天てん蓋がいから、槍やりのような殺気が真っ直すぐ降り注ぎ──

　それを鋭えい敏びんに察したセリカが、咄とつ嗟さにその場から横っ跳とびに転がる。

　刹せつ那な、天より凄すさまじい速度で舞まい降りたそれが、半はん瞬しゆん前、セリカの居た場所を刺さし穿うがち──爆ばく砕さいさせた。

「ち──」

　セリカは転がって、その勢いで素す早ばやく飛び起き、さらに地を蹴けって距きよ離りを取る。

　見れば──巨大なクレーターの中心に、槍を地面に突き立てた人ひと影かげがあった。

（ほう？　少しはデキるのがいるみたいじゃないか……ッ!?）

　着地と同時に、セリカは忌々しそうにその敵へ左手を向けて──

「《消え──》」

　そして、情なさけ容よう赦しやなく破は滅めつ的な威い力りよくの破は壊かい呪じゆ文もんを口走ろうとするが──

「……久しぶりだな、セリカ＝アルフォネア……」

　不意に、その敵が発した言葉に──

　思わずセリカは呪文詠唱スペリングを、中断キヤンセルしてしまう。

　なぜなら……

（……なんだ？　この声……どこかで……？）

　……聞き覚えがあったのだ。

「ふっ……こうして貴女あなたと会うのは実に二百年ぶりだな……」

（……二百年？　二百年と言ったか？　……は？　何を言っているんだ、こいつは？）

　わけがわからず、セリカが眉まゆを顰ひそめると。

　丁度、上空の雲がゆっくりと切れ……月が、その姿を晒さらした。

　月明かりが差し込み……真っ暗だった前庭アプローチを、淡あわく照らし上げていき……

　闇やみの中から、今まで不ふ詳しようだったその敵の姿が、ゆっくりと浮かび上がってくる。

　白はく鎧がいとローブを組み合わせた古風な聖騎き士し装しよう束ぞくを纏まとう壮そう年ねんの美び丈じよう夫ふだ。

　その武人然とした佇まい。右手に輝く槍、左手に十じゆう字じ架かの印章が入った白き大おお盾たて。

　金きん獅じ子しの鬣たてがみのような髪かみを、夜風に泰たい然ぜんとなびかせる、その姿には──見覚えがあった。

「馬ば鹿かな……ッ!?　なん……で……お前が……ッ!?」

　らしくもなく、セリカは驚きよう愕がくに目を剝むき、叫さけぶしかなかった。

「お前は、二百年前の魔導大戦で……外宇宙の邪じや神しん共との戦いで……ッ!?」

　唐とう突とつだが──この世界には『六英えい雄ゆう』と呼ばれる者達がいる。

　二百年前の邪神の眷けん属ぞく達との戦いで、人類側の切り札として戦った者達だ。

《灰かい燼じんの魔ま女じよ》セリカ＝アルフォネア。

《剣つるぎの姫ひめ》エリエーテ＝ヘイヴン。

《聖せい賢けん》ロイド＝ホルスタイン。

《戦いくさ天使》イシェル＝クロイス。

《銀ぎん狼ろう》サラス＝シルヴァース。

　そして──

「信じられん……私は夢でも見ているのか？　死んだはずだ……お前は間ま違ちがいなく、確かに、あの戦いで死んだはずだッ！　《鋼はがねの聖せい騎き士し》ラザール＝アスティール！」

　六英雄は、ただ一人セリカを除いて、全員、二百年前の戦いで死んだ。

　魂たま削けずる激げき闘とうの末、皆みな、精も根も尽つき果て……散っていったはずなのに。

　驚愕に震ふるえるセリカの前で、その男──ラザールは、不敵に笑うのであった。

「改めて自己紹しよう介かいしよう、セリカ＝アルフォネア。今の私は、聖エリサレス教会の聖堂騎士団総長ではない……天の智慧研究会、第三団《天位》ヘヴンス・オーダーのラザールだ」

「は──？　へ、第三団《天位》ヘヴンス・オーダー……だとぉ……ッ!?」

　それこそ、後頭部を殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚えるセリカであった。

　帝てい国こく有史以来、歴史の裏で暗あん躍やくを続けてきた謎の魔術結社──天の智慧研究会。

　だが、実際に行動を起こすのは、常に第一団《門》ポータルス・オーダー、第二団《地位》アデプタス・オーダーの位階の者達ばかりで、最上位階、第三団《天位》ヘヴンス・オーダーの存在は完全に闇の中であった。一説によれば、その存在自体、都市伝説の域を出ないまやかしであるともされるくらいである。

　その、謎に包まれた第三団《天位》ヘヴンス・オーダーが──今、ここにいる？

（ラザールは下らない冗じよう談だんを言う男じゃない……ということは、本当に……？）

　長い帝国史上、決して表おもて舞ぶ台たいに出てこなかった第三団《天位》ヘヴンス・オーダー──

　──それが、ついに、姿を現す。

　セリカは──今、歴史の転てん換かん期きを目まの当たりにしているのだ。

（じょ……冗談じゃないぞッ!?　第三団《天位》ヘヴンス・オーダーはともかく、かつての六英雄がここで出てくるのか!?　いくらなんでもそれは──拙まずいッ！）

　セリカの全身を、久々経験しなかった緊きん張ちようと冷ひや汗あせが撫で上げる。

　かつての六英雄を人類側の切り札たらしめたもの──それは、彼等が単純に、人間の規格を大きく外れて『強い』からだ。

　あの時代に、あれほどの英雄が六人、一堂に揃そろったのは、人類史上最大の奇き跡せきといっていい。そんな奇跡がなければ──二百年前に人類は滅ほろんでいた。

「さぁ、始めよう。私はかねて貴女とは一度、全力で戦いたいと思っていた」

「くそが──ッ！」

　不敵な笑えみを浮かべて槍を構えるラザールへ、セリカが左手を向ける。

　なぜ、ラザールが生きている？　とか。

　なぜ、第三団《天位》ヘヴンス・オーダーになっている？　とか。

　そんなことは──今はどうでもいい。

　迷えば、臆おくせば、セリカとて殺やられる──六英雄とはそういう相手だ。

　──ゆえに先手必勝。

「《《《ぶっ飛べ》》》ッッッ！」

　セリカはただの一言の呪じゆ文もんで【プラズマ・カノン】、【インフェルノ・フレア】、【フリージング・ヘル】──三つの高等呪文を同時起動する。
















　三重唱トリプル・スペル。セリカをセリカたらしめる絶技。Ｂ級軍用魔術を、ただの一言の改変呪文で三つ同時起動するその有様は、まさに《灰燼の魔女》の体現だ。

　そして、極太の収束稲妻砲撃が、滾たぎる灼しやく熱ねつ業ごう火かが、絶対零れい度どの凍気結界が、たちまちラザールを容赦なく吞のみ込んでいく。

　並の魔術的防御なら、それを十度吹ふき飛ばしてあまりあるその超ちよう絶ぜつ的な威力。

　だが──

「我が《鋼》の二つ名を忘れたか？　セリカよ」

　荒あれ狂くるう破は壊かい力の中心に上がる、七色の極光。

　ラザールは、虹にじ色いろの閃せん光こうを放射する大盾を構え、その災さい禍かの中心に無傷で佇たたずんでいた。

「くっ……やっぱり『力天使の盾』の絶対防御は健在か……ッ!?」

　邪神の異次元の攻撃を、常に先頭で受け止め続けた、聖エリサレス教会の聖遺物。

　味方だった時は頼たのもしいが──敵に回った時に、これほど厄やつ介かいな相手もいない。

「今度はこちらからいかせてもらおう──」

　ラザールが掲かかげた槍が、凄まじい光を放ち、辺りを照らし上げる。

　ラザールの絶大なる法力が穂ほ先さきから噴ふん出しゆつし──巨きよ大だいな光の槍を形成していく。

　上空の雲を貫つらぬいて天を衝つくその様は、まるで光の塔とうのようだった。

「ちっ、お前ら聖堂騎士お得意の法力剣フオース・セイバー……猪ちよ口こ才ざいな！　《断絶せよ──》」

　セリカが立ち上る光の槍に向かって左手を構え、対抗呪文を口走りかけるが。

　どくん……不意に、セリカは不ふ穏おんな眩暈めまいと動どう悸きを覚え──

「──げほっ!?」

　突とつ如じよ、激しく吐と血けつして、思わず、がくりと片かた膝ひざをついてしまう。

　途と端たん、全身に漲みなぎる力が風船のように萎しぼんでいく感覚──酷ひどい、虚きよ脱だつ感。

（馬鹿な、もう限界が来たのか!?　くそ、このポンコツめ──ッ！）

　セリカは、完全に見誤っていたことを悟さとる。

　今のセリカは、自身が思っている以上に弱体化し、衰おとろえていたのだ。

「……〝真に、かくあれかしフアー・ラン〟」

　そんなセリカへ、ラザールは聖句を唱え、情け容赦なく巨大な光の槍を振ふり落とす。

　まるで、巨大な白はく亜あの塔が、自分に向かって倒とう壊かいしてくるかのような、その光景。

「……ぐ……グレン……」

　迫せまり来る白き破滅を、セリカは為なす術すべもなく見つめるしかなくて──

　セリカの視界は──真っ白に染まっていった──

　奇くしくも、それは丁度、日付が変わった直後の午前０時。

　その日、アルフォネア邸ていが真っ二つに割れ──世界から消しよう滅めつした。




　そして──大破したアルフォネア邸から少し離はなれた、小高い丘おかの上にて。

　セリカを倒たおしたラザールが、その場所へ足を運ぶと。

　そこには、二人の男が手て筈はず通り、ラザールの合流を待っていた。

「へへっ……首しゆ尾びはどうっすか？　ラザールさんよぉ」

　二人の男の片割れ……いかにもなチンピラ風の男が楽しげに聞いてくる。

「グレン＝レーダスは逃のがした。だが、セリカ＝アルフォネアは始末した」

　ラザールは、事実を淡たん々たんと男に返す。

「ふん……あれほどの手て駒ごまを消費してまで、この一手、指す必要があったのか？」

　二人の男の片割れ……深海より昏くらい闇を纏うダークコートの男がぼそりと呟つぶやく。

「何者かの手によって、ルミア＝ティンジェルが攫さらわれた以上、グレン＝レーダス、セリカ＝アルフォネアは、その行方ゆくえを追い、必ずやフェジテ中の魔ま術じゆつ的捜そう索さくに動くだろう。そうなれば、今回の計画への連中の盤ばん面めん介かい入にゆうは最も早はや、必至。それとも……かの第七階梯セプテンデは最後まで我々の計画に気付かぬほど愚ぐ鈍どんか？」

「ないな。元より然さ程ほど、隠いん蔽ぺい力の高い計画ではない……彼奴きやつらがフェジテ中の捜索に動けば、その過程で必ず我々の計画を嗅かぎつける」

「ならば、先手を打って、潰つぶす。それが最善手だ」

「さっすが、ラザールさん！　あの阿あ婆ば擦ずれババァさえいなけりゃ、もうこっちのもんだよなぁ!?　ぎゃはははははははははははは──っ！」

　大賛同したチンピラ風の男が、いかにも軽けい薄はくそうなバカ笑いを上げるが……

「だが、ラザール。貴様はグレン＝レーダスを逃した。奴やつを甘く見るな。あの男は何をしでかすかわからん。……藪やぶ蛇へびにならなければいいがな」

　ダークコートの男は、冷ややかに警告するのみであった。

「はぁ？　ンだぁ？　ラザールさんに盾たて突つくのかぁ？　てめぇは黙だまってろや、負け犬」

「……やけに嚙かみつくな」

「あぁ？　こうして戻もどって来れたからいいもんだが、てめぇ、忘れたとは言わさねえぞ？」

　たちまちチンピラ風の男とダークコートの男の間の空気が張り詰つめ、悲鳴を上げる。

　次の瞬しゆん間かん、殺し合いに発展しかねない、そんな一いつ触しよく即そく発はつ状態だったが……

「やめよ、貴き殿でん等を戻したのは、そのような下らぬ小こ競ぜり合いのためではない」

　ラザールの介入に、チンピラ風の男は舌打ちして引き下がるのであった。

「さて、我々は計画の次の段階に移るぞ」

「そりゃいいんだがよ……だが、どうすんだ？　肝かん心じんのルミアちゃん、誰だれかに攫われちまったんだろ？　もし、フェジテから逃にげちまったら……意味なくね？」

「どこで摑つかんだか、水面下で我々の計画の妨ぼう害がいに動く者もいる……恐おそらくは、ルミア＝ティンジェルを攫った下げ手しゆ人にんだろうが」

　だが、そんなチンピラ風の男と、ダークコートの男の言葉に。

「仔し細さいない」

　ラザールは、懐ふところから小さな鍵かぎのような物を取り出して見せ、そう断言した。

「成る程……『鍵』か。ついに決意はしたということか」

「……そうだ。いずれにせよ、我らの計画が成れば、ルミア＝ティンジェルは死ぬ……遅おそかれ早かれ、確実に。そして──我々は『現状維い持じ派』との戦いに勝利するのだ……」

　そして。

　ラザール達が動きだす──

「さぁ、始めよう。天なる智慧の栄光のため、そして──我等が大導師様のために」




　こうして。

　後に、フェジテ最悪の三日間と呼ばれる大騒そう乱らんの、幕が開くのであった──








第二章　皆みんな、ごめんなさい









　アルフォネア邸てい崩ほう壊かいから、数時間後──時分はまだ暗い、明け方頃ごろ。

　フェジテ中ちゆう央おう区に居を構える中年の男、セイン＝ファランドは、いつものように折り目正しくスーツに身を包んで自宅を出ると、勤め先へと真っ直すぐ向かった。

　朝あさ霧ぎり漂ただよう薄うす暗ぐらいフェジテの街中を、颯さつ爽そうと肩かたで風を切って歩いていく。

「お早う、セインさん。今朝も早いねえ」

「ええ、お早うございます、ラルクさん」

　いつものように犬の散歩で早起きな老人と、いつもの場所ですれ違ちがい、いつものように挨あい拶さつを交かわし合う。

「毎朝、毎朝、こんなに早くて……貴方あなたは本当に立派なお方だ」

「あはは、市民の皆様のことを思えば、このくらい雑ぞう作さもないことですよ」

　セインはフェジテ行政庁に勤めるしがない中間管理職の一役人だ。だが、その誠実な人ひと柄がらと実務に実直な態度から、同どう僚りよう達や上司、部下、周辺住民達からの信望は厚い。

　だが、そんなセインには秘密があった──

（ふん……やれやれ、愚おろかしいクズどもの相手をするのは疲つかれる……）

　老人と別れるや否いなや、そんなことを平然と思うセイン。

　彼の正体は、密ひそかに行政庁に入り込んだ、天の智ち慧え研究会のスパイだったのである。

（今度の計画は順調……これが成れば、我ら『急進派』が、あの愚かしく怠たい惰だな『現状維持派』より、大導師様へ多大なる貢こう献けんをすることができる……くっくっく……）

　やがて、セインは隠かくれ蓑みの的な勤め先であるフェジテ行政庁市庁舎へと到とう着ちやくする。

　フェジテ行政庁が本格稼か働どうするのは、午前９時からだ。

　早朝ゆえに、玄げん関かん口が閉じられた市庁舎内には、市民は当然、役人の一人すらいない。

　セインは管理職の職員にのみ所持を許された鍵を使って、市庁舎の裏口から、市庁舎内へと侵しん入にゆうする。そういうことをしても、誰もセインを咎とがめないし、問題にもしない……それだけの信しん頼らいと実績を、セインはすでに築いている。

「……さて。いよいよ計画は動き始めた。今日も念入りに調整メンテナンスしておくか……」

　セインは市庁舎の地下へと向かう。彼の卓たく越えつした認にん識しき操作と異界化の術を駆く使しし、誰も気付かない、気付けなくなるように作った、秘密の地下室への階段を下りる。

　やがて、セインは階段の突き当たりにある妙みような小部屋へ侵入する。

　その小部屋の床ゆかには、どこか禍まが々まがしい造形の法ほう陣じんが敷ふ設せつされていた。

　法陣儀ぎ式しき魔術の天才であるセインが手ずから構築したその法陣は、数日前からとある邪じや悪あくな目的のために稼働を開始し、今は圧あつ倒とう的な魔ま力りよくが漲って循じゆん環かんしている──

　──そのはずだった。

「……なん……だと……ッ!?」

　それを見るなり、セインは目を剝いた。目の前の光景が信じられなかった。

　つい先日まで、漲る莫ばく大だいな魔力と共に、法陣が稼働していたはずなのに……

「そ、そんな……馬ば鹿かなッ!?　私の法陣が……『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』が解呪デイスペルされているだとぉッ!?　一体、誰が!?　どうやって……ッ!?」

　ありえない。ありえなすぎる。

　まず、この場所が誰かに割れるというのがありえず、万が一、割れたところで、解呪デイスペルには非常に大おお掛がかりな儀式が必要だ。さらに万が一、解呪デイスペルの憂うき目めに遭あった時のために、セインの奥おう義ぎを尽つくして、解呪デイスペルを阻はばむ無数のプロテクト術式を組んでいたのだ。

　一日や二日で解呪デイスペルするのは不可能だ──何か特別な能力でも使用しない限り。

「く、くそぉ……ッ！　い、一体、何がどうなって……ッ!?」

　セインが力を失った法陣の前で、絶望に頭を抱かかえていた……その時だ。

　セインはふと、気付いた。

「……あれは……なんだ？」

　法陣の中心に、宝石が一つ、ちょこんと置かれていることに。

「わ、私はあんなもの置いた覚えはないぞ？　いつの間に……？」

　セインがその宝石の正体に思考を巡めぐらせる暇ひまもなく。

　カッ！

　その宝石は突如、圧倒的な光を上げて白熱し、セインの視界を真っ白に染め上げて──

　一体、何が起きた？　──そんな思考すらも白く焼き尽くして──




　──早朝、未明。

　フェジテ中央区にて、大地を震ふるわせるような轟ごう音おんが響ひびき渡わたり──

　フェジテ行政庁市庁舎が何者かの爆ばく破はテロによって、完全に倒壊するのであった。




「……正義、執しつ行こう完かん了りよう」

　市庁舎の倒壊音を遠くに聞きながら、ジャティスは悠ゆう然ぜんと路地裏を歩き、ほくそ笑えむ。

　そんなジャティスの後を、暗い表情のルミアがとぼとぼとついていく。

　そのルミアの左右は、ジャティスの人工精霊タルパたる天使二体が挟はさむように固めており、逃とう走そうは万が一にも不可能であった。

「……どうしたんだい？　ルミア。君の力のおかげで、フェジテ救済に一歩近づいたんだよ？　もっと喜んだらどうだい？」

　ルミアへ振ふり返り、ジャティスが笑いかける。

「……こんな……やり方って……」

「でも……やらなければ、君の大好きなこのフェジテも、魔術学院も、友人達も救えない……違うかい？　もっとも、君に拒きよ否ひ権などないわけだが」

「…………」

　押し黙るしかないルミアであった。

「そう暗くなるなよ。……僕はね、案外、君のことを高く買ってるんだよ？」

「……？」

「なにせ……恐らく君は、いざとなれば、大切な者達のために自身を平気で犠ぎ牲せいにし、自身の真なる望みすら殺せる……しかも、君自身の真なる願いの下もとに、ね」

「──ッ!?」

「それがたとえ、何かの負い目から発生する後ろ向きなものだとしても……その尊き滅私の意思は紛まがうことなき〝正義〟。……どうだい？　僕らは似た者同士だろう？」

　ジャティスの指し摘てきに、ルミアが青ざめながら呆ぼう然ぜんとする。今、何か自分が抱える致ち命めい的な歪ゆがみを、容よう赦しやなく抉えぐられたような……そんな気がしたのだ。

「くくく……お互たがい〝正義〟を実じつ践せんする者同士、仲良くやろうよ……あはははは……」

　そんなルミアの反応すら愉たのしむように。

　人知れぬ路地裏に、ジャティスの乾かわいた笑いが反はん響きようするのであった。




「……遅いですね……アルフォネア教授……」

　重たい沈ちん黙もくに耐たえかね、システィーナがぼそりと呟つぶやいていた。

「…………」

　だが、テーブルを挟んでその斜はす向むかいの席についているグレンは、無言を貫つらぬいている。

　かち、かち、かち……

　殺風景な石造りの手て狭ぜまな部屋の中、壁かべの柱時計の音だけが、規則正しく無機質に響き渡っている。テーブルの上に灯ともしたランプの火がゆらゆらと揺ゆれる。

　ここは、アルフォネア邸ていの地下から下水道の通路を通って、とある特定の道順を通らねば辿たどり着けないような魔ま術じゆつ的仕し掛かけが施ほどこされた先にある、秘密部屋だ。

　いざという時のために、セリカが造った部屋で、燃料や保存食などが完備されており、一ヶ月は誰にも気付かれずに潜せん伏ぷくすることが可能な空間であった。

「ひょっとして、教授ったら道に迷っているんじゃ……だから、こんなに遅く……」

　重く押し黙だまり続けるグレンを気き遣づかうように、システィーナがそんなことを言うが。

「それはない」

　語気強く断言するグレンを前に、それ以上何も言えなくなってしまう。

　かち、かち、かち……

　ただ、時間だけがいたずらに流れていく。

　システィーナが壁の柱時計を見る。針が示すは──午前５時過ぎ。

　いつの間にか、もう夜が明けてしまったのか……そんなことを思った時だ。

「……そろそろ……現実を見るべきかもしれないな」

　不意に、グレンが顔を上げ、ぼそりと言った。

「姿を現さない。通信魔術にも出ない。何らかの手段による連れん絡らくの一つもない……鼠ねずみの使い魔を送って様子を見に行かせたら……何が起きたのか、屋や敷しきのあったはずの場所は更さら地ちの焦しよう土どだ。辛かろうじて見つかったのは……セリカの衣服の焦こげた切きれ端はしだけ」

「…………ッ！」

「状じよう況きようから明らかだ。セリカは……恐おそらく……もう……」

「そんなっ！」

　がたんっ！　と椅い子すを蹴けってシスティーナが立ち上がる。

「あのアルフォネア教授に限って、そんな──ッ!?」

「魔ま術じゆつ師しの格上喰いジヤイアント・キリングなんてよくある話だ。実際、昔の俺がよくやっていた」

「…………ッ!?」

「それに知ってるだろ？　今のあいつは……昔ほど無敵ってわけじゃねえ」

　肩を竦すくめながら、グレンがゆっくりと席から立ち上がる。

「ったく、偉えらそうに俺にご高説垂れてこの様ざま……まぁ、あいつもそろそろ寿じゆ命みようだったってこった……まぁ、仕方ねぇ。俺もそろそろ動くか……」

「そんな言い方、酷ひどい！　先生は教授のことが心配じゃ──」

　反射的にそう言いかけて、システィーナは死ぬほど後こう悔かいした。

　気付いてしまったのだ。顔はなんでもない風を装よそおってはいるが……グレンが堅かたく握にぎりしめ、微かすかに震わせている拳こぶし……その手に血が滲にじんでいることに。

「あ……ごめんな、さい……」

「いや、いい。……お前のおかげでなんとか冷静でいられるんだ……」

　グレンにとって、セリカは母親代わりであり、師し匠しようであり、憧あこがれの魔術師だ。

　そんな、精神的支柱の人間が生死不ふ詳しよう──本当は誰だれよりもグレンが焦あせり、慌あわてふためきたいはずなのだ。

　だが、システィーナの手前、そんなことはできない。なけなしの大人の矜きよう恃じがなんとかグレンの思考を平静に保っている……そんな状態だったのである。

「ジャティス……天の智慧研究会……なぜ、こいつらが同時に動いているのか……まぁ、何にせよ、ルミアを助けるなら……こいつらとの激げき突とつは避さけられねえ」

　どろり。グレンは自分の心が、音を立てて濁にごるのを感じた。

　それは、どす黒く、悍おぞましいものではあるが……久しく忘れかけていた、懐なつかしい感覚だ。その感覚は、まるでグレンが過去に失った力を呼び覚ます呼び水のようで──

「……ルミア……セリカ……」

　すると、グレンは身体からだに蘇よみがえった懐かしい力に任せ、妙に据すわった声こわ色いろで呟いた。

「……クソ共が……絶対、許さねぇ……必ず俺がこの手で……ッ！」

　そして、この隠し部屋の出入り口に向かって、歩き始めるが……

「駄だ目めです」

　そんなグレンの背中へ、システィーナが駆かけ寄り、不意に抱だきついていた。

「……なんだ？　白しろ猫ねこ」

「そっちに行っちゃ、駄目です」

「はぁ？　行かないと出られねえだろ」

　少し苛いら立だったようなグレンの返しに、システィーナはしばらく無言を以もつて応じた。

　そして……

「……大だい丈じよう夫ぶです」

　システィーナはグレンを引き留めるように抱きしめたまま、力強く言った。

「ルミアも、アルフォネア教授も……二人ともきっと無事です」

「気休めも大たい概がいにしろ……一体、どこにそんな保証が？　状況から判断すりゃ──」

「大丈夫ったら、大丈夫です」

　語気を強めるグレンに一歩も退ひかず、システィーナは断言して続ける。

「今……また、先生が遠くに行ってしまいそうな気がしました。そっちに行っちゃ駄目です、先生。……行かないで」

「──ッ!?」

　システィーナに右手を握られて、グレンは気付く──いつの間にか、自分が軍時代に愛用した拳けん銃じゆうを固く握りしめていたことに。

「私の知ってる先生は、そうじゃないんです。戦うなら……いつものように、ただ、誰かを助けるために戦って下さい……ルミアとアルフォネア教授がこんなことになって、先生が平静でいられない……そんなことわかってます……それでも……ッ！」

　そんなシスティーナの懇こん願がんするような表情が──グレンの記き憶おくの隅すみを突つく──




　──だめだよ、グレン君。そっちに行ったら、だーめ。

　──グレン君が目指していたものは、そうじゃないでしょう？

　──大丈夫、不安にならないで。

　──誰だって、一時の感情で道を見失いそうになることなんてあるんだから。

　──もし、グレン君が道を間ま違ちがえそうになったら……その時は、私が連れ戻して……




　しばらくの間、グレンは茫ぼう然ぜんと何かの物思いに耽ふける。

　宿敵ジャティスの登場とセリカの件が、自分を思った以上に追いつめていたらしい。

「……悪い。俺、やっぱ、冷静じゃなかったわ」

　頭の冷えたグレンは己おのれの肩かた越ごしに、にっとシスティーナへ笑いかける。

　あの、どろどろと濁った感情はいつの間にか、まるで噓うそのように消えていた。

「そうだな。ルミアにうぜぇストーカーがまとわりつくのはいつものことだしな。それにセリカのやつが、みすみすやられるわけがねえ。……そうだよな？　だったら、俺はいつものように二人とも助けてやるだけ……それでいいんだろ？　白猫」

「先生……」

　そして、安あん堵どしたように微笑ほほえむシスティーナが、グレンを離はなす。

　すると、何か思うことがあったのか……グレンは照れたように言った。

「……なんつーかさ、そう言えば、お前って……その、なんだ？　いつも的確に、俺を前へ導いてくれるよな……？　以前の結けつ婚こん騒そう動どうの時もそうだった……お前が俺を、無理矢理引っ張って……日向ひなたの世界に連れ戻もどしてくれてよ……」

「……え？」

「普ふ段だんの生活だって、お前がいなかったら、俺、もっと、だらけてただろうし……お前の説教のおかげで、俺も少しだけ人間的にマシになっているような気がする……」

「ちょ、ちょっと……ど、どうしたんですか？　急に!?」

「うんにゃ。今、なんとなく、ふっと思っただけさ。多分、俺にとって、お前は……」

「せ、先生にとって、私は……？」

　システィーナはなぜか顔が紅潮するのを感じながら、グレンの言葉の続きを待つが。

「…………、……いや、なんでもねえ」

　そんな続きに。システィーナはどこか、ほっとしたような、それでいて残念だったような……不思議な感情を覚えるのであった。

「とにかく、だ。……話を戻すぞ」

　グレンも気き恥はずかしいのか、頭をかきながら、強ごう引いんに話題を変える。

「白猫。お前はとりあえず、家に帰れ。リィエルを看みてやっててくれ。ルミアは俺が必ず救いだす。……ああ、俺はもう大丈夫だ。頭は冷えた」

「先生！　私も一いつ緒しよに──」

「駄目だ、お前の申し出は嬉うれしいが……今回ばかりは嫌いやな予感がするんだよ。何か、このフェジテで、とてつもなくデカことが動いている……そんな気がする」

「で、でも！　だったら、なおさら一人より、二人の方が──」

　と、システィーナが抗こう議ぎした、その時だった。

　キン、キン、キン──部屋内に、金属が反響するような音が、不意に響ひびき渡わたった。

「この音は……通信魔術の着信音!?　セリカか!?」

　グレンは自分の通信魔導器……半割れの宝石を、ポケットから取り出す。

　だが、その宝石には、なんの反応もない。

「……俺のじゃねえ……？　じゃ、なんの音だ……？」

　謎なぞの着信音の出所を探さぐるように、グレンとシスティーナが周囲に注意を払はらう。

　やがて……それに気付いたシスティーナが、恐る恐る自分のスカートのポケットの中へ……手を入れた。

「……せ、先生……これ……ッ!?」

　システィーナの手には、点てん滅めつして着信音を立てている、半割れの宝石があった。

「わ、私、こんなの知らない……私のじゃない……」

「貸せ！」

　半ば確信に近い予感と共に、グレンはシスティーナの手からその宝石──謎の通信魔導器をひったくり、もどかしく操作する──

『やぁ、グレン。……ご機き嫌げんいかがかな？』

　宝石を耳につけるや否いなや、ねっとりとした言葉が、グレンの耳に滑すべり込んでくる。

　忘れもしない──あの男の耳みみ障ざわりな声だ。

「……ジャティス……ッ！」

『くくく……久しぶりだねぇ、元気だったかい？』

　ぎり……と、グレンの歯ぎしりする音が、小さく部屋内に響き渡った。

『グレン。取り急ぎ、君がいの一番に聞きたいことを伝えよう……ああ、大丈夫、心配要いらない……ルミアは無事だよ。なんだったら……』

『えっ!?　せ、先生!?　先生なん……』

　一いつ瞬しゆん、ルミアの声がグレンの耳に飛び込み、たちまちフェードアウトしていく。

『……どうだい？　グレン。少しは安心できたかい？』

「てめぇ……ッ！」

　先ほど、システィーナのお陰かげで引っ込んだ黒い感情が、再びどろどろと鎌かま首くびをもたげてくるのを必死に振ふり払う。

「どういうつもりだッ!?　今回はルミアを攫さらって、こうして俺に接せつ触しよくし……一体、何を考えてやがるッ!?　それに、あの天の智慧研究会の連中はなんだッ!?　てめぇ、まさか連中とグルになって──」

『は？　僕があの下げ劣れつなクズ共とグル？　いくら僕が尊敬する君でも、言っていいことと悪いことがあるぞ？　グレン……』

　一瞬、激しい憤ふん怒ぬが通信魔導器ごしに伝わり、グレンの鼓こ膜まくを焦こがした。

『まぁ……今は時間が惜おしい。話を進めようか……』

　だが、すぐに気を取り直したのか、飄ひよう々ひようとした楽しげな雰ふん囲い気きが、宝石型の通信魔導器ごしにグレンを煽あおってくるのであった。

『ゲームをしよう……グレン』

「ゲーム……だと？」

『これから僕が出す課題を、君がこなす……そういうゲームだ。君が僕の要求に応こたえ続ける限り……ルミアの命は保証しよう。だが、君がその課題をこなせない、課題を放ほう棄きしたその時は……ふっ、わかりやすいだろう？　……どうだい？』

「ちっ……信用できねえな。そもそも、さっきのルミアは本当にルミアの声か？　魔ま術じゆつ的に誤ご魔ま化かす手段はいくらでもあるぜ？　もう一度──」

　グレンはなるべく会話を長引かせ、より情報を引き出そうと試みるが……

『ははははは……抜ぬけ目めないね。流石さすがだと言いたいところだが……今の君に、僕の要求を吞のむ以外の選せん択たく肢しがありえると本気で思っているのかい？』

　お見通しらしかった。どうやら向こうの方が一枚上手らしい。

「……くそ……ッ！」

『そう堅かたく捉とらえないでくれ。ただ、僕は君に少し手伝ってもらいたいだけなんだ……このフェジテを救う手伝いを、ね』

「……、…………は？　フェジテを……救う？」

　グレンには、ジャティスの言っている意味がまるで理解できなかった。

「おい、そりゃ一体、どういう──」

『さぁ、時は金なり！　僕達には、もう時間が残されていないんだ！　早さつ速そく、君に課題を出そう……まずは──……』




　その日──

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院では、早朝から校舎中が浮うき足あし立だち、騒そう然ぜんとしていた。

　というのも、朝から、とある信じがたい号外ニュースの話題で持ちきりだったからだ。

　そのニュースの真しん偽ぎを考察する生徒達の議論は、一向に収まる気配を見せない。

　そして、その話題の尽つきぬニュースの内容とは──

「グレン先生が、ルミアを誘ゆう拐かいして、フェジテ市庁舎に爆ばく破はテロですって!?」

　ご多た分ぶんに漏もれず騒然としている二年次生二組の教室にて。カッシュからその事件の顚てん末まつを聞いたウェンディは、素すっ頓とん狂きような声を上げていた。

「そ、そんなのありえませんわっ！」

「そ、……そうだよぉ、カッシュ君……あの先生に限って、そんな……」

　机を叩たたいてウェンディが即そく、否定し、リンも涙なみだ目めで反論する。

「俺だって、そう思ってるっつーの！　グレン先生が、んなことするわけねえ、何かの間違いだって！　だがよ、今、街でバラまかれてるこの今朝の号外新聞、見ろ！」

　カッシュが、ウェンディ達の鼻先に、今朝の号外新聞をばさりと広げる。

「犯行声明文……？　グレン先生の……？」

「〝帝国政府に告ぐ。ルミア＝ティンジェルの身み柄がらは、この私、グレン＝レーダスが預かったり。彼女の素す性じようが公おおやけにされることを是ぜとせぬならば、提示した身みの代しろ金きんを指定した日時までに用意されたし。この度たびの市庁舎の爆破は、帝国と敵対すという、私の厳然たる覚悟を示すものである〟……ん？　彼女ルミアの素性……？」

「は？　これ、どういう脅おどしなんだ……？　なんでルミア？」

「なんか……やってること、無茶苦茶のような……？」

「わ、わかりませんけど……この号外新聞によれば、先生らしき人物が、ルミアらしき人物をつれて、犯行現場を徘はい徊かいしていたっていう近きん隣りん住民の証言もありますわね……」

「う、噓……こんなの、絶対、噓だよ………」

　新聞を読んだカイやロッドは呆ぼう然ぜんとし、リンは今にも卒そつ倒とうしそうな表情となった。

　そして、そのニュースの信しん憑ぴよう性せいを裏付けるように、本日の学院の授業は、急きゆう遽きよ、全学年次、全クラスが終業時間まで全科目、自習。

　教授・講師陣じんは朝からずっと緊きん急きゆう会議で、会議室にこもりっぱなし。

　おまけに、先さきほどから学院をひっきりなしに出入りするフェジテ警けい邏ら庁の警備官……

　大人達のどこか張り詰つめた雰囲気は、最も早はや、隠かくしようもなかった。

「もちろん、こんな新聞見たところで、俺はグレン先生を欠片かけらも疑っちゃいねえさ。人物像や噂うわさなんざ、変身魔術に暗示魔術……いくらでも捏ねつ造ぞうできるしな」

「と、当然だよ！　ロクでなしと言っても、あの人は絶対、こんなことはしないよ！」

「そうですね。先生のことを知ってて、こんな与よ太た話ばなしを信じる人などいませんわ」

　試ためすようなカッシュの物言いに、セシルとテレサが憮ぶ然ぜんと答えた……その時だ。

　がちゃり、と扉とびらを開いて、ギイブルが二組の教室内に入ってくる。

「ギイブル!?」

「ど、どうだった!?」

　カイにロッドを筆頭とした生徒達が、一いつ斉せいにギイブルに殺さつ到とうした。

「……落ち着けよ」

　相変わらず無愛想なギイブルは、自分を囲んでくる生徒達を鬱うつ陶とうしそうに押しのけ、カッシュ達の下もとへとやってくる。

「ふん……頼たのまれた通り、学院に立ち入りしている警備官達に、暗示魔術や遠とお耳みみの魔術……色々駆く使しして、調べてきてやったよ」

「お、おお、流石だぜ！　……ば、バレてねーだろうな？」

「学院の講師や教授が相手ならいざ知らず、僕が素人しろうと相手にそんなヘマするもんか」

　鼻を鳴らして、ギイブルは眼鏡を押し上げた。

「さて。少なくとも、グレン先生の名で警邏庁や各新聞社マスコミに、早朝、犯行声明文の投書があったのは事実らしい。そして、フェジテ市庁舎が爆破されたのも事実だ……幸い、日も登りきってない早朝だったため、死傷者はほぼゼロだったらしいけどね」

「ま、マジかよ……」

「やはり、警邏庁は先生をこの事件の容疑者として追っている……まぁ、あんな投書があって行方ゆくえ不明とあらば、当然だね。だけど、この他ほかにも気になる情報があった」

「気になる情報？」

　ああ、と一呼吸置いて、ギイブルが神しん妙みように答える。

「フェジテ市庁舎爆破事件に隠れて目立たないが……昨晩未明、システィーナの家を何者かが襲しゆう撃げきしたらしい。刃は物もののようなもので襲おそわれたリィエルが未いまだ意識不明の重体……ルミアとシスティーナの二人はその事件を前後に行方不明、そして……そのフィーベル邸てい襲撃の直後、アルフォネア教授の家も、何者かによって跡あと形かたもなく爆破されたそうだ」

「は、はぁ!?　なんだそりゃ!?　マジかよ!?」

「じゃ、じゃあ、やっぱり、今朝からルミア達が姿を見せないのって……ッ!?」

「間ま違ちがいなく何らかの事件に巻き込まれたんだろうね。アルフォネア教授は……現場の状じよう況きようから、その……どうやら……死んだ可能性が高いらしい……」

　流石に言いにくそうに、ギイブルが言葉を濁にごしながら言った。

「ま、マジ……かよ……」

「う、噓うそですわ……そんな……そんな……」

　この二組は、グレン繫つながりでセリカとそれなりの交友があったクラスだ。

　その訃ふ報ほうに、生徒達は皆みな、痛ましい表情で俯うつむくしかなかった。

「フェジテ警邏庁は、当然、この一連の事件に全すべて先生が関かかわっていると見て、捜そう査さに動いている。昨夜未明、先生がフィーベル邸を襲撃し、ルミアを誘拐、その足でアルフォネア邸とフェジテ市庁舎を爆破……というのが、大方の見解のようだね」

　ギイブルの情報は、たちまちクラス中をさらなる騒然の渦うずへと巻き込むのであった。

「なんてことですの……今、このフェジテに一体、何が起きているんですの……？」

　あまりにも最悪過ぎる状況に、消しよう沈ちんするウェンディ。

「……一つ、はっきり言っていいか？」

　そんなウェンディに、ギイブルが淡たん々たんと言った。

「僕らの周りで起きるこの手の事件……先生が僕達のクラスに赴ふ任にんして以来、多過ぎる。偶ぐう然ぜん、運が悪かった、それで片付けられるレベルを、もうとっくに過ぎている」

　ギイブルの言葉は、誰だれもが心の底で思っていたことの代弁であった。

「そして、今までの経験則で言えば、先生はどちらかというと『巻き込まれる』形で事件に関わっていた。学院爆破テロ未み遂すい事件……女王陛下暗殺未遂事件……遠えん征せい学修先の事件……確かに先生の動きが派手で目立つけど……あくまで、先生は事件に『巻き込まれ』、それに『対処していた』だけなのは明白だ」

「……そ、それは……そうだけど……」

「となると、事件の真の中心は一体、何だ？　……別に僕が指し摘てきするまでもない。普ふ通つうに考えれば……常にそれらの事件の中心に居た人物がいるじゃないか」

　それは……誰もが心の底で思いながら、触ふれまいとしていたことであった。

　だが……最早、目を瞑つぶっていられる時期は、とっくに過ぎてしまったのかもしれない。

「……ルミア＝ティンジェル。……彼女は一体、なんなんだ？」

　重苦しい沈ちん黙もくが、二年次生二組を支配するのであった。




　学究都市フェジテは大きく五つの区画に分かれている。

　一つ目は、北地区。言わずと知れたアルザーノ帝国魔術学院と、そこに通う学生達が下宿する寮りようやアパートなどの学生街が、その区画の大部分を占しめている。

　二つ目は、西地区。一いつ般ぱん住宅街。中産、労働者階級に属する一般市民達が、主に居を構える区画で、広場が多く、工業地区もこの区画に含ふくまれている。

　三つ目は、東地区。高級住宅街。資産家、貴族、魔ま術じゆつ師しなどの上流階級の者達が、主に居を構える区画で、学院に勤める講師・教授陣も、ここに居を構える者は多い。

　四つ目は、南地区。いわゆる商業街であり、フェジテ経済の中心地である。もっとも活気に溢あふれる区画であり、様々な商店街はもちろん、商館に繁はん華か街がい、倉庫街、さらに奥まで立ち入れば、知る人ぞ知るブラックマーケット街などもある。

　そして、最後に五つ目、中央区。別名、行政区とも呼ばれるこの区画は、街としてのフェジテを保持し、そして舵かじを取るフェジテの心臓部といっていい。

　フェジテ行政庁やフェジテ警邏庁、労務庁、帝国銀行フェジテ支部などの重要公的機関や、フェジテの各教区を統とう括かつする聖カタリナ聖堂などが、この中央区にはある。

　セリカの秘密部屋を後にしたグレンは、中央区へと足を運んでいた。

「…………」

　中央区の表通りを、グレンは無言で歩を進める。

　馬車と人が行き交かう中にさりげなく紛まぎれ、息を潜ひそめるように歩いていく。

　中央区は、今日もいつも通りの雑ざつ踏とうに溢れていたが、足早に歩く人々の挙きよ措そには、どこか不安にも似た焦しよう燥そうが滲にじみ出ている。そして、その不安を煽あおるかのように、時折、制服に身を包んだ警備官達が人々の群を割って、慌あわただしく駆かけていった。

『くっくっく……堂々としてくれよ、グレン』

　素知らぬ顔で、何度かそんな警備官達とすれ違ちがったグレンの耳に、耳みみ障ざわりなジャティスの声が流れ込んでくる。件くだんの宝石型の通信魔導器を耳の中に仕し込こんだのだ。

『挙動不ふ審しんに振ふる舞まうと警備官達に怪あやしまれるからね。なにせ──今や君は、政府に盾たて突つくテロリスト……大犯罪者になったのだからねぇ』

「……クソが。てめぇがこの状況を演出しておいて、どの口が言いやがる」

　今、自分はルミア誘拐犯兼けんフェジテ市庁舎爆破テロの容疑者として、フェジテ中に指名手配されている……そのことをグレンはすでに知っている。

　他でもない、ジャティスから聞かされたからだ。

　鼠ねずみの使い魔を召しよう喚かんし、軽く情報収集させても状況は間違いない。

　今のグレンは、完全に四し面めん楚そ歌か状態であった。

「どうせ、爆ばく破はテロの犯人はテメェなんだろ……人に罪をなすりつけやがって」

『ご名答だ。まぁ、推理するまでもないよね。……だが、君にはどうしようもない』

　グレンは苛いら立だたしげに舌打ちしながらも、目立たないように歩き続ける。

　しばらくすると。

『……先生』

　ジャティスとは別の声が、同じく耳に仕込んだ二つ目の通信魔導器から聞こえてくる。

　別行動を開始したシスティーナの声だ。

「どうした？　白しろ猫ねこ」

『遠見の魔術で確かく認にんしました。その先、二百メトラ先で警備官が検問を行っています。その周辺から三番街の方へ向かうのは、無理です……』

　今、システィーナは、ジャティスの『課題』をこなすべく動くグレンを補ほ佐さするため、離はなれた安全な場所から、サポートを行っているのだ。

　この一件だけは危険すぎる、嫌いやな予感がする、俺に任せてお前は家で大人しくしてろ。

　グレンは何度も説得したが、システィーナは頑がんとして、私も先生の力になりたい、ルミアを助けたい、私なら大だい丈じよう夫ぶです、の一点張りで聞かなかった。

　下手へたに自信をつけさせたのが不味まずかったか？　そうも思ったが、グレンとの特訓で鍛きたえられた最近のシスティーナの力量を鑑かんがみるに、決して口だけでないこともわかる。

　そもそも、あのまま、システィーナを放ほうっておいたら、自分の手の届かないところで勝手に独自行動しそうな勢いだった。安全な場所からのサポートに徹てつするという約束で、システィーナをこの件に関わらせることにしたのであった。

「……そうか、無理か。なら、どうしたらいい？」

『今、迂う回かいルートを確認します……そうですね……そこの角……二十メトラ先にある角から、一いつ旦たん、路地裏に入って……』

　システィーナのナビゲートで、グレンは警備官が巡じゆん回かいする中央区を次々と行く。

　二番街から四番街へ経由して、三番街へ。

　警備官の捜そう査さ網もうを、するりするりと絶ぜつ妙みようにかいくぐりながら、歩を進めていく。

　そして──

『……おめでとう、グレン。ついに辿たどり着いたね』

「ちっ……」

　やがて、舌打ちするグレンの前に現れたのは、『不正を許さぬ心』を象しよう徴ちようする隼はやぶさの紋もん章しようを正面にいだく古めかしい直方体の館やかただ。

　それはフェジテ警邏庁舎。その正門前に広がる公園にも似た広場は、フェジテ一安全な場所とされる憩いこいの場であり、行き交う人々と警備官達の姿が、ちらほらと見えた。

『さぁ、グレン。さっそく第一の課題だ』

「くそが……ほんと、マジで死ね。お前」

『おや？　怖おじ気けづいたかい？　……困ったなぁ。困って、つい、ルミア＝ティンジェルの素そ首くびをかっ切ってしまいそうだ……』

「……地じ獄ごくへ落ちろ」

『せ、先生……』

「……大丈夫だ。なんとかしてみせる。引き続きサポート、頼むぜ、白猫」

　不安げなシスティーナの声に応じ、グレンは広場の中央へと歩み寄り──

「《紅ぐ蓮れんの獅し子しよ・憤ふん怒ぬのままに・吼ほえ狂くるえ》！」

　──呪じゆ文もんを唱えた。

　黒魔【ブレイズ・バースト】の火球がグレンの左手から放たれて弧こを描えがき、広場中央に設置されている銅像へ着ちやく弾だん。大爆ばく発はつと共にそれを木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだいた。

「「「「──ッ!?」」」」

　一体、何事かと目を向ける市民達と、その場に居合わせた警備官達。

　そんな彼らを尻しり目めに、グレンは銅像のあった台座に飛び乗って、堂々と叫さけんだ。

「ええと、確か……〝やぁやぁ、遠からん者は音にも聞け、近くば寄って目にも見よ！　我が名はグレン＝レーダスッ！　貴き神意を汲くみて天てん誅ちゆうを下す義士なりッ！　不徳に腐ふ敗はいせし政府、売国の毒婦たる女王、彼奴きやつらと気脈を通じ奸かん譎けつに堕だした警けい邏ら庁の……って、ああもう、うぜぇ!?　長なげぇ!?　まぁ、要はなんだ！　アレだ！　とにかく、てめーら政府のバカ犬どもに天てん罰ばつだよ、このヤロウッ！　市庁舎はすでにやった！　次はてめーらの番だぜ!?　文句あんなら、かかって来やがりゃぁあああああああああ──ッ!?〟」

　半ばヤケクソ気味に、そう宣言して──グレンは呪文を即そつ興きよう改変し、かなり威い力りよくと速度を弱めた【ブレイズ・バースト】を、警邏庁正面玄げん関かん口前に、放つ。

「う、うわぁああああああああああ──っ!?」

「に、逃にげろ！　皆、逃げるんだぁああああああああああ──っ!?」

　飛来してくる火球を見た警備官と市民達は、蜘蛛くもの子を散らすように逃げていく。

　そして、見かけは派手だが、実際にはほとんど殺傷能力のない爆ばく炎えんが、警邏庁玄関口に派手に炸さく裂れつするのであった──




「何!?　今度は警邏庁に爆破テロ!?　下げ手しゆ人にんは件のグレン＝レーダスだって!?」

　グレン捜査で街中を駆け回っていたエリート警備官、ユアン＝ベリス警邏正は、捜査本部から通信魔導器を通して入電してきたその一報に、目を剝むくしかなかった。

「くそ……治安と正義の象徴たる警邏庁にまでテロとは……舐なめられたものだ！」

「どうします!?　ユアン警邏正!?」

「我々は現場指揮の貴方あなたに従います！」

　ユアンの部下の警備官達が、義ぎ憤ふんに燃える目でユアンを見つめた。

「是ぜ非ひもない、本部から要よう請せいが来ている！　これから我々も、ホシの追つい跡せきに参加する！」

「「「「了りよう解かい！」」」」

「現在、ホシは、中央区五番街ラークル大通りを南下中だ！　各警備管区に散らばる各班に伝達、六、八、九班はそのままホシを追え！　二班、五班は、東のミッド通りから、その他は西のアイツル通りから回り込む！　やつを囲むのだ！」

「「「「はいっ！」」」」

　ユアンは、グレンを追い詰つめるべく的確な指示を飛ばすが……

　その一いつ瞬しゆん、ユアンは口元を薄うすく冷たく歪ゆがめ……言った。

「それと……ホシへの、第一級制圧対応を許可する」

「は？」

　第一級制圧対応。それは、街中での抜ばつ剣けん許可と発はつ砲ぽう許可。

　それは犯罪者を逮たい捕ほするのが目的ではない。殺害無力化するのが目的の対応だ。

「あ、あの……ユアン警邏正……その……」

「いくら凶きよう悪あく犯が相手とはいえ、その……いきなり第一級は……」

「市民に被ひ害がいが出るかもしれませんし……」

「それこそ、現場の独断では……本部に問い合わせないと……」

　至し極ごく、真っ当な反応を、ユアンの部下達は返すが。

「……もう一度、言う」

　ユアンは、ゆっくりと、薄ら寒く、高圧的に言った。

「第一級制圧対応を許可する。グレン＝レーダスを、殺せ。……《命令オーダー》だ」

　すると……

「「「「はいっ！　了解しました！　グレン＝レーダスを始末しますッ！」」」」

　なぜか、部下の警備官達は、これ以上、この理り不ふ尽じんな命令に何の疑問も差し挟はさまなくなり、己おのが為なすべきを為そうと、街の方々へと散っていく。

　その示し合わせたような動きには、非人間的な統一感が漂ただよっている。

　不思議なことに──それはその場にいた警備官達だけではない。フェジテ中に散らばる警備官が同じタイミングで、同じ統一感、同じ目的で動き始めたのだ。

　そして、その違い和わ感かんに、街を駆ける警備官達は誰だれ一人ひとり気付いていなかった。

「さて……グレン＝レーダス。情報によれば、君のようなやつには、こういう手が一番、効くだろう？　くっくっく……君がどこまでやれるか、お手並み拝見といこうか」

　閑かん散さんとした路地裏に一人残されたユアン。

　その氷のように冷たい呟つぶやきを聞く者は──誰もいなかった。




『おめでとう、グレン。第一の課題、無事にクリアだ』

「死ね!?　お前、死ね！　ホント、マ　ジ　で、死ねッッッ！」

『でも……僕が君に提示した口上文とは随ずい分ぶん違ちがったみたいだけど？　せっかく、連中の怒ど髪はつ天を衝つくような、芸術的で挑ちよう発はつ的な煽り口上を提示してあげたのに……』

「やかましいっ！　舌した嚙かむわ、ボケッ！」

　ジャティスの言葉を無視し、大通りをもの凄すごい勢いで駆けながら、グレンが叫わめく。

「ええい、どけッ！　有う象ぞう無む象ぞうッ！」

　叫きながら、グレンは空に向かって拳けん銃じゆうを発砲する。

「きゃあああああああああああああああああああ──ッ!?」

「うわぁあああああああ──ッ!?　た、助けてくれぇえええええ──ッ!?」

　銃じゆう声せいを聞いた人々が、我先にと逃げていく。

　そうして、開けた隙すき間まを突つっ切るグレン。

　中央区五番街ラークル大通りは今、まさに大混乱の極きわみであった。

「おい!?　あの行動に、一体、なんの意味があったんだよ!?　ド畜ちく生しよう！」

　〝フェジテ警邏庁舎前広場で、指定した犯行声明文を高らかに読み上げ、爆破テロを行う〟──それが、ジャティスがグレンに課した『第一の課題』であった。

「待てぇえええええ──ッ!?　グレン＝レーダスッ！」

「止まれぇえええええええ──ッ!?　凶悪犯め！」

　そのお陰かげで、グレンは今や完全に警備官達に捕ほ捉そくされており、警備官達が大挙、群れをなし、猛もう然ぜんとグレンを追いかけてくる始末であった。

「お前、さてはアレだな!?　やっぱ俺に恨うらみがあるんだな!?　そうなんだな!?」

　激流のように後方へ流れる街の光景を尻目に、グレンが喚わめき散らす。

『何を馬ば鹿かな。僕は私し怨えんによる復ふく讐しゆうなどという無む駄だで無意味で下らないことはしない……これは全すべて、もっと崇すう高こうな目的のためなのさ。信じてくれトラスト・ミー』

　だが、切せつ羽ぱ詰つまるグレンとは逆に、ジャティスはどこまでも楽しそうだ。

『でも……ああ、本当に助かるよ……君のおかげで、こちらの仕事も捗はかどりそうだ』

「はぁ!?　てめぇ、一体、何を言って──ッ!?」

『それじゃあ、続いて『第二の課題』だ、グレン……』

　グレンの問いには答えず、ジャティスは一方的に次なる指示を出した。

『次は……そうだね。〝僕が良いと言うまで、絶対に警備官に捕つかまるな〟……これだ』

「はぁ!?　てめぇがこの状じよう況きようを作り出しておいて、何言ってやがる──ッ!?」

『手段は問わない。何だったら警備官を殺しても構わない。市民を人ひと質じちに取るのもありだ……とにかく捕まるなよ、グレン……君が捕まったら、ルミアの命はない』

「ちぃ──ッ!?」

　忌いま々いましい。悔くやしい。腹が立つ。呪のろわしい。

　こうして憎にくきジャティスに意味不明な命令をされて、それでも、それに従うしかないこの状況が、グレンは何もかもが苛いら立だたしく、腹立たしい。

「白しろ猫ねこッ！　聞いたか!?　一定時間、警備官達との鬼おにごっこだとよ!?」

『は、はいっ！』

「なんとしても逃げきる！　ナビ頼たのむぞ！」

『わかりました！　早さつ速そくですが、前方五十メトラ先の曲がり角から、警備官達が隊たい伍ごを組んで迫せまってきてます！　そこの服ふく飾しよく店に入って！　その裏口から路地裏へ──」

「了解だッ！」

　そう返して。

　グレンは、走る方向を直角に変え、服飾店の中に飛び込むのであった。




　──逃げる。

　ひたすら、フェジテの街をグレンは逃げ続ける。

　追い立てられるままに、行く当てもなく、警備官の包ほう囲い網もうから逃のがれ続け──

　やがて、グレンはフェジテの西地区──住宅街まで追い立てられていた。

「ぉおおおおおお──ッ！」

　一瞬だけ白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】を全開にし、グレンが霞かすむように動く。

　正面から隊伍を組んで迫り来る警備官達との距きよ離りを一瞬で詰める。

　先頭の警備官の細剣レイピアを手刀で叩たたき落とし、同時にその顎あごに掌しよう打だをくれ、昏こん倒とうさせる。

「この──ッ！」

「おのれ、賊ぞくがぁああああああ──っ！」

　先頭の警備官が意識を失って膝ひざをつくや否いなや、グレンの左右から挟み討うちの形で、二人の警備官が細剣レイピアで突きかかってくる。

　空気を切り裂さいて真っ直すぐ迫るその切っ先。狙ねらうは、グレンの急所──

「お前ら──」

　グレンが咄とつ嗟さに、右から襲おそってきた警備官へと鋭するどく踏ふみ込む。

　白銀の矢となりて眉み間けんに来た細剣レイピアの一いち撃げきを、グレンは左拳こぶしで後方に受け流しつつ、さらに一歩、踏み込み──

「ぐぅうううッ!?」

　そのまま、その警備官に左ひだり肩かたで体当たり。バランスを崩くずさせる。

　刹せつ那な、グレンはその警備官の腕うでと胸むな倉ぐらを取り、その場で駒こまのように回転し──

「ちょっと、殺意、高すぎだろぉおおおおおお──ッ！」

　その警備官を、背負い投げで派手に投げ飛ばした。

　投げ飛ばされた警備官は、グレンの左から迫ってきた警備官と見事に激げき突とつ。

　二人共、もつれ合うように倒たおれ込むが──

「構え──」

「げ──ッ!?」

　グレンの視界の端はし──路地の向こうに、数名の警備官が隊伍を組んでいるのが見えた。

　警備官達の手には拳銃が構えられている。

　パーカッション式の回転弾倉拳銃リボルバー。グレンが扱あつかう『魔ま銃じゆうペネトレイター』よりは、小型で小口径だが──人間相手なら、殺傷力は充じゆう分ぶん。

　そして、ここは狭せまい路地裏。遮しや蔽へい物は──ない。

「撃うてぇ──ッ！」

　そんな号令と共に、並んだ銃じゆう列れつが一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　グレンへと殺さつ到とうする、無数の火線。

　だが──

「ちっくしょぉおおおおおお──っ！」

　咄嗟にグレンが跳とんだ。

　左の壁かべを蹴けって跳ちよう躍やく、右の壁を蹴ってさらに跳躍、さらに左の壁、右の壁、左、右──

　狭い路地裏の壁を三角飛びで器用に蹴り昇のぼり、近場の建物の屋根の上に飛び乗る。

　そんな奇き怪かいな動きを、銃じゆう弾だんは捉とらえきれず、グレンの身体からだを際きわどく掠かすめるだけだった。

「なんだ、あの動きは!?　ええい、なんて身軽なやつ！」

「上だ！　追え！　追え！　裏から回り込め！」

　眼下で警備官達が慌あわただしく動き始めているのを尻しり目めに、グレンは踵きびすを返し、屋根伝いに移動を始めるのであった。

「危なっ……ッ！　今の危なっ……ッ！」

　冷ひや汗あせを流しながら、グレンは駆かける──

　街の治安を維い持じする警けい邏ら庁と、それに所属する警備官達。

　ごく一部の警邏官僚キヤリアを除いた一般警備官ノンキヤリアの標準装備は細剣レイピアと拳銃、そして、軍服と比べれば性能は劣おとるが、防ぼう御ぎよ効果や身体能力強化が付呪エンチヤントされている制服だ。

　街の治安維持目的ならば、これで充分すぎるほどの戦力なのだ。

　ゆえに──警備官の最大火力といえば、基本は銃ということになる。

　銃など、一流の魔ま術じゆつ師しにとっては、何の脅きよう威いにもならない玩具おもちやに過ぎない。銃を持った警備官など何人群れようが物の数ではない。

　だが、魔術師としては三流に過ぎないグレンにとっては──

　銃は──ただ、ひたすら脅威だった。

「ったく、相手が下手へたくそだから助かってるものの……ヒヤヒヤするぜ……」

　今のところ、グレンは警備官の銃じゆう撃げきを、その視線と銃じゆう口こうから見切ってかわし続けることができてはいるが……いつまでそれが続くかどうか。

　散発的に発生する、警備官との対複数近接戦せん闘とう戦で負った軽傷も少なくはない。

　ひっきりなしに追いかけられれば、流石さすがに息も上がってくる。

（【ショック・ボルト】程度の護身用魔術じゃ、連中の制服の防御効果を貫かん通つうできんし……かといって【ライトニング・ピアス】みてーな軍用魔術じゃ、最悪、殺しちまう……）

　無論、軍用魔術の威い力りよくを即そつ興きよう改変で弱めれば、対処可能だが……呪じゆ文もんの即興改変は、基本、威力を高めようが弱めようが、魔ま力りよく消費量が格段に跳はね上がる。元々、最適化された呪文を、敢あえて崩すのだから当然だ。

（先行きがまったく見えないこの状況で、限られた魔力を無む駄だ遣づかいするのは、自殺行こう為いだぜ……くそ……俺にも白猫くらい魔力容量キヤパシテイがありゃあな……）

　……誠まことに奇き妙みような話ではあるが。

　かつて、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団、特務分室の執しつ行こう官かんナンバー０《愚ぐ者しや》として鳴らしたグレン。彼にとっては、一いつ騎き当とう千せんの戦力を持つ強力な外げ道どう魔術師一人より、銃を持って群れをなす警備官達の方が、遥かに厄やつ介かいな相手だったのである。

　もどかしさに歯は嚙がみしながら、屋根から降りたグレンは再び、路地裏を素す早ばやく駆ける。

　そんなグレンを、警備官は的確に先回りし、迫ってくる。

「あっちだ！」

「追え！　追え！」

　そして、再び始まる逃とう走そう追つい跡せき劇げき──

（しかし、妙みようだな……俺に対する追跡が妙に的確過ぎやしねーか……？）

　淡たん々たんと警備官達の追跡を捌さばきながら、グレンは思う。

　たかが、と言ったら失礼だが、本当にこの追跡をたかが警備官が可能なのだろうか？

　グレンは元・軍属の経験を生かして、バーナード直伝の様々な手管を利用し、警備官を撒まこうとしているのだが……警備官達は、まるで一つの生き物であるかのような、不可解なほど意思統一された連れん携けいで、グレンに追い縋すがってくる。あのレベルの連携、通信魔術で連れん絡らくを取り合って作戦行動をする軍にだって不可能な動きだ。

（……さて）

　グレンは頭の中で地図を描えがき、今までのシスティーナのナビから得た、警備官の配備状況を脳内で重ね合わせる。それから、相手が『通常』の動きを行う警備官だと想定して、次の予想包囲網を割り出す。

　その結果──

（……あの道を右折した先は、白猫のナビ通り、確かにクリアなはずだ……）

　諸状況からの真っ当な予測では、そうなるはずだ。

　だが──

「白猫。お前、さっき、あの道を右折すれば、二区まで抜ぬけられるって言ったよな？」

『え？　あ、はい……誰だれもいないのを遠見の魔術で確かく認にんしました』

「もう一度、その先の状況を確認してくれないか？　……多分、駄だ目めだと思うんだが」

『えっ？』

　グレンの言葉に、システィーナが戸と惑まどうような反応を返してきて……

　しばらくすると。

『せ、先生……仰おつしやる通り、その先は駄目です……ッ！　なんか、いつの間にか回り込まれています……ッ！　あれ？　なんで……？　さっきまで確かに誰も……』

「……やっぱりな」

『なんでわかったんですか……ッ!?　あっ、待ってください！　今、急いで別の抜け道を探しますっ！』

　システィーナの驚おどろきを他所よそに、グレンは一人、思し索さくに耽ふける。

（この不自然過ぎる警備官の動き……これは、ひょっとすると……）

　駆けながら、グレンがとある嫌な予感を覚えていると……

『やぁ、お疲つかれ、グレン……』

　ねっとりと耳に絡からみつく、耳みみ障ざわりなジャティスの声が入電してくる。

『おやおや、情けないなぁ、君は……たかが警備官ごときを相手に、そんなにボロボロになってしまったのかい……？』

「黙だまれ、クソ野や郎ろう」

『今からそんな有様じゃ、先が思いやられるなぁ……？』

「黙れと言っている！」

『くくく……君は相変わらず非効率な真似まねをする……殺やればいいじゃないか』

「──ッ!?」

　グレンの拒きよ絶ぜつを完全無視し、ジャティスは楽しそうに、誘さそうように言う。

『確かに君は、ああいう連中を相手にするのは苦手だろう。だが、君が本当にその気になれば……勝まさるのは、間ま違ちがいなく、君だ』

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

『殺れよ、グレン。ルミアを救うためだろう？　見知らぬ警備官の一人や二人、どうでもいいじゃないか……遠えん慮りよなんかするな……警備官なんか、殺してしまえ。邪じや魔ま者ものは排はい除じよするんだ……さぁ、……さぁ！　……さぁっ！』

　誑たぶらかす悪あく魔まのような言葉を。

「黙れぇえええええええええええええええええええ──ッ！」

　グレンは何一つ、揺ゆすぶられるでもなく、完全に突つっぱねていた。

「誰がてめぇごときの思おも惑わく通りになるかよッ!?　ごっちゃごちゃがっちゃがちゃ、うるっせぇぇっ！　何度も言わせんな、黙ってろッッッ！」

　そして、駆けながら、凄せい絶ぜつに笑って言った。

「俺は胸を張って、堂々とお姫様ルミアを悪魔てめえの魔まの手てから救うんだよッ！　うっわ、何この理想の白馬の王子様展開！　もう、ルミアのやつ、きっと俺にベタぼれだねッ！　きゃあ、先生、抱だいて♪　状態だね！　野郎なら誰もが夢見るその萌もえシチュのため、あいつに何か背負わせるような後ろ暗い真似まねなんざ、死んでもできるかっつーの！」

『──ッ!?』

「それよりも、てめぇは他人ひとの心配より、自分の心配しとけッ！　てめぇは絶対、この俺が直々にぶちのめして、泣かす！　覚かく悟ごしろッッッ！」

　しばらくの間。

　言葉を失うような雰ふん囲い気きが、通信魔導器ごしに伝わってきて……

『それでこそ、君だ！』

　今、昇しよう天てんでもしたのかと疑うほどの、凄すさまじい歓かん喜きの声が上がった。

『やはり、僕の目に狂くるいはなかった！　そうだよッッッ！　君はそうじゃないといけないんだッッッ！　どんな困難を前にしようが、君は常にそうでなくてはいけない！　本当にすまない、君を試ためすような真似をしてしまって！　あーっははははははっ！』

「……もう、本当になんなの、お前。マジで死ねよ」

　グレンが怒いかりを通り越こして、どん引きで呆あきれていると。

『せ、先生っ！　大変ですっ！』

　切せつ羽ぱ詰つまったシスティーナの声が、通信魔導器ごしに、グレンの耳へ飛び込んで来る。

『──か、囲まれています！　う、噓うそ……いつの間にこんなに……ッ!?』

「なんだと!?」

『グラニー通り、四の五番路、二の三番路、ルークル大通り……今、先生が居る場所に続く全すべての道が、警備官に先回りされちゃっています！』

「……他ほかには？　続けてくれ。俺を囲む警備官達の現在位置を片かた端はしから教えてくれ」

『は、はいッ……！　まずは──』

　グレンはシスティーナから矢や継つぎ早ばやに聞かされた情報を脳内で整理する。

　脳内に描いた地図に、自分の位置と警備官の位置をひたすらイメージする。

（……やはり、な）

　すると、経過時間ごとの警備官全体の動きを見て、グレンはある確信に至った。

　この先回り配備のされかたは──ありえない。

　たとえ、どんなに指揮の上手うまい指揮官に統とう率そつされても……指揮される側は人間。どんなに訓練しようが、その連携には、指揮の伝達速度には、限界と埋うめきれないタイムラグというものが必ず存在する……そういうものだ。

　だが、今、システィーナから聞かされた包囲のされかたは、普ふ通つうの人間には無理だ。

　それこそ──何らかの魔術によって、全員が無意識下の意思共有でもしていない限り。

（俺を追う警備官達……あの様子をみる限り、自由意志を失った傀かい儡らい……で、あるはずはない。そんなあからさまな異変があれほど大勢の警備官に仕し込こまれれば、上に必ずバレる……なのに、この非人間的統一感……）

　グレンは警備官の裏側にあるものを推察する。

（となると、支配されていると本人に気付かせない暗示魔術か……警備官達は知らぬまま強力な暗示で共通深層意識野を通して無意識のうちに意思統一をされ、その支配者たる術者が、その群ぐんの警備官を個のように動かしている……そんなところか）

　つまり、誰か一人に指示や情報を飛ばせば、共有された深層意識下を通じて、それをノータイムラグで、全体が共有できるというわけだ。

　そして、その違い和わ感かんに誰も気付かない──無敵の指揮術である。

（〝暗示による無意識下の意思統一〟……確かに魔術理論的には提唱されていたが……まさか、あれほど大規模の数の警備官相手にそれをやってしまうとは……下げ手しゆ人にんは、超ちよう絶ぜつ的な技量の魔ま術じゆつ師しってことになるわけだが……）

　となると、その正体は？

『おや、グレン……どうしたんだい？　何か考えごとかい？　くくく……』

　ジャティスが課した意味不明の課題。

　そして、同じくフェジテで何らかの暗あん躍やくをしているらしい天の智慧研究会。

　なるほど、全体を俯ふ瞰かんしてみると、その意味不明の課題の背景が少し見えてくる。

　状じよう況きようから推察するに、この意思統一された警備官達の裏側にいるのは、恐おそらく天の智慧研究会の外げ道どう魔術師。ならば、ジャティスの目的は──

（ちっ……どうやら、俺はダシに使われているらしいな）

　ある程度、ジャティスの思惑を看破したが、今はどうしようもなかった。

『さて、この課題もそろそろ佳か境きようだ、グレン……』

　そんなグレンの看破を知ってか知らずか、ジャティスは愉ゆ悦えつに満ちた声で言う。

『さっきの君の啖たん呵かに違いないこと……僕は心から期待しているよ。では……』

　最後にそう告げて。

　それきり、ジャティスからの通信は途と絶だえるのであった。

『せ、先生……どうしよう……ッ!?　このままじゃ……』

「ああ。この状況なら……そうだな、接敵は約三分後だな……その後は、後続になし崩くずし的に、追いつかれ……俺は逮捕される。……いや、逮捕で済めばいいがな」

『そ、そんな……もう、駄目だわ……ッ！』

　通信魔導器の向こう側から、システィーナの焦しよう燥そうと落らく胆たんが伝わってくる。

『ごめんなさい、先生……私の力が足りないばっかりに……ッ！』

　だが。

「……へっ。まーだまだだな、白しろ猫ねこ」

　グレンは、にやっと不敵に笑い、言った。

「お前……この程度の苦境ピンチで、もう音を上げんのか？　こんなもん、俺の軍属時代に潜くぐり抜けた修しゆ羅ら場ばからすれば、苦境のうちに入んねーぜ？」

　そう余よ裕ゆうで語るグレンの姿は、頼たのもしいが──

『で、でも……遠見の魔術で何度辺りを確認しても……もう、逃にげ道みちがありません！　その辺りには隠かくれられるような場所も、下水道口もありませんし……ッ！』

「まっ……ないわな」

『ま、まさか、先生は警備官と戦って……こ、殺して、切り抜ける気じゃ……ッ!?』

「おいおい、酷ひでぇな!?　お前、俺がそんなことするやつに見えるの!?　傷つくわー」

　システィーナの狼ろう狽ばいとは対象的に、グレンはなぜか、いつも通りだ。

『す、すみません……ッ！　でも……だとしたら、どうやって……？』

「白猫。今から俺が挙げる物が、俺の周辺一帯にないか見てくれ。まずは……」

　すると、グレンは奇き妙みようなことをシスティーナに指示し始めた。

「……そうだな。歩道脇わきに不自然に真新しい石いし畳だたみとかないか？　特に交差点辺りだ」

『……い、石畳……？　真新しい……？』

「他には、長方形の石で細長く舗ほ装そうされている道路は？　赤くて丸い看板が残っている建物は？　多分、どれかが高い確率であるはずなんだが……あったら位置を教えてくれ」

『……え、ええと……なんなんですか？　それ……』

　グレンの意図がまるでわからないが。

　システィーナは、グレンに言われた通りのものを必死に探すのであった。




　──フェジテ西地区の某ぼう所しよ。

　人ひと気けのない住宅地を悠ゆう然ぜんと歩きながら。

「……やれやれ、随ずい分ぶんと手間取ったが、そろそろ終わるかな」

　フェジテ警けい邏ら庁警備官、ユアン＝ベリス警邏正は、所持する各通信魔導器から送られてくる、グレンの追つい跡せき情報を頭の中で演算し、勝利を確信していた。

「ふっ……ラザール様の手を逃のがれたグレン＝レーダス……まさか、こうもあっさりと始末できることになるとは……案外拍ひよう子し抜ぬけだ」

　そう、ユアン＝ベリス警邏正……上司部下からの信しん頼らい厚い、警邏官僚キヤリア組の若きエリートである彼は……天の智慧研究会『急進派』に属する外道魔術師であったのである。

　今回の計画は、隠おん形ぎようのままに遂すい行こうすることに意味がある。組織の人間が表立って動くわけにはいかない。なればこそ、警邏庁に密ひそかに取り入っているユアンの出番だ。

（私の暗示魔術は世界一だ。何なん人ぴとたりとも、私の暗示から逃れる術すべはない、警備官の彼らは、自分が操あやつられているということに気付いてすらいない……）

　今、警邏庁の警備官で、ユアンの部下の全員が、ユアンの暗示魔術の影えい響きよう下にある。

（現場の暴走で、警備官が凶きよう悪あく犯罪者に向かって発はつ砲ぽう、業務上過失致ち死し。手を下した警備官は懲ちよう戒かい免めん職しよく、僕は記者会見で遺い憾かんの意……まぁ、そんな落とし所だろう）

　情報によれば、相手は【愚ぐ者しやの世界】という変則魔術以外に取り柄えのない三流。

　ならば、警備官のような者達こそ、彼の天敵。

（ふっ……魔術師の強さとは、単純な戦せん闘とう能力ではない……無論、それも一つに数えられるが、大切なのは〝己おのが目的を達成するための、手札カードの強さ〟なのだよ……）

　そういう意味で捉とらえれば、己が望む状況を暗示魔術であらかた組み上げることが可能なユアンは、最強クラスの魔術師と言っても過言ではない。

（さて……そろそろ、連れん絡らくが来る頃ころだと思うんだが……）

　ちょうど、ユアンがそう思った……その時だ。

　所持している通信魔導器に、現場の警備官達から入電があった。

「こちら、ユアン警邏正。現場の様子はどうだ？　ホシはちゃんと逮たい捕ほしたか？　まさか発砲などしてないだろうな？　いくら相手が許しがたい凶悪犯とはいえ、そんな人道にもとる蛮ばん行こう、《私は許可していない》からな？」

　暗示を乗せて、そんな白々しいことを言いながら、ユアンが嬉き々きとして応じるが……

「……？　……な、なん……だと……ッ!?」

　耳に飛び込んできた報告は、とても信じられないものだった。

「グレン＝レーダスを見失った……ッ!?　馬ば鹿かな……ッ！　ありえない……ッ！」

　ユアンが慌あわてて手元の地図を見る。何度確かく認にんしても間ま違ちがいない。あの包ほう囲い網もうから逃れるのは不可能だ。どこにも逃れる道などない。なのになぜ──

「そ、そうか、わかったぞ、やつは地下だッ！　《命令オーダー》だ！　今からその周辺の下水道設備の入り口を徹てつ底てい的に封ふう鎖さ──」

『しかし──地図上では、あの周辺に下水道に通じる入り口はありませんっ！』

「そんな馬鹿な!?　ええい！　なら、もっとよくホシを捜さがせッ！　三班と五班は──」

　通信器を通し、ユアンは苛いら立だたしげに、部下達へ指示を飛ばしていく。

「……一体、どうなっているんだ……ありえない、ありえないだろう!?」

　しばらくして、指示を飛ばし終えたユアンが、語気荒あらく通信を切った。

「……くそ、隠形を重視して指揮に徹てつし、私が表立って動かなかったのが、裏目だったか……こんな離はなれた場所にさえ、いなければ……ッ！」

　ユアンが悔くやしげに歯は嚙がみをしていた……その時だった。

　かつん。

　不意に、ユアンのいるその薄うす暗ぐらい路地裏に、靴くつ音おとが響ひびいた。

　かつん、かつん、かつん……

　ゆっくりと近付いてくる靴音に、ユアンが振ふり返れば……

「こんにちは……ようやく見つけたよ、ユアン＝ベリス警邏正……」

　そこには、山やま高たか帽ぼうとフロックコートをまとった奇妙な青年が姿を現していた。

「な……何者だ、貴様は……ッ!?」

「フェジテ警邏庁に件くだんの組織の内通者がいるのは摑つかんでいた……その内通者が、暗示魔術で警邏庁の半数以上を支配しつつあったことも」

　誰すい何かに応じず、奇妙な青年は淡たん々たんと一方的に言葉を続ける。

「だが、誰だれが内通者なのか……それだけはわからなかった……なぜなら、君の暗示魔術と隠形は完かん璧ぺきに過ぎた……暗示支配の出所が誰なのか……まるで僕に摑ませなかった。すごいよ、誇ほこっていい。君は恐らく世界一の暗示魔術の使い手だ……だが……」

　次の瞬しゆん間かん、青年の相そう貌ぼうには、凄せい絶ぜつな狂きよう気きに満ちた笑えみが浮うかんでいた。

「奢おごったな、ユアン。愚おろかにも、君は暗示魔術を使って指示を出した……それをやれば、確実に不自然な動きが警備官に出る……なら、指揮系統を洗えば、必ず支配元に辿たどり着ける……そう〝読んでいたよ〟、天の智慧研究会ぃ……かは、はははははは……」

　低く響く壊こわれた嗤わらい声。吹ふき荒あれる歓かん喜きと、殺意と、憎ぞう悪おと、狂気。

　ありとあらゆるドス黒い感情が、暴力的なまでにユアンを殴なぐりつける。

　拙まずい。この男は拙い──天の智慧研究会の第二団《地位》アデプタス・オーダーたるユアンをして、そう思わせる圧あつ倒とう的な闇やみが、その青年の全身から、ぶすぶすと滲にじみ出していた。

「な……何のこと……だ？　天の智慧研究会……だと？　わ、私は警邏庁の……」

「ご託たくはいらないよ、クズが。ただ、死ね。ゴミのように」

　ゆるりと左手を振りかざす、青年──ジャティス。

「ちぃ──ッ!?」

　それを警けい戒かいし、距きよ離りを取って攻性呪文アサルト・スペルを唱えようと、ユアンが素す早ばやく跳とび下がり──

「うぎゃぁああああああああああああああああああ──ッ!?」

　突とつ如じよ、空間に盛せい大だいに咲さいた、血けつ華か。

　ユアンの後方から隊たい伍ごを組んで突とつ進しんしてきた無数の天使が、その手の槍やりで、ユアンの両手両足を滅めつ多た刺ざしの串くし刺ざしにし──地面に引き倒たおしていたのだ。

　そして、その槍には赤い稲いな妻ずまが漲みなぎり、それが伝ってユアンの身体を縛しばり上げる──

「うぎゃああああ──ッ!?　な、なんだこれは!?　身体が動かないぃ……ッ!?」

　昆こん虫ちゆうの標本のように、無数の槍で地面に縫ぬい付けられたユアンが悲鳴を上げる。

「くっくっく……人工精霊タルパ【彼女の御使いハーズ・エンジエル・磔たつ刑けい】……その槍に貫つらぬかれた君の動きはもう、魔術的に封ふう殺さつされた……」

　そして、ジャティスは仕し込こみステッキから細剣レイピアを抜ぬき放ち……

　それを、ユアンの眉み間けんへ冷れい酷こくに突つき付けた。

「ひ、ひぃッ!?　た、助けてくれぇえええええ──ッ!?　い、命だけは……」

「おや？　なら、君は自分の罪を認め、懺ざん悔げし、悪事から足を洗うと……誓ちかえるかい？」

「ち、誓う……だから命だけは……ッ！」

　すると、ジャティスはどこまでも昏くらく笑って……

「なら、僕の質問に正直に答えてくれたら、君を救ってあげるよ……」

「ほ、本当か!?」

「ああ……では問おう。第二の『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』はどこだい？」

「──ッ!?」

　とたん、ユアンの顔色が氷点下を振り切る。

「ここの区画の担当は君だろ？　いやぁ、参った……君の隠いん蔽ぺいは完璧でねぇ……第一は簡単だったが、第二の所在が、なかなか摑めないんだ……」

「な……ッ!?　ま、まさか、貴様が……ッ!?」

　ざく。ジャティスの細剣レイピアの切っ先が、ユアンの左目にめり込む。

「ひぎゃあああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

「早く質問に答えてくれないかなぁ……？　僕、忙いそがしいんだけど……？」

　泣き喚わめくユアンの左目を、欠片かけらも表情を動かさずにジャティスが抉えぐる。

　そこに嗜虐の愉ゆ悦えつは欠片もないのに、そんな残ざん虐ぎやくな行こう為いを何の抵てい抗こうもなく自然に為なせる異常性──それが、ことさらに人の理解が及およばず、恐おそろしい。

「わ、わかった！　答える！　第二の『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』は、三番街の──」

　ざく。今度は、ジャティスの細剣レイピアの切っ先が、ユアンの右目にめり込んだ。

「あぎゃあああああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

「僕は、噓うそは嫌きらいなんだ……ほら、早く答えてくれよ……本当の答えを」

「ひぎぃ!?　わかった！　今度こそ本当に答える……ッ！　だ、だから、止やめぇあぎゃぁあああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　見るも痛ましい酸鼻なる光景。常人なら耳を覆おおわんばかりの凄せい惨さんな悲鳴。

　だが、やはりジャティスは眉まゆ一つ動かさず、的確に苦痛を加速させるように加か虐ぎやくする。

「り、リントン記念公園だッ！　そこの東側の藪の中に仕し掛かけたッ！　う、噓みたいに聞こえるけど、本当なんだ……ッ！　そこに隠蔽の魔ま術じゆつを使って──」

　すると。

　ジャティスは冷め切った目でユアンを見下ろして──ユアンを見つめるジャティスの瞳ひとみには、ユアンの姿の代わりに無数の数字の羅ら列れつが高速で流れて、躍おどっていて──

「……成なる程ほど……どうやら本当のようだね」

　やがて、何かを確信したように、ジャティスが頷うなずき、穏おだやかに微笑ほほえむ。

「じゃ、じゃあ、これで──」

　どす。何かを期待するようなユアンの言葉は、脳幹が細剣レイピアで串刺しにされることによって、永遠に封じられてしまうのであった。

「……聞いたかい？　ルミア。リントン記念公園だ……今すぐ、そこに向かうよ」

　絶命したユアンに背を向け、ジャティスは後方で佇たたずむ少女……ルミアに、にこやかに声をかけた。

「……ッ！」

　ルミアは眼前の凄惨な光景にひるむことなく、ジャティスを怒いかりの灯ともった目で睨にらみつけている。

「……おや、何が不服なんだい？」

「どうして、殺したんですか……？」

　ルミアが臆おくせず、問い詰つめる。

「……彼には、もう戦う意思も力もなかった……なのに、なぜ……ッ!?」

「ははは……僕があの死んで当然の邪じや悪あく、生かしておくわけないだろう？　それに、僕は約束通り、彼を救ってあげた……そう、絶対正義たる僕が、死をもって償つぐなわせることで、彼の魂たましいは罪から解放されたんだよ……はは、ははははははははははッ!?」

「……貴方あなたは、狂くるってます……ッ！　獣けだものです……ッ！」

「獣が人に劣おとるなんて、それは人の傲ごう慢まんさ」

「屁へ理り屈くつを……ッ！」

「はて？　なら問うが……獣と人の境界は誰が決めるんだい？　僕の狂気を主張する君の正気は誰が保証する？　そもそも個とは誰が証明する？　神か？　悪あく魔まか？　大衆か？　ふっ……断じて否いな。確たる個の存在を証明するものは他ほかならない、〝我こそ此こ処こに在り〟と主張する自分自身の意思のみ……ゆえに──僕は正気さ」

　駄だ目めだ。会話にならない。

　この世界のいかなる弁論に長たけた人物も、彼を論破することはできないだろう。

　個が──強過ぎる。

　通常、自分以外の誰かの承認によって、ようやく成立する個。

　だが、ジャティスは、誰にも依よらず、認められずに……自分自身だけで絶対的強固たる個を確立し、完結している。化け物と形容すべき、恐るべき精神性だった。

「……どうして、貴方は、そこまで……？」

「なぜ？　何度も言ったろう？　全すべては〝正義のため〟さ」

　さも当然とばかりに答えるジャティスを前に。

　ルミアは己おのれの無力さを感じながら、諦てい念ねんに目を閉じるしかなかった。








第三章　どうか負けないで









　フェジテ警けい邏ら庁。

　市庁舎爆ばく破はテロ事件特別捜そう査さ本部にて。

「ホシが消えた!?　なんだ!?　一体、何がどうなっているんだ!?」

　三転四転する事態に、捜査会議は紛ふん糾きゆうを極きわめ、最も早はや、収拾がつきそうになかった。

　この大会議室に集まった警邏庁のお偉えら方達が、資料を片手に、話し合いとも呼べない喧けん嘩かのようなやり取りを、ひっきりなしに繰くり返している。室内に数多く設置された卓たく上じよう電話機のベルは鳴りっぱなしで、今や隣となりの人の声すら聞き取り困難な有様だ。

「ええい！　現場指揮統とう括かつのユアン＝ベリス警邏正はどうした!?　ユアンを呼べ！　何、連れん絡らくがつかない!?　……行方ゆくえ不明だと!?　もっとよく捜さがせーッ！」

　フェジテ警邏庁長官、ロナウド＝マクスウェル警邏総そう監かんは、受話器を卓上電話機本体にがしゃん！　と叩たたき付けた。

「絶対に許さんぞ、グレン＝レーダスめ……ッ！　貴様のようなイカレのテロリスト野や郎ろうに、フェジテ市民を一人たりとも傷つけさせはせんぞ……ッ！」

　ロナウドが、激しい義ぎ憤ふんに燃えていると。

　ばぁんっ！　乱暴に捜査本部会議室の扉とびらが開かれて……

「そこまでよ」

　突き放すような冷たい声と共に、一人の娘むすめが肩かたで風を切って会議室に入ってくる。

　その娘が放つ存在感と威い圧あつ感かんは圧倒的で、混こん沌とんの極みだった会議室が、一いつ瞬しゆんでシンと静まりかえるほどであった。

「まったく……見ていられないわね。まぁ、所しよ詮せん、警邏なんて素人しろうとの集まりだから、仕方ないことなのかもしれないけど」

　靴くつ音おとを鳴らして、その娘が会議室内を進めば、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の魔導士礼服の裾すそが、ばさりと音を立てて翻ひるがえる。

　会議室中の警備官全員が、彼女の否いや応おうなしに人目を引く容よう貌ぼうと雰ふん囲い気きに釘くぎ付づけとなる。

　二十歳はたちに届くか否かといった、うら若い娘だ。

　激しく燃え上がるような真しん紅くの髪かみは、彼女が歩を進める度たびに揺ゆらめき、火の粉を散らすように輝かがやいている。その相そう貌ぼうは非常に精せい緻ちで見み目め麗うるわしい──が、炎ほのおを想起させるその髪とは一変、まるで氷精のように冷たい印象を与あたえる。

　その昏く攻こう撃げき的に燃える紫し炎えん色しよくの虹こう彩さいに射い貫ぬかれれば、誰だれもがぞくりと本能的な悪お寒かんを背筋に覚えずにはいられまい。

　混沌を焼き払はらう、美しき氷の炎──そんな形容が彼女にぴたりと嵌はまった。

「まぁ、いいわ。貴方達、これから私の駒こまとして働いてもらうから、精々、無能なりに気張りなさい」

「な、何者だ、貴様!?」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じん、傲ごう岸がん不ふ遜そんなその娘の物言いに、ロナウドは青筋を立てて詰め寄った。

「帝国宮廷魔道士団、特務分室室長、執しつ行こう官かんナンバー１《魔ま術じゆつ師し》のイヴ＝イグナイトよ。……とっくに話、通ってるはずでしょう？」

　その娘──イヴは呆あきれ混じりの嗤わらいを浮うかべ、まるでどうしようもない愚ぐ者しやを見るような蔑さげすみの目で、ロナウドを流し見るのであった。

「馬ば鹿かな!?　軍の連中がどうしてこの一件に関かかわってくる！」

「はぁ……これだから無能は……もうこの一件、貴方達程度の素人連中の手に負える案件じゃなくなっているのよ」

「なんだと……？」

「今回の事件、このフェジテではとある陰いん謀ぼうが密ひそかに動いている。ただの爆破テロ事件じゃないの。だから、ここから先は私が仕切る。貴方達は私の言うとおりに動けばいい……それくらいなら無能な貴方達でも出来るでしょう？」

「ふざけるな、小こ娘むすめッ！　いくら軍の要職といえども、そんな横暴が本気で許されると思うのか!?　そもそも、ここは我々の管かん轄かつだ！　一体、何の権限で──」

「うるさいわね、これを見て、口を紡つむぎなさい」

　イヴがロナウドの眼前に、一枚の勅ちよく命めい書を突つき出す。

　そこに書かれている命令内容と、署名、箔はく押おしの主は──

「ば、馬鹿な……これは、帝国最高決定機関《円えん卓たく会》の一席、アゼル＝イグナイト閣下直々の……ッ!?」

「わかったでしょう？　貴方達はこの私の下につき、この私の指示に従って動くの……犬のようにね。……理解できた？　それともやっぱり犬に、人の言葉は難しい？」

「くっ……」

　悔くやしげに拳こぶしを震ふるわせるロナウドの前を、颯さつ爽そうと通り過ぎるイヴ。

　そして、会議室に並ぶテーブルの一番の上座につき、妖よう艶えんなおみ足を交差させてテーブルの上に放ほうり出し、辺りに散らばる捜査資料をぱらぱらと流し見し始める。

　白けたような視線と敵意に満ちた視線が集まる中、イヴはにやりとほくそ笑えみながら、誰へともなく呟つぶやいた。

「さぁ、始めようかしら。今回の事件……鍵かぎは貴方よ、グレン」

　それは、人を見下して嘲ちよう弄ろうするような響ひびきを持ちながら、どこか恋こいする乙女おとめが憧あこがれの人に向けるような熱を孕はらんでいた。

「……貴方の活かつ躍やくに期待しているわ。精々、私のために、私が惚ほれ惚ぼれするような熱愛的なダンスを踊ってちょうだい……」

　そして、イヴは会議室の窓の外をひらひらと飛んでいる、一匹ぴきの蝶ちようを流し見る。

　イヴは、その蝶へ薄うつすらと挑ちよう発はつ的な微笑みを向けて……指を鳴らす。

　ぼっ！　その蝶は、イヴの炎の前に一瞬で燃え尽つきるのであった──




　同時刻──フェジテ某ぼう所しよ。

「……ふむ。イヴ＝イグナイトが、このフェジテに介かい入にゆうしたようだ」

「ちょ──」

　ラザールの呟きに、チンピラ風の男がぎょっとして呻うめく。

「……私の蝶の使い魔にも、一瞬で気付いた……まったく大した女だ」

「ちょい待ち、ちょい待ち。イヴちゃんって、アレだろ？　特務分室の室長サンだろ？　おいおい、ラザールさんよぉ？　今回、宮廷魔導士団の連中がこの盤ばん面めんに介入しねーよう、予あらかじめ手ぇ打ったんじゃなかったのかよ!?」

「無論、手は打った」

　淡たん々たんと応じるラザール。

「今回の我々の計画を、実行直前でようやく摑つかんだ帝国軍は、帝国宮廷魔導士団の一個小隊を、フェジテに派兵させたが──今、その連中は、フェジテから遠く離はなれた場所で、我々、天の智ち慧え研究会の実戦部隊と戦せん闘とう中だ。まぁ、いずれ押し破られるだろうが、この計画が成じよう就じゆするまでの時間稼かせぎは充じゆう分ぶん──その筈はずだった」

「……だが。そんな我々の思おも惑わくを、イヴ＝イグナイトは超こえた。仲間をオトリに、自分だけはまんまとフェジテに介入し、この盤面上に躍おどり出た」

　押し黙だまっていたダークスーツの男も、重々しく口を開く。

「ふん。流石さすがは帝国宮廷魔導士団、特務分室室長、執行官ナンバー１《魔術師》のイヴ＝イグナイト──一ひと筋すじ縄なわではいかぬ相手だ」

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶかよ？　イヴちゃんって言えば、近きん距きよ離り魔術戦サイキョー（笑）の《紅焰公ロード・スカーレツト》サマなんだろ？　まっ、俺の方が強つえぇけど♪」

「問題ない」

　おどけたようなチンピラ風男の言葉に、ラザールは重々しく返した。

「確かに、このタイミングでのイヴ＝イグナイトの参戦は想定外──だが、我々の計画は滞とどこおりなく進んでいる。今は静観して問題ないだろう。……だが」

「……それよりも、さらに煩わずらわしい蠅はえ共が、この盤面上にいる……そういうことだな？」

　察しのよいダークスーツの男の言葉に、ラザールは静かに頷うなずき、言った。

「特に意味はないが、この盤面上に整然と並べられた駒。それを、あからさまにかき乱すイレギュラー……グレン＝レーダス、そして……その背後で糸を引く何者か。計画成就のためには、表向きこのままというわけにもいくまい……頼たのめるか？　二人とも」

「無論。元より、私はそのために、戻もどって来た」

　そして、ダークスーツの男はスーツのすそをばさりと翻して、踵きびすを返す。

「行くぞ。私はグレン＝レーダスを叩く。貴様はその背後で糸引く者をやれ」

　そして、チンピラ風の男にそう指示する……が。

「……あ？　てめぇ……上から目線で、俺に指図してんじゃねえよ」

　チンピラ風の男が苛いら立だったように、ダークスーツの男へと吐はき捨てる。

「てめぇはすっこんでろ……あいつら程度、俺一人で充分なんだよ……」

「連中を甘く見るな。……私達はかつて、その慢まん心しんゆえに殺やられた」

「はぁ!?　殺られたぁ？　……てめぇが言うなッ！　ぶっ殺すぞ、ああコラ!?」

　ダークスーツの男の胸むな倉ぐらを摑み上げ、チンピラ風の男が凄すごんで叫さけぶ。

　圧あつ倒とう的な殺気が、ダークスーツの男を圧殺せんばかりに叩き付けられるが……

「……やるのか？」

　それを涼すずしく受け流しざまに、ぽつりと呟かれたその言葉に。

「本当に、今、此こ処こでやるのか？　この私と？　……私は一向に構わんが」

　チンピラ風の男の烈れつ火かの殺気を、まるで蠟ろう燭そくのように吹ふき消して尚なお、あまりある絶対的な氷の威圧感に。

　気温が一気に氷点下を振ふり切ったような錯さつ覚かくが一帯を支配して──

　たちまち、チンピラ風の男の額に、脂あぶら汗あせが大量に浮かんでいき──

「…………、……う、ぐぅ……な、ナマ言って、すんませんした……」

　悔しげに、その摑み上げていた胸倉を、解放するしかないのであった。

「行くぞ。今度こそぬかるなよ」

「……ちっ！　クソが……」

　淡々とした言葉を投げながら去って行くダークスーツの男に、チンピラ風の男が忌いま々いましそうに舌打ちしながら応じて、後に続き……

　最さい凶きようの二人が──ついに動き始めた。




　暗くら闇やみの中を、グレンは指先に灯ともした魔術の光を頼たよりに、ただ一人歩いていた。

　そこは乾かわいた空気が漂ただよい、埃ほこりの積もった、何もない通路だ。

　下水道通路と酷こく似じしているが、脇わきの排はい水すい溝こうは完全に涸かれ、下水の一ひと滴しずくも流れていない。

　グレンは、そんな奇き妙みような空間を無言で進んでいき……やがて、突き当たりに見つけた梯子はしごを登って……そして、頭上のマンホールを押し上げ……地上に出た。

　暗闇に慣れた目が、日の光に微かすかに眩くらむ。

　地上に出たグレンは、ほっと一息吐いて、近場の建物の壁かべに背を預けつつ座り込んだ。

「なっ？　探せば意外とあるもんだろ？　活路なんてもんは」

　にやりと笑いながら、通信魔導器の向こう側にいるシスティーナに話しかける。

『まさか、今は使われてない……地図にも載のってない、旧下水道……フェジテにそんなものがあったなんて……』

　システィーナの呆ほうけたような呟きが返ってくる。

　グレンが警備官に完全包囲されつつあった、あの時。いくつか意味不明の質問をグレンとシスティーナがやり取りした後、とある街路灯の根元の石いし畳だたみを、グレンがいきなり魔術で吹き飛ばし始めた時は、システィーナは気でも狂くるったのかと疑ったものだ。

　だが──現れたのだ。吹き飛ばした石畳──その下から、そこにある筈のない、古びたマンホールが、土つち肌はだの上に不意に現れたのだ。

「フェジテは、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院と共に生まれ、共に発展してきた街だ」

　グレンがどや顔で語る。

「元々、片かた田舎いなかの小さな町だったから、時代の変へん遷せんと共に、何度も区画整理と上下水道整備が行われてな……たまに、ああいう旧下水道が埋うめきれずに残っていたりするんだ」

『あの質問は、その昔の痕こん跡せきを探し出すためだったんですね……』

「そゆこと。逃にげながら観察してた周囲の街構造から、あの辺りには旧下水道が残ってそうだな～って思っててな。いざという時に利用することを考えてたんだよ」

『そ、そんな事まで考えて……？　凄い……』

　システィーナが驚きよう愕がくする。自分は周囲の状じよう況きようを観察し、グレンへそのまま伝えるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。二手、三手先の状況を見み据すえての行動なんて、考えもしなかった。

　だが、グレンは……警備官から逃とう走そうする……間ま違ちがいなくシスティーナより困難な作業をこなしながら、そんなことまで視野に入れていたのである。

　そもそも、グレン以上にあの周囲の状況を把は握あくしていた自分は……あの時、もう駄だ目めだと半ば諦あきらめていたのだ。

『……諦めなければ……立ち向かえば……活路はあるものなんですね……』

　システィーナは落ち込んでいた。グレンの助けになるって息巻いていたのに……肝かん心じんな所で、こんな自分の弱さを浮き彫ぼりにされてしまったからだ。

「気にすんな。結局、俺が助かったのは、お前のサポートのおかげなんだからよ」

　にやりと笑いながら、グレンが立ち上がる。

「さて、休きゆう憩けいは終わりだ。入り口のマンホールを、黒魔【イリュージョン・イメージ】で隠いん蔽ぺいしたとはいえ……そのうち気付いて追ってくるだろう。今のうちに──」

　と、その時だ。

　ぱちぱちぱち……もう一つの通信魔導器から、不意に拍はく手しゆの音が聞こえてくる。

『いやぁ、お見事お見事！　グレン。よくあの状況を切り抜ぬけたね』

　相変わらず耳みみ障ざわりなジャティスの声が、グレンの耳に流れ込んできた。

『君のおかげで、こちらの仕事も捗はかどったよ。君には本当に感謝している』

「ちっ……今はてめぇの相手をしている場合じゃ──」

『ん？　ああ、それはもう心配しなくていいさ。なにせ──警備官達はもう君を追ってこないから。つまり──第二の課題はクリア、だ』

「はぁ？　追って来ない？　なんでだよ？」

　グレンが訝いぶかしむように、眉まゆを顰ひそめると。

『そ、その人の言ってること、本当です、先生！』

　システィーナの驚おどろいたような声が、グレンの耳に届く。

『街の警備官が……なぜか全員その場で待機状態に……一体、どうして……？』

『彼女が来たからね。……まぁ、〝読んでいた〟よ』

「……彼女が来た、だと？」

　意味不明なその言葉に、オウム返しに問い返すグレンだが……

『さぁ、グレン。もう少し君とこうしてゆっくり談だん笑しようしていたいところだが……こうしてはいられない……もう、次の課題の時間が迫せまっている』

「ちっ……好きにしろ」

『僕がこれから指定する場所へ急いでくれ。……頼む。時間がない。これは……君の命に関かかわることなんだ。その場所とは──』

　その言葉の端はし々ばしに、どこか只ただならぬ様子を感じたグレン。

　忌々しいが、今はどうせ、ジャティスの言いなりになるしかない。

　その喉のど笛ぶえに食くらいつく機会を虎こ視し眈たん々たんと窺うかがいつつ……今は、黙って従う。

　グレンが旧下水道から抜けてきたこの一帯は、南地区──しかも商店街など活気のある区画からさらに郊こう外がいの方へ離れた、倉庫街であった。

　フェジテで商業を営む各商会へリースされている倉庫が、ずらりと並んでいる。

　一いつ般ぱん人は立ち入り禁止区域で、周囲に人ひと気けはまったくない。

　空を見上げれば、真上の太陽がやや傾かたむいている。丁ちよう度ど、正午を過ぎたくらいか。

　やがて、グレンは、ジャティスが指定する場所の倉庫へと辿たどり着き、両開きの重たい扉とびらに手をかけた。……鍵かぎはかかっていなかった。

　鉄の軋きしむような音を立てて開かれる倉庫。日の光が、薄うす暗ぐらい倉庫内に差し込む。

　広々とした倉庫内の奧や壁かべ際ぎわには、古びた木箱が山と積まれており……そして、倉庫の中央に、あからさまに雰ふん囲い気きの違う鞄かばんが一つ、ちょこんと置かれている。

『あの鞄を開けてくれ。……次の課題に必要なものが入っている』

「…………」

『大丈夫だよ、心配しないでくれ。罠わなとかじゃないさ……あれは善意で君に用意したものなんだ……僕を信じてくれトラスト・ミー』

　もちろん、信じられるわけはないが、ルミアを人ひと質じちにされている以上従うしかない。

　一応、爆ばく弾だんや毒ガスなどを警けい戒かいして、魔術的な対たい抗こう策を取ってから、グレンは意を決して、その鞄を開いた。

　その中に入っていたものは──

「これは……どういう……ことだ……？」

　その物品達を目まの当たりにしたグレンが、目を鋭するどく細める。

　飛針、魔術が付呪エンチヤントされた投げナイフ、鋼こう糸し一式、護符アミユレツト、巻物スクロール、各種魔ま晶しよう石せき、拳けん銃じゆうの特とく殊しゆ弾だん頭とうに、魔術火薬、強力な防ぼう御ぎよ効果を持つ特務分室の魔導士礼服まで──

　グレンが帝国宮廷魔導士団のメンバーとして軍務についていた際に、愛用した武器や防具の数々が、ぎっしりと詰つまっていたのだ。

『わかる！　わかるよ、グレン！　君が怒おこるのは、よぉ[image: ～][image: ～]く、わかるっ！』

　グレンの憤ふん怒ぬを感じたのか、ジャティスが宥なだめるようにグレンへと言った。

『何しろ──それは、君の暗黒面の象しよう徴ちよう……明るい日向ひなたを歩き始めた君にとっては、目を背そむけたい、血と死し臭しゆうにまみれた負の遺産だ……それを、こう不ぶ躾しつけに突つきつけられて君が怒らないはずがない……ごめんよ、グレン。わかってたんだ。だが──』

　その時、だった。

　どくん、と。グレンの心臓が、跳はねた。

　ぞくり、と。グレンの背筋が、震ふるえた。

『──わかるだろう？　今は、そんなこと言っている場合じゃ……ない』

　辺りの空気が鉛なまりのように重く、氷のように冷たくなっていく感覚──

　その破は滅めつ的な予感は、こうしている間にも、刻一刻と際限なく強まっていく。

　グレンは確信と共に、思った。

　何かが、来る。

　人知を超こえた……とてつもなく強大な何かが──ここに、来る、と。

　そして、際限なく膨ふくれ上がるその何かの圧あつ倒とう的な存在感が、グレンの鈍にぶった魔導士としての感覚を無理矢理に覚かく醒せいさせ、その肌をびりびりと痺しびれさせていく。

「くっ!?」

　呆気あつけに取られたのは一いつ瞬しゆん、グレンは用意されていた各種装備を、猛もう然ぜんとした勢いで身につけ始める。礼服を羽織り、鋼糸の手て袋ぶくろをはめ、魔道具をベルトに突っ込んでいく……

『それでいい、グレン。本当は僕だって、今の君にそれを押し付けるのは不本意なんだ……だが、君が今から対たい峙じする彼は、そんな生なま温ぬるいことを言ってられる相手じゃない』

「……言われねえでもわかってるよ、クソがッ！　少し黙だまってろッッ！」

『帝国宮廷魔導士団でも、今の彼に真正面から勝ち得る者はほとんど居ないだろう……可能性があるのは《星アルベルト》くらいかな？　まぁ、この僕とて、まともにやり合うのは躊躇ためらってしまう相手だ……心しろよ、グレン』

　そして……

『彼は──強い。君がかつて彼を打だ倒とうしえたのは……君の初見殺しと悪運、彼の準備不足が、奇き跡せき的に上手うまく重なったがゆえの……ただのまぐれなのだから』

　……なんとか、ぎりぎりでグレンが準備を終えて、出入り口扉に向かって振り返って。

　それと同時に、倉庫の扉が、音を立てて左右に開け放たれる。

　……その逆光の向こう側に、その男は、悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。

　ダークスーツを纏まとった、その男は──忘れもしない。

　かつて、グレンが非常勤講師だった頃ころ──学院を襲おそった、爆ばく破はテロ未み遂すい事件。

　その渦か中ちゆうで対峙したその男を──無数の竜りゆう牙が兵を手足のように使し役えきし、数々の超ちよう絶ぜつ的な魔ま術じゆつ技ぎ巧こうを披ひ露ろうした戦せん慄りつの男を──忘れるわけもない。

　事件の後、上から聞かされたその名は──

「レイク＝フォーエンハイム……天の智慧研究会、第二団《地位》アデプタス・オーダー──《竜りゆう帝てい》レイク！　てめぇ……生きてたのかよ……ッ!?」

「…………」

　そんな切せつ羽ぱ詰つまるグレンの言葉に、ダークスーツの男──レイクは、何の感かん慨がいもなく、何も語らず、ただ、グレンを凍こおれる眼まな差ざしで鋭く見据えている。

　視線だけで、グレンの心臓が潰つぶれんばかりに悲鳴を上げた。

『さぁ、グレン。第三の課題だ──』

　そして、耳から聞こえてくる、そんなジャティスの声も──

『──生き残れ。──手段は問わない』

　頂すら見えぬその存在感。魔ま王おうのように立ちはだかるレイクの姿を前に。

　最も早はや、グレンの脳内に、何一つ言葉としての意味を紡つむぐことはなかった──




「な、なんで!?　どうしてっ!?」

　南地区の倉庫街から、遥はるか遠く離はなれた場所──中央区の帝国歌劇場の屋根上にて。

　遠見の魔術でグレンの様子を見守っていたシスティーナは、グレンの前に現れたレイクの姿に、狼狽うろたえるしかなかった。

「なんで、あの男が、生きて、あんな所に──ッ!?」

　忘れかけていた恐きよう怖ふが蘇よみがえる。かつて、システィーナは、グレンと共に、あの男と対峙したことがあるが──本当に、どうして勝てたのか今でも不思議なくらいだ。

　レイクがグレンの固有魔術オリジナル【愚ぐ者しやの世界】の能力を警戒し、その本質を探さぐって本気を出せないうちに仕留めることができたのが、もう奇跡の僥ぎよう倖こうだったのだ。

　だが、レイクは確かにあの戦いで死んだはず──グレンに剣けんで胸部を貫つらぬかれて。

　なのに、なぜ──？

「こうしちゃいられないわ──」

　システィーナは遠見の魔術を一いつ旦たん切り、通信魔導器をポケットに突っ込む。

　そして、グレンの下もとへ援えん護ごに駆かけつけようと、システィーナが黒魔【ラピッド・ストリーム】を起動しかけた──その時だ。

「よっとぉう！」

　システィーナの後方で、だんっ！　という音と共に、軽けい薄はくなそうな声が響ひびき渡わたった。

「……え？」

　咄とつ嗟さに振ふり返ったシスティーナが──硬こう直ちよくする。

「あっれぇー？　この辺だと思ったんだけどなぁ～？　グレンセンセの背後で糸を引いてるやつって……え？　ひょっとして、マジでお前なの？　うそーん？　……ま、いっか、そういうことにすっか……その方が色々と美味うまそうだしなぁ」

　いきなり現れたチンピラ風の男が──ニカッとシスティーナに笑いかけた。

「……、あ……、ああ……そん、な……ッ!?」
















　途と端たん、システィーナの膝ひざが、肩かたが、ぶるぶると壊こわれそうなほど震え始める。

「どう……して……ッ!?」

　それこそ忘れもしない。忘れるわけもない。

　我が身を犯おかされかけ、何も知らない純じゆん粋すい無む垢くな子供だったシスティーナに、魔術の恐おそろしさと暗黒面を、痛いほど刻みつけた、その男だけは──

「ヒャハッ！　よっ！　おひさ！　白しろ猫ねこちゃん！　元気だったかなぁ？」

　ジン＝ガニス。

　酷ひどい現実だ。システィーナにとっての悪夢の象徴が──そこに居た。




「なんでだ……ッ!?　なんで、てめぇが生きていやがる……ッ!?　てめぇは確かに死んだはずだ……ッ！　俺がこの目で確かく認にんしたんだッ！　間ま違ちがえるはずがねえッ！」

　グレンが拳銃の銃じゆう口こうをレイクに合わせ、言った。

　滝たきのように流れる脂あぶら汗あせが目にしみる。どうにも銃口の震えが止まりそうにない。

「そんな些さ細さいなことはどうでもいいだろう？　私は黄泉よみから舞まい戻もどってきた。そして──今はお前を殺すために、ここにいる。……それが今、貴様が直視すべき現実だ」

「ちぃ……ッ！　ド正論、ありがとうよ！　ド畜ちく生しよう！」

　敵に諭さとされ、グレンは毒突かずにはいられない。

（くそ……最近、ジャティスといい、レイクといい、死人が蘇り過ぎだろう……？　一体、どうなってやがんだ……ッ!?）

　だが、死人が蘇る可能性といえば──それを一つ、グレンは知っている。

（『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』……だが、あの術式は──）

　シオンの固有魔術オリジナルか、もしくはルミアの異能が必要不可欠だ。

　──そう、異能。ルミアの、謎なぞの『感応増幅者』。

　そこで生じる一つの懸け念ねん──

　白金魔ま導どう研究所、所長バークス＝ブラウモン。やつは何を研究していた？

　あの時、何かを見落としていたと思っていたが……まさか。

　仮にそうだとして。レイクはともかく、ジャティスは元帝国側の人間のはず。

　復活に必要な『アストラル・コード』は──一体、誰だれが用意した？

　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ──グレンの脳のう裏りに、天の智慧研究会との繫つながりを噂うわさされる政府の極ごく秘ひ機関の名が、不意に過よぎって──

（ちっ……それよりも、今はレイクの野や郎ろうだ……ッ！）

　頭かぶりを振って、切り替かえる。

　あの事件の後で読んだ、レイクに関する報告書を頭の中で高速逡しゆん巡じゆんする。

　読み流しながら冷ひや汗あせをかくしかなかった、レイクに関する恐るべき事実を──

　レイクのフォーエンハイム家は、伝統的にドラゴンの研究を行う魔ま術じゆつ師しの大家だったらしい。竜牙兵などを行使していたのは、その余技なのだろう。

　そして、フォーエンハイム家は、禁断の秘ひ儀ぎによってその血筋に、とある古き竜りゆうの血を入れることに成功し、人知を超えた竜の力を得て──代だい償しように、その血筋に、逃のがれ得ぬ古き竜の呪のろいを受けた。

　それが『竜化の呪いドラゴナイズド』。竜の力を得る代わり、いずれ人としての姿と理性を失い、身も心も暴ぼう虐ぎやくの竜と成り果ててしまう──そんな呪いだ。

　そんな狂きよう気きの家の末まつ裔えい──最後の一人にして完成形が、レイクという男だったのだ。

（だが……以前、俺が対峙したレイクは……あくまで人間だった。優すぐれた能力を持ってはいたが……あくまでそれは人間の領域だった……ッ！）

　しかし、今、グレンが対峙している男から漲みなぎる異質の魔ま力りよく、そして、その存在感は──明らかに人としての領分を、遥かに冒ぼう瀆とく的に超えている。

（確か、フォーエンハイム家の魔術には、イグナイト家のように、戦せん闘とうに直結するような魔術はほぼなかった……その奥おう義ぎのほとんどが『封ふう印いん』に関する魔術だった……）

　それは──つまり。

「そうかよ。お前……今回は『封印』を解いてきたんだな？　『竜化の呪いドラゴナイズド』の……」

「……察しが良いな、魔術講師」

　銃口を向けられているというのに、身じろぎもせず、レイクが応じる。

「我々の一族は『竜化の呪いドラゴナイズド』の進行を防ぐため、生まれ落ちた時から【竜りゆう鎖さ封ふう印いん式】を一号から三号の三つ、己おのが肉体に施ほどこしている。ゆえに、普ふ段だんの我々は通常の人間とそう大差はない。だが、一度、その封印を解けば……竜の力が顕けん現げんするのだ」

　そして、レイクが鋭するどく、真っ直すぐグレンを見み据すえてくる──

「今回は、その一号を解呪デイスペルしてきた──貴様と戦うために」

「一号解放だけでその魔力かよ？　あと封印、二つも残ってんのか、ふざけんな」

　最早、恐怖と驚きよう愕がくを通り越して、呆あきれるしかない。

「安心しろ。残りの二つの解呪デイスペルには、それなりの手間と時間と触しよく媒ばいが必要だ。この戦いの最さ中なかに、これ以上の竜の力が振るわれることはない」

「へっ……いいのかよ？　【竜鎖封印式】の解呪デイスペルと再封印を迂う闊かつに繰くり返せば、呪いの進行が加速度的に早まるんだろ？　精神的寿じゆ命みように響くぜ？」

「構わん。貴様はそれに値あたいする人間だ」

　レイクは即そく答とうだった。

「以前、一度、貴様と対峙したとき、私は【竜鎖封印式】の解呪デイスペルを躊躇った。あの時の私は、貴様ごとき矮わい小しようなる者に……と、己が命を費ついやすのをよしとしなかった……愚おろかなことに、貴様を侮あなどっていたのだ」

「……今回も侮ってくれりゃ良かったのに……雑魚ざこ相手に本気、みっともねぇぜ？」

「フォーエンハイム家は──本当に愚かな一族だった」

　グレンの軽口を無視して、レイクが淡たん々たんと告げる。

「何代もかけて禁きん忌きの力を求め、禁忌の力に耽たん溺できし、人を捨ててまで禁忌の力を手にした……戦闘千斗とにしか役立たぬ狂気の力をな……まったく下らぬ一族だ。滅ほろんで当然だ」

「…………」

「だが、なればこそ、その完成形と呼ばれたこの私は、それに殉じゆんじよう。我が一族が代々、人を捨てて目指したものの結末……我が身の破は滅めつがすでに確定した運命ならば、私が歩む戦闘千斗の果てに一体、何が見えるのか……意味はあったのか……私はそれが知りたい」

　そして、レイクが左手をグレンへ構えて──

「以前はその道半ばで、貴様の手によって斃たおれてしまったが……ありがたい。今一度、私はその果ての世界を目指せるようだ──」

「……思春期拗こじらせ過ぎだろ、てめぇ。もっと楽しく生きろよ」

「構えろ、グレン＝レーダス。貴様との戦いは、一体、私に何を見せてくれる？」

「ちぃ──ッ！」

　グレンが左手を疾しつ風ぷうのように霞かすみ動かし、銃じゆうの撃鉄ハンマーをファニングし──

「《──■■■》」

　レイクが、獣けものの唸うなり声にも似た人外の言語を呟つぶやき──

　その倉庫が──盛せい大だいなる爆光と共に、空へ吹ふき飛ぶのであった。




　グレンとレイクが、南地区の倉庫街で激げき突とつを始めたその一方──

　遠く離れた、中央区の帝国歌劇場の屋根の上で。

「はぁー……はぁー……はぁー……ッ！」

　システィーナは過呼吸気味になりながら、青ざめた顔で、ジンを見据えている。

「ひゃははは！　それにしても、らっきーだなぁ、俺！　だって、あの時、喰くい損そこねた白猫ちゃんを、まさかこんなトコで捕つかまえられるなんてよぉ……？」

　対するジンは、予想外のご馳ち走そうを見つけたような表情で、舌なめずりだ。

「こりゃ、今夜は猫のフルコースだなぁ!?　ブチ嬲なぶって、ブチ犯おかして、ブッ殺して、泣かせて、鳴かせて、啼なかせてやるよ、ヒャハハハハハハハハハ──ッ！」

「……ひッ!?」

　怖こわい。思わず涙なみだが出てくる。身体からだの震ふるえが止まらない。

　なんでこんな恐ろしいやつが、こんな所に？　私の前に？

　私は一体、ここで何をしているの？　やっぱり、やめておけばよかった──

　そんな弱気が、システィーナを支配しかける──が。

　システィーナは深呼吸を一つして、手ての甲こうで涙を拭ふき、ジンを睨にらみ付ける。

　暴れる心臓を強き意志で乗りこなし、感情から恐きよう怖ふを切り離はなし、冷静に、冷静に──

（大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫よ、私……気を強く持って……ッ！　身体は……動く……ッ！　思考は……冷静……ッ！　呪じゆ文もんは唱えられる……ッ！）

　そうだ。今の自分は、昔の自分とは違う──強くなったのだ。

（そうよ、戦える……ッ！　私だって、あの頃ころから随ずい分ぶんと成長したんだから……ッ！）

　そもそも、だ。よくよく冷静に観察すれば、このジンという男……レイク、ジャティス、アール＝カーン……今までの超ちよう一いち流りゆうの強敵達と比ひ較かくすれば、大した威い圧あつ感かんを感じない。

　ひょっとして……この程度の敵ならば、自分一人でも、なんとかなるのでは？

（そうよ……私は、こういう時のために、先生との特訓をずっと必死に続けてきたわ……今の私の力は、泣きわめくだけだったあの頃の私とは比較にならない……ッ！）

　実際、先の聖リリィ魔ま術じゆつ女学院への短期留学では、そこのトップクラスの実力者だったフランシーヌとコレットを、完全に圧あつ倒とうできたのだ。

　今の私は、強い。

　そんな自信と自負が……手や膝の震えを……自然に、止めた。

「……ほう？　なーんか、意外～？」

　システィーナの心がいつまで経たっても折れず、その瞳ひとみに凜りんとした覇は気きが灯ともっているのを見てとったジンが、面おも白しろそうに首を傾かしげる。

「ふん……貴方あなたみたいなプロ意識の欠片かけらもない三流、怖くないわ……ッ！」

　そんなジンを、システィーナが強気で挑ちよう発はつする。

「へぇ？　言うようになったなぁ？　けど、俺、生意気なヤツ嫌きらいなの、ムカつくから。こりゃあ、美味おいしく喰っちまう前に、ちょっと、下ごしらえが必要だなぁ？」

　ジンが、左手の指をシスティーナへ向けて構える。

　システィーナは冷静にその指先を注視する。

（……覚えているわ。こいつの得意技わざは……信じられないくらいに短く切り詰つめた呪文による【ライトニング・ピアス】の超ちよう高こう速そく起動──だけど！）

　ジンの指先を注視しながら、システィーナが静かに魔力を練る。

（速いだけなら──それが来ると最初からわかっているなら──）

「まずはお手並み拝見だぜ……《ズド──》」

　ジンが呪文を唱え始める。

　その指先に、雷らい撃げきの光が弾はじけて──

（──対処は不可能じゃない！）

　刹せつ那な、システィーナも動いた。

「──《霧む散さんせよ》ッ！」

　拳けん闘とうで鍛きたえられた攻こう守しゆの機を読む感覚で、黒魔【トライ・バニッシュ】を唱える。

　炎えん熱ねつ、電でん撃げき、冷気の攻性呪文アサルト・スペルを打ち消す対抗呪文カウンター・スペルが、先読みで起動され──

　ぱぁんっ！　ジンの放った高速雷らい閃せんが、虚こ空くうで爆はぜて霧散する──

（──やった！）

　そして、絶好の好機がシスティーナに訪おとずれる。

　黒魔【トライ・バニッシュ】は比ひ較かく的マナ・バイオリズムの乱れが少ない『軽い』呪文だ。【ライトニング・ピアス】などの『重い』呪文の詠えい唱しよう後よりも、圧倒的に素す早ばやく、バイオリズムをロウ状態に戻もどせる。

　つまり、今この一いつ瞬しゆん、ジンは魔術は使えず、システィーナだけは使える。

　ここしかない──ここで反はん撃げきすれば、勝てる──

　──と、思ったのだが。

「《──ドドドドドドドドドン》」

「え？」

　確かにジンの呪文を打ち消しバニシユたはずなのに──ジンの指先からは、続いて無数の雷閃が矢や継つぎ早ばやに放たれ、システィーナに殺さつ到とうする。

　その無数の雷閃は、その悉ことごとくがシスティーナの全身を際きわどく掠かすめて、通り過ぎていく。

「……え？」

　反撃の呪文を唱えようとしたが……そんなものはとっくに忘れてしまっていた。

　しばらくの間、システィーナは呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくするしかなく……

「…………な、何、今の……？　噓うそ……じゅ、十連射……ッ!?」

　やがて、震える声で、そう呟くのであった。

　そんな様子のシスティーナを前に、ジンがにたりと嫌いやらしく笑う。

「いやぁ、久しぶりだったからなぁ？　全部、外しちまったぜ……失敗、失敗……」

　噓だ。そんなの噓に決まっている。

　このジンという男は──わざと全ぜん弾だん外したのだ。

　自分と、システィーナの絶望的な差を見せつけるために──あるいは遊びのために。

　きまぐれで、一発でも当てていたら、システィーナは死んでいた。

　なにせ、十連射を打ち消しバニシユするなら──当然、対抗呪文カウンター・スペルも十連射が必要なのだ。

　そんなもの──今のシスティーナの技量で、逆立ちしたってできるわけがない。

「に、してもさ？　お前、腕うで上げたなぁ？　ぱちぱちぱちー、花丸あげちゃうよん」

「あ、あああ……ッ!?」

　たちまち、自分の戦意がバラバラに砕くだけ散っていくのが分かる。

　強がりの仮面は、あっという間にベリベリ剝はがされ、残ざん酷こくなまでに露ろ出しゆつしてしまった恐怖が、どうしようもなく心臓を食い荒あらしていくのがわかる。

「さぁて、次は──と」

　ジンが余よ裕ゆうで、指を構えなおすと、同時に。

「──し、《疾しつ風ぷうよ》ッ！」

　システィーナは反射的に黒魔【ラピッド・ストリーム】を悲鳴のように詠唱。

　激風をまとって、その場から脱だつ兎とのごとく逃にげ出すのであった──




　フェジテの街を、一いち陣じんの突とつ風ぷうが、疾とく激しく駆かける。

　その正体は『疾風脚シユトロム』で風と一体となったシスティーナだ。

　屋根の上を駆け抜ぬけ、壁かべを蹴けり上り、塔とうを蹴って前へ、前へ、前へ──

　街の光景が、眼下に、激流のように後方へ駆け流れていく。

（う、噓……噓、噓、噓ッ！　あんなに努力したのに……ッ！　あんなに頑がん張ばってきたのに……まだ……こんなに差があるの……ッ!?　こんなに遠いの……ッ!?）

　今までの強敵と比べれば、たいしたことない？　自分一人でもなんとかなる？

　なんていう自うぬ惚ぼれだったことか。自分程度の力など『本物』にはまるで通用しない。

　今なら分かる、ジンに対して威圧感を覚えなかったわけじゃない。

　ただ、慢まん心しんで、自分の感覚が鈍にぶっていただけだったのだ──

（に、逃げなきゃ！　勝てるわけない！　私があんなやつに勝てるわけない──ッ！）

　道路に降り立つと同時に、旋せん風ぷうを巻いて、狭せまい路地裏に逃げ込む。

　一いつ般ぱん人から見れば、一瞬、通りを街風と共に影かげが過よぎったようにしか見えないだろう。

（ぜぇ……ッ！　ぜぇ……ッ！　こ、ここまで……ここまで逃げれば……）

　システィーナが路地裏から表通りの様子を、恐おそる恐る窺うかがう。

　大丈夫、追ってきては……いない。多分、撒まいた。

　それを確かく認にんして、システィーナがほっと安あん堵どの息を吐はいた……その瞬しゆん間かん。

「ひゅーっ！　なかなか上手な『疾風脚シユトロム』ジャン？　褒ほめてやるよ」

　聞き覚えのある気安げな声と共に、ぽん、と背後から肩かたを叩たたかれて……

　それこそ、口から心臓が飛び出しそうになるような思いだった。

「い、いつの間に……ど、どうやって……ッ!?」

　石像のように硬直して動けないまま、システィーナは背後にいるジンへ問う。

「あん？　どうやってって……〝『疾風脚シユトロム』の高速移動で攪かく乱らんしながら、相手を蜂はちの巣すにする〟ってのが、俺の魔術戦スタイルなんだぜ？　なんだ？　その程度の『疾風脚シユトロム』が、テメェの専売特許だとでも思ってたのかよ？　ぎゃははは!?　こりゃ傑けつ作さくだぜ！」

　動けない。背後を取られた。絶体絶命だ。もう──死ぬしかない。

　否いな、これから死よりも辛つらく屈くつ辱じよく的な運命が自分を待っている──女性としての尊厳を徹てつ底てい的に踏ふみ躙にじられ、貶おとしめられる……そんな、あまりにも残酷で惨みじめな末路が。

「あ、ああ……ぅあああ……先生ぇ……た、助け……」

　システィーナが涙を流しながら、ぶるぶる震えていると──

「そう泣くなよ……まだ、チャンスやるからさ……」

　そんな蛇へびのような声が、ぽんぽんと励はげますようにシスティーナの頭を叩く手と共に、耳にずるりと忍しのび込んでくる。

「……待ってやるよ。……お前が知りうる限りの対抗呪じゆ文もんを、満足するまで、ありったけ自分にかけてから、もう一度逃げてみな？」

「……え……？」

「俺も威い力りよくとか手加減すっからさ……お前程ほどの魔ま力りよくなら、思いっきり防御にふれば、そう簡単に死なねえよ。もうちょっと、鬼おにゴッコ頑張ってみようぜ？　……な？」

　瞬しゆん時じに、その下げ劣れつな意図をシスティーナは理解する。

「な、嬲なぶる気……？　私を……」

「そゆこと。お前が動けなくなったら、お待ちかねのお楽しみタイームってやつさ」

　それは……ただ、単純に乱暴されて殺されるより、よほど辛く苦しい仕打ちだ。

「あ、う……ぐすっ……ひ、酷ひどいです……そんなの……って……」

「ひゃはははっ！　いかにもプロ意識のねぇ三流ってカンジだよなぁ!?　はっ……一流の何が楽しいってんだ？　コレが楽しいんじゃねーか！　だったら、俺は一流になんてならねえ……三流で充じゆう分ぶんなんだよ……なぁ？」

　大誤算だった。このジンという男は、一流になれない三流ではなかったのだ。

　己おのが愉ゆ悦えつと快楽のために、一流になることを否定した三流、ただそれだけなのだ。

　勝てるわけが──なかった。

「おら？　どうすんだよ？　白しろ猫ねこちゃん。やるなら早くしなよ」

「……う……うぅ……」

　是ぜ非ひもない。どうせ待ち受けるのは哀あわれで惨めな最さい期ご……そうとわかっていても。

　システィーナは、絶望的な気分でさめざめと泣きながら、自身に様々な対抗呪文を強固にかけるしかなかった。

　黒魔【トライ・レジスト】、黒魔【エア・スクリーン】、白魔【ボディ・アップ】……各種対抗呪文を、ありったけの魔力を重ねて、何度も何度も自身へと施せ術じゆつする。

　施術すればしただけ、地じ獄ごくの時間が延のびると理解しながらも……そうするしかない。

「あー、準備ＯＫ？」

「あ、あの……お願い……見み逃のがして……」

　涙なみだに濡ぬれたシスティーナの懇こん願がんも聞かず──

「それじゃ、一発目、元気良く行ってみよーう！　《ズドン》！」

　いきなり背中を撃うたれたシスティーナの身体からだが、衝しよう撃げきで大きく吹ふき飛び、大通りをごろごろと無様に転がっていくのであった──




「ぉおおおおおおお──ッ！」

　グレンが駆ける。駆ける。駆ける。

　手加減なんかできない。後先など考えている暇ひまもない。

　身体能力強化の白魔【フィジカル・ブースト】を全開にして、猛もう速度で駆ける──

　地面が削けずれ、残像すら置き去りする肉体の限界を超こえた速度で、レイクの左方へと回り込んで──高速ファニング、霞かすむ左手。

　銃じゆう声せい、銃声、銃声、銃声、銃声、銃声──瞬時の全弾掃そう射しやを、レイクに叩き込む。

　特製の魔ま術じゆつ火薬、灰色火薬アツシユパウダーで放った炸さく裂れつ強装弾だ。

　並の人間相手なら、胴どうが千切れ、手足が吹っ飛ぶ威力がある。

　その威力のあまり、銃じゆう弾だんを放ったグレンが後方に吹っ飛んで、派手に転がるほどだ。

　だが──

「──遅おそい」

　ひゅば、とレイクの右手が一瞬、上下左右斜ななめへと無数に動く。

　やがて、レイクが右手の握にぎり拳こぶしをグレンへと突つき出し──その手を開くと。

　ばらばらばら……

　摑つかんだ弾だん頭とうが六つ、その手からこぼれ落ちる。無論、その掌てのひらには傷一つない。

（──化け物かよ──ッ!?）

　グレンが地面を蹴って、体勢を立て直し跳とび下がる、さらに跳び下がる。距きよ離りを開ける。

　そんなグレンへ、レイクが左手を向けて──呪じゆ文もんを唱える。

「《──■■■》！」

　人の耳には獣けものの底そこ吠ぼえにしか聞こえないその呪文の正体は、大自然へと直接語りかける古き竜りゆうの言葉──竜言語魔術ドラグイツシユだ。いわゆる、歳としを経た古き竜が、生息地一帯の自然現象と天変地異をも支配する、自然界の王者たる所以ゆえんはこの言語にある。

　レイクの竜言語に応じ、大自然がグレンへと牙きばを剝むいた。

　不意に雲が空を覆おおい、辺りに猛もう烈れつな嵐あらしが渦うずを巻いた。頭上からハンマーで殴なぐりつけるような轟ごう雨うが降り、稲いな妻ずまが乱らん舞ぶして、落ちる落ちる落ちる──

　次々と大破して吹き飛ぶ倉庫達のついでのように、稲妻がグレンを襲おそう──

「ざっけんな、洒落しやれにならねえぞ、これぇえええええええ──ッ!?」

　グレンは、黒魔【フォース・シールド】の呪文を叫さけびながら、防御の魔術が記き載さいされた巻物スクロールを広げ、守りの護符アミユレツトを投げまくる。

　何重にも張った魔術の防御が紙のように破られ、辛かろうじてグレンの命を守る──

「ぎゃあああああ──ッ!?　桁けた違ちがい過ぎるッ!?　泣きたい！」

　荒れ狂くるう雷らい嵐らんから逃れ、路地裏に入り、倉庫の裏側に回るも──

「《──■■■■》」

　不意に渦を巻いて立ち上った竜たつ巻まきが、グレンが隠かくれていた倉庫を空に吸い上げていく。

「……アホかよ」

　回転しながら空に吸い込まれていく倉庫を見上げながら、グレンは啞あ然ぜんとするしかない。

　かと思えば、不意に嵐も風も稲妻も雨もぴたりと止やみ──

　轟ッ！　周囲の倉庫街が焰ほのおを上げて燃え盛さかった。

　みるみる焼け崩くずれていく倉庫街──

「……今度は山火事かよ、コンチクショウ!?」

　そして、倉庫達を薪まきに、マグマのように濃のう厚こうな炎ほのおが竜の尻尾しつぽのようにうねって、四方八方からグレンへと襲いかかる。

「ちぃ──ッ！」

　防御の巻物スクロールを何枚も広げ、辛うじてその炎を防ぐ。

　魔術効果が尽つきた巻物スクロールが、グレンの眼前で次々と炭化していく──

「《──■■》」

　炎えん嵐らんを防ぐのに四苦八苦しているグレンへ、さらにレイクが竜言語を唱え始め──

「いい加減にしろっての！」

　やむをえず、グレンは『愚ぐ者しやのアルカナ』を抜いた。

　起動する固有魔術オリジナル【愚者の世界】。

　竜言語魔術ドラグイツシユといえど、それは結局は世界の法則に介かい入にゆうする魔術だ。自己深層意識改変を通す通常のルーン魔術と違ちがい、直接、世界に語りかける術だが──魔術には違いない。

　ゆえに──【愚者の世界】は竜言語魔術ドラグイツシユをも封ふうじられる。

「……やはり、そう来るか」

　竜言語魔術ドラグイツシユを封じられたレイクが一いつ瞬しゆん、忌いま々いましげに目を細める。

　以前、これにしてやられたのを思い出したのだろう。

「へっ！　何が竜言語だ、バカ野や郎ろう！　こっからは肉体言語で片をつけてやるよッ！」

　グレンが拳を構え、勇ましく、レイクへと突とつ進しんする。

「良いだろう。……手合わせ願おうか」

　レイクが剣けんを抜ぬいた。

　その剣材は真銀ミスリル、日緋色金オリハルコンにも並ぶと称しようされる、古き竜の[image: 鱗]うろこ──竜りゆう麟りんの剣だ。

　激風と共に肉にく薄はくしてくるグレンへ、レイクが静かに身構え──

　裂れつ帛ぱくの気き迫はくと共に、空気を引き裂さいて、剣を鋭するどく繰くり出す。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　対するグレンがそれに合わせて、渾こん身しんの拳打を放つ──と見せかけて──

「……って、うっそぴょーん」

　それをするりと外して、レイクの傍かたわらを跳んで通り過ぎる。

　不意に行き場をなくし、地面を叩たたくレイクの剣。その刃やいばから千里を走らんばかりの、衝しよう撃げき波はが飛び──文字通りの意味で倉庫街が──二つに割れた。

「こんなん、まともに打ち合ってられっかよ、クソが！　粉みじんになるわ、ボケ！」

　剣圧が渦うず巻まく中、グレンは脱だつ兎とのごとくレイクから逃にげる、逃げる──

「これが、フォーエンハイム家の『竜化の呪いドラゴンナイズド』かよ、クソッタレ！　ていうか、俺、あいつに勝ったの、マジで初見殺しがうまくいっただけだったんだな!?」

　大いなる竜の力に取り憑つかれた愚おろかな一族が、人を捨て果てた先に得た絶大なる力。

　強きよう[image: 靭]じんなる肉体、強大なる魔力、大自然へと語りかけ、それを支配する言葉──

　これが、これこそが、レイク＝フォーエンハイムという男だったのだ。

　今のレイクという男は、まさに──竜そのものの体現であった。

（くそ……どうする……？　こんな最強なやつと、どう戦えばいい……？）

　背後からもの凄すごい勢いで、威い圧あつ感かんが追いかけてくるのを感じながら。

　グレンはひたすら足を動かし、思考を続ける──




　──その一方。

　フェジテ警けい邏ら庁、特別捜そう査さ本部にて。

「一体、どういうつもりだッ!?　イヴ＝イグナイトッッッ！」

　警邏庁長官ロナウドは机を両手で叩いて、イヴに詰つめ寄っていた。

「南地区倉庫街で起きている謎なぞの天変地異ッ！　中央区で一人の少女が謎の外げ道どう魔ま術じゆつ師しに追い立てられ、暴行を受けている事件ッ!?　なぜ動かない!?　なぜ近きん隣りん住民の避ひ難なん誘ゆう導どうをさせない!?　なぜ少女を助けない!?　なぜ街の警備官をまったく関係ない場所で待機させている!?　早く我々に出動命令を出せッ！」

「雑魚ざこが群れて行っても、死体の山が積み重なるだけよ。捨て置きなさい」

　そんなロナウドに見向きもせず、イヴは手に持った黒い石せき盤ばん上に、指で無数のルーンを書き連ねている。それは小型の魔導演算器マギピユーターだ。その黒い表面には、光のルーン文字の羅ら列れつが洪こう水ずいのように流れており……先ほどからイヴの目は、それを忙いそがしげに追っていた。

「ならば、貴女あなたが動くべきだろう!?　特務分室の室長、イヴ＝イグナイト！」

「なんで私が動かないといけないの？　そもそも、この事件の裏には──」

「うるさい！　貴様の都合など知るか！　せめて、中央区の少女だけでも──」

「駄だ目めよ。命令は待機。各警備官は私が指示した持ち場を離はなれるな。これは絶対よ」

「付き合っていられんっ！」

　ロナウドが啖たん呵かをきって踵きびすを返し、そして、会議室に集つどう者達に訴うつたえかける。

「私が出るッ！　罪なき少女が悪漢に襲われているのを前に動かずして、何が警備官かッ!?　たとえ犬死にしようとも、私は市民を守るぞッ！　我こそフェジテを守る法と正義の番人と思う者は、この私に続けぇえええええ──ッ！」

「長官ッ！　私も行きます！　行かせてくださいッ！」

「俺もですッ！　このフェジテでこれ以上の暴ぼう虐ぎやくを許せるか──ッ！」

　すると、会議室中の警備官達が腕うでを振ふり上げて、ロナウドに賛同するが──

「──《黙だまりなさい》ッッッ！」

　突とつ如じよ、会議室の四方の壁かべが紅ぐ蓮れんに燃え上がり、脱だつ出しゆつ路ろが完全に塞ふさがれてしまう。

「私の眷属秘呪シークレツト【第七園】はすでに、この警邏庁を支配しているわッ！　私に逆らうなら消し炭にしてやる！　貴方あなた達ごとき木っ葉、犬死にすらさせないわ！」

「ぐぅううううう[image: ～][image: ～]ッ！　この血も涙もない悪あく魔まめぇ……ッ！」

　顔を真っ赤にして、ロナウド達は震ふるえるしかない。

「ふん！　犬は大人しく飼い主の言うこと聞いていればいいのよ……ッ！」

　鼻を鳴らして、不ふ遜そんに薄うすら笑いしながらも……

（そうよ……私は、天の智慧研究会は勿もち論ろん、何よりもこの事件の裏に潜ひそむあの男ジヤテイスを仕留めなければならない……ッ！　それが、イグナイト家の……私の使命……ッ！）

　イヴは微かすかに額に脂あぶら汗あせを浮うかべながら、自分に言い聞かせるように念じる──




　──そんな、父上ッ！　どうして!?　ここは《愚者グレン》と《女帝セラ》の援えん護ごに《星アルベルト》を回すべき盤ばん面めんでは!?　お願いします、このままでは──ッ!?

　──ならぬ。彼奴きやつらは所しよ詮せん、イグナイトたる我らの駒こまに過ぎぬ。

　──貴様は裏切り者の《正義ジヤテイス》を仕留め、最大効率で戦果を上げることのみ考えれば、それでよい。それがイグナイト家の大義だ。逆らうなら──




（そうよ……一年前のあの時、もう全すべては決してしまった！　私は、もう後あと戻もどりできない……ッ！　私はイグナイト家の名めい誉よのためだけに……イグナイトのために……ッ！）

　昂たかぶる感情を深呼吸で抑おさえ、イヴは冷静に思考を続ける。

（ジャティスは抜け目ないわ。並なみ大たい抵ていのことじゃ捕ほ捉そくできない……でも、彼はいずれ、どこかで必ずグレンと接せつ触しよくする──せざるを得ない。ゆえに、その可能性の高い地域に警備官を待機させなければならない──一人たりも中央には回せないわ！）

　フェジテ警邏庁に限らず、警邏省が統とう括かつする帝てい国こく全土の警備官が、勤務中に常時着用を義務づけられている徽き章しようには、とある秘密がある。

　実は、その徽章は『炎の眼め』と呼ばれる魔導器であり、その徽章の様々な周辺情報を、イグナイト家の魔術師が、自在に収集できるという機能を持っているのだ。

　イヴが今、黒い石版型の魔導演算器マギピユーターで操作している魔術式が、まさにこれ。

　一つ一つの徽章の力は弱いものの、警備官の頭数さえ揃そろえれば、そこいらの魔術師の索さく敵てき結界など比ひ較かくにならない、抜ばつ群ぐんの情報収集能力を発揮することが出来るのである。

　イグナイト家の他者の追つい随ずいを許さない圧あつ倒とう的な情報収集能力の一端であり、代々常に莫ばく大だいな戦果を上げ続ける大きな原動力の一つ。帝国政府は当然、円えん卓たく会、女王陛下すら知らない、イグナイト家の秘中の秘であり、帝国有史以来、特務分室を牛ぎゆう耳じり、警邏省にも深い繫がりパイプを持つイグナイト家だからこそ為なし得た、密ひそかなる『特権』だ。

　今回、父親からこの『炎の眼』の使用を許可されたということは……絶対に失敗は許されないということ。イヴは、絶対に、確実に、使命を果たさなければならないのだ。

　だから──使命に関係ないことは、全て切る。それがイヴの覚かく悟ごだった。

（それに……あの時、セラを見捨てる判断を下した私が、今さら──）

　そう自じ嘲ちようしながらも……割り切りながらも。

　なぜか、それでも、どうしても気になって……

　イヴは黒い石版を操作する片手間に、遠見の魔術を起動して──

　まずは、倉庫街へ、魔術の視覚を飛ばした。

（グレンは……、……まぁ……当分、大だい丈じよう夫ぶそうね……）

　イヴが確かく認にんすれば、グレンとレイクの戦いは、当然、グレンの防戦一方であった。

　だが、グレンは帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団随ずい一いちの曲くせ者ものバーナード＝ジェスターの弟で子しだ。

　勝てないまでも、負けない戦いはできる。凡ぼん人じんが壮そう絶ぜつな鍛たん錬れんの果てに得た境地というべきか、グレンは戦いには強くはないが、とにかく巧いのだ。

（……グレンが窮きゆう地ちに陥おちいれば、ジャティスが動いてグレンを助けるかもしれないし……グレンが死ねば死んだで、ジャティスは表だって動かざるを得なくなる……それが付け入る隙すきになる……そう、いずれにせよ、私の使命に何の支障もないわ……）

　だというのに。

　なぜ……今、自分はグレンがまだ無事だと知って、ほっとしたのか。

（……バカバカしいわ。……次）

　次に、イヴは中央区の方へと、魔術の視覚を飛ばした。

（はぁ……恐おそらく天の智慧研究会の外道魔術師と、グレンに協力する誰だれかが戦っているんでしょうけど……バカねぇ……堅かた気ぎの半はん端ぱ者ものが、こっち側に遊び半分で足を踏ふみ入れるから、そんな目に……ふん、自じ業ごう自得……）

　そんなことを呟つぶやきながら、イヴの魔術の視覚が、その銀ぎん髪ぱつの少女を捉とらえた、瞬しゆん間かん。

「えっ？」

　珍めずらしく、イヴは驚きよう愕がくに目を見開き……呆ほうけたように呟くのであった。

「……セ、ラ……？」




「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　ぐすっ……ひっく……た、《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃せん槍そう以もちて・刺さし穿うがて》──《穿て》ッ！　《穿て》ッ！」

　システィーナが泣きながら、黒魔【ライトニング・ピアス】を三連唱する。

　その指先から飛ぶ、三閃の雷らい閃せん。

「うーん、惜おしいなぁ。もっとよく狙ねらってぇ？」

　だが、それは建物と建物の間を飛ぶように高速移動するジンに、掠かする気配すらない。

「《ズドドドン》！」

　天高く舞まいながら、今度はジンが遊ぶように三連唱で呪じゆ文もんを唱える。

　その指先から放たれた三閃の雷閃が、容よう赦しやなくシスティーナの肩かたと腹を打つ。

「きゃあっ!?　あぐぅ──っ!?」

　衝しよう撃げきで蹴とばされたボールのように、システィーナが吹ふっ飛ぶ。

　何度もバウンドしながら、大通りをシスティーナの華きや奢しやな身体からだが転がっていく。

　もうこれで何度目だろうか？　すでにシスティーナは全身ぼろぼろであった──

「うーん、ちょっと強すぎたカナー？　ゴメンねー、手加減ってケッコー、ムズいのよ」

「げほごほっ！　ひ、ひぃいぃ……た、助け……」

　全身がばらばらに砕くだけそうなほど痛かった。まるで蛇へびのごときとなった雷らい撃げきが、システィーナの身体に帯電し、嫌いやらしく這はいまわり、食い荒あらしていくかのようだった。

「い、痛い……痛いよぉ……酷ひどい、こん……なの……ッ！」

　もうシスティーナは、ぼろぼろと泣きながら、無様に地べたを這いずり回るしかない。

「おやぁ？　そろそろ下ごしらえも終わりカナー？」

　すると、そんなシスティーナのすぐ傍そばに足音軽く降り立ったジンが、システィーナの後ろ襟えり首くびを摑つかんで、まるで小動物を扱あつかうかのように持ち上げる。

「……あっ……ぅ……、……」

　だらり、と脱だつ力りよくしたシスティーナの身体が、ジンの手の先にぶら下がった。

「んじゃ、そろそろ、お楽しみのディナータイムといくかぁ？　んー？」

　耳元で囁ささやかれた死し刑けい宣告。スカートの中に滑すべり込んでくる手の悍おぞましい感かん触しよく。

「い、嫌ぁああああああああああああああああああああ──ッ！」

　全身が総毛立ったシスティーナは脊せき髄ずい反射で暴れて、ジンの手を振り解ほどき──

「《疾しつ風ぷうよ》ッ！」

　再び、黒魔【ラピッド・ストリーム】を起動し、渦うず巻まく激風をまとって、かっ飛ぶような勢いで、その場から逃にげ出すのであった。

「ひゃははは……なんだよ、まだ動けんじゃん？」

　ジンは一いつ瞬しゆん、呆気あつけに取られたようだが、近場の建物を飛び越こえて姿を消したシスティーナの背中を見て、ニタリと嗤わらった。

「へへへ……お前って、本当に最高ッ！　マジで高級食材だわ！」

　ジンは余よ裕ゆうの表情で、システィーナをのんびりと追い始める。

　そして──




「誰か助けて、誰か助けて、誰か助けて……」

　狭せまく薄うす暗ぐらい路地裏の奥、設置されたダストボックスの陰かげに、システィーナは両りよう膝ひざを抱かかえて座り込んで、ぶるぶると震えながら、泣いていた。

　こんなもの、隠かくれているうちにも入らない。あの男はじきにここへやってくる。

　その時が──きっと、システィーナという少女の終わりの時なのだろう。

「死にたくない……死にたくないよ……先生せんせぇ……ルミアぁ……リィエルぅ……」

　頭を抱え、壊こわれた蓄ちく音おん機きのように、同じことを何度も何度も呟く。

　システィーナの心はとっくに折れていた。

　打ち砕かれたささやかな自信。見せつけられた圧倒的な実力差。

　そして──絶望的なまでの恐きよう怖ふ。齢よわい十五の少女にとっては、とうに心を壊してもおかしくない、あまりにも残ざん酷こくで絶望的な現実であった。

　だから、せめて、最後の寄るべに縋すがるように……

　震える手で、ポケットからグレンとの直通の通信魔ま導どう器を取り出し……

「先生……助けて……お願い……助けて……くだ、さい……」

　それを耳に当てる。ぼそりと呪文を呟いて、その機能を起動する。

　その、瞬間、そこから聞こえてきた激しい音声は──




「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」

　そこは氷点下を優に振り切る氷結地じ獄ごくであった。

　寒気と吹雪ふぶきが猛もう然ぜんと支配する、美しき白銀世界。

　止まれば、即そく座ざに肺と血が凍こおる、そんな死の世界を──グレンは吠ほえながら駆かける。

　駆けて、駆けて、駆け抜ぬける。

　駆け続けることで、何らかの活路を開かんとばかりに──

「逝いねッ！」

　レイクが腕うでを振ふるえば、巨きよ大だいな氷ひよう塊かいが、いくつもグレンに向かって飛ひ翔しようする。

「だぁああああああああああああああああああ──っ！」

　駆け抜けるグレンを追うように、氷塊は次々と炸さく裂れつし──硝子ガラスのように割れ砕けながら、勢いあまって立ち並ぶ倉庫を次々と大破していく。

　だが、最後の一発はグレンを捉え──

「させねえよッ！　《紅ぐ蓮れんの獅し子しよ・──》」

　グレンが跳ちよう躍やくして、空中で振り返りざまに鋭するどく左ひだり腕うでを振る。

　その左手の先から、ひゅぱ、と空気を裂さいて飛ぶ、無数の鋼こう糸し──

　それが氷塊上を縦じゆう横おう無む尽じんに走り──

「《──・憤ふん怒ぬのままに・吼ほえ狂くるえ》ッ！」

　爆熱の呪文、黒魔【ブレイズ・バースト】の熱が、その鋼糸を猛速度で伝い走る。

　刹せつ那な──あの巨大な氷塊が、超ちよう高熱でバラバラに切り裂かれて四散した。

「ほう？」

「へっ！　俺の少ない魔ま力りよくでも、こう使えば、威い力りよくはダンチなんだよッ！　今ので鋼糸はダメになっちまったがなッ！」

　鋼糸を仕し込こんだ手て袋ぶくろを脱ぬぎ捨て、さらにグレンは駆け出す──

「貴様は本当にあの手この手でよく凌しのぐ……だが、それがどうした？　貴様の攻こう撃げき手段は何一つ、私に通用しないぞ！」

　猛もう吹雪ふぶきが渦巻き──グレンへ無数の氷ひよう礫れきが殺さつ到とうする。

「やっば!?」

　咄とつ嗟さに倉庫の陰に飛び込んで隠れるグレン。

　倉庫が、激しい氷礫によってみるみる削けずれていく──

「ははは、クソ絶望的な状じよう況きようだな、これ……マジでどうすんだよ……？」

　レイクの前に立つ時とは一変、グレンの言葉に悲ひ愴そうさが混じるが……

「ちっ……しゃらくせえ。敵が格上で絶望的なのはいつものことだ……それよりも、考えろ……考えろ、俺……ッ！　この状況を打破する手段を──」

　寒さにかじかむ手を嚙かんで、痛みで叱しつ咤たしながら、グレンは銃じゆうの弾だん倉そう交こう換かんをする。

「……そうだな。奴やつは竜りゆうだ。つまり、古き竜エンシエント・ドラゴンそのものを相手していると考えていいはず……竜の弱点がそのまま奴の弱点かもしれん……なら……」

　思考しながら弾倉交換を終え、拳けん銃じゆうを握にぎり直す。

　自身の知識を猛回転させ、自身の技能と照らし、出来ることを割り出す。

「よし──ものは試ためしだ……いっちょ、カマかけてみっか……ッ！」

　そして、意を決して──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　防ぼう御ぎよ結界の巻物スクロールを広げながら、それを盾たてに、グレンが倉庫の陰から飛び出す。

　みるみるうちにボロボロになっていく防御結界。防ぎきれない氷礫がグレンを削る。

「自殺か？　そのまま隠れていればよいものを──」

　荒れ狂う吹雪の中、レイクが悠ゆう然ぜんと手を動かす。

　吹雪に混じって真空の刃やいば──カマイタチが巻き起こり──

（……それは【ボディ・アップ】で受けるッ！　肉を切らせて──）

　全身がざくざく切り刻まれ、噴き出す血が凍り、赤い氷ひよう晶しようとなって散っていく。

　それを尻しり目めに、グレンが銃じゆう撃げきを放った。

　だが、狙うはレイクではない。あさっての方向だ。

「何──ッ!?」

　その銃じゆう弾だんは灰色火薬アツシユパウダーの強きよう装そう弾だんではなく、黒色火薬ブラツクパウダーの通常弾。レイクの周囲に聳そびえ立つ氷塊や氷柱上を反射跳ちよう弾だんして、背後からレイクを襲おそう。

　だが、見切ったのか、それを見もせずにかわすレイク。

「今さら、そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうが一体、何になる？」

「へっ……今、かわしたなぁ？　見たぜ？」

　グレンがいかにも確信に満ちたような不敵な笑えみを浮うかべ、言い放つ。

「全身のお肌はだも竜りゆう麟りん並みに無敵なレイクさんよ？　今、なんでその豆鉄砲をかわした？」

「…………」

「知ってるぜ？　テメェにもあるんだろ？　万ばん物ぶつの頂点に立つ最強魔ま獣じゆうドラゴン唯ゆい一いつの泣き所──『逆げき[image: 鱗]りん』がよッ！　死角からの攻撃に、テメェは万が一のそれを恐れた！」

　がちり、と銃の撃げき鉄てつを起こして、グレンはレイクに銃を向ける。

「そいつを見事、撃うち抜けば、あら不思議！　一発逆転、俺の勝利だッ！　どうだ？　勝負はこれからだって……そう思わねえか？」

　……完全に、ハッタリである。

　ドラゴンという最強種にはただ一点だけ『逆[image: 鱗]』という、弱点が確かにある。

　だが、『竜化の呪い』を受けているとはいえ、レイクにもそれがあるかどうか、グレンはまったく知らない。

　だから、ハッタリだ。こちらがそれを『ある』と確信していると思わせる。

　普ふ通つう、死角からの攻撃など、弱点があろうがなかろうがかわすに決まってるが、その揚あげ足あしを取って、言いがかりをつける。

　もし、本当に『逆[image: 鱗]』があるとしたら──

　グレンは、その瞬しゆん間かん、全神経を視覚に集中させ、レイクの表情に注視する。

　すると──ほんの微かすか。グレンが指し摘てきしたほんの一瞬だけ──

　渦巻く吹雪の向こう側に佇たたずむ、レイクの表情が鋭くなった。

（──ほう？　なるほどな……？）

　それを目ざとく見てとったグレンは、確信と共にほくそ笑んだ。

　僥ぎよう倖こうだ。レイクがそういう反応を返すなら──勝ちを拾える可能性は、ある。

　そう──あの手を狙える。

　グレンはほくそ笑みながら、くるりとレイクに背を向け、駆けだす。

「《……・──・[image: ～][image: ～]》」

　駆けながら、手に握り込んだ銃の予備シリンダーへ囁くように、とある呪じゆ文もんを唱え──それをポケットに押し込んで──

「逃のがさん──《■■》！」

　再び、レイクが淡たん々たんと竜言語で万物に語りかけ──大自然がグレンへと牙きばを剝むいた。

　突とつ如じよ、大洪こう水ずいに見み舞まわれるその場。

　グレンは洪水に吞のみ込まれる前に、近場の倉庫の壁かべを蹴けり上って屋根上に飛び乗り、再びレイクに背を向けて、倉庫の屋根伝いに逃げ出しながら独りごちる。

「ちっ、嫌いやになる戦力差だぜ……だが……諦あきらめて……たまるかよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」




　そんな、グレンの魂たましいの叫さけびは──

　倉庫街から遠く離はなれたシスティーナの耳に、萎なえた魂に響ひびいていた。

「……せ、先生……」

　呆ほうけたように呟つぶやく。徐じよ々じよに……その死んだ目に光が戻もどっていく。

　グレンの詳くわしい状況はわからない。通信ごしに伝わってくる音で想像するしかない。

　だが──自分以上の地獄と絶望を前に、尚なお、諦めず立ち向かう──その魂の熱だけは、火傷やけどしそうなほど、伝わってきた。

　それが……システィーナに、再び力を与あたえた。

（……そうよ。私はさっきまで後こう悔かいばかりしていたけど……ルミアを助けるんじゃなかったの……ッ!?　先生の力になりたいんじゃなかったの……ッ!?）

　それに、今、自分が泣きつこうと思った相手は──勝負を挑いどむなどと思う事すらおこがましい、自分以上の絶対的で絶望的な強敵と戦っているのだった。

　だが、少ない勝利の糸を手た繰ぐり寄せようと、自分が持ちうる全すべてをもって戦っている。

　思えば、システィーナが尊敬するグレンは、いつだって、そうだった。

　今までも、さっきも、そして、今も──〝立ち向かう〟という、もっとも苦しい選せん択たくと困難から、一歩たりとも引きはしなかった。

　諦めてしまえば、受け入れてしまえば、死ねば、楽になるというのに──

「私は……今まで、本当に、立ち向かっていた……？　戦ってた……？」

　本当に自分の全てを出し尽つくしたか？　努力したか？

　最初に心を折られたその惰だ性せいで、半ば諦めながら戦っていなかったか？

　自分が今まで、グレンから一いつ生しよう懸けん命めい教わったことは、たかが本物の絶望と対たい峙じしただけで、何もできなくなってしまうような……そんなつまらないものだったのか？

　断じて──否いなだ。

　システィーナは一言もグレンに送ることなく、通信の魔導器を切った。

「少なくとも……先生は、こんな時、こんな風に、私を無様に泣き喚わめかせるために、色々と教えてくれたんじゃない……ッ！」

　路地裏の壁に取りすがりながら、震ふるえる膝ひざを叱咤し、よろよろと立ち上がる。

　その目は未いまだ涙なみだに濡ぬれているが……少なくとも、最も早はや、死んではいなかった。

「考えて……考えるのよ、システィーナ……ッ！　本当に、私はあいつに勝てない？　一いつ矢し報むくいることすら不可能？　よく考えて……ッ!?」

　ようやく、いつもの聡そう明めいな思考が、システィーナに戻ってくる。

　まずは、冷静に事実整理と状じよう況きよう分ぶん析せきだ。

（あいつを出し抜きたいなら……何か、あいつになくて、私にある武器が必要だわ……）

　今の自分が、魔ま術じゆつ師しとして、ジンより優すぐれている点──それは一体、何か？

　それは──無い。

　どうひいき目に考えても、無い。

　魔術師としての技量で、今の自分があいつに勝まさりうる点は、何一つない。

　それが、動かしがたい現実──

　──そう、平時なら。

（でも……今なら……ある！　他ほかでもない……あの男が作ってくれた！）

　それは人じん為い的なものだが……今、この時に限れば、ジンより自分の方が勝るものが……確かにあったのだ。

　その自分の強みと、最近、朝の特訓でグレンに教わった、とある魔術。

　これらを利用すれば、あるいは──

　──そう思い至った時だった。

「おやおやぁ？　こぉんなトコに隠かくれてたんだぁ？」

　システィーナの後方二十メトラ先に、ジンが空から風を巻いて降り立っていた。

　途と端たん、どくん、とシスティーナの心臓が跳はね上がる。

「くくくく……そろそろ終わりかぁ？　ついにギブアップしちゃうん？」

　背後から、舌なめずりしながら歩み寄ってきているだろうジンの姿をイメージする。

　その軽い足取りに、最初は一応あった警けい戒かいは──まるで感じられない。

（あいつ……今は完全に油断している……？　私が完全に折れたと思って……？）

　で、あるならば──一度だけチャンスがある。無論、二度目はない。

（……死ぬかもしれない……ううん……死ぬ可能性の方が……高い……）

　だが、それでも……やるしかない。グレンのように……退ひかず、恐おそれず。

「そうだよなぁ？　もう俺もこの鬼おにゴッコには飽あきてたしなぁ？　そろそろ、お楽しみのディナータイムと行くかぁ？　んー？」

　システィーナは──覚かく悟ごを──決めて──

「《颪おろしの風ふう狼ろうよ・我をその背に・疾とく烈はげしく駆かけよ》──ッ！」

　システィーナが一息に、黒魔【ラピッド・ストリーム】の呪文を叫び──

　刹せつ那な、渦うず巻まく激風を纏まとい、ジンへ向かって、地面を削けずる猛もう速度で突とつ貫かんする。

「ぁああああああああああああああああああああああああ──っ！」

「なっ!?」

　今までの状態から『システィーナはもうとっくに心折れ、戦意を失った』と判断していたジンは、完全に意表を突つかれた形となった。

　だが──ジンに焦あせりはない。

　なにせここは左右が狭せまい、直線状の路地裏。

　なんの捻ひねりもなく突とつ進しんしてくるシスティーナになど、目を瞑つぶっても呪文を当てられる。

　ジンは悠然と指を構え……

「おいおい、まだやんのかよ……マンドクサ……《ズドン》」

　投げやりに呪文を唱えた。

　発射される高速雷らい閃せんが、システィーナを真っ直すぐ襲う。

　これで、システィーナは今度こそ、完全に心を叩たたき折られるだろう……

　さぁ、どんな無様な命いのち乞ごいをさせてやろうか？　……ジンがそうほくそ笑むが。

「くぅ──ッ！」

　着ちやく弾だんの瞬間、システィーナの身体からだがほんの僅わずかに、横に流れ──

　ジンの放った雷閃は、システィーナの頰ほおを鋭するどく掠かすめ──そのまま過ぎる。

「何ィ!?」

　この時、ジンはシスティーナを舐なめすぎていたのだ。

　今回、最初のシスティーナとの魔術戦にて、ジンは確かに【ライトニング・ピアス】の十連射などという超ちよう高等技法を披ひ露ろうし、その懸けん絶ぜつした実力差を知らしめたが──

　少なくとも、その十連射の最初の一発は、打ち消しバニシユされたこと──つまり、システィーナに完全に見切られていたことを──ジンは完全に失念していたのだ。

　システィーナを格下の獲え物ものなどと見ず、倒たおすべき敵だと、そう認にん識しきしていれば。

　油断せず、確実に仕留めるため、ここでも十連射を放っていれば──

　──勝敗はまた違ちがったのだろう。

「ぁあああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　システィーナがその突貫の勢いのまま、ジンへ体当たりすると共にしがみつき──二人はもつれ合うように、派手にバウンドしながら転がっていく。

「ガハ──ッ!?」

　システィーナがぶつかってきた衝しよう撃げきで、肺から完全に空気を押し出されたジンが一いつ瞬しゆん、呼吸困難に陥おちいる。

　そして──その隙すきに間かん髪はつ容いれず──

「《荒あれよ風神・千の刃やいばを振ふるいて・烈はげしく踊おどれ》──ッ！」

　システィーナはジンにしがみつきながら、覚えたての呪文を叫んでいた。

　その瞬間。

　轟ごう、と空気が渦巻く音を立てて、システィーナとジンの周囲を猛回転し始める。

「な──ッ!?」

　回転する空気は嵐あらしとなって、その中心にいる二人を絞しぼるように締しめ上げていく──

「しゅ……【シュレッド・テンペスト】だとぉ……ッ!?」

　黒魔【シュレッド・テンペスト】。風系のＣ級軍用攻性呪文アサルト・スペルである。

　指定空間を中心に巻き起こる嵐が、無数の真空の刃となって回転し、嵐の内部に閉じ込めた者を切り刻む──中心に近いほど高い威い力りよくを発揮する呪文だ。

　軍用魔術としては低威力だと評されることが多いが──

「こんな激しい嵐の中心で、貴方あなたは複雑な発声法と音階を要する呪文を、正確に唱えられる!?　そんなの無理よッ！」

　そう、これだけ激しく不規則に風が渦巻けば──音がどうしても乱れる。

　音を乱された呪文は、どんな暴発を起こすか読めたものじゃない。

「貴方は──もうこの刃の嵐から逃にげられない！」

「ば、バカヤロォオオオオオオ──ッ!?　テメェ、正気か!?」

　今の今まで、常に余よ裕ゆうを崩くずさなかったジンの顔に、初めて焦しよう燥そうが浮うかぶ。

「その術はフツー、相手から距きよ離りを取って、遠くから撃うちこむもんだろうがよ!?　こんな至近距離で撃ったら、テメェまで巻き込まれ──ッ!?」

「そんなの百も承知よっ！　先生から教わったんだからっ！」

「だったら、なんでだよッ!?　このままじゃ──」

　そこで、ジンは気付いた。

　共とも倒だおれになる──と、思ったが、そうじゃない。違う。

（こいつは……今、相当な魔術的防ぼう御ぎよを自分に施ほどこしている。俺がそうさせた……ッ！）

　じゃあ？　自分は？

（こんな雑魚ざこ相手にイラネって、魔術的防御、ほとんどやってねーぞ……ッ!?）

　全身の血の気が引いていくのがわかる。

　ほぼ生身の人間と、魔術的防御をがっちりと固めた人間。

　同じように刃の嵐に巻き込まれて切り刻まれたとき、先に斃たおれるのはどちらか。

　答えは──決まりきっている。

「そうよ……私の腕うでじゃ、どんな攻性呪文アサルト・スペルでも貴方を捉とらえられない……逃げられる……かわされる……ッ！　なら、もうこの手しかないじゃない！」

「そ、そーゆーことかよッ!?　う、うぉおおおおッ!?　は、離はなせ！　ちくしょう、離しやがれぇええええ──っ！」

「あぐっ!?　ごほっ!?　うるさい……離す……もんかぁああああああ──っ！」

　焦ったジンが肘ひじを、しがみついてくるシスティーナの背中に打ち込みまくるが、精神が肉体を凌りよう駕がしたシスティーナは力を緩ゆるめるどころか、ますます強くしがみつき、残った魔ま力りよくを全開で【シュレッド・テンペスト】へと注ぎ込んでいく。

　そして──ついに鋭き刃となった嵐が、二人を容よう赦しやなく刻み始める──

「ぎゃああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

「ぁあああああああああああ──ッ!?」

　悲鳴が二つ重なり、荒れ狂くるう風の彼方かなたへと消えていく。

　嵐に舞まい踊る血ち飛沫しぶき。

　真空の刃は、二人の全身という全身を無茶苦茶に、斬きり付けていく。

　無数の刃にん傷じようが、二人の身体を無残にずたずたにしていく──

　──が。

　やはり、システィーナに刻まれる傷は浅く、ジンの傷の方がより深い。

　重ねた魔術的防御の差が、ここで、あからさまに出る。

「うぎゃっ!?　い、痛いてぇッ!?　ちくしょぉおおおおお──ッ!?　お、俺がこんな雑魚にッ!?　うぉおおおわぁあああああああああああああああああ──ッ!?」

　やがて──

　呪文の持続時間が尽つき、風が止やみ……その場に静せい寂じやくが訪おとずれると。

　そこには……

「げぼっ！　ごほぉっ!?　がっ……ぜはぁー……ぜはぁー……ッ！　くそが……ッ！」

　全身ズタズタの血まみれになって、無様に地を舐め、倒れ伏ふすジンと……

「……はぁ……はぁ……くっ……ッ！　痛っ……」

　同じく全身ボロボロになり、ふらつきながらも、二の足でしっかりと立ち……そんなジンを見下ろすシスティーナの姿があった。

　衣服は派手に切り裂さかれ、傷ついた肌はだが大きく露ろ出しゆつし、最も早はや、裸はだか一歩手前──だが、それでもシスティーナは立っている。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　なによ……やれば……できるじゃない……ッ！」

　勝者と敗者は──歴然としていた。

　とはいえ、際きわどい勝利だった。最初に重ねた魔術的防御がなかったら、ジンが油断しなかったら……システィーナは死んでいた。ジンが油断したとしても、最後の突貫の時、連射をやめてくれるかどうかは、最早、賭かけ以外の何物でもない。

（でも……持ちうる手札カードで死力を尽くした……これでいいんですよね？　先生……）

　どこか誇ほこらしげに、システィーナが胸中で呟つぶやいていると。

「クソッ！　クソクソクソクソォ──ッ！　身体が動かねえ……ッ！　この俺が……俺がぁああああ──ッ!?　こんな雑魚にぃいいいいいい──ッ!?」

　ジンが半はん潰つぶしされたゴキブリのように蠢うごめき、のたうち回り……

　やがて。
















「ちぃっ……殺せよ……ッ！　糞くそ猫ねこが……」

　凄せい絶ぜつに笑いながら、そんなことを言った。

「!?」

「どうせ、俺は戻もどってこれんだ……また保存セーブしてっかんなぁ……ひゃは、ははははは……」

（……保存セーブ？　……戻ってこれる？）

　その意味はわからない。わからないが……

「ほら……殺せよ……ブッ殺してみろよ……ッ!?　てめぇの勝ちだ……ッ！　勝者の特権じゃねえか……ッ！」

　人を殺す。

　たとえ、相手が救いようのない悪党でも……そんなことは……

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　とても、システィーナにはできそうになかった。

　戦うとはそういうこと……その事実に、今、改めて向き直され、システィーナは脂あぶら汗あせを浮かべ、彫ちよう像ぞうのように固まるしかなかった。

「へっ……甘あめぇ……甘ぇなぁ、おい……だが……それが命取りさぁ」

　不意に、もう動けないはずのジンの腕が動き……

　その指先の照準が、システィーナへと合わされた。

「素す直なおに俺をぶっ殺しておきゃ、てめぇの完全勝利だったのによぉ……ッ！」

「──ッ!?」

　システィーナの全身を、氷水が流れる落ちるような感覚が支配する。

「もう動けないと思ったかぁ？　残念だったなぁ……自己治ち癒ゆ能力増強されてんだよ、こっちは……少し時間が経たてば、このくれえは……ッ！」

「そ、そん……な……」

　勝利から一転、絶望の奈な落らくに突つき落とされ、システィーナは放心してしまい……

「死ねッ！　糞猫ッ！　《ズド──》」

　ジンの指先に、致ち命めい的な稲いな妻ずまが灯ともりかけた──その時。

　轟！　と。

　突とつ如じよ、超ちよう高熱の真しん紅くに輝かがやく炎ほのおが、天を貫つらぬくようにジンを包んだ。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁ──」

　滾たぎる猛もう火かはまるで、断だん末まつ魔ますら焼き尽くすかの如ごとく。

　瞬まばたき一つの間に──ジンは灰すら残さず、綺き麗れいにこの世から消しよう滅めつしていた。

「……何？　今の……」

　システィーナが目を瞬かせていると……

「詰つめが甘いわね。……まぁ、貴女あなたのような子供に言っても、仕方ないのだけど……」

　どこか人を突き放すような冷たい凜りんとした声が、耳に響ひびいてくる。

　システィーナの視界の端はしに、燃え上がる炎のように美しい髪かみが映った……気がした。

「でも……まぁ、よく頑がん張ばったわね。……一応、褒ほめてあげる」

　システィーナがその声の主を探そうとし、周囲を探さぐろうとすると。

　不意に、ぐらりと。

（あ、あれ……？　私……何か……おかし……い……？）

　システィーナの身体から急に力が抜ぬけていき、世界が回転し、暗転し始める。

　たまらず、膝ひざをついて倒たおれそうになり……

　誰だれかの細ほそ腕うでが、そんなシスティーナをぶっきら棒に抱だきとめる。

「安心なさい。戦闘高揚バトルハイが終わっただけよ……今はお休みなさい」

　相変わらず冷たい声だが、どこか、子守唄うたのように優やさしい響きをも感じる声。

　それを最後に聞いて──

　システィーナの意識は、暗い闇やみの中に、完全に埋まい没ぼつしていくのであった──




　荒あらぶる大自然そのものと対たい峙じしていたに等しい、その戦いは。

　ついに佳か境きようへと到とう達たつしていた。

「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　はぁー……ッ！」

　片や、全身ボロボロに傷つき、消しよう耗もうし、最早、立っているのも困難なグレン。

「…………」

　片や、相変わらずの圧あつ倒とう的な存在感を漲みなぎらせながら、まるで無傷のレイク。

　事ここに至り、勝者と敗者は最早、動かぬ確定事じ項こうになりつつあった。

「見事だ、グレン＝レーダス」

　レイクが、素直に感かん嘆たんしたように言った。

「様々な手管、様々な玩具おもちやで、よくぞここまで絶望的な戦力差を埋うめた。だが、残念だったな。……私の方が一枚上手だったようだ」

「……なんだと？」

　眉まゆを顰ひそめるグレンへ、レイクは死し刑けい宣告のように告げる。

「貴様は、私に竜りゆうの弱点たる『逆げき[image: 鱗]りん』があると踏ふみ、その部位を必死に探しあてようとしていたようだが……そんなものは、私にはない」

「……ッ!?」

　レイクの言葉に、グレンの目が微かすかに見開かれる。

「『逆[image: 鱗]』は、竜の身体的構造から生じる弱点だ。人間には関係ない。貴様は読み違ちがえたのだ。貴様の目もく論ろ見みなど、最初からお見通しであり、それを利用させてもらった。貴様はありもしない弱点を、貴重なリソースを浪ろう費ひして、探していただけだったのだ」

　だが、そんな風に語るレイクに……

「だが……私は貴様に敬意を表す。貴様は私が目指す世界の一いつ端たんを、垣かい間ま見みせ……」

「……知ってた」

　突とつ然ぜん、グレンは、にやりと頰ほおの端を吊つり上げるのであった。

「……なんだと？」

　今度は逆に、レイクの目が鋭するどく細められる。

「は？　てめぇに『逆[image: 鱗]』がない？　ンなもん、最初からわかってんだよ……てめぇの呪のろいの出所を普ふ通つうに考えりゃあな……」

　くっくっく……と、グレンが肩かたを震ふるわせて笑い始める。

「『Project：Revive Life』……未いまだに信じがたいが、てめぇはそれで戻ってきた……そうなんだろ？　ていうか、それしかねーよな？」

「…………」

「肉体と精神と魂たましい……それぞれの構成要素を別個に錬れん成せいし、重ね合わせることで、生前と同じ人間のコピーを作る……となると、まったく同じ能力、人格を持ちつつも、てめぇは以前、俺が対決したレイクとは、本質的には別人ってことだ」

「……それがどうした？　そんなことは百も承知、揺ゆさぶりには──」

「となると、だ。……お前の『竜化の呪いドラゴナイズド』はどこから来た？」

　核かく心しんを突くグレンの言葉に、レイクが鋭くグレンを睨にらむ。

「おかしいだろ？　お前の肉体と魂は、別の材料で新しく作り直した代物なんだぜ？　もし、それに付ふ随ずいしていた『呪い』なら、復活の際に消えているはずだ……」

「…………」

「だが、てめぇに『竜化の呪い』は残っている……なら答えは簡単だ……『竜化の呪い』とは精神に根ざす呪い……精神コードに書き加えられた情報ウイルスだ。ゆえに、精神のコピー体──アストラル・コードを、丸々受け継ついだてめぇに『竜化の呪い』は継けい承しようされた──」

「…………」

「知ってるか？　東方には『鬼おに』っていう、もの凄すげぇ化け物がいるらしい。だが、あれは元々人間なんだそうだ。修しゆ羅らに落ちた人間の歪ゆがんだ精神性が、肉体をも異い形ぎようへと変質させるってやつだ。てめぇの『竜化の呪い』と似たようなもんなんだろうな……」

「……何が言いたい？　少ない情報から『竜化の呪い』の正体──フォーエンハイムの秘中を暴あばいたのは見事と言うが、それがどうした？」

「まぁ、つまりだ……あくまで精神に根ざす呪い、精神を蝕むしばむ呪いってんなら──」

　その瞬しゆん間かん、レイクは目を見張った。

　グレンが『愚ぐ者しやのアルカナ』を抜き──掲かかげたのだ。

　再び起動する固有魔術オリジナル【愚者の世界】──封ふう殺さつされる、周囲一帯の魔術。

「色々、やりようはあるってことだ……」

「この期ごに及およんで【愚者の世界】……？　まさか、貴様──ッ!?」

「来な。どちらが速はえぇか……勝負だ」

　グレンが不敵にそう告げた──その瞬間。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおー─ッ！」

　全すべてを察したレイクが咆ほう哮こうし、グレンへ向かって突とつ進しんする。

　竜の身体能力が為なす、姿が霞かすみ消えるようなその神速。

　そして、その手に携たずさえられた、あらゆるものを引き裂さく『竜りゆう[image: 鱗]りんの剣けん』。

　人外の速度を乗せたその切っ先が、大気を裂いて、グレンへと肉にく薄はくする。

「────ッ！」

　対するグレンも素早くその場で身を翻ひるがえし、その手を霞かすみの如く旋せん回かいさせる。

　その手に握にぎられている『魔ま銃じゆうペネトレイター』。

　その銃じゆう口こうが、肉薄するレイクを捉とらえ──

　刹せつ那な、空間を切り裂く弧こ月げつの斬さん光こう。

　刹那、空間を引き裂く炸さく裂れつの銃じゆう声せい。

　その一いつ瞬しゆん、レイクと、グレンが──交こう錯さくした。

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくと静せい寂じやくが両者の間を支配する。

　二人は数メトラの距きよ離りを挟はさんで、背中合わせに無言で佇たたずんでいたが──

　──やがて。

　ぱっ！　グレンの左半身から盛せい大だいな血ち飛沫しぶきが上がり、グレンががくりと膝をつき……

　嗚呼ああ、ここに全ては決した……傍そばから見る者あらば、誰もがそう思うだろう……

　その時。

　猛もう回転しながら、空から落ちてきた『竜[image: 鱗]の剣』が、音を立てて地へ突き立って──

　そして、つと、レイクの口の端はしから伝う、血の筋。

「貴様の勝ちだ……グレン＝レーダス」

　見れば……レイクの左胸部が、銃じゆう弾だんによって抉えぐられている。

　絶対的な強度を誇ほこる竜の身体が、心臓が──たかが、鉛なまりの玉に穿うがたれたのである。

　そこに、ありえない現実が──あったのだ。

「……白魔【マインド・アップ】……精神力強化の術を付呪エンチヤントした弾だん丸がんか……」

　レイクが己おのれの命脈を断たった物の正体を看破し、感嘆したように息を吐はく。

「それを撃うち込み、俺の精神強度を上げるとはな……」

「ああ……精神に根ざす呪いなら、精神力を強化すれば、呪いは弱まる……てめぇ自じ慢まんの竜[image: 鱗]の肌はだも柔やわくなる……簡単な理り屈くつだろ？」

「……戯たわけが」

　簡単、などとグレンは言うが、そんなはずはない。

　本来、『竜化の呪い』は、非常に強力な呪いなのだ。

　即そつ興きようの付呪エンチヤントによる白魔【マインド・アップ】などで、呪いが弱まるのはほんのコンマ一秒──刹那の一時だ。そんな隙すきを突けるはずがない……普通なら。

　だが、グレンはそれを自身の超ちよう絶ぜつ的な銃じゆう技ぎ巧こうによって可能にした。

　三連速射トリプルシヨツト。

　右親指で撃げき鉄てつをコックして一発。続く左手のファニングの際、左親指、左薬指で撃鉄をコックして二発──合計三発の弾丸を瞬しゆん時じに撃ち込む、超高等技法。

　極きわめれば、三発の発射音が一つに重なるその技わざで、グレンは最初の二発の弾丸で、呪いの弱まる刹那を見事射い抜ぬき、最後の一発で自身を斬きり裂く剣を弾はじき飛ばしたのだ──

　敵の能力の正体を見み抜ぬく柔じゆう軟なんな思考、その裏をかく発想力、そして、その発想を、実際に為しとげる技量と度胸──

「それを為せるのは、この世界で貴様だけだ」

「どーも」

「なるほど……今まで、貴様は逆[image: 鱗]を狙ねらうと見せかけて……白魔【マインド・アップ】が付呪エンチヤントされた弾丸が、どれほど私に有効なのか……それを探っていたのだな」

「……小こ賢ざかしくて悪わりぃな」

　そして。

　レイクは──がくり、とその場に膝を付き、ごぼりと血を吐いて、言った。

「……『イヴ・カイズルの玉薬』を持って来い、グレン＝レーダス……」

「──ッ!?」

「帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室、執しつ行こう官かんナンバー０《愚ぐ者しや》……彼かの者を語るならば……固有魔術オリジナル【愚者の世界】はもちろん、『イヴ・カイズルの玉薬』こそ……外すことのできない……貴様の切り札ラスト・カードだったはず……」

　レイクがそう告げた途と端たん、グレンの表情があからさまに険しくなる。

「ごほっ……はっきり言おう……貴様は強い、グレン＝レーダス」

「はっ……三流魔ま術じゆつ師し、捕つかまえて何言ってやがる」

「……身体能力では私が勝まさっていた。魔力容量キヤパシテイでは私が勝っていた。魔術の技量も私が勝っていた。私が魔術師として貴様に劣おとる部分は何一つなく、貴様が魔術師として私に勝る部分など、何一つない。だが──それでも貴様は、私に勝った」

「…………」

「これを……『強者』と呼ばずして何と言う？」

　対するグレンは……無言。

　感情の見えない無表情ながら、どこか苦々しい……そんな複雑な表情だ。

「『イヴ・カイズルの玉薬』を持って来い、グレン＝レーダス。本気を出せ。この私は終わりだが……次の私には……更さらなる世界を見せろ……ッ！」

　そう言い残し……レイクが膝ひざを折って、倒たおれる。

　血だまりの中に沈しずむレイクは……完全に絶命していた。

　しばらくの間、グレンは、まるで石像のようにその場から微び動どうだにしなかったが……

　やがて、誰だれへともなく、一人ぼそりと呟つぶやいた。

「『イヴ・カイズルの玉薬』を持って来い、か……勝手なこと言うな、クソが……」

　それはレイクを非難しているというより、どこか自じ嘲ちようのような響ひびきがあった。

　だが、いつまでも感傷に浸ひたってはいられない。

　グレンは、ふらふらと立ち上がると、ポケットに手を突つっ込み、システィーナとの直通の通信魔導器を取り出す。

「……おい、白しろ猫ねこ。……なんとか切り抜ぬけたぞ」

　何度も呼びかけをするが……

「白猫……？」

　……システィーナからの、返事がない。

「おい、白猫。白猫、聞いてんのか……？　白猫……」

　そして、その可能性に思い至って、グレンは背筋が一気に冷えた。

（なんで……俺は……襲おそわれているのが、俺一人だけだと思っていた……ッ!?）

　自分が敵に襲われているのなら。

　システィーナが敵に襲われていても、まったく不思議じゃない。

　目の前に立ちはだかっていた敵のあまりの強大さに、まったく余よ裕ゆうがなかったグレンは、その可能性をすっかり失念していたのだ。

「おい、白猫ッ！　返事をしろ!?　応答しろ!?　白猫──ッ！　ちくしょう！」

　希望的観測は危険だ。システィーナに間ま違ちがいなく何かがあった。

　グレンはそう確信した。

「やっぱり……関かかわらせるべきじゃなかった！　んなことわかってたのに……ッ！」

　かつて、愛した女を眼前で失った記き憶おくが、否いや応おうなしに脳のう裏りに蘇よみがえる。

　最悪の予感に、グレンは半ばパニックになりながら、システィーナがいるはずの中央区に向かって駆かけ出そうとする。

「くそ……頼たのむ……ッ！　無事でいてくれ、システィーナ──ッ！」

　と……その時であった。

「……安心しなよ、グレン」

　不意に、聞き覚えのある耳みみ障ざわりな声が、グレンの耳に飛び込んできた。

　それは今までのように、通信の魔導器ごしではない。

「君は少し、過保護過ぎる……システィーナなら、あの程度の試練、きっと乗り越こえてくれる……僕はそう〝読んでいた〟よ……」

「なっ……」

　半はん壊かいした倉庫と倉庫の隙すき間まから、一人の男が靴くつ音おとを立てながら、やってくる。

「しかし、結末は少し〝読めなかった〟。まさか、彼女が出てくるなんてね。まぁ、おかげで、最後に、僕がシスティーナを保護する手間が省けたからいいんだけど……」

　そして、そんなことをのたまう男の隣となりには……

「せ、先生……」

　さらわれたはずの──ルミアが、泣きそうな顔で佇んでいた。

「……よかった……無事で……本当に……」

　そんな、ルミアの姿を見たグレンは──脊せき髄ずい反射で動く。

「ジャティスゥウウウウウウウウウウウ──ッ！」

　限界を超こえた身体に鞭むちを入れ、グレンは迅じん雷らいの挙動でジャティスに殴なぐり掛かかる。

「おっと」

　それをひらりとかわして空そらを舞まい、ジャティスは半壊した倉庫の上に降り立った。

「せ、先生!?」

「下がってろ、ルミア！」

　グレンはルミアを背後にかばいつつ、頭上のジャティスに向かって油断なく身構えた。

「ははは、いきなり随ずい分ぶんなご挨あい拶さつじゃないか、グレン……」

　歪ゆがんだ歓かん喜きに打ち震ふるえながら、壊こわれたように笑うジャティス。

　グレンはもう、その姿に虫むし酸ずしか走らなかった。

「裏でコソコソすんのが趣しゆ味みなテメェのわりにゃ、随分とお早い登場だな、おい……？」

「ああ……本来なら、ここで君に接せつ触しよくするつもりはなかったんだけどね……なにせ、非常に面めん倒どう臭くさい彼女が目を光らせている」

「……彼女……だと？」

「でも……彼女について、ちょっと〝読めなかった〟事態が起こってさ……折角だから、良い機会だと思ってね。遠えん慮りよなく利用させてもらうことにしたよ。まぁ、彼女に感謝するといい、グレン。……課題はもう打ち止めだ」

「ちっ……まったくもって、わけわかんねーが、ンなことどうでもいい！」

　グレンが腕うでを振ふって、いきり立った。

「テメェ……また、俺を意味不明な理由で狙ってんのか？　妙みような課題とやらで、俺を消しよう耗もうさせんのが狙いか？　……いいぜ？　なら、ここで決着つけてやるよッ！」

　ジャティスは強い。セリカとも、アルベルトとも、レイクとも、まったく異なる別ベクトルの強さを持つ、間違いなく世界最強クラスの魔術師だ。

　だが、降りかかる火の粉は──払はらわなければならない。

　グレンが憤ふん怒ぬで身を焦こがしつつ、覚かく悟ごを固めていると。

「……見くびるなよ、グレン」

　ほんの少し、憮ぶ然ぜんとした表情で、ジャティスが言った。

「この僕が、君が弱っているのにかこつけて、まるで闇やみ討うちのような卑ひ怯きような真似まねをすると本気で思っているのかい？　……嗚呼ああ、悲しいな」

「……はぁ？」

　そして、頭上で展開されるジャティスの一人寸劇。

　大おお仰ぎような身み振ぶり手て振ぶりと共に、ジャティスは滔とう々とうと語っていく。

「そもそもだ！　僕と君の決着は、こんなくだらない茶番劇の舞ぶ台たい上で、ついでのようにつけていいものじゃなかったはずだッ！　もっと雌し雄ゆうを決するに相応ふさわしい状じよう況きよう、相応しい大舞台がきっと僕達にはあるはずだッ！　そうだろうッ!?」

　そうだろう？　と言われても、何一つ理解できないが……

「わかる、わかるよ。君の正義と僕の正義……どちらが上か、君が一刻も早く白黒つけたいのはよーくわかる。まぁ、僕のが上なんだけど……まぁ、焦あせるなよ、グレン。まだ、その時じゃない……そのうち、僕がこの頂上決戦に相応しい、極ごく上じようの舞台を心を込こめて用意してあげるから……どうか、それまで、待っていてくれ」

　今のジャティスに、この場でグレンと争う気がないということだけはわかった。

「なら、何が目的だ？　……ルミアを人ひと質じちに取って、俺を利用して……てめぇは一体、何を企たくらんでいる……ッ!?」

「無論──『正義の執行』さ」

　自信満々と、威い風ふう堂どう々どうと、誇ほこらしげに胸を張り、綺き麗れいさっぱり答えるジャティス。

　……相変わらずブレない男であった。

「グレン、これは事実なんだ。いいかい？　今、フェジテは滅ほろびの危機に瀕ひんしている」

「……なんだと？　滅びの危機……？」

「誰かがそれを止めなければならない……止めなければ、このフェジテという街は、地図から消え、全すべての人間が死に絶えてしまう……今はその瀬せ戸と際ぎわなんだ」

　呆気あつけに取られるグレンに、ジャティスが嗤わらう。

「グレン……僕は『正義の執行者』として、これを止めたい……くくく……君の力を貸してくれないかい？」

　その奈な落らく色を湛たたえた瞳ひとみからは、ジャティスの真意は何一つ読めそうになかった。

















第四章　皆みんなのために









「まずは君に見せたいものがあるんだ、グレン。少しご足労願えないかな？」

　グレンと再会するなり、そんなことを言い始めるジャティス。

　当然、グレンとしては、そんなのに応じてやる義理も義務もないが──

「ごめんなさい、先生……今はあの人の求めに応じてあげてください……今、フェジテは本当に未み曾ぞ有うの危機に陥おちいっているんです……」

　ルミアにそう言われてしまっては仕方ない。

　それに、フェジテが陥っている未曾有の危機、という話も気にはなる。

「ちっ……」

　仕方なく、グレンはジャティスの言に従うのであった。

　ジャティスは、フェジテ南地区の地下に広がる迷路のように入り組んだ下水道通路を歩いていく。グレンとルミアは、それに大人しくついていく。

　そして、その道中──

「……白猫のやつが、あのジン＝ガニスと交戦……ッ!?」

　ジャティスから聞かされたシスティーナの状況に、グレンが驚きよう愕がくに目を見開く。

「しかも……勝った、だと……ッ!?　マジか……ッ!?」

「ああ、マジだよ」

　ジャティスが、グレンのリアクションを、さも楽しそうに眺ながめている。

「彼女の成長速度は本当に素す晴ばらしい……師し匠しようの君も誇らしいだろう？」

　確かに、魔ま術じゆつ師しの卵に過ぎない一学生が、超ちよう一いち流りゆうの外げ道どう魔術師に勝つ……それはもう、驚きよう嘆たんするしかない大快挙だが──

「うるせぇ！　それよりも、白猫は無事なんだろうな……ッ!?」

「ははは、安心しなよ、グレン……無事さ」

　グレンの問い詰つめに、先を行くジャティスが肩かたを竦すくめて応じた。

「彼女は戦いに勝利した後、イヴ＝イグナイトによって保護されたよ。通信に出ないのは戦せん闘とうで疲ひ弊へいし、気を失ったせいだ。命に別状はない。なんだったら警けい邏ら庁舎北館四階の医務室を遠見の魔術で覗のぞけばいいさ。彼女はそこに運び込まれているよ」

（イヴが……白猫を助けた……？）

　その事実は、それはそれでグレンを驚おどろかせたが──それよりも。

「つまり、だ……察するに、テメェは自身の目的のために……俺やルミアどころか、白猫すら巻き込んだんだな……ッ!?」

「ああ、そうさ」

　グレンの氷のような憤怒を背中に浴びながらも、悪びれもせず、ジャティスが答える。

「レイク＝フォーエンハイム、ジン＝ガニス……さすがにあの二人の目を搔い潜くぐって、目的を達成するのは難しいからね……君達二人に引き受けてもらった。……いやぁ、助かったよ。君達二人には感謝してもしきれない……」

「ジャティス……ッ!?」

　グレンの目が憤怒と殺意に燃えた。

「なんだよ？　そんなにシスティーナを巻き込んだのが気に喰くわなかったかい？」

「当たり前だろ!?　ぶっ殺されねえとわかんねえか!?」

「はぁ……彼女は、この僕が唯ゆい一いつ尊敬する魔術師たる君の大事な相棒パートナー……万が一の時のフォローはするつもりだったよ？　僕の人工精霊タルパ【彼女の御使いハーズ・エンジエル】シリーズを、君は知ってるだろう？　あれを使えば……」

「そういうことじゃねえッ！　そういうことじゃねえんだよッ！」

「……ははは、変なやつだな……そこまで彼女のことが大切なのかい？　彼女なんて、所しよ詮せん、君にとっては、セラの代だい替たい物ぶつだろう？」

「ジャティス」

　今までとは異質に底冷えするグレンの声に──ジャティスが押し黙だまる。

「それ以上言ったら……このフェジテがどうなろうが知ったこっちゃねえ……今、ここで……お前を殺す」

「……失礼。失言だったね」

　まるで臆おくした風もなく、ジャティスが帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直し、真しん摯しに応じる。

「君と彼女……そしてセラの名めい誉よを貶おとしめるような真似をしてすまなかった……心から謝罪しよう。申し訳ない」

「……ちっ」

　そもそも、セラを殺したのは、どこの誰だれだ。

　必死に押さえつけている憎ぞう悪おと殺意がぶすぶす滲にじみ出てくる。だが、今はルミアの言うとおり、このフェジテで何が起きているのか、真実を知る方が先決。

　湧わき上がる激情を必死にこらえながら、グレンはジャティスの後に続く。

（しかし、イヴのやつ、このフェジテに来てたのか……？　それに、死んだはずのレイクにジン……くそ、マジで一体、何がこのフェジテの水面下で進行してやがんだ……？）

　程ほどなくして、一行は下水道から地上へと上がる。

　すると、一行の目の前に現れたのは南地区の外れにある古びた商館だ。それは街の区画整理の果てに廃はい館かんとなったもので、その立地ゆえに、周囲には人ひと気けもない。

「……おい」

　何の迷いもなく商館の表おもて玄げん関かんへと向かうジャティスへ、グレンが声を投げる。

「ふっ……流石さすがに血の匂においには鋭するどいね。……大分、昔の勘かんが戻もどったんじゃないか？」

　すると、ジャティスは薄うすら寒く笑って、背中で答えた。

「余計なお世話だ、クソ野や郎ろう」

　グレンの罵ば倒とうにも特に気分を害することなく、ジャティスは玄関口を──開いた。

　途と端たん、中からむっとするような、饐すえた鉄のような臭においが解放された。

「……見るな」

　グレンは、咄とつ嗟さにルミアを自分の背後に寄せるが……

「大だい丈じよう夫ぶです」

　ルミアは気き丈じようにも、グレンの隣となりに並ぶ。

　案の定──商館の中は酷ひどい有様であった。

　死体、死体、死体、死体の山。一見、何の変へん哲てつもない市民風の人間の死体が、暗いエントランスホールのあちこちに散らばっている。

　皆、一様に、鋭えい利りな刃は物もののようなもので急所を深く切り裂さかれ、絶命している。

　血がまだまったく乾かわいていない。この殺さつ戮りくがあったのはつい先刻だ。

「……テメェの仕し業わざか？」

「流石に、これだけの敵がいる拠きよ点てんに、いきなりルミアを連れてくるのはアレだからね。君達がレイク達を引き付けている間に、ちょいと掃そう除じをしたのさ」

　憤怒がぶすぶす漏もれるグレンの言葉に、ジャティスが誇らしげに答える。

「おおっと、勘かん違ちがいしないでくれよ？　こいつらは全員、天の智ち慧え研究会……死んで当然の人間さ。まぁ、中には関係のない人間もいたようだけど……大いなる『正義』の前には必要経費だ。神はきっと彼らの御み霊たまを御お傍そばに置いてくださるよ……」

「……ッ！」

　あまりにも冷れい酷こくで利己的なジャティスの言葉に、ルミアは悲痛な表情で俯うつむいてしまう。

「まぁ、どうでもいい……問題はここの地下さ……」

　ジャティスの後に続いて、グレン達は商館の中を進んでいく。

　商館の中は、そこかしこが死体だらけだ。中にはまだ年とし端はもいかない子供もいた。

　ジャティスが蛇だ蝎かつの如ごとく憎にくむ天の智慧研究会……その息がかかっている可能性がある……ただ、それだけで、殺されてしまったのだろう。

（天の智慧研究会……確かに連中は救いようのない外道どもだ……死んで当然……その思想は決して否定できねえ……やつらの重ねてきた悪行を鑑かんがみればな……かくいう俺も、綺麗事を言う資格なんざ、さらさらねぇ……）

　だが、それでも。

（ジャティス……てめぇのやり方だけは、絶対的に気に喰わねえ……てめぇはいつか、必ず俺が倒たおす……首を洗って待ってろ……）

　そんなグレンの人を焼き殺せるような烈れつ火かの視線と、敵意を感じたのか。

　ジャティスは一いつ瞬しゆん、にやりと蛇へびのように笑って……

「……ここだよ」

　絨じゆう毯たんの下に隠かくされた床ゆか板いたを動かし、地下へと続く階段を露あらわにさせた。

「ここは本来、魔術的な隠いんぺいも施ほどこされていてね……探すのに一苦労したよ」

「うるせえ。とっとと行け」

　ジャティスの背中を蹴けり押し、グレン達はジャティスを先頭に地下へと下りる。

　やがて、階段が尽つきると、正面には扉とびらが現れ……それを押し開くと。

　その向こう側は、石造りの殺風景な小部屋になっていた。

　その室内に、物は何一つ置かれていなかったが……

「……なんだ、こりゃ？」

　床ゆかには、巨きよ大だいな魔術法ほう陣じんが敷ふ設せつされている。

　明らかに儀ぎ式しきクラスの、恐おそろしく高度な術式だ。法陣からは様々な霊絡パスが延のび、床の上を走って四方の壁かべへと繫つながり、どうやらこの商館の外へと続いているらしかった。

　グレンが謎なぞの法陣を前に戸と惑まどっていると……

「まぁ、見ててくれ。これを今から解呪デイスペルするんだ」

「解呪デイスペル？　今から？　馬ば鹿か、こんな複雑怪かい奇きな巨大術式の解呪デイスペル、何日かかると──」

「始めるよ、ルミア……君の出番だ」

「……はい」

　ルミアが虚うつろな表情で前に出て、ジャティスの傍に寄り添そう。

「お、おい……？　一体、何を……？」

　すると。

　グレンの眼前で、ルミアの身体からだが、突とつ如じよ、眩まばゆい黄金色の光に包まれた。

　ルミアがその異能──『感応増幅力』を、全開で発動したのだ。

　そして、ルミアはその黄金色の光を纏まとった手を、ジャティスの背中に当てる。

　ルミアの手からジャティスの身体へ、その黄金色の光が伝っていき──

「《終えよ天てん鎖さ・──》」

　ジャティスが呪じゆ文もんを唱え始めると同時に、その手て袋ぶくろから漂ただよう大量の疑似霊素粒子パラ・エテリオン粉末パウダー。

　それがジャティスの空想を反映・具現化し──形を成す。

　世界に顕けん現げんした、無数の〝女の左手〟、その手に握にぎられた〝黄金の剣けん〟。

「《──・静せい寂じやくの基底・──》」

　〝左手〟達は、法陣上を縦じゆう横おう無む尽じんにせわしなく飛び交かい……

　ガリガリガリガリ──ッ！　と、剣で無数のルーンを法陣上に刻んでいく。

　そして──

「《──・理の頸くび木きは此こ処こに解放すべし》！」

　ジャティスが最後の呪文を括くくると共に、起動する黒くろ魔ま儀ぎ【イレイズ】。

　法陣上に刻まれたルーンが、視界が真っ白に染まるほど白熱し──

　硝子ガラスが砕くだけ散るような音と共に、法陣が解呪デイスペルされ、その力が失われるのであった。

（……凄すげぇ）

　グレンはそんな様子を脂あぶら汗あせを垂らしながら、眺ながめていた。

　ジャティスの解呪デイスペルの腕うで前まえもそうだが、それよりも、やはりルミアの『感応増幅力』だ。

（あれほど巨大な儀式法陣を、こんな短時間で解呪デイスペル可能にさせるなんてな──）

　ルミアの異能の底知れなさには、最も早はや、戦せん慄りつするしかない。

「助かるよ、ルミア。流石に、これだけ大おお掛がかりの儀式魔ま術じゆつ、君の力でも借りない限り、日にち没ぼつまでに解呪デイスペルなんてできないからね……早々、君に協力を仰あおいで正解だった」

　解呪デイスペル儀式を無事終えたジャティスが、ルミアへ振ふり返り、薄ら寒く微笑ほほえみかけるが……

「…………」

　対するルミアは無言、最早、目も合わせようとしなかった。

「おい、ジャティス。いい加減、説明しろよ」

　苛いら立だちを隠そうともせず、グレンがジャティスを問い詰める。

「解呪デイスペル？　日没までに？　……一体、そりゃどういう意味だ？」

　すると、ジャティスが試ためすように、愉たのしむようにグレンへと告げた。

「やれやれ……その法陣を、もっとよく見てくれよ……君ほど博識な男なら、わかるはずだ……今、フェジテに一体、何が起きているのか、がね……」

　相変わらず人を食ったような態度に、内心舌打ちしつつ。

　グレンは法陣の傍かたわらに片かた膝ひざをつき、解呪デイスペルされた法陣のルーンの羅ら列れつと術式を追う。

　やがて……その法陣の正体をグレンが、摑つかんでいくと……

「……馬鹿な……ッ!?」

　グレンは全身から血が引いていく音を感じながら、絞しぼり出すように呟つぶやくのであった。

「これは……『Projectプロジエクト： Flameフレイム ofオブ megiddoメギド』……【メギドの火】だと……ッ!?」

　そんなグレンの驚きよう愕がくを他所よそに。

　ジャティスはどこまでも、昏くらく冷たく嗤わらう──




　身体が──重かった。

　全身の血管に、まるで毒と鉛なまりを詰つめ込まれたかのように、鈍にぶく重く痛む。

　身体がどこまでも深しん淵えんの泥どろ沼ぬまの底へと沈しずんでいくような……そんな感覚。

　そのだるさ、重さ、苦しさには……もう、逆らう気力すら起きない。

　だが──

（起き……ないと……目を……覚まさないと……）

　心の奥底のどこか、ほんの一欠片かけらだけ残っていた、光。

　それは──信念であり、勇気であり、友情であり、多分……愛情といったものであり。

（……先生を……助けなきゃ……ルミアを……守らなきゃ……）

　そんな微かすかな光を寄るべに、少女は意識の泥沼から這はい上がろうと、必死に心をもがかせ続ける。

（先生は……自分以外の誰かのために、自分を顧かえりみず無茶をしてしまう人だから……ルミアは……自分以外の誰かのために、自分をないがしろにしてしまう子だから……二人とも、私とは違い過ぎる世界に生きてきた人達だから……ッ！）

　もがく……もがく……果てしなき頭上の水面を目指し、必死にもがき続ける……

（だから、私がしっかりしなきゃ……私が傍にいてあげなきゃ……私が……ッ！）

　そして……

（何者でもない、ごく普ふ通つうの世界を生きる私が……違う世界を生きるあの二人を……守らなきゃ……ッ！）

　そんなシスティーナの意識が伸ばす手が──水面に届いた瞬しゆん間かん──

（私、が──ッ！）

　全すべてが真っ白に燃え上がった──




「…………」

　まず、薄うつすらと目を開いたシスティーナの視界に飛び込んできたのは、真っ白な天てん井じよう。

　窓から黄昏たそがれ色の混じる日ひ射ざしが差し込む、白い部屋の光景。

「……ここ……は……？」

　どうやら、自分は白いベッドに横たえられているらしい。

　身体を動かして、身を起こそうとするが……重たく、だるく、とても動かない。

　意識がクリアなだけに、ついてこない身体がどうにももどかしかった。

「……気が付いたようね」

　しばらくシスティーナが身じろぎしていると、不意に女性の声が聞こえてくる。

　頭だけ動かして、その声の方向を見やる。

　すると、部屋の隅すみの椅い子すに、一人の腕うで組ぐみした女性が、足を交差させて、腰こしかけていた。

　思わず息を吞のむほど綺き麗れいな娘むすめだった。これほどの美人は滅めつ多たにいまい。

　歳としは自分より幾いくつか上に見える……二十歳はたち前後だろうか。

　目を見張るのは何といっても、その鮮あざやかなルビーのように燃える真しん紅くの髪かみ。どこか知的に輝かがやく紫し炎えん色しよくの鋭するどい瞳ひとみ。じっと、こちらを見つめるその双そう眸ぼうは、どこまでも大人びていて、落ち着いていて──隠しきれない強き自信が滲にじみ出ている。

　システィーナが憧あこがれる『強く美しい女性』──そんな姿を体現したような人であった。

「ええと……貴女あなたは確か、私を助けてくれた……？」

「ここは、フェジテ警けい邏ら庁北館の医務室よ」

　システィーナの言葉には応じず、女性は突つき放すように、事務的に言った。

「傷は痕あとが残らないように癒いやしてあげたけど、今の貴女はマナ欠けつ乏ぼう症しよう寸前……はっきり言って、動ける状態じゃないわ」

「で、でも……私……先生を……助けないと……」

「グレンなら大だい丈じよう夫ぶよ。彼ならうまく切り抜ぬけたわ。あの程度の修しゆ羅ら場ばで死ぬようなら、彼はとっくに墓の下よ。とにっかく、しぶとくて生き汚ぎたないのが売りなんだから」

　途と端たん、どこか不ふ機き嫌げんそうになる赤髪の娘。

「ええと……？　あの……貴女は、グレン先生をご存じなんですか？」

「さぁ？　とにかく、私の全権限をもって、警邏庁の連中には、当面の間、貴女との無む闇やみな接せつ触しよくを禁じたわ。……安心して休みなさい」

　そう一方的に言い捨てて、娘は立ち上がって。

　ばさりとコートを翻ひるがえし、システィーナに背を向け、部屋の外へ向かって歩き始めた──




（……一体、私は何をやってるんだか……馬鹿みたい……）

　システィーナに背を向けた娘──イヴ＝イグナイトは己おのれが犯おかした最低最悪の失態に、その時、内心、心底、呆あきれ果てていた。

　今回のイヴの最優先任務は──ジャティス＝ロウファンの確保、もしくは始末。

　ジャティスは特務分室を裏切り、その長たるイグナイト家の名めい誉よを貶おとしめた。なんとしても、イグナイト家の手で落とし前を付けなければならなかった。

　一応、フェジテの裏で進行する天の智慧研究会の恐るべき陰いん謀ぼうの阻そ止しも視野にはあるが……それは二の次だ。

　ジャティスを仕留めることこそが、イヴの父親が、イヴに厳命した使命であった。

　ゆえに、警備官や市民が何人犠ぎ牲せいになろうが、それは全て必要経費。

　全ては、イグナイト家の名誉と栄光のために。

　そのために、アルベルト、バーナード、クリストフの三人をオトリに使って、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の介かい入にゆうを拒こばむ敵軍を足止めさせ、フェジテまで単独で辿たどり着いた。

　イグナイトの秘術『炎ほのおの眼め』を使用して、グレンを中心に、ジャティスの出しゆつ没ぼつしそうな地域を徹てつ底ていマークした。

　全ての準備を整え、後は、いつか必ずあるジャティスとグレンの接触を待つだけ……そして、ジャティスを捕ほ捉そくしたら、その行動に先んじて罠わな──【第七園】を張るだけ。

　イグナイトのお家芸、情報と眷属秘呪シークレツトを利用した戦法──『伏ふせ炎えん獄ごく』だ。

　イグナイト家は代々、この『伏せ炎獄』で、莫ばく大だいな戦果を挙げ続けてきた。

　そして、今回も、この『伏せ炎獄』は、全て上手うまくいっていたのだ……セラによく似たこの少女を助けてしまうまでは。

（わかっていたわよ……この子がセラのわけないじゃない……）

　一いつ瞬しゆん、セラを重ねてしまったが、一目でわかった。

　報告書の写像画で見たことがある。この娘はシスティーナ＝フィーベル。

　セラとはまったく何も、かすりもしない、完全なる赤の他人だ。

（でも……あの時は……）

　ちらりと、その手の黒い石版に目をやり……溜ため息いきを吐つく。

『炎の眼』を行使中は、フェジテの全警備官から莫大な情報が、イヴに送られてくる。

　それゆえに、イヴはその情報処理に全神経を集中して費ついやさなければならない。

　なのに──あの時、イヴはシスティーナを助けるため、自ら動いてしまった。

　その間、大量の情報を処理しきれず、逃のがしてしまった。グレンの動きを完全に見失ってしまった。これでは、ジャティスの動きに先んじることができない。

　さすがのイヴも、先んじて罠を張れなければ──あの抜け目ないジャティスを捕とらえることなどできるはずもない。

　そして、一度、完全に見失ってしまったものを、何の見当もなく再捕捉するには──フェジテという街は、あまりにも大海のように広すぎた。

（……大失態だわ）

　イヴは溜息を吐く。この無様な体ていたらく、あの冷れい酷こくな父親から、どんな叱しつ責せきと折せつ檻かんを受けることになるのか──イヴは今から震ふるえが止まらない。

（バカじゃないの、私ッ!?　しかも、その失態が……昔、見捨ててしまったセラに似た少女を助けるためだったなんて……ッ！　何を今さら……ッ！　私が見捨てたあの子は……もう私を許してくれない……ッ！　もう戻もどってこないのに……ッ！）

　苛立たしい。腹が立つ。苦しい。

　どうして、自分はこう何もかもうまくいかないのか。無能なのか。

　姉のように──うまくできないのか。

（ううん……まだよ……ッ！　まだ、終わりじゃないわ……ッ！）

　絶望的な気分で、イヴが医務室を出ようとした……その時だった。

「待ってください……貴女、帝国宮廷魔導士団の、特務分室の方……ですよね？」

　そんなシスティーナの呟きを背中に受け、ふと、イヴが足を止める。

　その時、一体、どんな気まぐれがあったのか……いつもなら、相手を見下したように鼻を鳴らして、そのまま無視して立ち去るのだが……

「……なぜ、そう思うの？」

　なぜか……イヴはシスティーナへと振ふり返って、そう答えていた。

「あ、その、私の先生……グレン先生、昔、特務分室の執しつ行こう官かんだったらしくて。その関係で、私、特務分室の方々とは顔見知りで……皆みな、そういう制服を着ていたから……」

「ふうん？　なかなか、良い勘かんね。システィーナ＝フィーベル」

「や、やっぱり、知っているんですね？　私のこと」

「まあね。私は、帝国宮廷魔導士団特務分室室長、執行官ナンバー１《魔ま術じゆつ師し》のイヴ＝イグナイト……そうよ、貴女の先生、グレン＝レーダスは、私の部下だったわ」

「そ、そうなんですか……ふぇ……特務分室の室長さん……」

　すると、システィーナは、イヴを真っ直すぐ見つめてくる。

　どこか、憧れの人を見つめるようなその眼まな差ざしに、イヴは少したじろぐ。

「……と、突とつ然ぜん、何よ……？　私の顔に何かついてる？」

「あ、いえ、その……ごめんなさい、不ぶ躾しつけに見てしまって……」

　システィーナはどこか照れたように、微笑ほほえんだ。

「ただ、貴女のこと……凄すごいなって、そう思っただけなんです」

「……凄い？　……私が？　……なぜ？」

　ほんの少しの苛いら立だちがイヴの心を刺さすが……それは表に出さないようにする。

「だって、そんなにお若いのに……多分、私より少し上くらいなのに……あの特務分室の室長さんを務めてらっしゃるんですよね？」

「…………」

「先ほども言いましたが、私、特務分室の方々とは、とある事件を通して顔見知りで……アルベルトさんにバーナードさん、クリストフさん……それに、グレン先生やリィエルだって……皆、私なんか足元にも及およばない凄い魔術師達だったんです……」

「…………」

「そんな人達を束ねる立場だなんて……きっと、イヴさんも、とても凄い魔術師なんですよね？　女性なのに……とても、憧れます……」

　そんな風に、無む垢くな尊敬を向けてくるシスティーナの姿に──




　──イヴって、本当に凄い魔術師だよね？　ふふ、憧れちゃうなぁ。




　一瞬、懐なつかしい誰だれかの顔が被かぶるが──

「ふん……話はそれだけ？」
















　イヴはやはり突き放すように鼻を鳴らし、複雑な表情でそっぽを向くだけだ。

「残念だけど、私、忙いそがしいの。貴女にかまっている暇ひまはないわ」

「ご、ごめんなさい、お仕事の邪じや魔まをしてしまって……」

　システィーナは慌あわてて、恐きよう縮しゆくして……

「でも、最後に一つだけ……イヴさん、これを……」

　半割れの宝石を、ポケットから取り出し、イヴに差し出すのであった。

「……それは？」

「先生との……グレン先生との、直通の通信魔導器です……魔ま力りよくが尽つきた今の私は、これを起動することも、先生の声を聞くこともできませんけど……」

　黙だまって、イヴはそれを受け取った。

「今……フェジテでは何か大変なことが起きている……そうですよね？　イヴさんやグレン先生が関かかわっているのも、きっと、それなんですよね？」

「まぁ、多分、そうね。詳くわしいことは、守秘義務があって言えないけど……」

「だったら……お願いします！　どうか、先生を助けてあげてくださいっ！」

　システィーナは、イヴに頭を下げて叫さけんでいた。

「あの人は、すぐ無茶をするんです……ッ！　誰かを助けるためなら、いつだって自分を顧みず、無茶をしてしまうんです……ッ！　だから、誰かが傍そばであの人を見てないといけないのに……私はもう見てあげられなくて……ッ！」

　そして、縋すがるような目で、イヴを真っ直ぐに見つめる──

「……だから、イヴさんっ！　お願いします！　先生を……先生をどうか……ッ！」

　しばらくの間。

　イヴは、必死に見上げてくるシスティーナを、無言で流し見て……やがて、言った。

「……ふうん、そう。……貴女あなた、グレンのことが好きなのね」

　別に本気でそう思ったわけじゃない。

　やけにこの少女が必死だから、いつもように、軽く皮肉げに揶や揄ゆしただけだ。

　だが──

「へ？」

　不意に、システィーナが目を丸くして、硬こう直ちよくして。

　そして、みるみるうちに、その顔が真っ赤に沸ふつ騰とうしていって──

「え、えええええええええええええええええええええええ──っ!?」

　突とつ如じよ、上がった叫びに、イヴは目を白黒させるしかなかった。

「そそそそ、そんな!?　わわわわ私が、せせせせ先生をすすす好きだななんて、そんなはずは、そんなことありえなくて、だってだって全然タイプじゃないし好みじゃないしタイプでも、あとそれと好みじゃないし──」

「……うるさいわね。落ち着きなさいよ」

　イヴがこめかみを手で押さえ、半眼で冷ややかに嗜たしなめる。

　どうにも、このシスティーナとかいう少女には調子が狂くるう。

　まるで、セラを相手しているみたいな気分にさせられる。

　確かに表面上の性格は違ちがうようだが……内面の根底部分がそっくりなのだ。

　システィーナはしばらくの間、呆れたようなイヴの目の前で、うわぁ、とか、そんな、とか、噓うそ、とか、きゃあ、とか頭を抱かかえて悶もだえていて……

「あ、あの……イヴさん……私、やっぱり、先生のことが、好き……なんでしょうか？」

　そんなことを、まるで飼い主を求める子こ猫ねこのような目でイヴに問いかけるが。

「……私に聞かないでよ。貴女のことでしょう？」

「うっ……」

「ま、じっくり考えなさい。私はあんなデリカシーのない唐とう変へん木ぼく、まったくもって、お薦すすめしないけどね。……アレとくっついたら将来、苦労するわ」

　そう、どこか不ふ機き嫌げんそうに言い捨てて……イヴは再びシスティーナに背を向けた。

「まぁ、こっちのことは任せなさい。グレンは私が助けてあげる。これは預かるわ」

「えっ？　あっ、は、はい……」

　まだ、どこか熱に浮うかされたかのように顔が赤いシスティーナが、慌てて応じる。

「どうか……先生のこと、よろしくお願いします……」

　そして、再び深々と頭を下げるのであった。

「……、…………任せなさい」

　最後にそう残して。

　イヴは……医務室を後にするのであった。




（……やった！）

　医務室から出た瞬しゆん間かん、イヴは冷酷に歓かん喜きの笑えみを浮かべていた。

（もう、駄だ目めかと思った……ッ！　でも、これを利用すれば……グレンを、ジャティスを……出し抜ぬけるッ！　勝てる……ッ！）

　このグレンとの直通の通信魔導器を入手できたことは──思わぬ僥ぎよう倖こうだ。

（ううん、違うわ！　私はこれを狙ねらって彼女を助けたの！　彼女がグレンとの何らかの連れん絡らく手段を持っている可能性なんて高いに決まってる……それを押さえるために、私は彼女を助けた……ッ！　決して、くだらない感傷のためじゃないわ！）

　そう心に言い聞かせ、それが真実だと自分を騙だます。

（いける……これを利用すれば……ふふ、ふふふ……ッ！　最後に勝つのは私……最後に笑うのは私よ……ッ！　全すべての勝利は、イグナイト家のものなの……ッ！）

　システィーナの頼たのみも、思いも、知ったことではない。

　当然、裏切る。何の迷いも呵か責しやくもなく。彼女の頼みなど聞く義務も義理もない。

　全ては、イグナイト家の勝利のために。

　今までずっとこうしてきたのだし、今さら何も──




　──どうか……先生のこと、よろしくお願いします……




「だから、何を今さら……ッ！」

　脳のう裏りにちらつくシスティーナの微笑みを、壁かべに頭ず突つきすることで、かき消す。

「そんなんだから、貴女わたしは姉さんのようになれない……ッ！　いつまで経たっても、父上も一族も……誰も認めてくれない無能なのよ……ッ！」

　額を伝い流れ始める血を乱暴に拭ぬぐい……何かを飲み下すように、歯を食いしばって。

　イヴは、警けい邏ら庁舎の廊ろう下かを、ずかずかと早足で歩いていくのであった。




「さて、グレン。今回の事の発ほつ端たんから説明しよう……」

　件くだんの地下室にて、ジャティスは大おお仰ぎように手を広げ、そう前置きした。

「まず、何から話そうか……そうだね、グレン。天の智慧研究会に二つの派は閥ばつがあることを、君はご存じかい？」

「ああ、知っている」

　仕方なくジャティスの話に付き合ってやることにするグレン。

　なにせ、『Projectプロジエクト：Flameフレイム ofオブ megiddoメギド』──そんなものが、このフェジテで動いている以上、正確な情報共有は必ひつ須すだ。

「理由は一いつ切さい不明だが、今、天の智慧研究会は、ルミアに対する方針で二つの派閥に分かれ、対立している。『現状肯こう定てい派』は、なぜかルミアから手を引き、『急進派』は未いまだルミアの『殺害』を狙っている……そうだな？」

「その通り……だが、最近、その状じよう況きようが動いた」

「状況が動いた？」

「そうだ。君もご存じだろう？　『急進派』はルミアを『殺害』するため、これまでかなり積極的に動いてきた……」

　グレンは、魔ま術じゆつ競技祭や社交舞ぶ踏とう会の一件を思い出す。

「だが、動きすぎたんだ。『急進派』の中ちゆう核かくを担になっていた『魔の右手』のザイードが捕ほ縛ばくされ、『急進派』の情報が相当、政府側に割れた。政府はこれ幸いと、嬉き々きとして帝てい国こく内に潜せん伏ぷくしていた『急進派』の取り締しまりを開始したんだよ……まぁ、大おお掃そう除じさ」

「そういや、ここんとこ、フェジテと帝国各地を行ったり来たりで、アルベルト達が忙しそうにしてたな」

「それだけじゃない。元々、『現状肯定派』は『急進派』を疎うとましく思っていた。この機会に『現状肯定派』も、様々な手段で『急進派』の粛しゆく清せいに転じた……直接的な粛清、政府側への情報の横流し……まぁ、色々とね」

「…………」

「そして。この僕も、目め障ざわりな『急進派』を、今までずっと帝国内を回って探し出し、片かた端はしから殺しまくっていた……まったく、ルミアを殺すだなんてとんでもない……ルミアが死んだら、絶対正義たるこの僕が『禁忌教典アカシツクレコード』を摑つかめないじゃないか……」

「……『禁忌教典アカシツクレコード』？　……どういうことだ？」

「まぁ、とにかく、様々な要因が重なって、『急進派』は窮きゆう地ちに追い込まれたと……そういうわけなのさ……理解できたかな？」

　グレンの質問を完全無視して話を進めるジャティス。

「ちっ……」

　その人を食ったような表情を見る限り、ジャティスはルミアと『禁忌教典アカシツクレコード』の関係性をここで明かすつもりはさらさらないらしい。……諦あきらめるしか他ほかにない。

「正直、『急進派』はもう、虫の息だ……放ほうっておいても確実に滅ほろぶ……そこまで弱体化しているんだ。だが……それでも、彼らは、ルミアを殺害したいんだ……それが『大導師』のためだと、本気で、心から、信じている……」

　──大導師。

　天の智慧研究会の頂点に立つ、未いまだ謎なぞに包まれた指導者。

　組織の構成員からは、派閥問わず絶対的な忠誠を集めるカリスマだ。

　帝国でいうなら、まるで女王陛下のような存在だといっても過言ではないだろう。

「さぁ、グレン。君ならどうする？　君が『急進派』だとして……もう、自分達は滅ぶ他に道がない……でも、敬愛する人のため、どうしてもルミアを殺したい……さぁ、どうする？　追い詰つめられて捨すて鉢ばちになった連中は、一体、どんな手段を思いつく？」

　そう言いながら、ジャティスが踵かかとで、こんこんと足元の法ほう陣じんを小こ突づく。

　グレンは……ジャティスの足元に描えがかれた魔術法陣を見やる。

『Projectプロジエクト：Flameフレイム ofオブ megiddoメギド』──【メギドの火】と呼ばれる魔術を起動するための、一連の儀ぎ式しき魔術手順──その一部。

「まさか……？　いや、そんな……」

　ふと思いついた、あまりにもバカげた発想に、グレンは全身から冷ひや汗あせを流した。

「噓……だろ……それは……あまりにも……ッ！」

「【メギドの火】──正式名めい称しよう、錬れん金きん【連鎖分裂核熱式アトミツク・フレア】──原子崩ほう壊かいの際に生じる質量欠損が莫ばく大だいな破は壊かいエネルギーを生み出し、全てを滅ぼす禁断の錬れん金きん術じゆつだ。戦略級と称しようされるＡ級軍用攻性呪文アサルト・スペルなんて比じゃない……まさにＳ級と称しても過言ではない、大破壊を振ふりまく、災さい厄やくの術式さ。起動すればフェジテなんて一いつ瞬しゆんで焦しよう土どと化すだろう」

「…………ッ!?」

「まったく、未完成で研究が凍とう結けつされた代しろ物ものだったはずなのに、どこから技術提供を受けたんだろうね……？　まさか、連中が【メギドの火】なんて持ち出してくるなんて……くっくっくっ……その出所は余よ程ほど、邪じや悪あくな組織に違いない……」

「出所はどうでもいいっ！　つまり『急進派』の連中は──ルミアを殺すため、このフェジテを丸ごと吹ふき飛ばすってことなのかよッッッ!?　究極の自じ爆ばくテロでッ!?」

　そんなグレンの指し摘てきに、ジャティスは薄うすら寒く笑いながら、それでも、その眼めには怨おん念ねんにも似た昏くらい憤ふん怒ぬを燃え上がらせ、言った。

「当然──そんなことは、この正義の代行者たる僕が許さない」

　そして、更さらに説明を続ける。

「グレン、『Projectプロジエクト：Flameフレイム ofオブ megiddoメギド』について、説明しよう。現在の【メギドの火】の起動には、潤じゆん沢たくなマナが流れる霊脈レイ・ラインと、『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』と『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の二種類の魔術式が必要だ」

「潤沢なマナが流れる霊脈レイ・ラインを有する霊れい地ち……つまり、フェジテか？」

「その通り。そして『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』とは、土地の霊脈レイ・ラインの霊点レイ・スポツトに直結接続させ、その霊脈レイ・ラインに流れる外界マナを臨界点まで励れい起き活性化……土地に張り巡めぐっている霊脈レイ・ラインを通して、その『臨界励起マナ』を『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』へと送る術式だ」

「つまり……そいつだな」

　グレンが、ジャティスの足元の魔術法陣に目をやる。

「ああ……この『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』は、中央区、西区、そしてここ南区の三カ所に敷ふ設せつされ、すでに全開稼働していた。僕はルミアの『感応増幅者』を使い、その三カ所の『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』を解呪デイスペルして回った……グレン、君が敵の目を引き付けているうちにね」

「ちっ……」

　悔くやしげに、憎にく々にくしげに舌打ちするグレン。忌いま々いましいにもほどがある。

　ルミアを攫さらうことで、連れん鎖さ的にグレンをこの舞ぶ台たいへと引きずり出し、敵の目をグレンへと集中させる。その間に、自分は悠ゆう々ゆうと事をなす──攫ったルミアの力を使って。

　ジャティス＝ロウファン。さすがは、かつてたった一人で帝国政府に喧けん嘩かを売って、グレンに倒たおされるまで、ほぼ完全勝利寸前の大立ち回りを演じた怪かい物ぶつである。

（この悪魔染みた計略を支えているのは……やはり、やつの謎の固有魔術オリジナルか……）

　ジャティスが得意とする『ほぼ予知に近い行動予測』、一体、その正体は何なのか？

（それに……『この国は滅びるべき』などと言っていた男が、なぜ今になって、こんなフェジテを救うなんて善人面づらを……？　どうも腑に落ちねえ……）

　訝しむグレンを他所よそに、ジャティスは話を続ける。

「さて、僕は連中の計画を摑み、それを防ぐため、必死に立ち回ったんだけど……何せ初動が遅おくれてね。三カ所の『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』は解呪デイスペルしたんだが、もうすでにかなりの量の『臨界励起マナ』が、霊脈レイ・ラインを通して『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』へと供給されてしまったんだ……このままでは、やはり【メギドの火】の起動は……フェジテの滅びは避さけられない……尽じん力りよくはしたんだがね」

「ふん……本来なら、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団が総出で当たらなきゃならん案件だ……てめぇ一人で、そこまでやったことだけは褒ほめてやるよ」

　そして、グレンは疑心の目で鋭するどくジャティスを睨にらんで、問い詰める。

「……で？　その最後……『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』は、フェジテのどこに敷設されているんだ？　それさえ解呪デイスペルしちまえば【メギドの火】の起動は防げる……そうだろう？」

「ああ、その場所とは──アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院」

「──ッ!?」

　ジャティスの言葉に、グレンとルミアが息を吞のむ。

「……さて。密ひそかに学院に仕し掛かけられた『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』は、すでに『初期起動プレ・ブート』を終えており……後は『二次起動セミ・ブート』……そして『最終起動フアイナル・ブート』の時を待つのみだ……僕の計算によると、その時限は本日の日にち没ぼつ──その時、フェジテは滅びる」

「…………ッ!?」

「グレン……今、この時に限り、僕達の利害は一いつ致ちしているはず……ここは一つ、しばらくの間、共同戦線と洒落しやれ込こまないかい？　共にこのフェジテを救おうじゃないか……」

　そう善人面をして、堂々と語るジャティスの眼は。

　どこまでも底知れない闇やみを湛たたえていた──




　──その頃ころ。

　アルザーノ帝国魔術学院、二年次生二組の教室にて。

「……な、なぁ？　俺達、いつまでこうしていればいいんだ？」

「さあね……」

　カッシュの問いかけに、ギイブルが素っ気なく応じて眼鏡を押し上げる。

　朝から一向に動かない状況に、生徒達は皆みな、一様にしびれを切らし始めていた。

「くそ……何だか街の方で派手な動きがあったみたいだけどよ……あちこち状況の移り変わりが激しくて、俺達の遠見の魔術じゃ全然、追いきれねーし……」

「……せめて、何が起きているかわかればいいのですが……」

　生徒達がやきもきしていた──その時であった。

　突とつ如じよ、学院敷しき地ち内を、大気を震ふるわせ、校舎を揺ゆらす激げき震しんが襲おそった。

　同時に、硝子ガラスが砕くだけるような壮そう絶ぜつな音が、敷地内に木霊こだまする──

「な、何事だ!?」

「今のなんだよ!?」

　その反応は、二組の教室に限った話ではない。言い知れぬ不ふ安あんに駆かられていた学院中の生徒達が皆、パニックに陥おちいりかけ、学院全体がにわかに騒そう然ぜんとし始めた。

「……ば、馬ば鹿かな……噓うそだろ……ッ!?」

　そして、ただ一人、この事態の真相を正しく認にん識しきしていたギイブルが、脂あぶら汗あせを垂らしながら硬こう直ちよくする。

「な、何が起きたというんですの!?　ギイブル！」

　真っ青になったウェンディの問いに、ギイブルが信じられないと、応じる。

「……この学院を守る結界が……破壊された」

「え？」

「設定を誤ご魔ま化かしたとか、術式に介かい入にゆうして無効化したとかじゃない。強ごう引いんに、力ずくで、破壊されたんだ……ッ！　噓だろ……そんなこと、人間にできるわけが……ッ!?」

　珍めずらしく狼狽うろたえるギイブルの言葉に、生徒達に動どう揺ようが走った……その時である。

「あ、あいつは……誰だれだ!?」

　教室の窓から外を見ていたロッドが、素すっ頓とん狂きような声を上げ……それにつられた生徒達が一いつ斉せいに、窓まど際ぎわへと集まっていく。

　すると、妙みような男が、学院の中庭の中央に、いつの間にか佇たたずんでいるのが見えた。

　白はく鎧がいとローブを組み合わせたような衣い装しようを纏まとい、右手には槍やり、左手には十じゆう字じ架かの印章が入った白き大おお盾たて。妙に前時代的な……時代錯さく誤ご感のする男だ。

　そんな古風な男の姿に、生徒達の誰もが、猛もう烈れつに嫌いやな予感を覚える。

「さて……そろそろ始まるな……」

　中庭に現れた男──ラザールは、学院校舎の時計台を見た。

　かちり、時計の長針が動き……その針がさす時刻は丁度──四時十分。

　奇くしくも、本日の学院の終業時間。

　学内にけたたましく響ひびき渡わたり、反はん響きようする終しゆう鈴れいの鐘かねの音──

　それと──同時に。

　突如、中庭に立つラザールを中心に、狂くるったような炎ほのおが渦うずを巻いて、上がった。

　それは学院の敷地内を隅すみ々ずみまで津つ波なみのように伝でん播ぱし──その後に残された炎の線が、学院敷地内を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回り──学院敷地内に超ちよう巨きよ大だいな魔ま術じゆつ法陣を編み上げていく。

　赤く、赤く、煌こう々こうと。真しん紅くの光を上げて輝かがやき始める魔術法陣。

　紅ぐ蓮れんに染まる学院。紅蓮に染まる空。

　何の前まえ触ぶれもなく演出された、まるで、この世の終わりのような光景──

「な、な、なんだ!?　なんだよこれ!?」

「い、一体、何が起こっているんだ──ッ!?」

　突如、学院に起こったその異変に、生徒達が大パニックに陥る。

　そして──

「ふむ……予定通り『初期起動プレ・ブート』に続き『二次起動セミ・ブート』も終しゆう了りよう。日没まで三時間……後は『最終起動フアイナル・ブート』の時を、待つのみ……」

　中庭の中央──現れた巨大魔術法陣の中心に、まるで王のように立つラザールが、そんなことを誰にともなく呟つぶやいた──その時であった。

「貴様ぁッ!?　この神聖なる学舎で、一体、何をやっているのだッ!?」

「流石さすがにそれは看過できんのう、どこの誰やも知れぬ君……」

　ハーレイやツェスト男だん爵しやくを筆頭とした、学院の教師・教授陣がわらわらと、泡あわを食って中庭に集まってくる。

「今、貴様が起動したその魔術が何なのか、理解しているのか!?」

「……当然。これは【メギドの火】──全すべてに等しく滅ほろびと安あん寧ねいをもたらす術だ」

　ハーレイの問いに、その男──ラザールはこともなげに答えた。

「馬鹿な……ッ!?　そんな大おお掛がかりな儀ぎ式しき魔術を、我々の目を搔い潜くぐって、いつの間に仕掛けた──ッ!?」

「恥はじなくてもよい。これは元からここに敷設されていたものだ」

「なん……だと……ッ!?」

　驚きよう愕がくするハーレイ達の前で、ラザールが淡たん々たんと告げる。

「さて、世界最さい高こう峰ほうの学舎に集つどう誉ほまれ高き賢けん者じや諸君……この学院の創設者……アリシア三世はご存じかな？」

「と、当然だッ！　四百年前、アリシア三世女王陛下が、帝てい国こくの未来のためにと、この学院を創設したからこそ、我々は日々、魔術の研けん鑽さんに──」

「そのアリシア三世こそが【メギドの火】の開発計画──『Projectプロジエクト：Flameフレイム ofオブ megiddoメギド』を打ち立てたのだよ……このフェジテを完全に地図から消すためにな」

「……は？」

　ラザールの予想外の言葉に、絶句するしかない教授と講師達。

「もっとも。当時の魔ま導どう技術不足から『Projectプロジエクト：Flameフレイム ofオブ megiddoメギド』は頓とん挫ざしたが……ここに敷設された『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』は残った。私はそれを利用したまでのこと……」

「バカな……そんなことが……崇すう高こうなる王家の者がそのようなことを……ッ!?」

　そのような虚きよ言げん、まったくもって信じることはできないが……

『遥はるか遠き後世、聖なる王の血より生まれ落ちる悪魔の化け身しんが国に災いをもたらす』

　四百年前のアルザーノ帝国女王、アリシア三世と言えば、原因不明の病による崩ほう御ぎよの間際、そんな予言を残した──という都市伝説的な逸いつ話わがある。その晩年は〝何かとてつもない脅きよう威いが空からやってくる〟という誇こ大だい妄もう想そうに囚とらわれ、発はつ狂きようしていた……とも。

　アリシア三世。アルザーノ帝国魔術学院の聡そう明めいなる創設者は──何かと不ふ吉きつな噂うわさが付きまとう、いわく付きの人物なのだ。

「くっ……ッ！　今はそんなことはどうでもいいっ！」

「この魔術法ほう陣じんを起動させるわけにはいかん！　拘こう束そくさせてもらうよ！」

　ハーレイ、ツェスト男爵を筆頭に、学院の教授・講師陣が呪じゆ文もんを唱え始めると──

「させぬッ！」

　ラザールが槍の石いし突づきで、大地を突つく。

　その衝しよう撃げきで学院中が震え──

　ラザールを中心に巻き起こる壮絶な衝撃波が、地を這はって同心円状に放射され──

「「「ぎゃあああああああああああああああああああ──っ!?」」」

　それに咄とつ嗟さの対応ができなかった教授や講師達が、嵐あらしに翻ほん弄ろうされる木の葉のごとく、吹ふき飛ばされていく──

「全ては大いなる天の智ち慧えのため──偉い大だいなる大導師様のためッ！　我が悲願、妨さまたげる者は何なん人ぴとたりとも容よう赦しやはせぬッ！　心せよッ！」

　そして、その滅びの魔術法陣の守護者ガーデイアンのごとく。

　ラザールは圧あつ倒とう的存在感をもって、そこに君臨し、全てを睥へい睨げいするのであった。

「我は、天の智慧研究会・第三団《天位》ヘヴンス・オーダーッ！　《鋼はがねの聖騎士》ラザール！　このフェジテを神の火以もちて焼く者なりッ！　それを拒こばみたくば──この我を越こえていくがいい！」

　そのあまりにも泰たい然ぜんとした宣言に、中庭の様子を校舎の窓から見守る生徒も、中庭に集まる講師や教授達の、誰もが息を吞み、ただただ圧倒される──

「くっ……魔術なしでこの威い力りよく……なんていうやつだ……ッ!?」

「やれやれ、とんでもない化け物がやってきたようだのう……ッ!?」

　先ほどの衝撃波を、反射的に展開した黒魔【フォース・シールド】の魔ま力りよく障しよう壁へきで防いだハーレイとツェスト男爵が、脂汗を垂らしながら、呻うめく。

「まずいぞ、ハーレイ君。……《鋼の聖騎士》ラザールといったかね……二百年前の六英えい雄ゆうとの関係はまったくもって不明だが……いずれにせよ、どうやら彼奴きやつは、今は小さく燻くすぶる種火に過ぎぬ【メギドの火】を守る番人ということらしい……」

「ええ、そうでしょうね。やつをなんとかしない限り、解呪デイスペルどころの騒さわぎではない」

　忌いま々いましそうに舌打ちをするハーレイ。

「古い論文によれば……【メギドの火】は『二次起動セミ・ブート』から『最終起動フアイナル・ブート』まで、かなりの時間的余よ裕ゆうがあるようですが……それまでにやつを排はい除じよし、解呪デイスペルせねば……ッ！」

「……やるのか？　ハーレイ君」

　男爵がいつになく真しん剣けんな表情でハーレイに問う。

「君も聞いたろう？　信じがたい話だが、彼奴きやつは天の智慧研究会……しかも、都市伝説とされていた幻まぼろしの最高位階、第三団《天位》ヘヴンス・オーダーだぞ？　……見たまえ」

　そして、男爵が周囲をちらりと目を向ければ……

　そこには、先ほどの衝撃波で、過半数の講師や教授達が吹き飛ばされ、為なすすべなく打ち倒たおされ、地を這って呻いている。

　辛かろうじて息はあるようだが……皆、戦せん闘とう不能だ。

「ただの一いち撃げきでこれだよ。世界最高峰の学舎に集う腕うで利ききの魔ま術じゆつ師し達が為すすべもなく………しかも、こともあろうに、魔術もなしにね」

　ツェスト男爵が痛ましそうにステッキを振ふりかざす。

　すると、傷つき倒れ伏ふした講師達が、すっと空に浮うかび上がり。

　──そのまま、幻のように消える。短距離転送魔術だ。

「とりあえず、彼らは学院の医務室に送っておこうか……セシリア先生には悪いがね」

　さりげなく超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうを披ひ露ろうしたツェスト男爵が、それを誇ほこるまでもなく続ける。

「とにかく、わかることは、だ。……恐おそらく彼奴が、我々の想像を絶する、とんでもない化け物だということだよ……ッ！」

　常に女子生徒達へ魔術を使ったセクハラ行こう為いしか考えていないツェスト男爵の、いつになく余裕のない警告に。

「ええ、理解していますよ、男爵」

　ハーレイが眼鏡を押し上げながら答えた。その眼鏡の奥の目が鋭するどく光る──

「恐らく、退くという選せん択たくが正しいのでしょうね。魔術師は騎士ではない」

「だったら……」

「だが、この学院は、魔術研究者としての私の全てなのです。別に、どこぞの三流魔術講師のように正義のため、生徒のためなどと、そんな戯たわ言ごとは言いません。ただ、私は私の物が、私以外の何者かに好き勝手されることが我が慢まんならない」

　そう言い捨てて、ハーレイがラザールへ向かって、身構えた。

「これまでの人生において、私は立ち塞ふさがる敵から逃にげず、臆おくせず、全て正面から正々堂々と打ち倒してきた……それが私の魔術師としての誇りなのです！」

「やれやれ、誇りに殉じゆんじる、か。魔術師だのう。難なん儀ぎな性格しとるよ、まったく……」

　シルクハットをかぶり直し、ツェスト男爵も一歩、前へと出て、ステッキを構える。

「いいだろう！　私も別にこの学院の男子生徒など、どうなっても構わんが、可愛かわいい可愛い女子生徒達が吹き飛ばされるのは、我慢ならんッ！　当世に名高き第六階梯セーデの力、存分に味わってもらおうか！」

　そんな男爵の欲よく望ぼう丸出しの宣言につられるように。

　その他、まだ無事な講師や教授達も戦意を漲みなぎらせ、一斉にラザールへ向かって構え……呪文を唱え始めた。

「……見せてもらおう。この国でもっとも賢かしこき者達の力を」

　それを見て取ったラザールは、悠ゆう然ぜんと盾を構える。

　次の瞬しゆん間かん。

　爆ばく炎えんが、稲いな妻ずまが、氷ひよう塊かいが、激しくラザールへと殺さつ到とうし、大地を震ふるわせた──




　──その頃ころ。

　フェジテの街を、一台の荷馬車が、疾しつ走そうしていた。

　建物の間を断続的に木霊こだまする蹄ひづめの音。激しく車輪が回る音。

　その荷馬車はフェジテの複雑に入り組んだ裏通りを、凄すさまじい小回りを利きかせながら暴走し、ひたすら北を──アルザーノ帝国魔術学院を目指す──

　その速度は、操作性は、通常の馬車馬が為せる限界を遥かに突とつ破ぱしている。

　それもそのはず、今、その荷馬車を引いている馬は──ただの馬ではない。

　青白い幽ゆう体たいの馬──人工精霊タルパの馬であった。

「……さて、いよいよ始まったようだね……」

　御ぎよ者しや台だいで人工精霊タルパの馬の手た綱づなを引きながら、ジャティスが北の上空を見上げる。

　見れば、そこ──アルザーノ帝国魔術学院の上空は、大地から立ち上る幾条もの紅くれないの閃せん光こうによって、紅ぐ蓮れん色に染まっていた。

　破は滅めつの序曲──【メギドの火】の『二次起動セミ・ブート』が、ついに始まったのだ。

「ちぃ──ッ！　だったら、とにかく、急ぎやがれッ！」

　ジャティスの吞気のんきな呟つぶやきに、荷台に立つグレンが吠ほえる。

「ははは、焦あせるなよ、グレン……」

　くいっと、ジャティスが軽かろやかに手綱を引くと。

「どぉおおおわぁああああああ──ッ!?」

　人工精霊タルパの馬車が、全く減速せず、急に直角に曲がって右折し──

「ぎゃ──────────────ッ!?」

　さらにすぐさま、再び直角に曲がって、狭せまい路地へ飛び込むように左折した。

　まるで稲妻が地を奔はしるようなジグザグ走行。通常の馬車にはありえないその変態機動。

　荷台から振り落とされたそうになったグレンが、荷台のヘリに片手で摑つかまって振り回され、情けない悲鳴を上げて……

「せ、先生っ！　手を──ッ」

　ルミアの助けを借りて、荷台の上になんとか復帰するのであった。

「……もう一度聞くが、もっと急いだ方がいいかい？」

「安　全　運　転　で　お　願　い　し　ま　す……ッ！」

　ぎりぎりと拳こぶしを握にぎり固めながら、グレンは忌々しそうに答えるのであった。

「くくく、それでいい。急せいては事を仕損じる……東方の格言さ。それよりも……」

「ああ、わかってるよ！　下がってろ、ルミアッ！」

　ジャティスの目配せに、グレンが立ち上がり、拳けん銃じゆうを構える。

　その瞬間。

　突とつ如じよ、周囲の建物の間を、無数の影かげのようなものが跳とび回り、暴走疾しつ駆くする馬車へ、問答無用に躍おどりかかってくる──

　屋根を蹴けって跳び、壁かべを駆かけ抜ぬけ、鳥のように空を舞まう、あまりにも奇き怪かいなその機動。

　そして、その影達の手にぎらりと光る、短たん剣けん、鉤かぎ爪づめ、鎌かま──様々な凶きよう器き。

　その影達の正体は──

「くそがっ！　邪じや魔まするんじゃねえっ！　『掃除屋スイーパー』どもがッ！」

　旋せん回かいする銃じゆう口こう。グレンの銃が、火を噴ふく。

　三連射された銃じゆう弾だんは、右方から襲おそいかかってきた三人の掃除屋スイーパーを撃うち落とし──

「──しぃっ！」

　旋せん風ぷうのごとく振り返りざまに、さらに二連射。

　左方から飛びかかってきた二人の掃除屋スイーパーをさらに撃ち落とす。

　だが、それと同時に──後方から建物の壁を蹴って、飛び込んできた一人の掃除屋スイーパーが、荷台の上に降り立って──

「シャアアアアアアア──ッ！」

　グレンに肉にく食しよく獣じゆうのように飛びかかり、その手の双そう剣けんを振るう。

　Ｘの字を描えがいて、網もう膜まくを灼やく銀ぎん閃せん。

「ちぃ──ッ!?」

　グレンは咄嗟に、拳銃でその斬ざん撃げきを受け流そうと身構えるが──

　──ひゅん、と風切り音。

　その掃除屋スイーパーの背後を、白き何者かが、超ちよう速そくで過よぎった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、それを追うように、はらはらと舞まい散るは無数に光り輝かがやく白い羽根──

　刹せつ那な、掃除屋は背中から血けつ華かを咲さかせて吹き飛び、後方へ転がっていく。

　見やれば、馬車と並走するように飛ぶ、剣を手にした白き天使の姿。

　ジャティスの人工精霊タルパ【彼女の御使いハーズ・エンジエル】であった。

「油断──だよ、グレン」

　手綱を繰くるジャティスが、グレンへと振り返り、薄うつすらと嗤わらって、そう言った──

　──その瞬間、グレンはそのジャティスの顔面へ向けて、発はつ砲ぽう。

「！」

　銃口から吐はき出されたその火線は、ジャティスの頰ほおを鋭く掠かすめ──

　前方低空から、ジャティスに向かって飛びかかってきた掃除屋スイーパーを、撃ち落とす。

「……てめぇもな」

「くっくっく……助けてくれるって、〝読んでたよ〟」

　事実なのだろう。実際、人工精霊タルパの馬車を操あやつるジャティスがいないと、学院に辿たどり着くまでに日が暮れてしまう。

「……いちいち、カンに障さわる野や郎ろうだ」

　楽しそうに肩かたを震わせて嗤うジャティスに、グレンは憮ぶ然ぜんとした顔で、弾だん倉そう交こう換かんを始めるのであった。

「ちっ……それにしても、さっきから掃除屋スイーパーどもの追つい撃げきがうぜぇ……ッ！　これで何度目の襲しゆう撃げきだよ!?　よっぽど、俺達を学院に向かわせたくないらしいな……ッ！」

　激流のように後方へ駆け流れる周囲の光景を見み据すえ、油断なく警けい戒かいしながら、グレンが弾倉交換を終えた拳銃を構えなおす。

「まぁ、隠おん密みつ行動を捨てて、こんな派手な動きをすれば、捕ほ捉そくもされるさ」

「もっと、マシな移動手段はなかったのかよ!?」

「やれやれ、急ぐんだろう？　恨うらむなら君達の足の遅おそさを恨んでくれ」

「うるせえ、黙だまれ」

　こんな殴なぐり合いのようなやり取りながらも、不ふ機き嫌げんそうなグレンとは対象的に、ジャティスは実にご機き嫌げんであった。

　そして──

「さて、グレン……次は、多いぞ」

　ジャティスが含ふくむように笑いながら、そう警告すると。

　馬車の行く手に、左右に、後方に。

　先ほどの攻こう勢せいとは比べ物にならない数の掃除屋スイーパー達が出現し、再び周囲の建物の間を踊おどるように跳び回って、馬車に躍りかかってくる。

　だが。

「《白銀の氷ひよう狼ろうよ・吹雪ふぶき纏まといて・疾駆かけ抜けよ》──ッ！」

　グレンが放つ呪じゆ文もんと銃じゆう撃げきが。

「さぁ、踊れ！　僕の愛いとしき彼女の御使いハーズ・エンジエル達よ……ッ！」

　ジャティスが操る人工精霊タルパの天使達が。

　嵐あらしのように襲い掛かってくる掃除屋スイーパー達を、逆に押し返し、吹ふき散らし──馬車に寄せ付けない。

　一時的に共きよう闘とうする、グレンとジャティス。

　その息は──確実に合っていない。バラバラだ。

　なにせ、二人の間には、信しん頼らいと呼べるものがまるでない。

　互たがいに背中を預けるどころか、隙すきあらば、ここで寝ね首くびをかいてやろう、背中を撃うってやろう……立ち回りの端はし々ばしに、そんな漆しつ黒こくの意思が滲にじんでいる。

　まるで、互いが互いを利用するように、降りかかる火の粉を淡たん々たんと、単純作業の如ごとく、払はらい続けるのみ。

　だが、それでも──

「ぉおおおおおおおおおお──ッ！」

「ひゃははははははははははははははははは──ッ！」

　──二人は圧あつ倒とう的だった。

　ぼろぼろ……と。

　馬車の後方彼方かなたへ、為なすすべもなく、散り転がっていく掃除屋スイーパー達。

　十じつ把ぱ一ひと絡からげの掃除屋など、彼ら二人を阻はばむ、何の障害にもならない。

　グレンとジャティスは、羽虫を追い散らすように、掃除屋スイーパー達を、落として──

　落として、落として、落としまくって──

　そして──

「──最後だッ！」

　銃じゆう声せいの咆ほう哮こうが、周囲に反はん響きようする。

　グレンの放った銃弾を受け、最後の掃除屋スイーパーが馬車から滑すべり転がり落ちていった。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　どうやら、切り抜けたみてーだな……ッ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、先生……ッ!?」

　肩で荒あらい息を吐きながら、周囲を油断なく警戒するグレンを、ルミアが気き遣づかう。

「怪け我が、見せてくださいっ！」

　そして、何の迷いも恐おそれもなく、グレンの負傷を呪文で治ち療りようし始める……戦う魔ま導どう士としての冷れい酷こくな一面を、グレンが惜おしみなく披ひ露ろうしたにも拘かかわらず、だ。

　あまつさえ……

「本当に、ごめんなさい……また、私のせいで、先生が辛つらい思いを……」

　手当てしながら、辛そうな表情で謝ってくる。

「くくく……よかったじゃないか、グレン」

「いいから、てめぇは黙ってろ。口を噤つぐめ。こっち見んな」

　含むように嗤うジャティスを、グレンはけんもほろろに一いつ蹴しゆうするのであった。

「さて……それはともかく、そろそろ終しまいか？」

　今、敵の攻勢第五波を退け、グレンは再び銃をフレームと銃じゆう身しんに分ぶん離りし、空になった回転弾だん倉そうを落とし、弾倉交換を始める。

　周囲に新たな掃除屋スイーパーの気配はない。

　どうやら、敵も完全に打ち止めらしかった。

「よし。なら、後は真っ直すぐ学院へ向かうだけだな……」

　グレンが周囲の街並みを確かく認にんすれば、そこには、激流のように流れる光景の中に、見慣れた風景が入り混じり始めているのがわかる。

（よし……ここまで来れば、学院まで後は眼と鼻の先──）

　グレンがそんなことを考えた──その時。

「……やれやれ、ここで来るか。まぁ……〝読んでいた〟けど」

　不意に、ジャティスがそんなことを呟いた……その瞬しゆん間かん。

　轟ごうッ！

　疾駆する馬車が、突如、天を衝つかんばかりの炎えん柱ちゆうに吞のみ込まれるのであった。

「なんだ──ッ!?　いきなり!?」

　咄とつ嗟さにルミアを抱だきかかえて荷台から跳び降りたグレンが、着地と共に十数メトラ程ほどの距きよ離りの路面上を、靴くつ底ぞこで削けずりながら滑っていき……

「まったく、無ぶ粋すいな女だよ……己おのれの全すべてを賭かけての打だ倒とうに値あたいする好敵手との共闘っていうシチュエーションを、僕はもう少し楽しみたかったのになぁ」

　ジャティスが、悠ゆう然ぜんと羽ばたく【彼女の御使いハーズ・エンジエル】の肩に、片手で捕つかまってぶら下がりながら、ゆっくりと地に降り立つ。

　そして、文字通り火車と化して暴走した馬車が、道行く先に一人佇たたずむ女の傍かたわらを過よぎり──近場の建物へと激げき突とつし、爆散するのであった。

「……捉とらえた。ついに……捉えたわよ、《正義》……ふふふ……ッ！」

　そんな馬車には眼めもくれず、昏くらい歓かん喜きに身を震ふるわせ、歩み寄ってくるその女は──

「イヴ!?」

　特務分室室長、執しつ行こう官かんナンバー１《魔ま術じゆつ師し》のイヴ＝イグナイトの唐とう突とつなる登場に。

　グレンは、啞あ然ぜんと目を剝くしかなかった。

「あら。久しぶりね、グレン……元気そうで何よりだわ」

　明らかに、ここで待まち伏ぶせしていたイヴが、グレンを見るなり、冷たく嗤う。

　猛もう烈れつに面めん倒どう臭くさいことになりそうな気配に、グレンが舌打ちする。

「おい、勘かん違ちがいすんなよ、イヴ……俺がこいつと行動を共にしていたのは……」

　が。

「蒙もう昧まいね、相変わらず。……すでに把は握あくしているわよ、そんなことは」

　得意げに髪かみをかき上げ、イヴは掌てのひらの上で、一つの半割れの宝石を弄もてあそんでみせる。

「それは……白しろ猫ねこに渡わたした……ッ!?　そうか、逆探知したのか!?」

「そういうこと。だから、ここで待ち伏せもできたし、貴方あなたの事情は大体、把握しているわ。だから──」

「そうかっ！　だったら、話は早い！」

　そして──

　グレンとイヴは同時に言うのであった──

「俺に協力しろ！」

「私に協力しなさい」

　──まったく、致ち命めい的なまでに嚙かみあわないことを。

「……は？　お前に協力って、どういうことだよ？　知ってるだろ？　今、俺達はフェジテに仕し掛かけられた【メギドの火】を防ぐために──」

「そんなこと、今はどうでもいいわ」

　さも当然とばかりに髪をかき上げ……

「今、私達が最優先すべきことは、特務分室の名めい誉よを貶おとしめた裏切り者──《正義》の確保、もしくは、抹まつ殺さつ。……【メギドの火】の案件なんて、二の次よ」

　イヴは信じられないことを言うのであった。

「…………」

　しばらくの間、グレンは呆気あつけに取られて……

「……お前、それ、マジで言ってんの？　状じよう況きようわかってんのか？　まさか……この期ごに及およんで、クソくだらねえ手て柄がらに固こ執しつしてんのか？」

　心底、失望したような、呆あきれたような声で、そう言った。

「俺は、かつてセラを見捨てたお前が大だい嫌きらいだ。自分の手柄のため、周りの人間を、いつも駒こまのように扱あつかう、冷酷で自分勝手なお前が大嫌いだ。だが……超こえちゃいけねえ一線だけは、決して超えないやつだって……そう思ってた」

「も、もちろん、【メギドの火】も、このまま放置するつもりはないわ！」

　すると、なぜか、イヴが突とつ然ぜん、弁明を始める。

　……まるで何かに焦あせったかのように。

「だけど！　そこの《正義》のジャティスを押さえる方が、先決よ！」

「まだ、言うか……ッ!?　ンなわけねーだろ!?　目を覚ませ！」

「千せん載ざい一いち遇ぐうの好機なのよッ！」

　肩を怒いからせるグレンへ、イヴが一いつ喝かつする。

「あのジャティスを、ついに罠わなに捉えたのッ！　この周囲一帯は、すでに私の眷属秘呪シークレツト【第七園】の領域ッ！　もう万が一にも、私に敗北はないし、逃にがしもしないッ！」

　自身の揺ゆるぎない勝利を確信した、自信に満ちた表情でイヴが宣言する。

「だから、ジャティスを料理した後で【メギドの火】を対処すればいいんじゃなくて？」

　だが──

「アホか、てめえはッ！　現実を見ろッ！」

　仇きゆう敵てきとして誰だれよりも深くジャティスを知るグレンが、それを一いつ蹴しゆうする。

「一年前、セラが死んだ事件で、特務分室の凄すご腕うで共が総がかりで、このクソ野や郎ろう一人に散々、引っ搔かき回され、何人も倒たおされたんだぞ!?　その中には、こいつ以上に強いやつも居た！　わかるだろう!?　こいつの強さは単純な戦せん闘とう能力じゃねえんだッ！」

　そして、グレンはまったく自分を曲げずに宣言した。

「今、優先すべきは【メギドの火】一択たくだ！　ジャティスに構っている暇ひまは、一分一秒たりとも無いッ！」

「うるさいわねッッッ!?　犬が私に逆らう気ッ!?」

　すると、イヴが突然、いきり立ち、グレンに喚わめき散らす。

「私ならできるッ！　私はイグナイト家よ!?　誰よりも優ゆう秀しゆうなんだからッ！　私の方がジャティスよりも強い！　だから、ジャティスを倒して【メギドの火】も対処する……そのくらい造作もないことなのよッ！　そうに決まってるんだからッッッ！」

　まるで子供のようなヒステリーに、グレンは戸と惑まどうしかなく……

「そうよ……そのくらいできなきゃ……私はイグナイトを名乗れない……ッ！　誰も私を認めてくれない……ッ！　私に生きてる価値なんてないんだから……ッ！」

　何か──イヴの様子がおかしい──明らかに。

　その細面を思おもい詰つめた形相に歪ゆがませるイヴは、ギリギリと歯を食いしばり……顔を覆おおう掌の指の隙すき間まから、それこそ焦こがすような眼まな差ざしでグレンを睨にらみつけ……

「だから命令よ、グレンッ！　私に協力しなさいッ！　ここでジャティスを倒さなければ、好機は永遠に失われてしまう！　今、この場で、ジャティスを──倒すのよッッッ！」

　その切せつ羽ぱ詰つまり、混こん沌とん色に燃える瞳ひとみは──どこか常じよう軌きを逸いつしている。

「【メギドの火】の対処を優先すべきですって!?　そんなこと──私だって、わかってるのよッッッ！　でも……それでも、私は……ッ！　私はぁあああ──ッッッ！」

「イヴ……お前……」

　グレンは気付いた。

　イヴにも、何か……あるのだろう。

　こんな状況で、明らかに間ま違ちがった選せん択たくを、どうしても取らざるを得ない……

　聡そう明めいな彼女を、そこまで精神的に追い詰めた理由が……闇やみが……あるのだろう。

　だが……グレンは……

「……諦あきらめろ、イヴ。俺はお前のことがさっぱり理解できねーが……」

　溜ため息いき一つ吐ついて、そう言った。

「今は、【メギドの火】を優先しようぜ……？」

「どうしてわからないのッ!?　今、【メギドの火】を優先すれば、ジャティスには必ず逃げられてしまうッ！　今しかチャンスはないのに……ッ!?」

「……そんなに手柄が大事か？」

「当たり前でしょう!?　イグナイトである私に、それ以外の価値があるとでも!?」

　イヴが烈れつ火かの眼で、グレンを睨みつける。

「貴方こそ、どうしてセラを殺した男と手を組んでいるわけ!?　はっ！　貴方は、その男が私と同じくらい憎にくいはずでしょう!?　なのに、なぜ──ッ!?」

「……ああ、憎いさ。本当は今すぐにも、こいつをブチ殺してやりてえよ」

「だったら、いいじゃない!?　私と一いつ緒しよに──」

「だがな……」

　イヴの指し摘てきに、グレンが目を閉じる。

　そうだ、ジャティスを殺してやりたい。セラの仇かたきを討うちたい。

　それがグレンの本音だ。ジャティスを前に平静でいられるわけがない。それが綺き麗れい事も取り繕つくろいも建前も虚きよ飾しよくも捨てた、噓うそ偽いつわりのない丸まる裸はだかの感情──

　──それでも。

　ずっと……グレンの心に、誰かの清すんだ声が、響ひびき続けているのだ。

　その声が、どろどろと闇色に淀よどみかけるグレンの心を、力強く清めるのだ。




　──そっちに行っちゃ駄だ目めです、先生。……行かないで。

　──私の……私達の知ってる先生は、そうじゃないんです。

　──戦うなら……いつものように、ただ、誰かを助けるために戦って下さい……




　違う世界に生きる自分に、そう言ってくれた、普ふ通つうの世界の少女がいたのだ。

　こんな自分の手を引いて、日向ひなたの世界に連れ戻もどしてくれた少女がいたのだ。

　その声が胸にある限り──その温ぬくもりがこの手にある限り──自分は道を間違えない。

　だから──

「関係ねえんだよ、そんなことは。……俺は、セラの仇より生徒達あいつらの方が大事だ」

「────ッ!?」

　揺るぎない、静かな意思を宿す眼で真っ直すぐ見つめてくるグレンに──イヴが怯ひるむ。

「このクソ野郎ジヤテイスとは、いずれきっちりカタをつける。だが……それは今じゃねえ」

　きっぱりと断言するグレンに。

「……どう……して……ッ!?」

　イヴが俯うつむき、肩かたを震わせ、絞しぼり出すように、問う。

「どうして、貴方は……失って、挫ざ折せつして、傷ついて、憎ぞう悪おに塗まみれて……それでもまだ、そうやって『正義の魔ま法ほう使つかい』を目指せるの……ッ!?　わ、私は……ッ！」

　イヴが……現実から目を背そむけるように、固く目を閉じる。




　──この下げ賤せんで出で来き損そこないの、無価値な女め……この私に逆らうのか？　イヴ。

　──貴様が優先すべきことはイグナイト家の名誉──それだけだ。

　──下らない理想は捨てよ。さもなくば──




　グレンとは逆に、イヴの心に響くは、地じ獄ごくの底から届くような恐おそろしい声。

　それが、イヴの心をどろどろと混沌の闇色に腐くさらせていく──

　そして──しばしの沈ちん黙もくの後で。

「……命令よ、グレン」

　不意に落ち着きを取り戻したイヴが、どこか据すわった目で、そう告げるが……

「私に協力しなさい。この場で、ジャティスを撃げき破はするの」

「断る」
















　対するグレンは、やはり、きっぱりと拒きよ絶ぜつしていた。

「……何度も言わせないで。これは命令よ。命令なの」

「断る、と言った」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　そのグレンの対応に、イヴは一いつ瞬しゆん、打ちひしがれたように呆ぼう然ぜんとする。

「お願いよ、私の言うこと聞いてよ……ッ！　貴方あなたは私の部下でしょう!?」

　もはや、命令というより懇こん願がん、哀あい願がんに近い声で、喚わめく。

　だが──

「ルミア、学院に急ぐぞ……時間が惜おしい……」

　グレンはその懇願を完全無視して、ルミアを促うながし、その場を立ち去る。

「……あっ……その……は、はい……」

　ルミアが戸惑ったようにグレンとイヴを見比べ……やがて、複雑な表情でイヴにぺこりと一礼し、グレンの後に続くのであった。

「イヴ。どうしても、ジャティスとこの場で戦いたいってなら、もう止めねえ……好きにしろ。せめて……死ぬなよ？」

「あっ……ぐ、グレン……待っ……」

　グレンに見捨てられたその一瞬、イヴは親に見放された子供のように顔を歪ませた。

　そして、その背を追うこともできず、イヴは呆然と立ち尽つくし……

「くっくっくっ……あっはははははははははは──っ！」

　悠ゆう然ぜんとグレンを見送ったジャティスの哄こう笑しようが、山やま彦びこのように反はん響きようするのであった。

「哀あわれだねぇ！　惨みじめだねぇ、執しつ行こう官かんナンバー１《魔ま術じゆつ師し》のイヴ！　あっははははははははははははは──っ！　ひゃはははははははははははははははは──っ！」

　ジャティスの腹の底からの愉ゆ悦えつの哄笑が、世界を歪ませるように響き渡わたる。

「そりゃフラれるさ！　『正義の魔法使いグレン』は人の救いを求める声に応こたえる者だ！　自ら望んで地獄に向かう者を救うのは全知全能──もはや『神ぎぜんしや』の仕事さ！」

「ジャティスゥウウウウウウウウウウ─ーっ！」

　この世の全すべてを呪のろい殺さんばかりの勢いで、イヴがジャティスを睨みつけた。

「……さて、僕がこの世で唯ゆい一いつ尊敬する魔術師、グレンの顔を立てて……最後にもう一度だけ君に警告してあげよう……」

　対するジャティスは慇いん懃ぎんに居住まいを正し、イヴにこう告げた。

「見逃してやるよ。僕の前から尻尾しつぽ巻いてとっとと失うせろ、最弱の魔術師……君は僕の敵じゃない……僕とグレンの共きよう闘とうを邪じや魔まするな……不愉ゆ快かいだ」

「な……なんですって……ッ!?　私が……最弱……？」

　その侮ぶ辱じよくにイヴの目め尻じりがたちまちつり上がっていく。

「ああ、そうだよ」

　さも当然、とばかりにジャティスは言った。

「今の特務分室の中では……君が一番弱い。より正確に言えば、最弱は《戦車リイエル》だったんだけど……つい最近、順位が変わった。今は、君が文句なしに最弱だよ。ていうか──」

　ふぅ、と。ジャティスが心底蔑さげすむように、哀れむように、イヴを一いち瞥べつして……

「……今の君……システィーナより弱いんじゃない？」

　イヴには、ジャティスの言っている意味がまるで、わからなかった。

　リィエルの戦せん闘とう能力は、特務分室内においては間違いなく上位であり、さらに、イヴの方がリィエルより実力は上だ。

　そして、当然、イヴとシスティーナの間には、天と地ほどの差がある。

　ゆえに、そんな聞き捨てならない侮辱に……イヴの目に烈火が宿り……

「この近きん距きよ離り魔術戦最強の《紅焰公ロード・スカーレツト》を捕つかまえて最弱？　死にたいようね、貴方」

　呪じゆ文もん一つ唱えていないのに、イヴの左手が激しく燃え上がる。

　それに応じるかのように、ジャティスの四方を囲むように炎ほのおの壁かべが上がった。

　眷属秘呪シークレツト【第七園】。

　指定領域内における、炎えん熱ねつ系魔術の起動五工程クイント・アクシヨンを完全破は棄きする秘ひ儀ぎ。

　この【第七園】領域内におけるイヴは、間違いなく最強であり──

　今、ジャティスは圧あつ倒とう的不利な状じよう況きように置かれているはずなのだが。

「やれやれ、仕方ない……弱い者いじめは趣しゆ味みじゃないんだが……」

　ジャティスは余よ裕ゆうの表情で、悠然とイヴに向かって両手を構える。

「……君の最弱を証明してあげるよ」

「やってみなさいッ！　できるものなら──ッ！」

　イヴが左手を振ふりかざして。

　フェジテの一角を、壮そう絶ぜつな爆ばく炎えんが上がり、激しく焦こがした──




　学院でラザールと魔術戦を繰くり広げる、学院の講師・教授陣じん。

　その学院への道を急ぐグレンとルミア。

　そして──それを他所よそに激げき突とつするジャティスとイヴ。




　──この戦局は、いよいよ佳か境きようへと差し掛かかっていた。








第五章　私のすべてをかけても









「……なかなかやるな、世界最さい高こう峰ほうの賢けん者じや達よ。賞賛しよう」

　ずん、とラザールが槍やりの石いし突づきで地を突つき、言い放つ。

「くっ……なんなのだ、この男は……ッ!?」

「……むぅ、天の智ち慧え研究会……まさかこれほどとは……」

　あれだけ大勢いたはずの講師や教授達は軒のき並なみ倒たおされ、最も早はや、残りはハーレイとツェスト男だん爵しやくの二人だけであった。

　その二人にしたって、酷ひどく負傷し、消しよう耗もうし、疲ひ弊へいしきっている。

「ええい、ならばこれでどうだッ!?　《吠ほえよ炎えん獅じ子し》──」

　ハーレイが黒魔【ブレイズ・バースト】の呪文を唱え、左手に猛もう火かを上げる。

「──《集しゆう》！」

　別の呪文が複合された瞬しゆん間かん、その猛火は小さなガラス玉のようなサイズに凝ぎよう縮しゆくされる。

　その真しん紅くに輝かがやく小さな火球に手をかざした者は、驚おどろくだろう──明らかに常じよう軌きを逸いつした熱エネルギーがその小玉に漲みなぎっているのに、まるで熱くないのだから。

　黒魔術には、その取り扱あつかう物理現象によって、主に五つの系統がある。

　活性／流動系。

　加速／加重系。

　時間／空間系。

　振しん動どう／波動系。

　集束／拡散系。

　ハーレイの専門分野は、炎熱や冷気や電でん撃げきを操作する『活性／流動系』、そして、物質やエネルギーの密度や分布を操作する『集束／拡散系』だ。

　神経質なまでに無む駄だを嫌きらい、効率を尊ぶハーレイは、とにかくエネルギー効率と最適化を重視し、最小限の魔ま力りよくで最大限の効果を得ることを好む。とにかく大量消費・大破は壊かいを嗜し好こうするセリカとは、まるで正反対の方向性に洗練させた魔術だ。

「くらえっ！」

　ハーレイの指先から高速で飛んだ小さな赤玉が、ラザールが構えた盾たてに着ちやく弾だんする。

　その瞬間、着弾点にカッと真紅の光が弾はじけ、猛もう烈れつな熱エネルギーがその一点に爆ぜる。

　一瞬、世界が終末のように灼しやく熱ねつする。

　効果範はん囲いこそ極小、見た目こそ地味、Ｃ級軍用攻性呪文アサルト・スペルの軽さと魔力消費でありながら、その一点集中の物理作用力マテリアル・フオースはＢ級に匹ひつ敵てきする──

　ハーレイの超ちよう技ぎ巧こう『集束起動』で破壊できないものなど、大凡おおよそ、存在しない──

　──はずなのだが。

　着弾点を中心に、目もくらむような七色の光がラザールから放たれて……

「素す晴ばらしい……その若さで見事な腕うでだ、魔術講師」

　渦うず巻まく熱波の中央で、ラザールは未いまだ悠然と立ち続けている。

「ちっ、これすら防ぐのか……なんなのだ、その盾は……ッ!?」

「ハーレイ君……あの盾はきっと日緋色金オリハルコン製だぞ……？」

　状況を冷静に分ぶん析せきしていたツェスト男爵が、ステッキで掌てのひらを打ちながら淡たん々たんと言う。

　日緋色金オリハルコン。真銀ミスリルに並ぶ、世界最高峰の魔ま法ほう金属だ。

「そりゃあ、並なみ大たい抵ていの攻こう撃げきは通らんだろうよ」

「いえ、それだけではないでしょうね……」

　ツェストの分析に、ハーレイも眼鏡を押し上げながら応じる。

「盾だけでは、魔術の範囲攻撃を完全には防げないはずなのです。……だが、あらゆる魔術攻撃を受けて、盾同様にやつ自身もまるで無傷……これが解げせない」

「それに、あの盾や彼奴きやつに攻撃が当たった時、いちいち発生するあの妙みような七色の光はなんなのだろうね？　何か怪あやしい……」

「吞気のんきに相談している余裕はないはずだが？」

　そんなハーレイとツェスト男爵に、ラザールが槍を構える。

「さて……また私の出番かな……？」

　それに応じて、ツェスト男爵が、ラザールに向かって、ステッキを構えるが──

「無駄だぞ、そこの伊達だて男おとこ」

　ラザールがツェスト男爵へ、槍の穂ほ先さきを向けた。

「貴様の精神支配術はもう見切った。まんまとしてやられた……まさか『敵に攻撃を行ったと錯さつ覚かくさせる』などという方法で、今まで私の攻撃をしのいでいたとはな」

「な、なんと！　残念、ついにバレたか！　攻撃を行ったつもりになって、何も攻撃しない君の間ま抜ぬけ面づらをもう少し見ていたかったのだがね……」

　そこそこ決けつ闘とう慣れしているハーレイなどの、ごく一部の例外を除き、あまり戦闘に長たけているとはいえない学院の講師・教授達がここまでラザールに食い下がれたのは……ひとえに、ツェスト男爵の功績であった。

　ツェスト男爵は、ラザールが放つ致ち命めい的な攻撃を、精神支配術で捌さばいていたのだ。さらに、彼は傷つき倒れた者を即そく座ざに遠えん隔かく転送術で、安全な場所へと退たい避ひさせている。

　おかげで、学院側に傷つき倒れた者は多いが、死人は一人も出ていなかった。

「正直、まさか、貴様らにここまで粘ねばられるとは思ってもいなかった……」

　だが、そう語るラザールに追い詰つめられた者の必死さは無い。

　あくまで上に君臨する王者の風格だ。

　その威い圧あつ感かんは、存在感はさらに増す──とどまるところを知らない。

「だが、そこまでだ。少し、本気を出してやろう！　死ね！」

　法力が漲る槍を旋せん風ぷうのように振るい、衝しよう撃げき波はを一呼吸で放つラザール。

　見上げるほど巨きよ大だいなそれは、地面を引き裂さきながらハーレイ達に迫せまり──

「くっ……《光の障しよう壁へきよ》──ッ！」

「やれやれ……こういうのは《得意じゃない》のだがねッ！」

　慌あわててハーレイとツェスト男爵が【フォース・シールド】を張るが──

　魔力障しよう壁へきと真っ向からぶつかった衝撃波は、その障壁面にびきびきと亀き裂れつを入れて──

「なん……だとぉおおおわぁあああああああああああ──ッ!?」

「ぬぉおおおおおおおおおお──ッ!?」

　ハーレイとツェスト男爵の二人を、ついに吹ふき飛ばすのであった。




「お、おい……や、やばいんじゃないの!?」

　校舎内の窓から、戦いを見守っていたカッシュが焦あせりの声を上げる。

「い、一方的じゃん!?　学院の先生達もほとんどやられちまって……ッ！　ハーレイ先生と変態男爵だけ、えらく粘ってたけど、旗色すっげぇ怪しいぞ!?」

「そもそも、一体、何が起こっているんですの!?　この学院の敷しき地ち内に突とつ然ぜん浮うかび上がった、巨大な赤い魔術法陣……ッ！　この真っ赤な空──ッ!?」

「こ、怖こわいよ……なんだか、すごく嫌いやな予感がする……」

　ウェンディとリンも抱だき合って、震ふるえている。

　彼女らに限った話ではない。クラス中が、学院中の生徒が、眼下で展開される異次元の戦いと、学院内に描えがかれた不気味な魔術法陣に、大混乱の渦か中ちゆうにあった。

　だが、そんな中で──

「うるさいな……君達、少し、落ち着けよ……」

　ギイブルだけはどこか冷めたような声で言った。

「てめぇ、落ち着けって……これが落ち着いていられるかよ!?」

　カッシュが非難がましくギイブルに抗こう議ぎするが……

「はぁ……ようやく来たか」

　応じず、ギイブルは溜ため息いき交じりにそんなことを呟つぶやいていた。

「は……来た？　……って、何が……？」

　ギイブルの意味不明な言葉に、カッシュが戸と惑まどいながら目を瞬しばたたかせていると。

「……決まってるだろ？　……真しん打うちだよ」

　ギイブルが忌いま々いましそうに鼻を鳴らして──




　──それは唐とう突とつだった。

「《……──・いざ森羅の万ばん象しようは須すべからく此こ処こに散さん滅めつせよ・虚きよ無むの果てに》──ッ！」

　突とつ如じよ、中庭に、朗々と唱えられる呪じゆ文もんが響ひびいて。

　ラザールの背後から、圧あつ倒とう的な光の波動が、視界を白く埋うめ尽つくさんばかりに迫せまった。

「──な!?　【イクスティンクション・レイ】だと!?」

　咄とつ嗟さにラザールが、それに向かって盾を構える。

　溢あふれる光の奔ほん流りゆうと、ラザールの盾が、ぶつかる。

　途と端たん、盾とラザールが、眩まばゆい七色の閃せん光こうを周囲に眩くるめく放ち始めて──

　光の奔流は、そのまま勢いを弱めていき……やがて消しよう滅めつしていった。

「げ!?　防いじまうのかよ!?　ま、マジかよ……」

　そんな、いまいち締しまらない言葉と共に、一人の青年が、一人の少女を伴ともない、その場に姿を現していた。

「ま、まぁ、いいや……」

　そして、その青年は、ラザールに向けて銃じゆうを構え──不敵に言った。

「馬ば鹿か騒さわぎは──終しまいにしようぜ？」




「グレン＝レーダス!?」

「グレン君!?」

　ハーレイも、ツェスト男爵も。

「「「「グレン先生!?」」」」

「ルミアまで……ッ!?」

　学院の生徒達も、皆みな一様に目を剝むいて、現れたその青年を注視する。

　グレンとラザールが、ついに対たい峙じするのであった──




「ちっ……これが【メギドの火】の『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』ってやつか……」

　ようやくその現場に辿たどり着いたグレンは、学院の敷地内を埋め尽くすように形成された巨大な赤い魔ま術じゆつ法ほう陣じんを一いち瞥べつし、忌々しそうに呟いた。

　そして、その中央に陣じん取どるラザールに拳けん銃じゆうを向ける。

「さぁて、単刀直入に聞くぜ？　てめぇが、これをやった今回の黒幕か……ッ!?」

「いかにも」

　グレンの問いに、ラザールが威い風ふう堂どう々どうと答える。

「天の智慧研究会、第三団《天位》ヘヴンス・オーダー、《鋼はがねの聖騎士》ラザール──この名を冥めい土どに持っていくがいい、グレン＝レーダスよ」

「へ、第三団《天位》ヘヴンス・オーダー……だと!?」

　それを聞いて、グレンの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがみ、一いつ瞬しゆん、呆気あつけに取られる。

「……くっそ、ここでそんなのが出てくるのかよ!?」

「せ、先生……ッ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ルミア！　下がってろ！　俺はなんとかこいつをぶっ倒たおして……この忌々しい『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』を解呪デイスペルしてやるッ！」

　グレンが悲ひ壮そうな覚かく悟ごを固め、ラザールにまず牽けん制せい射しや撃げきをしようとして──

「待て、グレン＝レーダスッ！」

　それを、全身ぼろぼろに傷つき、片かた膝ひざをついていたハーレイが止める。

「どうやら事情は知っているようだな!?　ならば、話は早い！　あの男が持つ盾は特別製だ、あらゆる攻撃が通らんッ！　わかるだろう!?」

「そうみたいっすね……俺の【イクスティンクション・レイ】すらも……」

「あの男は【メギドの火】を守る番人だッ！　なんとか排はい除じよしない限り、『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の解呪デイスペルどころではない！」

　叫さけんで、ハーレイが気き迫はくで立ち上がる。

「今は手を組むぞッ！　グレン＝レーダスッ！　あの男はなんとかして、我々が押さえ込むッ！　貴様はその隙すきに、『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の解呪デイスペルしろッ！」

「せ、先せん輩ぱい……ッ!?」

「勘かん違ちがいするなよ、私は貴様が大だい嫌きらいだッ！　だが、それ以上にこのような低てい俗ぞくな輩やからにこの学院を破は壊かいされる方が我が慢まんならんッ！　今は多くを問わんッ！　やるぞ！」

「その通りだッ！　ここは我々に任せたまえッ！」

　同じく満まん身しん創そう痍いのツェスト男だん爵しやくも立ち上がり、ステッキを構えるのであった。

　無論、ここでハーレイ達と協力するのはやぶさかでない。

　むしろ、若き第五階梯クインデと、名高き第六階梯セーデ──ジャティスと別れ、一人で戦うしかないと考えていたグレンにとっては、頼たのもしい限りだ。

（だが……やつのあの妙な盾たて……俺の最強の術、【イクスティンクション・レイ】まで、普ふ通つうに防いじまったんだぞ……ッ!?　攻こう略りやく法あるのか!?）

　確か、ハーレイの専門分野は、論文を読む限り、三属性系呪文だったはず。

　ハーレイの技量を疑うわけではないが、あの盾の前には、恐おそらくいかなる超ちよう威い力りよくの呪文も無意味なのではないだろうか？　それは──単純に『防ぼう御ぎよが堅かたい』というより、何らかの法則に基もとづくものなのではないだろうか？　だとしたら──

（くそ……ッ！　ここに来て、あんな厄やつ介かいな野や郎ろうが出てくるなんて……なんとか、できるのか……ッ!?　俺とハーレイ先輩達で、なんとかできるのか……ッ!?）

　攻略法がまったく見えない。突とつ破ぱ口こうがまるでわからない。

　グレンが一瞬、逡しゆん巡じゆんした──その瞬しゆん間かんだった。

「迷っている暇ひまがあると思うか？」

　不意に、ラザールの姿が霞かすみと消えて──

「──ならば、迷いを抱かかえて、死ねッ！」

「──ッ!?」

　次の瞬間、槍やりを振ふり上げたラザールが、グレンの眼前に姿を現していた。

（は、速はえぇ──ッ!?）

　グレンが拳銃で受け流そうと身構えるが──

　その槍には、見るからに圧倒的な法力が、音と極光を立てて漲みなぎっていた。

「……くッ!?　駄だ目めだッ！　もう精神支配術は通じぬッ！」

　ステッキを振るうツェスト男爵が、悔くやしげに歯は嚙がみする。

（やっば!?　これ、防ぎきれねえ──ッ!?）

　頭上に落ちてくる槍を前に、グレンが身を固くした──その時だった。

　グレンの視界を左から右へ、蒼銀の閃光が、走った。

　刹せつ那な、壮そう絶ぜつな金属音と衝しよう撃げき音が、中庭に残ざん響きようし、鼓こ膜まくを震わせる。

「──なっ!?」

　グレンが咄嗟に視線を横よこ滑すべりさせれば──

　まず、きらりと目を灼やくは、風になびいて燦さん然ぜんと輝かがやく黄金色の髪かみ。

　そこには──

「ったく、いつまで経たっても世話がやける子だな、お前は……」

　ボロボロになったドレスを纏まとったセリカが。

　その細ほそ腕うでに携たずさえられた蒼銀の剣けんが、振り落とされた槍の一いち撃げきを受け止めていて──

　そして──

「いいいいいいいいやぁああああああああああああああ──ッ！」

　──頭上から、衝撃が迫る。

　天より舞まい降りるそれは、まるで全すべてを圧殺する、蒼あおき衝撃。

　少女の姿をしたそれは、全身の発条ばねを振り絞しぼって、大剣をラザールへと振り下ろす。

　ラザールは咄嗟に盾をかざして、それを受ける──

　激げき突とつ、激音、震える大気。盾から激しく上がる七色の光。

「ちっ!?　新手か──ッ!?」

　警戒したラザールが飛び下がった。

「さて……第二ラウンドといこうか、リィエル」

「ん！」

　剣を肩かたに担かつぐセリカとリィエルが、ラザールに向き直るのであった。

「セリカ！　お前、生きてたのかよ!?」

「リィエル、無事だったの!?」

　目を丸くして、グレンとルミアが叫ぶ。

「はっ……私があのくらいで死ぬと思うか？」

　セリカが得意げに、古びた懐かい中ちゆう時計、魔ま導どう器『ラ＝ティリカの時計』を片手で弄もてあそびながらほくそ笑えみ──

「ん！　なんか寝ねてたら、治った！」

　実にいつも通りのリィエルが、がしゃりと大剣を構えた。

「この野郎、心配かけやがって……今まで連れん絡らくも寄よ越こさず、何やってたんだよ……？」

「悪いな……このポンコツの体で、無理矢理、使用した時間停止の反動が思った以上にきっつくてな……動ける状態じゃなかったんだよ……いやぁ歳としは取りたくないねぇ」

「お、おいおい……そんなんで、戦せん闘とう、大丈夫なのかよ……ッ!?」

「大丈夫だ」

　すると、不安げなグレンへ、セリカが自信ありげに言った。

　その手には、先ほどグレンの命を救った、蒼そう白はくに輝く真銀ミスリルの宝ほう剣けん。

　以前、古代遺い跡せき探たん索さくでも見た──六英えい雄ゆうが一いち翼よく《剣つるぎの姫ひめ》エリエーテの形見の剣だ。

「今の私は、あまり魔術は使えないが……私が突破口を切り開いてやろう」

　グレンが世界一尊敬し、憧あこがれる魔ま術じゆつ師しが、悠ゆう然ぜんと前に出て、堂々と剣を構えた。

「なるほど……エリエーテの剣、か」

　そんなセリカと対峙したラザールが呟つぶやく。

「お前の無敵の秘密は知ってるぞ、ラザール。日緋色金オリハルコンで作られた絶対的硬こう度どを誇ほこる盾そのものも厄介と言えば厄介だが……その厄介さの本質は、その盾の加護が、お前の周囲に形成する、エネルギー還かん元げん力りき場ばだ」

「……エネルギー還元力場？　どういうことだ？」

　すると、グレンのそんな問いに、講義だといわんばかりに、セリカは答えた。

「簡単さ。盾の力がラザールに纏まとわせる魔ま力りよく場は、あらゆるエネルギーを吸収し、光に還元して周囲に拡散するんだ。その変へん換かん率は、なんと驚きよう異いの１００％……信じがたいが、そういう法則になってるのさ。それがあいつの『力天使の盾』だ」

「はぁ!?　なんだそりゃ!?」

　返ってきたアホみたいな回答に、グレンが口をあんぐり開ける。

「エネルギーの吸収還元だと!?　しかも１００％!?　それって、つまり、どんな攻こう撃げきも魔術も、絶対、通用しねえってことじゃねえか!?」

　それが物理的な手段にしろ、魔術的な手段にしろ、あらゆる破壊とはすなわち、エネルギーに他ほかならない。

　いかなる強度の物体も、その強度を超こえるエネルギーをぶつければ、破壊できる。

　だが、その魔力場は──エネルギーそのものを還元無効化してしまうのだ。

「そんなもん、どうやって攻略するんだよ……ッ!?」

「やれやれ、この剣が何でできているか忘れたか？　グレン」

　セリカがグレンの前で、剣をかざして見せる。

　その目を刺さすような、美しき蒼銀の輝きは──

「真銀ミスリル……そ、そうか、魔力遮しや断だん物質かッ!?」

「ご名答だ」

　その刹那、セリカの姿が横ぶれに霞み消え──

「ぐああああああああ──ッ!?」

　上がる血けつ華か。

　一いち陣じんの旋せん風ぷうと共に、ラザールの背後をセリカが斬きりつけていた。

　なんと──今までほとんど無敵だったラザールへ、攻撃が通ったのだ。

「ハァ──ッ！」

「ぬぅううううううう──ッ!?」

　さらに、セリカが刹那に、上中下段、三度の神速斬撃を舞うように繰くり出す。

　ラザールが振り返りざまに槍を回転させる。

　セリカの剣とラザールの槍が──交こう錯さく、炸さく裂れつ、激突。

　剣圧が周囲を吹ふき荒あれ──ラザールの身体からだが、その衝撃で数メトラ押し下げられる。

「くっ……その動きは……その剣けん技ぎは……ッ!?」

「黒魔改【ロード・エクスペリエンス】！　あいつエリエーテの剣技を、私に憑ひよう依いさせた！」

　剣と槍を交差させ、至近距きよ離りで火花を散らしながら、セリカとラザールが睨にらみ合う。

「お前のエネルギー還元の魔力場がいくら無敵でも、それはあくまで魔力場……魔力遮断物質である真銀ミスリルの剣ならば──通る。そして、通った以上──」

　セリカが手首柔やわらかく剣を返し、刃やいばを引いて、後方へ残像しながら飛ぶ。

　その刃の引きざまに、ラザールが纏う不可視の魔力場が、切り裂さかれる。

　同時に──

「合わせろ！　ハーレイッ！」

「!?」

　セリカのそれは、あまりにも唐とう突とつな指示だったが──

「ちっ──《紅ぐ蓮れんの獅し子しよ》ッ！」

　流石さすがは、若き天才魔術師ハーレイ、それに合わせて咄とつ嗟さに呪じゆ文もんを叫さけび──

　ハーレイの左手から、ラザールへ向かって、超ちよう高熱の火球が飛ぶ。

「く──ッ!?」

　ラザールはそれを盾で受ける。

　着ちやく弾だんの瞬間、激しい爆ばく圧あつと爆ばく炎えんがラザールを包み込んで──

「……ぬぅうう……ッ!?」

　爆炎が晴れれば、やはり、ラザールはしっかりと二本の足で立っていたが……その衣い装しようの端はし々ばしが、焦こげて、煙けむりが上がっていた。

　今まで、ひたすら無敵で無傷だったラザールに……呪じゆ文もん攻こう撃げきが通っていたのだ。

「……そういうことか!?」

　その瞬間、グレンも、ハーレイも、ツェスト男だん爵しやくも、はっきりと悟さとった。

「魔力遮断物質である真銀ミスリルを魔力場に通せば、その一いつ瞬しゆん、確実に魔力場は乱れる！」

「……その一瞬のみ、エネルギー還元率１００％が、無敵が、崩くずれるわけか」

「つまりセリカ君が、魔力場を切り裂くのに合わせれば、我々の攻撃も通る……」

「ご明察だ。理解が早くて助かるよ、世界最さい高こう峰ほうの学舎に務める賢けん者じや諸君」

　セリカがにやりと笑い……

「ん！　わたしにはよくわからないけど！　とにかく、セリカの後に、あいつを攻撃すればいいってこと!?」

「ああ、うん……まぁ……お前はそれでいいよ」

　そして、妙みように優やさしげな目で、セリカは隣となりのリィエルの頭をなでるのであった。

「ちっ……確かに理り屈くつではそうだ。だが、我が槍そう術じゆつを前に、そう簡単には──」

　ラザールが忌いま々いましげにそう言って、再び槍を構えなおした──

　その刹那──

「そう簡単には？」

　──セリカの姿が再び霞かすみと消えて。

　蒼銀の稲いな妻ずまと化したセリカの剣が、ラザールの視界の端はしを、鋭するどく跳はねる。

「ちぃっ！」

　それを辛かろうじて盾たてで受け止めるラザール。

　足を止めず、セリカはラザールを剣で激しく攻せめ立てる──猛もう攻こうだ。

　一陣の旋風のように、ラザールの死角から死角へ神速移動し、剣を舞わせる。

　断続的に剣と盾と槍やりがぶつかり合い、喰くらい合い、凄せい絶ぜつな火花が咲さき続ける。

　あの猛攻を捌さばききるラザールの技量も人外だが、ならば、セリカエリエーテの剣技は神域。

　セリカは、完全にラザールを圧あつ倒とうしていた──

「ふっ。そういえば、お前、あいつエリエーテに剣の勝負で勝ったことあったか？」

「ぬぅううう──ッ!?」

「灸きゆうを据すえてやる、ガキ。観念しろ」

　忌々しげに歯は嚙がみするラザールへ凄すごみつつ、セリカは槍を受けて、剣を流し通し──

　ラザールと鋭くすれ違ちがいざまに、還元力場を切り裂く。

　その刹那──

「いいいいいいやぁああああああああああああああああああああ──ッ！」

　なんの迷いも恐おそれもなく、その小さな体たい軀くを弓なりにしならせたリィエルが、ラザールの懐ふところに飛び込んで──全ぜん霊れいの発条を乗せて大たい剣けんを剛ごう閃せんする。

　その超ちよう衝しよう撃げきを、一時的に還元率の落ちた力場は防ぎきれず──

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　ラザールが蹴け飛とばされたボールのように吹き飛んでいった。

「す、すげぇ……」

　ラザールを圧倒するセリカも人外だが、あんな刹せつ那なの隙すきに攻撃を合わせられるリィエルも充分人間をやめている。

　なんて連中だ……グレンが呆ぼう然ぜんとしていると。

「グレン！　ラザールは私達で引き受ける！　お前は『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』を解呪デイスペルしろッ！」

　ラザールを相手に油断なく立ち回りながら、セリカが叫ぶ。

　見れば、リィエルがラザールを吹き飛ばしたため、今や『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』は、確かにがら空き状態……絶好の好機だった。

「……できるな？　グレン」

「ああ！」

　力強く頷うなずき返して。

　グレンが、『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』へと向きなおるのであった──




　周囲には焦げ臭くさい臭においがもうもうと漂ただよっている。

　周辺の建物は無残に焼け焦げ、あちこちが激しく炭化。

　そんな燃えさしのような世界の中心に──

「…………」

　全身が激しく焼け焦げた姿のジャティスが蹲うずくまっていた。

　その身体の炭化度は激しい。ここまで炭化していると、自己治ち癒ゆ能力を増幅エンハンスさせて傷をいやす治ち癒ゆ魔術では、回復はとても叶かなわない。

　ゆえに──致ち命めい傷しよう。もう助からない。ジャティスの命運はここに尽つきたのだ。

「……はっ！　弱っ……」

　そんな終わったジャティスへ、嘲ちよう弄ろうするような声が浴びせかけられる。

「何それ？　さんざんばら、大口叩たたいておいてその程度なわけ？」

　イヴが、ジャティスとの距離を十数メトラ開けて、悠然と佇たたずんでいる。

　挑ちよう発はつするように前へと差し出された掌てのひらには、輝かがやくような炎ほのおが宿り、揺ゆらめいていた。

　──イヴとジャティスの戦いは、終始、一方的だった。

　何しろ、イヴはすでにこの一帯に張った眷属秘呪シークレツト【第七園】の領域内に、ジャティスを捉とらえていたのだ。

　この領域内において、猛もう烈れつな威い力りよくの炎を、呪文詠唱スペリングなしで手足のように操あやつれるイヴの攻撃は、ジャティスのあらゆる攻撃に先んじることができたのだ。

　イヴの炎は、容よう赦しやなくジャティスを焼き続け──今はこの有様だった。

「ほら？　なんか言ったらどう？　負け犬」

「…………」

　対するジャティスは──無言。最も早はや、口を利きく力もないらしい。

「はぁ……何よ、私、バカみたい。必死になっちゃって……やっぱり、グレンみたいな三流の使えない駄だ犬けんなんていらなかったのよ、まったく……」

　そして、イヴはとどめを刺そうと、大熱量の特大炎を、その手に漲みなぎらせる。

「まだ、日にち没ぼつまで充じゆう分ぶん余よ裕ゆうがあるわね。ジャティスを始末して……急いで学院の方も対処する……うん、完かん璧ぺき。これでイグナイト家の完全勝利だわ！」

　確定した勝利に、ご機き嫌げんそうにイヴは笑う。

「これで少しはグレンも、私を──」

　イヴがその手の炎を、ジャティスに振ふるおうとした──その時だった。

「くっくっくっ……」

　……突とつ然ぜん、虫の息のジャティスが低く嗤わらい始めた。

「……何よ？　負け惜おしみ？　それとも遺ゆい言ごん？　聞いてあげないけど」

「……いや、何、その、ね……」

　醜みにくく焼け焦げた顔で、ジャティスがイヴを睨む。

　そのあまりにも直視に絶えない凄せい絶ぜつな瞳ひとみに、イヴの背中に悪お寒かんが走った。

「実は僕も昔と比べて随ずい分ぶんと丸くなってね……グレンが、君のことを随分と気にかけていたから……実は、このままグレンに免めんじて、本当に君を見逃してあげてもよかったんだ」

「……は？」

　まったく予想してなかった言葉に、炎を放ちかけていたイヴの手が止まる。

「実際、僕にとって君は取るに足らない、道みち端ばたの石ころにも劣おとるカスだからね……君なんか生きてようが死んでようが、どうでもよかった。だが……君は、よりにもよってこの僕に対して……決して言ってはならないことを言った……ッ！」

　そのあまりもの威い圧あつ感かんに思わずイヴが一歩、二歩と下がる。

　こんな瀕ひん死しの男を相手に、なぜ──？　そんな戸と惑まどいを抱いだきながら。

「……気が変わった。君は──殺す。その無む駄だに肥大化した無意味な自尊心プライドを完かん膚ぷなきまで、へし折って、惨みじめったらしく地べたを這はいつくばらせて殺してやるよ……きひひひ……ッ！　ひゃはははは、はははははははははははは……ッ！」

　がくがくと壊こわれた人形のように立ち上がるジャティス──不気味な動きではあるが、やはり、どこをどう見ても瀕死なだけの男に、イヴは冷ひや汗あせが止まらない。

（な、に……なんなの……この男……ッ!?　ただの強がりにしては……ッ!?）

　あのギラギラ輝く壊れた狂きよう気きの瞳が──とても、恐ろしい。

（な、何、弱気になっているの、イヴ!?　貴女あなたの勝利は揺るぎないじゃない！　【第七園】は依い然ぜん、問題なく機能してる！　こいつが何をしようが、それに先んじて、私はこいつを焼ける！　有利なのは私！　勝つのは私でしょう!?）

「さぁ、イヴ……予言しよう……」

　ジャティスがゆっくりと、半分炭化した腕うでを、ぼろぼろ崩しながら動かす──

「今、君はこんな僕に恐きよう怖ふを感じ……心の底では警けい戒かいし、撤てつ退たいを選せん択たくしたかった……」

「……う、うるさい……ッ！」

「だが、君のなけなしのプライドがそれを許さない……」

「黙だまれぇえええええええええええ──っ」

　イヴがその場で地を蹴けって跳ちよう躍やくする。

　そのしなやかな身体が、天高く空を舞まい──

「そう、君は、僕がなんらかの罠わなを仕し掛かけていると警戒し、その場を飛び離はなれ──」

　そして、イヴは近場の建物の屋根の上──イヴが動くより先に、ジャティスがちらりと流し見た場所──へ飛び乗り──

「──そこから、僕へ必殺の念を込こめた炎を……放つ」

「くたばりなさいっ！　この死にぞこない──ッ！」

　イヴが左手を頭上に掲かかげ、その手に圧倒的な炎の渦うずを漲らせ──

「〝読んでいた〟よ」

　──その手を、振り下ろした。

　…………。

　イヴの巻き起こした炎が、ジャティスを骨まで焼き尽くす──その筈はずだった。

　だが、炎の代わりに巻き起こった、赤、は……

「……えっ？」

　イヴはその一瞬、自分の目に何が映っているのか、まるで理解できなかった。

　気付けば──自分の左ひだり腕うでが──肘ひじの先から、ない。

　ぼたぼたと赤いものが、肘の先から零こぼれ落ちている。

　呆ほうけていたその数すう瞬しゆん後、どさ、と鈍にぶい音が眼下で響ひびいた。

　腕だ。自分の左腕が、肘から先が、道路の上に落ちている。

「あ……？　……あ、ああ……？」

　やがて……その残ざん酷こくなる現実を認にん識しきしたイヴは……

「ぁああああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　絹を引きさくような絶ぜつ叫きようを、惨めったらしく上げるのであった。

「……別に大したことじゃないから、この手品の種明かしするとね」

　屋根上で腕を押さえ、子供のように泣き喚わめくイヴへ。

　眼下のジャティスが、淡たん々たんと説明する。

「今、君の腕を落としたのは、人工精霊タルパ【見えざる神の剣スコトーマ・セイバー】──疑似霊素粒子パラ・エテリオンで構築した質量ゼロ、不可視の刃やいばさ……」

　見やれば、頭上の何もない空間を、イヴの鮮せん血けつが斜ななめに伝い落ちている。

　確かに、そこに見えない刃のようなものが浮ういているのが……わかる。

「それを、僕の数秘術による行動予測で、予あらかじめそこに配置しておいたというわけさ……君の左手が落ちるような位置にね……まぁ、小こ技わざだね」

「……す、数すう秘ひ術じゆつですって……ッ!?」

　数秘術。魔ま術じゆつ学院の必修科目にも数えられており、『既き存そん情報を組み合わせた結果、予想される未来を観測する』魔術学問である。だが、その精度の低さから、近代の魔ま術じゆつ師しにはあまり重要視されるものではなく『数を使った占うらない』というのが、学会の見解だ。

「だが、僕はそうは思わなかった。数秘術こそ世界最高の力。極きわめれば、この力で観測しえない未来や事象などあり得ない……かつて、僕はそう思ったんだ」

　不可視の剣に、予知に近い行動予測。

　その相あい性しようのなんと凶きよう悪あくなことか──相手の動きを読みきり、不可視の剣を予め戦場に配置しておくだけで、相手は勝手に自じ滅めつ、絶大な威力を発揮するだろう──

「って、そんなことできるわけないでしょ!?　人間には自由意思というものが──」

「その人間の意思や感情すらも、脳内電気信号と生体化学反応の集積。そう考えれば、数値化できないはずはない。ならば数秘術によって人の未来は予測可能──違ちがうかい？」

　そう語られる言葉は──なぜか眼下からではなく、イヴの背後から聞こえた。

「この〝僕の目に映るあらゆる事象・現象・具象を数値化・数式化して取得する〟……これが、僕の固有魔術オリジナル【ユースティアの天てん秤びん】さ」

「……え？　……う、噓うそ……」

　恐おそる恐るイヴが振り返れば……屋根の天てつ辺ぺん付近に、無傷のジャティスが、実に穏おだやかな表情をしながら、優ゆう雅がに帽ぼう子しを弄いじりつつ、佇んでいる。

　反射的にイヴが眼下を再び見れば……半ば炭化したジャティスが、光の粒子となって砕くだけ、風に吹ふき散らされていく光景があった。

（あ、あれは人工精霊タルパ!?　そんな……私が今まで相手にしていたのは……ッ!?）

　完全に一いつ杯ぱい食わされた。

　イヴは奈な落らくへ自ら飛び込んだような浮ふ遊ゆう感かんと絶望感に囚とらわれてしまう。

「く──ッ!?」

　イヴはそれでも一いつ矢し報むくわんと、弾はじかれたように振り返りながら、背後のジャティスへ右手を向けるが──

　ざく。今度はその右掌に、見えない何かが突つき刺ささって、血が盛せい大だいに噴ふき出した。

「っぁああああああああああああああ──ッ!?」

「さて、話は変わるが……特務分室の連中はね……皆みな、とても強いんだ」

　イヴの悲鳴などどこ吹く風で、ジャティスは陶とう酔すいしたように語り始める。

「例えば、《星》のアルベルト……彼は復ふく讐しゆう鬼きだ。正義を尊びながらも、己おのが底に潜ひそむ昏くらき憎ぞう悪おで身を焦こがしつつ、己が仇きゆう敵てきを延々と追い続ける……彼は死んでも己が歩を止めることはないだろう……報われない茨いばらの道を行く聖者……まさに彼がそれだ」

　ジャティスが人差し指を立てる。

「例えば《法皇》のクリストフ……彼は真の忠義に生きる者だ。彼は女王陛下に己が心臓を捧ささげ、陛下のためなら死んでも惜しくない……捻ひねりはないが、実に厄やつ介かいな相手さ」

　さらに中指を立てる。

「例えば《隠いん者じや》のバーナード……彼は究極のスリルジャンキーだ。彼には争いのない平和な世界は退たい屈くつだ。常にスリルを。生と死の狭はざ間まにいないと、生きている実感を得られない……彼はきっとどんな地じ獄ごくも笑って踏とう破はするんだろうね──無論、死ぬまで」

　さらに薬指を立てる。

「例えば《戦車》のリィエル……実は、人形同然の彼女は、君と同様、とるに足らない雑魚ざこだと思っていた。でも、最近、彼女は人として成長し、己おのれが命をかけるに値あたいする、かけがえのない何かを手に入れつつあるようだ……それはきっと、魔術師としての彼女に新しい力を与あたえるだろう……まぁ、これからの成長に期待かな？」

　さらに小指を立てる。

「そして、《愚ぐ者しや》のグレン……ああ、彼は……くくくっ……これは語るまでもないなぁあああ──ッ！　本当に彼は素す晴ばらしいッ！　計算外イレギユラーの塊かたまりだよッ!?　イヴ、君もそう思うだろう!?　ひゃっはははっははははははははははははは──っ！」

　最後、親指を立てたジャティスは、もう絶好調のようであった。

「彼らのような真なる魔術師──己が真実に基もとづき、行動する連中はね……時折、僕の行動予測を大きく超こえる……理論計算上ありえない数字をはじき出すんだよ……まぁ、月並みだけど、運命を超えるのは『人の強き意思』だと、そういうわけらしい。だから、彼らは素晴らしく、そして脅きよう威いなんだ。さて……」

「ま、まだよ……ッ！　まだ終わっていない……ッ！」

　イヴが、負け惜しみのように叫さけび、屋根上から飛び降りる。

　着地と同時にその場から跳とび下がり、ジャティスからとにかく距きよ離りを取ろうとして──

　ぶしゃ。突然、イヴの右大だい腿たい部ぶと左足首の腱けんが深く裂さけ、血が噴き出した。

　また、予め配置されていた、ジャティスの人工精霊タルパ【見えざる神の剣スコトーマ・セイバー】であった。

「……あ……」

　身体を支える力を完全に失って、がくりと崩くずれ落ちるイヴ。

　今度こそ、心が完膚なきまで折れてしまったか、イヴの目から全すべての感情が消える。

　もう、いつもの自信に満ちた不敵な姿など、どこにもない。

　腕を失い、打ちのめされ、追い詰つめられ、死の恐怖に震ふるえる哀あわれな女が、そこにいた。

「さて……戦い始めてからこっち、まったく僕の行動予測通り、何一つ外れず滑こつ稽けいに踊おどってくれた、イヴ……君に一つ問おう」

　屋根のヘリに立って両手を広げ、眼下のイヴを見下ろすジャティス。

　その姿はまるで法ほう廷ていで罪を裁く裁判長のような風格だった。

「君は一体、なんなんだ？　君の魔術師としての在り方は？　君はなんのために魔術師をやってる？　さぁ、答えてくれよ、最弱の魔術師……」

「わ、私は……」

　完全にジャティスの存在感に吞のまれ、イヴは怯おびえたように、ぼそぼそと答えた。

「い、イグナイト家の……名めい誉よの……そうよ、イグナイトのために……ッ！」

　途と端たん。

「はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……やっぱり僕の見込み違いか……この期ごに及およんで、そんなくだらない答えしか出ないなんて……君には心底がっかりだよ、イヴ。あの時、システィーナを救った時に見せた輝かがやきはどこに行ったんだい……？　まぁ……いい」

　ジャティスはイヴにはもう興味を失ったとばかりに、盛大な溜ため息いきを吐ついて……

　そして……

「判決を下そう。イヴ＝イグナイト、君は死し刑けいだ」

　そんな冷れい酷こくな言葉に、イヴがびくりと肩かたを震わせ、身を縮めた。

「僕は弱者と愚者には寛かん容ようさ……彼らはその己が矮わい小しようさゆえに、真の正しさというものを理解できない……だが、それは仕方のないことなのだけれど……」

　ジャティスは突とつ如じよ、昏い憎悪と憤ふん怒ぬに燃える目を、イヴに向け──

「だが、君は……グレンを侮ぶ辱じよくしたッ！　絶対に許せないッ！　許せるものかッ！　君のごとき矮小で愚おろかな弱者が、グレンを貶おとしめるなど万ばん死しに値するッ！　情状酌しやく量りようの余地なしッ！　死ねッ！　僕の絶対正義が君を裁くッ！　判決は死刑だッ！　死刑死刑死死刑死刑刑死刑死刑ッ！　死刑ぃいいいいいいいいいいい──ッ！」

　両りよう腕うでを振ふるい、その手て袋ぶくろから大量の疑似霊素粒子パラ・エテリオン粉末パウダーがばらまかれる。

　そして、ジャティスの背後に、徐じよ々じよに形を取って現れるは──左手に黄金の剣、右手に銀の吊つり天秤、背中に七つの翼つばさを頂いた女め神がみの姿──

「具現コールッ！　人工聖霊イド【正義の女神レデイ・ジヤステイスユースティア】──裁けよ我が神、かの愚者をッ！　いざ、天てん誅ちゆう──死刑執しつ行こうッッッ！」

　翼を広げ、剣を掲げ──偽いつわりの女神が、ここに顕けん現げんして──

「……あ、ああ……ああああああ……」

　もはや、身動き一つとれないイヴは、迫せまりくる破は滅めつを前に、ただ、滂ぼう沱だしながら、呆ぼう然ぜんとするしかなかった──




　──その時だった。

　フェジテ上空を──一条の閃せん光こうが、疾とく、鋭するどく切り裂いた。

　それはまるで銀天を駆かけ流れる、一筋の流れ星。

　全てを刺し穿うがち、貫つらぬくべしと意思通う、美しくも苛か烈れつな、雷らい槍そうの一いつ閃せん──




「──ッ!?」

　咄とつ嗟さに身を引いたジャティスの頭部を、その極光の雷らい閃せんが掠かすめ──過ぎる。

　集中が途と切ぎれたため、形を失って、霧む散さんする偽りの女神。

　そして、一呼吸遅おくれて届いた、空気を裂く音と衝しよう撃げき波はが、辺りを激しく吹き抜ぬけ──ジャティスの肌はだを震わせ、そのフロックコートをばさばさと激しくなびかせた。

「ちっ……」

　ジャティスは、その雷閃が飛来してきた方角を、忌いま々いましそうに見み据すえる。

　その視線が、遥はるか虚こ空くうの先を駆ける──

　遠くに見える高き建物の──否いな、それより遠く、その先。

　さらに、奥に遠く見える尖せん塔とうの──否、それよりも遠く、その先。

　さらに、さらに遠く見える丘おかの──否、否、それよりも遠く、遠く、その先──

　フェジテの果ての果ての最さい奥おう──地平線と同化した、彼かの地。

　沈しずみかけた紅くれないの陽ひで、赤昏く燃え上がるフェジテ城じよう壁へきの上。

　魔術的に強化されたジャティスの視覚が──そこに佇たたずむ、人ひと影かげを捉とらえた。

「まさか……ここで、君が来るなんてねぇ……ッ!?　〝読めなかった〟……ッ！」

　彼の者の、激しい風になびく長い髪かみ、威い風ふう堂どう々どうたる佇まい、鷹たかのように鋭い目。

　ジャティスに向かって真っ直すぐ伸のばされた左手の指。

　その男の名は──……




　一方、ラザールとセリカ達が、激げき突とつする前で。

「……ひゅう」

　解呪デイスペルのために『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の分ぶん析せきを続けていたグレンは、思わず口笛を吹いていた。

「どうしたんですか？　先生」

「いや、ラッキーだ……と思ってな」

　グレンの傍かたわらに寄り添そうルミアの問いに、グレンがにやりと笑って応じた。

「この『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』……いかにも巨きよ大だいで複雑だが、全っ然、大したことねえ……後付けのプロテクト術式も一いつ切さいねえ……俺の腕うでと残存魔ま力りよくで、充じゆう分ぶん解呪デイスペルが可能だ！」

　そう言って、グレンは安あん堵どしたように息を吐つく。

「そ、そうなんですか……？」

「ああ。絶対、お前の『異能』を使うことになるだろうって踏ふんでたからよ……ほら、皆が校舎から俺達のこと見てるだろ？　いざ、事に及ぶ時、幻げん術じゆつでお前の姿を隠かくさなきゃなって、思っててさ……」

　ルミアの異能──『感応増幅者』。

　この力を受ければ、先刻、ジャティスが『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』を解呪デイスペルしたように、解呪デイスペル魔ま術じゆつを超ちよう強化して、いかなる複雑な術式をも強ごう引いんに解呪デイスペルできるだろう。

　だが──この国においては、歴史的になぜか『異能者』に対しての偏へん見けんと迫はく害がいが強い。

　下手へたに人前で異能を披ひ露ろうしてしまえば──ルミアは学院という居場所を失ってしまうかもしれない。

　だから、異能を使わずに、丸く収まるならそれに越こしたことはないのだ。

「やれやれ……ほっとしたぜ……」

　そう返して、グレンは懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出して見る。

（時間は……？）

　まだ時間は充分に残されている。日にち没ぼつまで、まだ一時間以上もある。

（……ラザールとの戦せん況きようはどうなった……？）

　遠見の魔術を起動して、中庭の様子を見る。

　流石さすがに、長引く戦いにセリカの動きが悪くなってきている。だが、リィエルと、ハーレイと、ツェスト男だん爵しやくがセリカを援えん護ごし、戦況はまだ拮きつ抗こう状態で安定している。

　あれなら、もうしばらく放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶだろう。

（……イヴ……あいつは無事か……？）

　結果論からすれば……イヴが正しかったのかもしれない。二人でジャティスを倒たおしてから、【メギドの火】に対処……それがベストだったのかもしれない。

　だが、『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の解呪デイスペルが、グレンの想定外に簡単だったからそう思うだけで、あの時点では、自分の判断の方が確実に正しかったはずだ。

　だが……今は考えていても仕方ない。『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』に集中せねば。

　解呪デイスペルしようとして、うっかり起き爆ばくさせました、では洒落しやれにもならない。

　だが、それでも──

（……終わったな）

　グレンは今回の事態の収束を実感した。

　後は、このくそ忌々しい『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』を解呪デイスペルしてやるだけ。

　それで、万ばん事じが解決する。

　昨晩からずっと、色々と苦労させられてきたが……これでようやく全てが解決するのだ。

「よっし！　最後の締しめだ！　いっちょ、気合入れてやってやっか！」

　ぱん、と自らの頰ほおを両りよう掌てで挟はさみ打ち、グレンはナイフを取り出し、左手首を浅く切る。

「《原初の力よ・我が血潮に通いて・道を為なせ》！」

　黒魔【ブラッド・キャタライズ】を唱え、己おのれの血を魔ま術じゆつ触しよく媒ばい化、その血を指先に伝わらせ、その指を『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』につけようとして──

　どくん……不意に、グレンの心臓が一つ、大きく跳はねる音。

　それは……本当に突とつ然ぜん、ぶくりと浮うかぶ泡あわのように、グレンの心を襲おそったのだ。




　──なんか……都合、良過ぎね？




「……先生……？　どうしたんですか……？」

　血の滴したたる指を構えたまま硬こう直ちよくしたグレンを、ルミアが心配そうに見つめる。

　だが、今のグレンにそんなルミアの言葉は届かない。

　今、グレンの中では、とある懸け念ねんが、どろどろと渦うずを巻いていたのだ。

（……本当に……この『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』を解呪デイスペルして……この一連の事件は解決なのか？　本当の本当に、そうなのか……？）

　すっきりしない。何かが気持ち悪い。嫌いやな予感がする。

　例えば……誰だれかが人知れない闇やみの中から、今の自分達を見み世せ物もの小屋の道どう化けでも見ているかのように見つめ、嘲あざ笑わらっているような……そんなイメージ。

　どうして、そんな否定的な印象が、頭からまとわりついて離はなれないのか──

（………………………）

　グレンは──考える。

（……思えば、今回の一件──最初から何もかも、変だった……）

　今回はフェジテを救うことを第一目的としたジャティスが、ルミアを攫さらって、わざわざグレンを、強ごう引いんに舞ぶ台たい上に引きずり上げたこと。

　レイクやジンのような強力な手て駒ごまを持つラザールが、最初はあんな中ちゆう途と半はん端ぱな戦力で、アルフォネア邸ていを襲い、グレンへ脱だつ出しゆつの隙すきを与あたえたこと。

　ジャティスが『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』を解呪デイスペルして回ったのはいいのだが、よくよく考えれば……この肝かん心じん要かなめの『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の解呪デイスペルを、一番最後に後回ししたのも妙みようだ。

　おまけに、ルミア殺害のための、やけっぱちの自じ爆ばくテロ……その割には、ラザールは狂きよう人じんの類たぐいではなく、理性的だ。おまけにルミアへの反応も、薄うすい。

　都合よく余った時間。都合よく余よ裕ゆうある戦況。

　そして──何よりも。

（この『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』……なんで、解呪デイスペルにルミアの『異能』が必要ないんだ!?）

　おかしい。それだけは、絶対におかしい。

　元々、簡単に解呪デイスペルできる術式だったのかもしれない。あまりにも機能が高度で複雑な術式は、そのデリケートさゆえに解呪デイスペルが容易たやすいことは多い。

　だが、だったら簡単に解呪デイスペルされないよう、何重にも後付けプロテクト術式を重ねておいて然しかるべきだ。ましてや、こんなに周しゆう到とうな計画を立てているのであれば。

　事実、『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』の解呪デイスペルには、ルミアの『異能』が必ひつ須すだったのだ。

　なのに……なぜ、肝心要の『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』だけは、こんなに簡単に解呪デイスペルできるのか。

　まるで、ほどよく舞台の中心に追い立てられ、『お膳ぜん立だてはしたよ、さぁ、後は脚きやく本ほん通り解呪デイスペルしなさい』……と、言われているようではないか。

「……………………」

　グレンの手は止まったままだ。動く気配を見せない。動かせない。

（……馬ば鹿かな……一体、俺は何を深読みしてんだ……）

　グレンは『二次起動セミ・ブート』済みの『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』を、もう一度見る。

（こうして、事実、【メギドの火】が『最終起動フアイナル・ブート』に向けてカウントダウンしてやがる……これを日没までに解呪デイスペルしねえと、フェジテは吹ふっ飛んじまうんだぞ？　だったら、解呪デイスペルするしかねえじゃねえか！　一体、俺は何を迷っているんだ……ッ!?）

　そうだ、解呪デイスペルしてしまえ。それで全すべてが終わる。

　終わるに決まっている。ゴールはすでに見えているのだ。

　何もかもが丸く収まるゴールが、すぐそこにあるのだ。

　だから──

「俺は──ッ！」

　グレンはその『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』を──




「……ど、どうしたんだろ、先生……」

　中庭の様子を、教室から窓越ごしに、固かた唾ずを吞のんで見守る生徒達が呟つぶやく。

「さ、さっきから、先生……全然、動きませんわね……？」

「遠とお耳みみの魔術で聞いてたんだけどさ……戦いをアルフォネア教授達に任せて、先生はあの魔術法ほう陣じんを解呪デイスペルするんだよな……？」

「ああ、あの法陣……信じられねえけど……【メギドの火】なんだよな？　時間にはまだ少し余裕あるみたいだけど……早く解呪デイスペルしないとヤバいんじゃないのか……？」

「せ、先生……ッ！　早く解呪デイスペルしてくださいよっ！」

　最も早はや、居ても立ってもいられなくなったのだろう。

　カッシュも、ウェンディも、セシルも──皆みなが、にわかにざわめき始める。

「…………」

　ただ、ギイブルだけが、無言でグレンの背中を遠く見つめていた。




　グレンは、自分の背中に、校舎内の生徒達の動どう揺ようが伝わってくるのを感じていた。

　生徒達も魔ま術じゆつ師し、今の学院がどういった状じよう況きようなのかくらい、把は握あくはしているだろう。

　何も行動を起こそうとしないグレンに──その背中に集まる視線に、焦しよう燥そうや苛いら立だちが乗り始めてきているのもわかる。だが、それでも──

「くそ……」

　グレンは──まったく動かなくなってしまった。動けなかった。

「先生……どうかしましたか？」

　ルミアもグレンの傍そばに屈かがみ、グレンの横顔を見つめる。

　ただ、グレンはぼんやりとした目で、『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』を見つめているだけだ。

「ルミア……俺は……」

　どうしても、解呪デイスペルの前にやりたいことが──一つあった。

　それをしなければ、グレンはとても動けなかった。

　だが、それを行えば……

「…………」

　グレンは、その法陣の規模から、その目もく論ろ見みに必要な魔力容量キヤパシテイと意識容量メモリを概がい算さんする。

　そして、周囲の校舎を見回す。

　……多くの生徒が、窓越しに、中庭の様子を、やはり固唾を吞んで見守っている。

　これは確実に……誤ご魔ま化かせない。

　自分の魔術師としての技量では……それを片手間にフォローする余裕は皆かい無むだ。

　ルミアも、それを行使している間は、魔術が使えないらしいから、無理。

　ならば、速そつ攻こうでラザールを倒すしかないのだが……あのラザールの粘ねばりから察するに、後、数分やそこらで終わる戦いには、決してならないだろう。時間がない。そんな賭かけに学院中の生徒達を巻き込むわけにもいかない。

　つまり──

（……いいのか!?　……本当に、それでいいのか!?）

　──とある結論に達してしまったグレンの表情が、苦く悩のうに歪ゆがむ。

（それをやってしまえば……もう、取り返しがつかないんだぞ……？　正しいのか？　俺の判断は本当にこれで正しいのか？　ただの愚おろかな深読みじゃねえのか!?）

　迷いが刻一刻とグレンから時間を奪うばっていく。焦燥の炎ほのおが身を焦こがす。

（くそっ……俺は、どうすれば……ッ!?）

　だが、そんな苦悩に満ちたグレンに……

　ルミアは、そっとグレンの傍に寄より添そい、グレンの手を優やさしく握にぎった。

「先生……どうか、先生の思うままになさってください」

「る、ルミア……お前……？」

「先生がそこまで苦しむということは……きっと、そういうこと、なんですよね？　先生は……とても優しい人だから」

　グレンは呆ほうけたようにルミアの顔を見つめる。

「私は……先生を、信じていますから……」

　そう語るルミアは、どこまでも穏おだやかで優しくて……そして、全てを悟さとり、覚かく悟ごを決めてしまった者の表情であった。

「いいのか……？　お前は、本当にそれでいいのか……？」

　ルミアの意思を察したグレンが苦しげに、絞しぼり出すように言う。

「ひょっとしたら……お前はもう、この学院にいられなくなってしまうかもしれないんだぞ……ッ!?　本当にそれでいいのか……ッ!?」

「いいんです。私はもう大だい丈じよう夫ぶ。クラスの皆と机を並べて、システィと一いつ緒しよに学院に通えて、リィエルと友達になれて、先生と出会えて……本当に幸せでした。こんな私なんかにはもったいないくらい、幸せな時間を今まで過ごせました……」

「はっきり言って、俺の予感に確証はない……俺はただ、お前から居場所を奪ってしまうだけかもしれないんだぞ……？」

「……それは、先生が皆を助けようと、必死になった結果ですから」

　ルミアはどこまでも穏やかで、優しげで……

「私は先生を信じています。たとえ、どんな結果になろうと……私は先生を信じていますから……そのことに後こう悔かいなんてきっとありませんから……だから……」

　そう言い終わるや否いなや──

　ルミアの身体からだが、突とつ如じよ、黄金色に輝かがやき始める──

　光の粒りゆう子しが周囲に躍おどり、神こう々ごうしい光が煌こう々こうと辺りを照らし始める──

「……どうか、私の『異能』を、お使いください、先生……」

「ルミア……ッ！」

　そしてルミアが項うな垂だれるグレンの手を優しく握りしめると……

　その黄金色の光がグレンの身体を伝っていく──

　その瞬しゆん間かん、グレンの身体を駆かけ巡めぐる、圧あつ倒とう的な魔力と万ばん能のう感かん──




「な、なんだ!?　ルミアが……光って……ッ!?」

「あれは一体、なんなんだ!?　どういう現象なんだ!?」

　グレン達の様子を見守る生徒達が、ルミアに起きた異変に、にわかに騒さわぎ始める。

「魔力の光……じゃないよな？　どう考えても……」

「あ、ああ……だって、魔力の波動がまったく感じられない……」

「じゃ、なんなんだよ……ッ！　あの光は……ッ!?」

「それに、あの光に触ふれた先生から感じられる、あの凄すさまじい魔力は……？」

「ルミアのやつ、一体……何をしたんだ!?」




「……気にしないでください」

　生徒達の奇き異いの視線が集まり、グレンが罪悪感を覚えたのを敏びん感かんに感じたのだろう。

　ルミアがにっこりと笑って、グレンへそんなことを言う。

「それよりも、先生は……皆を守ってあげてください」

「……ッ！」

　そんなルミアの優しい言葉を受け、グレンは何かを吹っ切るように顔を上げて──

「《賢けん者じやの瞳ひとみよ・万の理ことわりを見定めよ・我が前にその大いなる智ち慧えを示せ》──ッ！」

　叫さけぶようにまくし立てた、その呪じゆ文もんは──

　黒魔【ファンクション・アナライズ】──魔術式の機能分ぶん析せきを行う解かい析せき魔術だった。

　なんで、ここで解析魔術？

　せ、先生は一体、何をやってるんだ？　どういうつもりなの？

　学院中からそんな視線を一いつ斉せいに集めながら、グレンは【ファンクション・アナライズ】で、『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の術式を、隅すみから隅まで精査する。

　グレンの脳内イメージの中を、莫ばく大だいな量の数式とルーン文字の羅ら列れつが、まるで洪こう水ずいのように流れていく──

　グレンはその情報を脳神経が焼き切れそうなほどの集中力で、捌さばいていく。

　本来、これほどの解析処理速度、最さい先せん端たんの魔導演算器マギピユーターを何十台と並べても不可能だ。

　しかし、ルミアの異能『感応増幅エンハンス者』が、グレンにそれを可能としていた。

（何かあるはずだ……ッ！　これがただの『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』であるはずがねえ……ッ！　絶対に、何かがあるはずなんだ……ッ！　なきゃおかしいだろう!?）

　やがて、天文学的な情報量を演算解析処理したがゆえに、グレンの脳が焦げそうなほど発熱し──ルミアの力によって増幅エンハンスされた魔力すらもあっという間に尽つきていく。

　だが、グレンは限界まで魔力を使い、『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』を精査していき──




「この期ごに及およんで【ファンクション・アナライズ】だとぉ!?　バカな!?　そんなものを使ってどうする!?　ぐ、グレン＝レーダスは一体、何をやっているのだ!?」

　狼狽うろたえきったように、ハーレイが叫んだ。
















「やはり、あの三流魔術講師に任せたのは間ま違ちがいだったか……ッ！」

「ハーレイ君！　《余所よそ見み》をしている場合ではないぞッ！」

　ツェスト男だん爵しやくが唱えた白魔【サイ・テレキネシス】が、ハーレイに向かって飛んできた衝しよう撃げき波はの進行方向を、余所よそへと曲げる。

「ヒェ!?」

　危あやういところで、ハーレイの脇わきを掠かすめて通り過ぎる衝撃波──

　そして。

「……そうか。グレン、お前……」

　激しくラザールと切り結びながら、セリカが呟つぶやいた。

　一ひと太刀たち切り結ぶ都つ度ど、衝撃に震ふるえ、引き裂さかれる大気の中──

「いいだろう……お前の好きなようにやれ！」

　セリカは旋せん風ぷうのように回転し──ラザールの構える槍やりへ、剣けんを叩たたきつける。

　盛せい大だいに上がる閃せん華かが、辺りを真昼のように明るく照らす──




　無数の光の粒子が、渦うずを巻いて躍おどる、幻げん想そう的な世界の中心で。

「……答え……見つかりましたか？」

　グレンの傍かたわらに寄り添うルミアが、静かに問う。

　その眩まばゆい黄金色の光に包まれ、陽ひだまりのような微笑ほほえみを浮うかべるルミアは──この世界の誰だれよりも美しかった。

「……ああ。見つけた」

　そんなルミアの光に抱いだかれながら……グレンも穏やかに笑った。

「そうですか……それで、先生はどうするんですか？」

「…………」

　グレンはそんなルミアの問いに、しばらく押し黙だまり……

「解呪デイスペルはしない」

　自信に満ちた目で……

「俺は──これから、こいつを、起動しようと思う」




「「「「はぁ!?」」」」

　信じられないことを言うグレンに、さすがの生徒達も騒そう然ぜんとなった。

「な、何言ってんだよ、先生!?」

「そ、そ、そうですわ!?　貴方あなた、わたくし達を殺す気なんですの!?」

　窓に張り付いていたカッシュやウェンディが、大パニックに陥おちいる。

　彼らだけではない。学院中の人間が、遠見と遠耳の魔術で、グレンの一挙手一投足に注目しているものだがら、最も早はや、学院校舎内は、どこもかしこも大だい恐きよう慌こう状態であった。

「ふざけんなっ！」

「ああ、こうしちゃいられねえっ！」

　すると一部の生徒達が、慌あわてて教室を出ていこうとする。

「お、おい!?　お前ら、どこに行くんだよ!?」

「決まってるだろ!?　あのロクでなしを……グレン先生を止めに行くんだよ!?」

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　外はまだ戦いが続いている！　危険だぞ!?」

「で、でも、このままじゃ、俺達──ッ!?」

　生徒達が真っ二つに分かれて、一いつ触しよく即そく発はつの状態になっていた……その時だった。

「うるさいなっ！」

　らしくない怒ど声せいを上げる者がいた。

　……ギイブルだった。

「少し静かにしてろよ、君ら……ッ！　いちいち、騒ぐなッ！」

「……ぎ、ギイブル……？」

　意外な人物の激高に、クラス中が思わず呆気あつけに取られて、ギイブルを注視する。

　そんなクラスメート達へ、ギイブルは苛いら立だったように吐はき捨てた。

「今の今まで、あの先生がこういう状じよう況きようで、僕達に害なすことがあったかよ!?」

　そんなギイブルの指し摘てきに、生徒達は、はっと思い出したように押し黙る。

「月並みで嫌いやだけど……もう、先生を信じるしかないだろ!?　黙って見てろ！　それでも先生の邪じや魔まをしにいくなら、僕が相手になるからなっ！」

　そんなギイブルの真しん剣けんそのものの表情に。

　生徒達は徐じよ々じよに落ち着きを取り戻もどしていく──




「……そうですか。それが先生の選せん択たくなんですね？」

　一見、馬ば鹿かげたことを言うグレンを前にしても、ルミアの表情は変わらない。

「ああ……引き続き、このままお前の異能の力を貸してくれ……」

「もちろん」

「……何も聞かないんだな？」

「必要ありませんから」

「……馬鹿な事、言ってると思うか？」

「先生を信じてますから」

「……怖こわいか？」

「いいえ、全然」

　ルミアは、にっこりと笑って……グレンの手を取って……言った。

「だって、先生がいるから」

　そんな、どこまでも変わらない、ルミアの幸せそうな笑え顔がおが、グレンを苦く悩のうさせる。

（なんでだ？　なんでこんな子が、こんな物を背負わなければならなかったんだ!?　なんで、こんな『異能』を持って生まれちまったんだ!?　ちっくしょう……ッ！）

　そんなやりきれないグレンに、ルミアがさらに寄り添そう。

「あの時と一いつ緒しよですね」

「あの時……？」

「ええ……先生が非常勤講師として、この学院にやってきて……この学院を襲おそったテロリスト達から、私達を命がけで守って、戦ってくれて……」

　ルミアは目の前に広がる巨きよ大だいな魔術法ほう陣じんを懐なつかしそうに見やる。

「あの時も、最後はこうして……私と先生の二人で……魔術法陣へ立ち向かったんですよね……なんだか、ついこのあいだのことのような気がします……」

「ああ、そうだったな……ま、あの時とはこれからやることが、逆なんだがな……」

「ふふっ……そうですね」

　思えば……奇くしくも今回のこの一連の事件、あの時のテロ事件と共通項こうが多い。

　これもまた、何かの運命の悪戯いたずらなのだろうか？

　しばし、グレンが、自分でもよくわからない感傷に浸ひたっていると。

「先生……」

　ルミアの促うながしに、グレンは力強く頷うなずいて。

「ああ、さぁ、行くぜ──」

　グレンは、解呪デイスペルではなく──起動の作業を開始した。

　血文字を『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』上に書いていき、魔術法陣の各種設定を介かい入にゆう変へん更こうしていく。

　すると。

　それにつれて、法陣上に漲みなぎり、周囲で渦うず巻まくマナ量が目に見えて上がり──

　魔術法陣の稼か働どう音がどんどんと高くなっていく──

　破は滅めつが迫せまっているのが視覚で、肌はだで、霊れい的てきな感覚で、これとないくらいにわかった。




　グレンが起動作業を進めるその一方──

「くそっ……お、俺達……一体どうなるんだよ……ッ!?」

「こ、怖い……ですわ……ッ！」

「先生せんせぇ……」

　カッシュ、ウェンディ、リン……生徒達は頭を抱かかえてその場に蹲うずくまり──

「く……ッ！」

　ギイブルも震える膝ひざを意地で堪こらえ、額から脂あぶら汗あせを滝たきのように垂らしながら、グレンの背中を遠くから凝ぎよう視しするしかなくて──




「な、な、な、あの男、何をやっているのだぁあああああああああ──ッ!?」

「……グレン君……ッ!?」

　グレンの暴挙を見て取ったハーレイとチェスト男爵も、目を剝むいて慌て始める。

　だが──

「ハーレイ！　男爵ッ！　構うなッ！　グレンにやらせろッ！　責任は私が取るッ！　今はこのラザールに集中しろッッッ！」

　大分、息の上がったセリカが、迫りくる槍そう撃げきの嵐あらしを片かた端はしから叩き落としながら、叫さけぶ。

「ぬぅうううううう──ッ!?　おのれぇ……ッ!?」

「はぁー……はぁー……随ずい分ぶんと焦あせってるな……？　どうした……？　【メギドの火】でこのフェジテを吹ふっ飛ばすことが、お前の悲願じゃなかったのか……？」

「セリカァッ！　そこをどけいッ！」

「退ひくかよ、アホ！」

　その瞬しゆん間かん、セリカの姿が残像し、ラザールの傍らを素す早ばやく駆かけ抜ぬけ──

　再び、力場を鋭するどく切り裂いて──

「いいいいいいいやぁああああああああああああああああああ──ッ！」

　刹せつ那な、リィエルの振ふり回した一いち撃げきが、ラザールを横よこ殴なぐりに直ちよく撃げきする。

「ぬぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　ラザールの身体からだが、グレンとはまったく逆方向へ、さらにかっ飛ばされていく。

「おのれ……おのれぇ……おのれぇえええええええええええええ──ッ！　貴様らぁあああああああああああああああああああああああ──ッ!?」




　誰もが固かた唾ずを吞のんで、祈いのるように状況を見守る中。

「……間に合え……間に合え……ッ！　間に合え……ッ！」

　鬼おにの形相となったグレンは、ただひたすら猛もう速度で指を動かし続ける──

「…………」

　ただ、ルミアだけが、全すべてを悟さとったような穏おだやかな表情で、グレンを見守り……

　グレンはひたすら、魔ま術じゆつ法陣上に、血のルーン文字を連ねていく。

　魔術法陣上に、ルーン文字がびっしりと埋うめ尽つくされていき……

　その一方で、陽ひはどんどん傾かたむいていき……

　場の魔ま力りよくと、駆動音は極限まで昂たかぶって、昂って、昂って──

　そして──

「間に合えよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　グレンが最後のルーン文字を括くくった──その瞬間。

　カッ！　『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の魔術法陣が、眩まばゆく白熱し──

　ついに、起動してしまうのであった。




　白が──溢あふれる。

　その場に居合わせた全ての者達の視界を、白く、白く染め上げて──

　全てが、白に吞み込まれていく──








終章　終わりの始まり









「……い、一体、何が起きているんですのっ!?」

　滅ほろびの【メギドの火】が、グレンの手によって起動され。

　ああ、自分達はこのまま、骨まで綺き麗れいさっぱり蒸発してしまうんだ、と。

　そう固く身構えていたウェンディが、恐おそる恐る目を開くと……

　眼前の信じられない光景に、他ほかの生徒達同様、ただただ啞あ然ぜんとするしかなかった。

　その光景──今、中庭には、とんでもない量のマナが嵐となって渦巻いている。

　洪こう水ずいのようなマナが『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の魔術法陣の中心から、活火山の噴ふん火かのように絶えず噴き出し、大気中へと拡散していく。

　昇しよう華かしたマナは、輝かがやく柱となって昇のぼり立ち、それはまさに天を衝つくようであった──




「……先生……これは……？」

　不思議そうに空を仰あおぐルミアが、肩かたで荒あらい息を吐ついているグレンへと問いかける。

「この魔術法陣に、各『マナ活性供給式ブーストサプライヤー』から供給された『臨界活性マナ』……それがこの魔術法陣を『起動』することによって解放され、大気に戻っていってるんだ……」

「でも……これは【メギドの火】を起動する『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』なのでは……？」

「騙だまされてたんだよ、俺達は」

　グレンが忌いま々いましそうに吐き捨て、拳こぶしで法陣を叩たたく。

「これは『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』なんかじゃねえ……ッ！　いや、元々の術式は、確かに『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』だったものだが……遠方から霊脈レイ・ラインを通して演算介かい入にゆうした術式改編儀ぎ式しきで、その根幹部分の機能が、根こそぎ別の物に変わってやがったんだ……ッ！」

　これはルミアの『感応増幅者』を乗せた【ファンクション・アナライズ】で、術式の最さい深しん奥おうまで精査することで、ようやく判明した事実であった。

「機能が……改変……？」

「ああ、そうだ」

　グレンが疲ひ労ろうでふらつきながら立ち上がり、言う。

「これは『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の皮を被かぶった『マナ堰堤式ダム』！　周囲から供給されたマナをダムのように貯ためこんでおく式だ。『起動』すれば、貯めこんだマナを指向性なく大気中へ放出するだけだが──『解呪デイスペル』すれば、予あらかじめ設定された対象へ、その貯めこんだマナを指向性を持たせて一気に流す──そういう代しろ物ものだ。だから『解呪』が異様に簡単だった」

　マナ堰堤式ダム。それは起動と凍とう結けつのオンオフスイッチによって、内部に貯めこんだマナ量を細かく調節する……一種の儀式魔術を補ほ佐さする儀式魔術だ。

　今回のこれは、それをもっと大おお掛がかりにしたものだといえる。

　問題は……だ。

　黒幕は、なんのために『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』を偽いつわった『マナ堰堤式ダム』を仕し掛かけたか、だ。

「恐らく、構図としてはこうだ。黒幕は【メギドの火】に見せかけて、『マナ堰堤式ダム』をしかけ、マナを集めた……黒幕が真の狙いを達成するためのマナを確保するためにな。時間が来れば、黒幕はその『マナ堰堤式ダム』を解呪デイスペルし、大量に集められたマナを取得し、それを使って何らかの目的を成じよう就じゆする……そんな計画だったはずだ」

「……真の狙い……？」

「だが、今の黒幕には敵があまりにも多いらしい。帝てい国こく軍、組織の現状維い持じ派、ジャティス……そいつらの介入は避さけられず、必ず計画に何らかの横やりが入る、と判断したんだろう。だからこそ、【メギドの火】に偽ぎ装そうしたことが効いてくる」

「そ、それって……？」

「そうだ……もし、横やりが入っても……そいつらはまず解呪に動く。解呪デイスペルに動かざるを得ない。だって、見た目は『マナ堰堤式ダム』ではなく【メギドの火】だからな！　起動するという発想は、自殺志願者じゃない限り出てこない！　つまり、横やりが入っても……時間さえ確保できれば、黒幕の真の目的には、支障がないっていうことだ！」

「つまり……私も、先生も、ジャティスさんも、皆みんな……黒幕に騙されてしまったってことですか……？」

　思わず、悲痛な表情となるルミアだが……

「……いや」

　グレンは、そのルミアの言葉には、首を横に振った。

　そして、闇やみの中であざ笑う《正義》の、狂きよう気きに満ちた顔を幻げん視ししながら、言う。

「今、思えば……ジャティスは多分、黒幕の真の目的を、最初から全て読み切っていたんじゃねえか？」

「え？」

「だが、あえてそれに乗って、黒幕の手の平の上で踊おどってみせた。恐らくは……あいつ自身の真の目的も……黒幕の目的と何らかの形で一いつ致ちするがゆえに」

「……ッ!?」

「その証しよう拠こに、あいつはこの肝かん心じん要かなめの『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』の解呪デイスペルを、なぜか一番最後に回しやがった。【メギドの火】を防ぎたいと思えば、普ふ通つう、真っ先にここを解呪デイスペルするだろ？　これは『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』が『マナ堰堤式ダム』だと知っていないと、できない立ち回りだ」

「そんな……」

「あいつは今回、黒幕に与くみする人間を片端から、執しつ拗ようなまでに殺していた……【メギドの火】を防ぐだけなら、必要のない殺しも含ふくめてな……それが、やつの踊りの駄だ賃ちんのつもりなんだろう。あいつは黒幕の手の平の上で、あえて踊ってみせながら、黒幕に最大限のダメージを与あたえていたんだ……まるで悪あく魔まのような男だぜ、クソッ！」

　そもそも……

（フェジテを救いたい？　あいつが、そんな殊しゆ勝しような男のはずなかっただろう!?　確かに、あいつは意味のない殺しはしねーが……意味さえあれば……自分の『正義』のために必要なら、どんな犠ぎ牲せいだって嬉き々きとして積み上げる……そんなやつだったはずだッ！）

　甘かった──グレンは、深しん淵えんの底で歪ゆがんだ嗤わらいを上げるジャティスの姿を幻視し、拳を堅かたく握にぎり固めるのであった。

「でも、この『マナ堰堤式ダム』を先生が『起動』したことによって、貯めこまれていたマナが大気へと拡散しつつあります！　先生の勝利です！」

　ルミアは必死にそう訴うつたえるが……

「ああ……どうやら、最後の最後で、黒幕とジャティスのヤローに、一いつ矢し報むくいることができたみてえだな……だが、少々、遅おそかった……」

　と、その時であった。

　硝子ガラスの割れ砕くだけるような高音が、周囲一帯に盛せい大だいに響ひびき渡わたる。

『起動』されることによって、貯めこんだ大量のマナを大気中へ拡散放出していた『マナ堰堤式ダム』が、突とつ如じよ、勝手に『解呪デイスペル』されたのだ。

「えっ!?　なんで!?」

「……時間切れタイムリミツト、だ」

　グレンが忌々しげに、遠くの空を見やる。ちょうど、日にち没ぼつだった。

「日没と共に自動解呪デイスペルされる……それが本来の仕組みだったんだろ」

　誰だれもが呆ぼう然ぜんとするしかない状じよう況きようで。

　解呪デイスペルされた『マナ堰堤式ダム』から、レーザー光線のように指向性を持ったマナ帯が、空に向かって照射され始める──

「俺が起動することによって、貯めこんだマナを相当量減らしてやったが……それでも、黒幕の狙いを完全に潰つぶすには至らなかったってわけだ……」

　その大量のマナ帯が、赤い空でぐるりと曲がり、ラザールへと降り注いでいく──

「見ろ……嫌いやな予感がぷんぷんするぜ……」

　グレンはそれを、冷ひや汗あせ垂らしながら、見守るしかなかった。




「な、なんだあの高密度のマナ光は……？　なぜ、あの男に降り注いで……？」

「あれは……『マナ堰堤式ダム』!?　バカな、『核熱点火式イグニツシヨン・プラグ』ではなかったのか!?」

　驚きよう愕がくに震ふるえながら、空を見上げ、呆然とするハーレイ達を前に。

「……やってくれたな……ッ!?」

　ずがん、と槍やりを地面に突つき立て、降り注ぐ大量のマナ光を浴びながら、ラザールは憤ふん怒ぬに身を焦こがし、吐き捨てていた。

「足りん！　あれほどマナが失われてしまっていては、完全には足りぬ……ッ！　グレン＝レーダス……ッ！　まさか、貴様ごときが、この私の思おも惑わくの上をいくとは……ッ!?　くっ……レイク＝フォーエンハイムの警告通りとなったか……ッ！」

　計画通りに事を運びたくば、グレン＝レーダスを舞ぶ台たいの盤ばん面めんに、決して乗せるな。

　計画実行前のレイクの言葉が、今いま更さら、ラザールの胸の内で蘇よみがえる。

　だが、最も早はや、認めざるを得ない。

　油断していたつもりはないが──自分はグレンを舐なめていた。

　グレンこそ、あの《愚ぐ者しや》こそ、己おのが計画の最大障害だったのだと。

「……致いたし方かたあるまい。世辞にも完かん璧ぺきとは言い難がたい状況ではあるが……最早、こちらも後には引けぬ……このままだと、彼の力の復活は、凡およそ不完全な形となるが……ッ！」

　ラザールは懐ふところから一本の鍵かぎを取り出した。

　すると、降り注ぐ大量のマナ光は、ラザールではなく、その鍵に降り注いでいたのが視覚的に理解できる。

　そして、その鍵は降り注ぐマナを吐き気を催もよおすほど暴食し、片かた端はしから吸収していた。

「……むっ!?　なんだ、その鍵は……ッ!?」

　警けい戒かいして、ラザールを囲むセリカ達が、身構える。

　だが、そんなセリカ達をまるで無視して、とうとうと語った。

「我は──天の智ち慧え研究会、第三団《天位》ヘヴンス・オーダー、《鋼はがねの聖騎き士し》ラザール……今こそ我は、汝なんじが『内なる声』に耳を傾かたむけよう……ッ！」

　そんなことを朗々と宣言し──その鍵の先せん端たんを、己おのれの胸に──当てる。

　すると、その鍵先は、まるでそこに鍵かぎ穴あなでもあったかのように、ラザールの胸部の中へと、するりと何の抵てい抗こうもなく入り込み……

　そして、かちりと鍵を回した……その瞬しゆん間かん。

　不意に、ラザールの全身から、どす黒い魔ま力りよくが溢あふれ……ラザールを吞のみ込んだ。

「な、なんだ!?」

「何が起きた!?」

「……ッ!?」

　ハーレイ、ツェスト男だん爵しやく、リィエルが警戒して距きよ離りを取る。

　その間にも、ラザールから噴ふき出す黒い魔力は暴力的に渦うずを巻き始め──

「ぐぅううううううううううううううううううううううう──ッ!?」

　──その渦か中ちゆうのラザールが、もがき苦しみ始める。

　すると。

「……なん……だ……？」

　そんな様子を目まの当たりにしたセリカが、不意に気分悪そうに片かた膝ひざをついた。

「どうしたの？　セリカ」

　リィエルが少し心配そうに、セリカに寄り添そった。

「いや……き、記き憶おくが……私の……失われた、空白の記憶が……疼うずくんだ……」

　苦しげにそんなことを呻うめくセリカ。

「私は知ってる……この黒い魔力を……どこか……遠い昔に……？」

　そうしている間にも──

「我は汝……汝は我……今こそ、我と汝の魂たましいはここに融ゆう合ごうし──汝は、我と共にこの現世に蘇る！　いざ──ッ！」

　黒き魔力はラザールから溢れ──溢れ続け──やがて、闇より暗い闇が辺りを包んだ。

　特とく濃のうの闇が、ラザールという存在を溶とかし、再構築する。

　そして、溶けた闇の中から再誕したのは──一人の魔ま人じんだった。

　頑がん健けんな漆しつ黒こくの全身鎧よろいに身を包み、その上から緋ひ色いろのローブで全身を覆おおっている。フードから覗のぞくバイザーの奥は無限の深しん淵えん色しよくを湛たたえ、その表情は窺うかがえない。

　その全身から立ち上る闇色の霊気オーラ。まるで闇そのものが辛かろうじて人の姿を取ったかのような──そんな魔人が、セリカ達の前に顕けん現げんしていたのだ。

「……ら、ラザール……？」

『私は最早、ラザールではない』

　セリカの呆ほうけたような問いに、ラザールだった魔人が槍を大地に突き立て、宣言する。

『私は──魔ま将しよう星せい。《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》アセロ＝イエロ、だ』

「……は？　……魔将星？　《鉄騎剛将》アセロ＝イエロ……だと……？」

　この世界には『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』と呼ばれる童話がある。

　魔導考古学者であり、童話作家であった悲運の天才ロラン＝エルトリアの最高傑けつ作さくであるその物語は『正義の魔法使いが、魔ま王おうと戦って、人々を守る』という、非常にわかりやすい、子供向けの話だ。

　その魔王直属の配下──魔将星。

　個々が一いつ騎き当とう千せんの絶大な戦力を誇ほこる、魔将星のその一ひと柱はしらに名を連ねる者が──

「《鉄騎剛将》アセロ＝イエロ……噓うそだろ、ラザール……なんで、お前が……ッ!?」

『少し語ご弊へいはあるな……私は元々、間ま違ちがいなくラザールだった。だが、『内なる声』を受け入れたことにより、私はラザールであり魔将星、魔将星でありラザールたる存在へと、新たに生まれ変わったのだ……』

「……内なる……声……？」

　どくん、と。

　その時、セリカの心臓を妙みような動どう悸きが襲おそった。

「内なる声……一体、どういう意味だ……答えろ、ラザールッ!?」

『今は貴様に構っている暇ひまはない……我は我の目的を果たさせてもらおう！』

　そう言って。

　ラザール──もとい、《鉄騎剛将》アセロ＝イエロは、手を掲かかげた。

「《■》……」

　そして、何事かを呟つぶやくと。

　空を、猛もう烈れつな紅あかい稲いな妻ずまが、走った。

　幾条も枝分かれをし、空を縦じゆう横おう無む尽じんにかける稲妻は、とある物体の輪りん郭かくを形作っていく。

　それは──船だ。

　編み目のように駆かけ巡めぐる稲妻の線が、三次元的に配列され、空に船の形を形成する。

　やがて……その稲妻が徐じよ々じよに弱まっていくにつれ……

　その稲妻が形作っていた船は、徐々に実体を得ていく。

　やがて、夕焼け空の大海に、一つの巨きよ大だいな箱はこ舟ぶねが浮うかんでいた──




「な、何……？　あれ……」

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院上空に立ち昇のぼった、謎なぞの紅き閃せん光こう。

　それを、警けい邏ら庁舎医務室の窓から眺ながめていたシスティーナは、紅い稲妻と共に大空に顕けん現げんした巨大な『箱舟』の姿に、啞あ然ぜんとしていた。

　あの特とく徴ちよう的な船の形には……システィーナは、猛烈に見覚えがあったのだ。

「あ、あれは……まさか『炎ほのおの船』……ッ!?」

　そう、そっくりなのだ。

　どこをどう見ても、童話『メルガリウスの天空城』に登場する古代兵器──国一つを、三日で焼き払はらったという──

　あの絵本の挿さし絵えに載のっていた、あの『炎の船』にうり二つなのだ。

「《鉄騎剛将》アセロ＝イエロが駆っていたという船が……どうして……ッ!?」

　システィーナの、そんな呆然とした呟きが、フェジテの空へ吸い込まれ──




「ひゃははははははははははははははははははははははははははははははは──ッ！」

　ジャティスの哄こう笑しようが、とある高台に、やれ高らかと響き渡っていた。

　空に現れた箱舟。

　まるでこの世の終わりのようなその光景を、ジャティスは両手を広げて仰あおぎ見る。

「来た！　とうとう来た！　そうだ、ラザール、いや、魔将星……ッ！　ついに貴様をこの歴史の表おもて舞ぶ台たいに引きずりだしたぞッ！　後あと戻もどりできない場所におびき寄せたぞッ！　待ってろ、この世界でもっとも邪じや悪あくな者達の一人よッ！　この僕の『絶対正義』が貴様を裁くッ！　ラザール、お前がその一番目だッッッ！」

　魔将星をこの世界に降臨させ──殺す。

　それこそが今回のジャティスの真の目的。

「そうだ、魔将星……天の智慧研究会……ッ！　僕は君達を断じて許さない……ッ！　二年前のあの日だ……運命のあの日だ……あの日の屈くつ辱じよくは忘れもしない……ッ！」

　ジャティスは運命のあの日を思い出す──それは、ジャティスが帝てい都とで『天使の塵エンジエル・ダスト』を使った凄せい惨さんな事件を引き起こすより、少し前の出来事だ。

　運命のあの日、ジャティスは軍の命令で、とある場所に調査へ赴おもむき──

　そして──

「こともあろうに貴様達は、この『絶対正義』たる僕を甘い果実で誘ゆう惑わくし、邪悪の道に貶おとしめようとしたッ！　まぁ、並みの凡ぼん夫ぷならあのまま屈くつし、愚おろかにもあの鍵を受け取り……『人ならざる者』へと堕だしたのだろうがねぇ……あのラザールのように……ッ！」

　未いまだ忘れ得ぬ、身を焦がすような屈辱を振ふり払うように、ジャティスが叫さけぶ。

「だが、相手が悪かったな、天の智慧研究会ッ！　僕の高潔なる魂を、その程度の誘惑で堕おとせると思うなァッ！　僕はジャティス！　《正義》のジャティス＝ロウファンッ！　貴様ら『絶対悪』を裁く、誇り高き『人間』だぁあああああああああ──ッ！」

　恐おそらくは、ラザールが呼び出したあの箱舟が、尋じん常じようじゃない災さい厄やくをこのフェジテに呼ぶことだろう。夥おびただしいほどの人が死ぬだろう。

　だが──関係ない。本当はフェジテなど、どうなろうが知ったことではない。

　真なる邪悪を裁くためならば、いかなる犠ぎ牲せいが払われても良いし、むしろ払うべきだ。

　それが──彼ジヤテイスの『正義』である。

　狂くるったように哄笑し、まさに絶好調なジャティスであったが──

「……ふぅ……しかし、グレン……君ってやつは……」

　ふと、思い出したように、ジャティスの表情が曇くもった。

「君は、本当にいつもいつも、土ど壇たん場ばで僕の予想を大きく超こえる……おかげで、もう少しで魔将星の降臨が失敗するところだったじゃないか……僕が正義を執しつ行こうできなくなるところだったじゃないか……ッ！」

　ジャティスの目もく論ろ見みは、本当にうまくいっていた。

　フェジテに巣食うクズ共を片端から全すべて殺しつつ、魔将星を降臨させ、それも殺す。

　前者だけでも駄だ目めだし、後者だけでもだめ。ジャティスが狙ねらうはあくまで皆みな殺ごろし。

　悪は一匹ぴきたりとも逃のがさず、殲せん滅めつ駆く除じよ……それが譲ゆずれない彼の方針ポリシー。ジャティスの一見、回りくどく非効率にも見える立ち回りは、全てそれを為なすためのものであった。

　だが、最後の最後で──それがグレンによって脅おびやかされた。

　彼の固有魔術オリジナルによる行動予測を、グレンは大きく超えた。

　ジャティスはそれがどうにも気に喰くわない。

　自分の『絶対正義』が脅かされたような……そんな気がしたのだ。

　ゆえに、ジャティスが抑おさえきれない憤いきどおりを吐はき出すが……

「だが──それでこそ、君は、僕が倒たおすにふさわしい最大の敵だ」

　次の瞬間、ジャティスの表情は、一転、歓かん喜きの表情へと変わっていた。

「そうだ……そうだよ……君は昔からそうだった……何を自うぬ惚ぼれていたんだ、僕は……グレンはいつだって僕の思おも惑わくを大きく超えてくれる……だからこそ、僕は君を、僕の全てをかけて殺すにふさわしい敵としたんじゃないか……はは、はははははははは……」

　そして、ジャティスは両手を広げて空を仰ぎ、まるで歌劇オペラの一幕のように宣言した。

「そうだ……魔将星を倒せば……あの絶対悪をこの手で滅ほろぼせば……僕の正義はきっと一段階、上の次元へと昇しよう華かするだろう……君と対たい峙じするに相応ふさわしい正義となる……ッ！　待ってろよ、グレン……僕は必ず君の高みへと辿たどり着いてみせる……ッ！　ひゃははははははははははははははははははははははははは──ッ！」

　誰だれも理解できないジャティスの哄笑が、人知れず、フェジテに響ひびき渡わたるのであった。

「さぁ、いざ行かん！　決戦の舞ぶ台たいへッ！」

　ざっ！

　靴くつを鳴らし、フロックコートを翻ひるがえし、ジャティス＝ロウファンが動き出す──




「…………」

「……危ないところじゃったのう、イヴちゃん。やれやれ、間に合ってよかったわい」

　路上で力なく蹲うずくまるイヴの周りに、三人の男達がいた。

「でも、アルベルトさんがいなかったら、本当にどうしようもありませんでしたね」

　イヴの落とされた左ひだり腕うでの付け根を、応急手当で縛しばるクリストフ。

「そうじゃな……あやつの魔ま術じゆつ狙そ撃げき……最近、ますます神がかってきたのう」

　周囲を油断なく警けい戒かいしているバーナードが、ちらりと、その男の背中を流し見る。

「…………」

　先ほど、ジャティスの魔まの手てからイヴを、超ちよう長ちよう距きよ離りからの魔術狙撃で守り、ジャティスを退散させたその男──アルベルトは、無言で空を見み据すえていた。

　そんな、どこか気まずい雰ふん囲い気きの中……

「……貴方あなた達……どうして、ここに来たの……？」

　耐たえかねたイヴが、ぼそりと呟いた。

「そりゃー、まぁ？　我らのワガママで頼たよりない室長様を助けにのう？」

「知ってるでしょう？　この街には【メギドの火】が仕し掛かけられていたって」

「まぁ、結局、何か別のもんじゃったみたいじゃがな……ったく、情報部の連中も当てにならんわい」

「実は、今回の一件、僕らも何かおかしいなって思ってですね……それで、僕も独自に魔導演算器マギピユーターで霊脈レイ・ライン回線を通して、フェジテの状じよう況きようを色々と探さぐったんですよ」

「クリ坊ぼうの魔導演算器マギピユーター操作術はスッゲェからのう……いやぁー、年寄りには、ああいう最新魔導機器はようわからんわい……」

「でも、そうしたら……イヴさんが先走って行ってしまった後で、【メギドの火】にしては何かおかしいってことが判明して……」

「だから来たっていうの!?　そんなのただの結果論でしょう!?　もし、本当に【メギドの火】だったのなら、今いま頃ごろ、貴方達、消し炭よ!?」

　イヴが苛いら立だつように言った。

「私は貴方達を騙だましたのよ!?　見捨てればよかったじゃない!?　危険を冒おかしてまでここに来る必要なんかなかったでしょう!?　私なんか──」

　ぱんっ！

「…………」

　ヒステリックになったイヴの頰ほおを、無言で近づいてきたアルベルトが、張っていた。

　そして、また無言で立ち上がり、アルベルトはイヴへ背を向ける。

　叩たたかれたイヴが俯うつむいて押し黙だまり、気まずい沈ちん黙もくが漂ただよう。

「し、しかし……また、こっぴどくやられたのう……？　ジャティスのやつめ……」

　バーナードが、無残に満まん身しん創そう痍いなイヴの姿に、なんとも複雑な表情で、呻うめく。

「……すみません、イヴさん。僕達がもっと早くここに到とう着ちやくしていれば」

　クリストフが申し訳なさそうに弁明するが──

「自じ業ごう自得だ」

　ここでようやく口を開いたアルベルトが、ばっさりと言い捨てた。

「俺達を出し抜ぬこうなどとせず、予あらかじめお前が、何処どこからか、何らかの手段をもって事前入手した情報を共有し、全員で足並みを揃そろえれば……俺達はもっと、マシな形でこの事態に早期介かい入にゆうが出来た筈はずだ」

「…………ッ！」

　アルベルトの叱責に、イヴは押し黙るしかない。

「確かに、お前の情報源は公式な物ではなく、謎に包まれた非公式の物だ。ゆえに、今回の一件……軍の対応が遅おくれに遅れる中、ただ一人、対応できたお前は、公的には表ひよう彰しようものなのだろう……だが」

　アルベルトが振り返り、イヴを鋭するどく睨にらむ。

「己おのが手て柄がらのために一人先走り、俺達や他ほかの宮きゆう廷てい魔ま導どう士し達を、散々ダシに使った結果がこれだ……猛もう省せいしろ、馬ば鹿かが」

「…………」

「……あー、その、なんじゃ？　イヴちゃん？　こやつは、こやつなりにイヴちゃんのことを心配してじゃな……」

　クリストフも、バーナードも、さすがにアルベルトの厳しい物言いを咎とがめることだけは……できなかった。

　重苦しい沈黙が一同の上にのしかかり……

「ふん……その腕うでは、後で魔術学院に勤める法医師、セシリア女史に看みてもらえ。彼女ならば、何とかしてくれる筈だ。……行くぞ、翁おきな、クリストフ」

　そして、アルベルトが学院の方角へ向かって、歩き出す。

「……散々、後れを取ったのだ……取り戻もどすぞ」

「ははは……また、こんなに苦しい状況からスタートなんですね……」

「ま、いつものことじゃわい」

　そう言い合って。

　男達は肩かたを並べて、その場を立ち去っていく。

　そして……

「……なんで……？」

　後に一人取り残されたイヴは……

「……なんで……なんでなのよぉ……ッ!?」

　徐じよ々じよに、その身を打ち震ふるわせていき……

「どうして、私は何もできない、何も為せないのよ……これじゃあ、私はなんのために、あのとき、セラを……ぐすっ……ひっく……セラぁ……うわぁああああああん……」

　まるで子供のように、人知れず、泣きじゃくるのであった。




『ふははははははははははははははははははははははははははははははは──っ！』

　魔将星の哄こう笑しようが辺りに響き渡り、空に浮うかぶ箱船の凄すさまじい威い圧あつ感かんがのし掛かかる。

　誰も彼もが我を忘れ、呆気あつけに取られて、動けない中で。

「ははは……ははは……なんだよ、ありゃあ……？」

　グレンも例外なく、空の箱舟に、ただただ乾かわいた笑いを浮かべるしかなかった。

「あれって『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』に出てくる『炎ほのおの船』そのまんまじゃねーか……どうなってんだ……？　俺は悪い夢でも見てんのか……？」

　ただ──どうしようもないくらいに、わかる。直感が告げる。

　これから、とんでもないことが起きる──と。

「せ、先生……」

　あの気き丈じようなルミアも、肩を微かすかに震わせながら、グレンの手を握にぎってくる。

　だが、その完全に凍いてついた空白の時間を破る者が──不意に現れた。

『……まったく。いつまでぼけっとしているつもり？　グレン……』

　グレンを我に立ち返らせた、その声には、聞き覚えがあった。

『まだ、何一つ終わってないのよ？　これから始まるの。渦か中ちゆうの貴方が、そんな調子じゃこの先の戦いが思いやられるわね……』

　その不ぶ躾しつけで、疲つかれ切ったような響きを持つ言葉に、思わず振ふり返れば──

　そこには、いつの間にか、一人の少女が立っていた。

『……グレン、これは試練よ』

　ルミアに瓜うり二ふたつの背せ恰かつ好こうに顔立ち。

　髪かみは燃え尽つきた灰のように、肌はだは病的なまでに、真っ白で──

　そして、その背中には、見ているだけで正気を削けずり、吐き気を催もよおす──まるで深海の奇き怪かいな生物をより集めて形作った──異い形ぎようの翼つばさ。

『貴方は、これから起きる災さい厄やくを、生き延びなければならない──』

　かつて、『タウムの天文神しん殿でん』にて出会った、謎なぞの少女──

『未来と──そして、過去のために』




　──ナムルスが、陰いん鬱うつな昏くらい目と退たい廃はい的な笑えみを浮かべ、佇たたずんでいるのであった──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第九巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！

　さて、今回の第九巻で、ロクでなしという物語は一つの大きな山場を迎むかえることになりました。物語が進めば進むほど、様々な経験をした登場人物達は否いや応おうなく変化を迫せまられます。良くも悪くも変化せざるを得ないのです。変わらない人間はいないのです。

　読者の皆様も、この物語の登場人物について、一見、「キャラがブレている、変わった」と感じられることもあるかもしれません。ですが、それは、物語内で様々な経験を経た彼らが感じたこと、考えたことの果てに発生した「キャラの内面の変化」なのです。

　物語の進行と共に、彼ら、彼女らが、これから「どう変化していくのか」……それを生暖かく見守っていただければ幸いです。

　また、今回の第九巻で、今まで随ずい所しよに鏤ちりばめられた、ロクでなしという物語の舞ぶ台たい装置を構成する断片的なパズルピースが、ついにその大おお枠わくを形成し、その全体像が見え始めてくる頃ころになるかと思います。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですよ!?　風ふ呂ろ敷しき広げまくりの投げっぱなしジャーマンではありませんからね!?　ちゃんと収束しますからね!?（震ふるえ声）

　それと一応、この場を借りて、この第九巻について、私から一言──

「私は、あの娘のことが、大好きです」

　決して、嫌いなわけじゃないんです……誰だれがとは、ここでは言えませんが。

　さて、最後になりますが、ロクでなしアニメ、あっという間でした。毎週、自分の生んだキャラ達が元気に動いているのを、ニヤニヤしながら見ていました。作家として、これほど幸せな気分を味わわせてくださったアニメスタッフの方々には本当に感謝です。本当にありがとうございます、お疲つかれ様さまでした！　アニメ円えん盤ばん一巻特典には、この私、羊が２００ｐ超ごえ入にゆう魂こん限定小説を書かせていただきました。多くのロクでなしキャラが活かつ躍やくする楽しい話になったと思います。もしよろしかったら、読者の皆様も手に取ってやってください。それでは！


羊太郎



















羊太郎

●ひつじたろう



読者様達のおかげで、安定して継続的に本を出すことができ、アニメ化まで、しかも、本の売れ行きも順調そのもの……作家として順風満帆だなぁと、浮かれていたら。編集「あ、羊さん。早く第九巻の原稿出してくださいね！　今月末までに！」。……やべぇええええッ!?　アニメ関連で忙しくて、全然進んでねぇえええッ!?　羊が絶望の淵に立たされたその時、神は言ったのです『羊、お前は選ばれし戦士（サラリーマン）のみが使える《時の魔術》を知っているはずだ』と。「そうだった！　全ては原稿のために──喰らえ、《上司よ・一身上の都合により・有給を使います》ッッッ!!」──羊の勇気が世界を救うと信じて！！


















カバー・口絵・本文イラスト／三嶋くろね

カバーデザイン／草野剛
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